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努ま牽 序論
第 1 節 研究 の背景
20 0凌月 7月 ､ 長野 県白骨温泉に 溶春子る呆浴邦混Å撃砕を契機と して ､ 愛国者蟻 の 温泉地
で様 身 な温魔疑惑が発生 した0 日本国民 は昏界で最も温泉好きなÅ種と貰わ 洗 ､ 温 熱 三対
する倍額感紘 一 番強か っ た 経ずで あるB と ころが ､ 長年に わた っ て 築か れた温 泉神話が 亀
ち( も崩れ果 て た の であ るo しか し､ ニ う した事件 は 日本Å の 温泉脅温泉地 に対する問題
意識を - 層高めた蔓こ違 い 恋 い o
と こ ろで ､ 長引く平成不 敵 デフ レ経済府遭行な どで 日本蔓こお 汁る温泉観覚地 の尭挙が
不 況風書こきらきれ て い るo 凝館 の飼蓬や観光施設の廃止 などが雛薗 を看こぎわ して い るが ､
有効な対応繁盛言立 て られ怒も､まま現叡 こ至 っ て い るB も､ず艶も高度経済成長期蔓こ繁栄 した
事日態依桑とした温泉埴に多くみ られる環褒 で ある 悌 2 ¢O壕d､ 2e85 b)o
要するに ､ 高度経済成長期 で繁栄 した 温泉地にお い て 臥 観光施設 づi野や凍館 づ くり
の 発想揺 あ っ て も､ まちづ く 撃 の発潜は皆無で あ っ た と言 えようe 解毒こ蔦 温泉畿発審市に
ま で 一 気によ 撃 つ めた 中 伊東 ･ 別府濫轟怒 ど揺 ､ 靖捧 書 宴会撃 砕凝発奮が東急蔓こ克撃
込み ､ 温泉磯 と しで 帝展構や情緒 を発うこと蔓こ怒 っ た¢ 長篠約蔓乙は ㌔ 団棒観発審を志南 し
急務館 の 東壁ずヒ 事 デラ5fタ ス 柁であるo そ の た 軌 宿泊客を自館内書こ蘭鋳る園を､込み戦略
が籍ま撃 勺 轟店街がきびれて街全体惑軍疲弊す るニ とに 怒っ 恵蔓浦 2882覆､ 2 彬3 転)e
高度経済成長期 か ら安定経済成長期蔓己か狩て 句 帝騨高由や浄海野 奄ど将ゆ薫番蔓三彩を蔦て
まちづi り葺こよる観発ず巳が逐展 ヒで 帝聾者 鍔 閑患を集めたo 三 教書こ萎ま国衆電撃在 の ぎ挽き萎こ
よ るディ 長 方 パ - ジャ バ 3'帝 P 琵惑蔓衰きi 関係して彰㌔るを軽舟 癖 量撃写銑 愛憲蓬 済成長期尉
降 ､ 温泉地の - 寮毒こ溶をちて もま ちづiりが行われ た6 充分県癖番院温泉脅帝奉県霧]!慢薬
な どである｡ をゝず耗転高度経済成長期蔓芸溶毎号て 繁栄から取撃残き艶た濠泉蟻 であ っ て ､ ど
ん底 から這毎号招ずだ 釧 ≡磯磯野昏怪孝巨を承鞄てまちづ竜 野漆芸推進き艶 恵 独 秤 量99 馳)申 そ
府 際､ 前者毒こおを､て 経由番轟常田園風景 与 舞厳粛昏とア - ㌢施設､ 優者妄這おを汚て 捻 山里 将
軍晃夜風発と露天農呂薙ぎ漆芸蒔か き鈍る 芸と毒己な っ た｡ ≡流 揺覆 るもの を生かず ､ ま ちづ
かむち､ 壊域づ惑盲を写鍔精神習 ある宅藩 2e昏亀き｡
バ ブ㌔t,経済廟壊擾由寄院や黒3事幸恵ど癒 し 乳 酸 ヶ費や由骨など招 秘蓉系 の 温泉蟻を除転､
て ､ 盲駕ず雛 形 藍藻塘蔓こ藩論 写でも襲来客の凍少額南が鏡を駕でをうる¢ 豊艶結露轟磯綻 限らず ､
観発蝿 習宅嗣輝の領内 であ壱 鉄 管怒が 毎Q3‡田昏依然とtj藍観光港措韓書こ厳 む転 機 寵蔓芸あ
るo ニ う した申で ､ 大 挙 の 温泉地 で揺持続可能怒温泉場を目指 して 洩蟻の 活性才ヒを模索ず
るに 至 っ た の であ るe と ぼ い え､ まちづiり轟こ萎ま即効皐は 存姦 しない ｡ 由番院や恩川蔓こお
い て き え ､ 28 年近く の 助走期間が あ っ たo い ずれも地域に精通 した まち づi 哲鍔 リ - ダ -
が存在 した こ とも見逃 せ 恋 い o
し か し､ 全国的な レ ペ jL,となると ､ 温泉地 づ( 撃の 撃門家緒そ う多( は恕u o 2豊 健凝 揺
観光の 時代と い われ るが ､ 日 本観発 の 中心は これ まで 温泉堵が 率㌔むで 轟っ た 三 と揺紛れも
な い 事実で あるo したが っ て ､ 温泉や温泉地繕 ニれ か らも有卦短観先賢蘇 であ るo と ニ ろ
が ､ 温泉の 泉質率温泉 のÅ 野方蔓こ閑ずる専門家ほ い て も､ 温泉地域 づ i 撃努まちづi 野暮三
関する専門家ほ あま野 にも少 なむ駕o 地域づi撃母まちづく野 におを､て 揺地域特性 鍔把握 篭
そ の 現状分析などが尭切なヂ - タ となる ニとは音うまで もない e そ 得 ため ち 畿魔埴をこ関す
る調査 ･ 研究の 彪要性ほ東きi ､ 温泉地 に窮する鶴発砲域研究得意義経 ますます重要 とな
ろうo
と こ ろ で ､ 2e¢3年 呈B にj3､鼻骨額 ほ観光立国憲嘗を行 っ 恵 e ニ 弛 まで の 三業率,む政策 一
辺倒 か らの 一 女転換で ある母 環在 F嘗 0 琵 O S O.I 3 盈 ㌘慮 Nj 考ヤ ン ペ - ン が浄罪各地
晋廃園きれてを写る 最 国際観発振輿嬢構が 申遠で配蒸 してを音る観衆パ ン フ レ ･賢 かの 嚢雛は
呈Å の若を号東軽重窒素館 舜 蚤泉董こ最新替る シ - ン で 轟る串 ㌢棒験 田本 緒敦晶醸造渚j とをもう
文字表芸恕らぴJ, ま重量芸`藍藻そ の も舜通覧田寮戟鷹野 著寮と怒 っ てを毎春中 三 艶ま で練習 呼 温泉
呆蓉経 国･奉Åだ繕 帝楽 Lみ と 払で欝蔑 轟艶てき藍惑㌔ 舟国威の 率習 亀鑑轟毒≡無線恕率畢泉
毒芸対す るプ 田■ - 驚 - シ き ㌢蔭奉書芸よ っ て 奄 窺魔表芸邪頗轟艶 ると結審当量こ薗期釣な芸 空で轟
る申 きら書こ､ ㌔‾環㌢ ヲ 沙 ぎ 獣肉 の観発壌帝 盈喝で絵素京 辛 夷賢 帝 薬事 赤 額療惑ン蛋ある中 幕療養芸
轟毎号て 経憲史 由の 写寒空登& で露発露 呂将 兵洛 シr- ン重言あ撃 も ま萎蔓芸韓寮を粍嚢替 る観党
営 ン 感舟 砕昏蜜鎗 でぁる萄
鍔圭 蔚 蓋曽毒芸r, 藍藻疑惑 書 家発査察蓋蕎麦を与 っ 藍園内紫野 董要密事韓 とぎ野 - 普 - 彰 ヨ
ぎ重吉ち温泉牽藍藻幾監窮替る 重要性を闘轟量こ虹藍重言盲 温泉終審竜顔 毎日奉養芸蓉姦する資巌
'管轟養母 慧ちづ電 撃舜 牽 - 撃 一 軒揺 i㌔ - 賢意･篭ら ぎプ 鞍卑 ぎ 謬 鼓から㌔､ - 峯 - 変わ撃 つ つ あ
萎む ㌔
･
㌔ - 駈史書慧 ぎ海亀宥恕 巳蓉 溢3; で 象 る昏 資本費嘗璽 群発聾尊意ちづ電 撃で蔓豊なく_i }㌔
- 疑率アギデ嘗 を寮義華萎韓韓琵泉撃砕 ま毒づく 撃漆芸も 藻草葦毛寧盛不蔑 斡 爵塞な薬袋と恕
桑き容
顔寮竃豊聾警撃､ 登 城 意磨き専 - 連毒還啓驚喜こよ艶ぽ､ 讃寒 舜温泉幾揺療養'藍藻鰻重費漁場きから
保養温泉壇毒療養 整嚢壌藍観尭藍藻洩 舜率発車き､ 膏 監て畿尭藍藻亀 - 変容義家を轟 嘗 ､ 轟
らに 経最終段階と して 温 泉観光都市 - 到達するニ とが理論書転されて す警を岩泉 しい 昏 山狩 ほ
温 泉観光都市に つ い て r藍泉緊密 野鶴党経済的羽掲溝芸よ っ て 都市蔓芸ま で発達 し､ 簾館 ♯ 保
養所等 の 宿泊業をは じめ ､ 主産 品房 事 飲食店 事 登園娯楽サ - ビス ･ 凍行サ - ビス 磯 節脅安
達機関等 ､ 種 々 g)関連産業か らな る観発産業の地域経済暮こ畠める タ 三 イ F が増来 し､ 温 泉
資源漆芸番市 の存在 を産着す る重要な要素蔓芸怨ずに 至 っ た壕昏 , 三 れ を温泉鶴来約単 - 機密
に よ っ て 特色村け られ る温泉観光都市 と して認 める こ と表芸できるj と定義仲春すてを､るo
琴在 の と こ ろ 日奉 の 温泉地e3太宰さま観光濫 泉地才巳して い るが ､ 温泉親愛都市となると蔚
述 の熱海 ･ 伊磨 書 駒府 ､ そ して凝賀温泉郷恕 どそ の 費ほ限定きれ よう匂 芳書才蔚温泉郷揺畜i
か ら欝才府jも教と称きれ ､ 男弓常務内書こは 8 労所の 混廉地表霊威意するe す憩わ ち ､ 別府 ♯ 敦脇 8
亀川 8 費石 事 明響 ･ 鎮輪 書 堀田 奇 観擦寄の 落温泉地 で 象る¢ いず弛も歴史揺音宅 ､ そ の jレ
- ツ 揺江戸時飛にま で きかの看ぎるニとが できるo しか し､ 琵声時代書こお い て は 日本 の 温泉
地がす べ て そうで あ っ た よう毒芸､ 県費とも蔓こ療養温泉地宅落籍填き舜段 階に留ま っ ても号た｡
明治維新後 ､ 資奉童義経済 狩遂行ととも書こ]㌔務蔓こおをヽて 温泉場と して の発達鍍差が 生 じゝ
温 泉地と して の性格塞が環れた 砕 であ るo発達較差 の 要因と して様 身 夜襲因が考え られ るo
亀褒埴だ貯蓄三 ､ まず萎ま温泉資源 の 存在 ち 顔館を経営す るÅ材と資産 号 変通機構 野整億 と近
接牲 ､ 土地宅後背地ラの広狭ー 親発布著の存在などで あるo
現在 鍔 別府温泉輝経温泉観発都市と して の 別府 温泉 ､ 寮漁場機密を宥ず る鉄棒温泉 う 琢
浜 の イメ - ジが強彰 濁 誓 書 澄石 事 堀田温泉 ､ レ ジャ - 機能漆芸強を-観韓寺温泉､ 要員帯解埴着こ
埋没ずる亀)事i事 轟凝 温泉な ど書芸蓉額でき よう 紬 帝 王撃9重き昏 こ うむ藍タぜ プ の窺轟飽緩も を蔦
ず舞も日本愛国 で展開 してお琴 ち 礎費系牽癒し系 恕どの温泉磯野 - 寮を除毛と号 そ 鍔経営
環境ぼ厳 しを､とを写わ爽 て毎号る申 し免責貰っ て ､ 駒府電泉輝 の 調査 事 研究絃 日奉書三彩 津香落慶
地研究に審旨､て最善釘 事例と判断 した の で轟るゃ つ ま撃 再 出韓漆芸穫轟館野藍温泉磯野壌賓
看療養蕊轟地 - 保養温泉地 - 観尭温泉蟻 - 幕轟観党務 蘇∋は ､ 男当磨藍義務妄言おを預て 有 毒ぅず艶
Q)段階も]も蓉 野蛮泉城 ごと書芸機能と して 車重蕗若 お 撃､ 驚れぞ耗が温素地と ♭宅 の課賓 と
開磨姦を抱えて毎号る舜 で象る¢ そ うし藍意味か ら､ 罰府温泉郷の額莞壕域と して 符形成過
程を遼盈 ♭､ そ の 昏軽化を研究する 三と 駄 極舜 若 衆きな意義惑芸象ると考ぇる魯
第2番 夜来 の研 究成果と課題
董 夜来狩 研究成業
宅薫き観遼穐理撃孝三溶婁ず番笹森鍍研究
鱗発砲理学蔓こ閑ずる夜来毒芸研究成果蔓£ つ い て 接浅香 専 由緒宅豊9写轟㌔ 膏寮 事 由樹宅圭9嘗6き､
山村宅呈9艶 呈9 9 5きな どに 詳細な記述 が凝 る¢ こ ニ で 緩 ､ 這う した寛厳を参考量芸 しなが ら ､
温泉地 を瀦蛮 地域 と した畿発砲理学約恕研究 ､ 温泉地の 観発砲域研究蔓三郎する霊験を韓査
す るこ とで ､ そ 招 研究成果と研究棟南を把握 した い o
①第 2次健犀兼敏前
観光飽 理学と い う発想 で 綾なく ､ 集落地理学 一 腰塵地 理学とを､う分野 か らみ る と ､ 現寝
で い う鶴発砲 理学の 範噂に 呆 る温泉地研究の 論文 が宙i か ら存姦 して い るo 第 2 次蜜鼎尭
戦前に お い て 駄 温泉地や温泉発露に閑ずる研究と して ､ 鬼怒川 温泉萎こお 狩る宿泊客 s 田
鋳り客 の季蓉俊宅佐藤 書 出奉 呈935㌔ 慶皇高参温泉宕現霞野 蔵 王温泉 紀 お 狩る衆落碍構成藍
浴客 ･ 従業員 の 実態そ長井 事 佐藤 量昏37き号 青森県浅瀬石1書儀 域書芸お蔓チる温泉集落鮮 の位置 事
形態 書機能若宮3善事呈93駁 温泉集落景観の - 磨約特色 と温泉集落 の 発達段階宅寮内壬93ア巧ま9繊
などの 論文が ある母
こ の ように も も与わゆる観光幾理学碁こ窮す る研究姥第2 次密葬東戦爵轟泰ち霧姦したe む蔦ず
れも地域研究の範噂 に留ま っ でを与るが ､ 寮内の 研究ほ全国的な温泉蟻の位置付とも､う襟点
で とらえ ると与 参考に怒 る盛が多を-宅浅香 事 山村 王9字種きo
②豊昏5O- 蔓繋e年代
第2次健界表敬凄蔓こなると ､ 観光地理学の 登場か ら鍔 温泉地蔓芸開ず る研究成果が現われ
たo 具体的毒乙経 ゝ 伊廉温 泉の温泉鶴売春帝と して のÅ 日構成 事 労働力 形 移動{鈴寮 五撃5凱
妙高兵由斜面 の 温泉地開発濁擾宅野本 書留59､ 圭96呈､ ま968き青 魚羨温泉書芸凝結る興廃繁素量撃
の観尭開発選種 抄 線 量繋2蔑 ま963きを明線量己 した論文 である夢 蒼野 後､ 重9伝8撃硬筆書芸療 っ 若
山帝頗教が精力的に温泉健蔓こ開ず る論文を発牽 した¢ まず 宵 凍菜園辺書こ轟妻子る温轟観発砲
に つ い て ､ 見 参客数 事 凝容Å農 事 凝発季節性 事 産業構成 の愛書巳怒どを指標と して 動態的書こ
把握 し､ 鶴発砲壌彰成の葬釣粂鋒㌧と むて尭寒帯観党務壕か らの 密接性惑憲亀宅拷凋ノE貰‾を篭る
ことを韓擁 し恵宅由緒 壬9 野∋¢ 鏡旨駕て ､ 伊香保温泉と魔怒]!擾 轟を事飼套じ軍 費 野 蛮質遠軽
と社会経湊約怨機能を詳述Ei 恵 紬 鞍 壬繋19轟､ 重98 鞄き¢ そ 将際 考察発奮奉の捜格差変 数 し ､
境域社会の 開発姿勢が凝尭飽田発展蔓こと っ で 蓋撃塞粟で ある ことを掩壊Ljた守 きち毒こ､ 鯵
善寺と伊豆菜園温泉を寮飼と じ考 ､ 牽 将啓蒙約な壌封を轟 え怒 の で 轟る宅由秤量一撃68きe
由孝音の ァ 連の 論文は ､ 従来の観発砲理学Q3研究課題 を - 餐蔓∈霧馨 し恵亀の と漂えよう8
つ ま撃 ､ 荏霧鍔研究結経身重芸 して 発凝議 帝 形壕誇毒こ終車 して お 琴 ㌔ 療締の 構造 ♯ 韓龍為を
霊視する研究療病萎ま新機軸と恋 っ 恵得 で 轟る夢
魯墓9 署8年代
19 7O寧代に な ると ､ 山狩が観光地理学約研究経を取り呆 れ苛 ､ 意欲的書芸温泉地研 究を進
めたo そ の 研究成果揺 ､ 希棲をこ お 汁る衆愚 書 西武 の 率奥寵光資奉蔓こよる寵発砲域形成そ出村
立97Oa)､ 温泉観光番市と して の熱海温泉 の彰成過程と機敏∈臼瀕す呈97 鞄)で 轟 る｡ 次 い で ､
教学温泉を審飼と した療養温泉砲(薮漁場)の形成遠軽の 研究宅出村 王973きを行 っ 藍が 竃 勢撃
の 研究に よ っ て ､ 後撃 ､ 最もカをÅ兎 た療養温泉地 研究の 第 - 歩 を踏み紐 し恵 の で あ る合
そ の他 の 事例研究と して ､ 虚数象温泉(山村 呈976)､ 鳴子温泉輝( 山村皇977き､ 乾田 温泉郷 拍
車すま97凱 草津温泉宅山村 1979ほ どがある o いずれも温泉簸落招 彰威 と構造喜=関する研究
が童俸で あるが ､ 鳴子 濫義輝 では勢治客の 分節 を行 っ て 薪壊軸 を開拓 し､ 教 団温泉郷府 研
究で は湯1一書温泉と貴賓温泉 の 比瞭蔓芸よ っ て療養温泉飽と観光温泉地 の存在形態 を明 らか蔓こ
した o 草津温泉で 軌 範鏡的温泉集落 の 再編遠軽を高原審帝開発蔓こ関連姦せ て 追及 したo
そ の 間 ､ め材 娃荘泉地域研究ととも書こ観光埴磯節究を逐めた 熟 そ 野成果揺 浅香 ･ 出樹
轟著『観発砲理学』く圭撃7轟きとな っ て襲わねた｡ 本書経観光地理学韓望の基寮固審と貰われ ､
そ の 後､ 観光璃理学毒こ関する研究 書 爾憲に曳かせ な盲ち嚢重な文献とを っ 麿 ¢
出村 の ふ 藩の研究とと も書こ､ 各砲 で事朗研究が輩展 した ¢ 膏奉 事 亀田竜王9弼 授 賞由県寧
素月温泉を事飼と して 翼部鉄道蔓こよる感受遠軽を詳述 し､ 長井 書 渋省宅嘉972き経感 蓋温 敷
自家宅197翻ま尭伊豆 野 ､ 横 田宅董9確 経石和町 を事柄綻 荘泉轍砕研究を行 っ た¢
ま97¢撃代車撃と怒ると ､ 滞宅ま撃取 一 重97 飽き漆芸由樺の 研究率添を殉を領て ぅ 甲府番港村塾泉
と下部温泉を番所と しでそ の 形成議笹を明ら封 こし守 腰部 ♯ 解毒豊9磯 揺浅間温鹿野形成遠
軽と観蒐客 の 業態などを分 軌 さらに腰細 細 字9郎ま浅開長泉 の観光診断を行 蓉を､鳥 寮境磯
を鰐轟 し藍 ¢
率董欝8年館
主9欝O寧汚毒こなると､ 由村野 温泉地研究結審ち婁芸深紅 し恵砂 まずち 日本毒三彩蔓替る温泉療の
地域特性把握蔓こ凄姦を置き ､ 為轟審の琴牲を棒系薬 師 三豊理 Lで - 般約額肉を明審蔓こし藍
細 野 壬9野轟きo そ の後 ち 事飼研究漆芸積み蓋転-ら離 勺 剖酵温泉額発港市宅重曹8-鞄き､ 鷹薦軽挙宕由
脊 事 後藤 壬繋3き一 夜室温泉 宅ま98顧 の 地域研究漆芸まと埼ら艶た B ま恵 ､ 海外研究の 第 - 夢
と しで ､ 韓国巧 釜谷温泉を番飼定額発璃丙発豊頬機敏童の 変耗を分節 む藍宅由孝普圭98銑 き
ら蔓芸､ 由緒宅蓬昏締 結 ニ甑ま で の温泉璃研究を集東成 し､『日本帝 霊薬鞄 - そ の発達 ･ 琴耽と轟
撃方』 を搾亨した¢ 概説書そ して研廃藩と して も馨 れて 姦 撃､ 参 郵 己療る慮が多も駕B
済も研究を巷 療藍や 石和野暮こ-彰締る温泉開発の薬療を轟盈膏る若薄 董9萎eきと藍も蔓こ､ 寮樹
荘轟宕滞重帝書写 董撃寧昏き 拳 軍務憲廃責務 圭繁3号 董9蕃6きを夢飼 としで 篭 菅 野変容湧餐 を明らか蔓己 し
た8 務井田 書 皇 野(1985きほ浅間温泉 の 砲域研究を進め ､ 鮭川毛玉988)ぼ乳頭温泉郷毒≡凝 狩 る
農民勢治客の 生活 を分析 したo
㊤ま998年代
蔓990年粍に 見 ると ､ 山村 の研究は地域的な論文 ととも喜≡普界や 日本食捧を罰登対象とす
る論文が療著に な っ て きた8 - 連の研究の 申で 経 ､ 啓界と日奉 と温泉地 の あ 撃方 を授嘗 し
(山狩 壬99蔓)､ 温泉ジ ゾ - トの形成と課題(由緒呈992a)を明確に したo 勢田町 の 研究宅曲亭尊
王撃98aラで経温泉地野 地域振興とそ の 深厚を明藤 に し ､ 応周地理 学約怒テ - マ着こ参呆 し､ 地
域社会鍔 要望に対応 した の で 象る母 それ ま での観発砲 理学‾揺現状分析や実態分節蔓こ終始 し
た寮をヽがあ っ 免責芸､ タイ トjレを芸地域振興が周をちら艶た最初の 海霧と怒 っ 藍o
さら蔓こ､ 由緒接 『健界の 温泉埴 藍藻ジゾ - ト搾 発達と現寮』宅量99Oきをよ樺 したo こ耗
繕 豊987年に出簸きれた『同率 の 温泉地 ぞ の 発達 事 項凍と あ野方』 の 姉妹儀 で 宵 僚界の 温
泉場を取 撃よ毒ヂた¢ 拳怒る藤袴記牽労イ ドプ ッ タ 招帝 で萎ま蜜い 専門的な審物と怒 っ たo き
らをこ接 『草津藍藻戟光発達史』宅ま9 驚き､ 『新顔 一 日奉 の蜜泉地 考 の発達 書 現状とあ撃方』
(豊998ゎきを発行 じた¢ 夜着 の 著審紅綬 ､ 前著の 弼行擾の 豊昏琴開の 研究成果が狩蔑轟耗 ､ 環
境保全と地域法使者巴形祝意が 嚢萌されても､る｡
『観光地域轟』毛玉9留窃き萎ま､ 『額発轍理学』宅王g7轟き 以降蔓こお春子るニ熟まで 野 由孝曹磯兜鞄理
学の 桑東成と怒 っ た ｡ 実証的療研究事故 警竜泉堵書こ開ずる内界 符節究盛最も掲載 審洗た ¢
『寮観発塘理学』宅ま995き萎ま 『鶴発磯理学』そま野填きの新野簸で 轟野 卑 垂歯舞妄こ嘗春慶 b 表芸行
われ ､ 実証的夜鷹域事例漆芸勢多i板野逓まれ藍o 豊療埴蔓乙閑ず番驚琴も薬毒≡多もち苛
凍結 - 連の研究 の 申で ､ 露廉磯野葡発診断を欝奉藍 ¢ 応済地理学鍔 観意毒芸愛 巧 竜野 管 領
実証的密研究と繕貰ぇ蜜毎号 銑 飼蔚濫轟 ♯孝市観光者市 場 番院輩森 野革飼碧雲あ る宅清 美喜9望竜
王9196a, 董9撃飽きゃ きらに 結露衆観発増毛浅間 事 務轡篭轟き * 海嚢温轟牽敢撃よ暮ヂで y 鷺藻職責こ
潜喜ナる簾館 の経営動窮を明ら 桝 こし藍宅務蔓繋写蔑句 意帝写頓 春 草 三 で練主 務館経営者琵努ず 萎
聞き取野調査をもと毒乙､ 琴毒芸称寮寮寮鋒帝経営聴繭 つ
の分野で新境地を開拓 らた o
驚調査 事 分析を狩をち写 磯糞壕理学
『感覚鞄帝戎 撃萱 ち - 装束 専 務原 さ-､都市遥宅鱗 茎撃撃寧き善悪､ 麓廉 や 高原 事 革帯寮発砲狩形成
遠軽書芸つ 彰号て整啓 むi 率爾窮蓉療東成を行 っ 恵も狩 で ある母 親寛彦断と盲夷う複姦を敢撃鼻
紙た文献と ♭で ､ ヂ - j鴬 ㌢デダ ニ テ ネ研究所 の 『葡発飛島診断 ス - }宅 - 常 芸 課 軍j レ - 観衆
幾の藤カ鞠憲法 - 表竃圭9撃2きと-『額発診断ケ - ス ス タディ』毛玉鱒郭がある令 後者揺前著 呼新
訂旗で秦野 ､ 寵泉観発璃 書 帝帯鶴舞機 才-白 発堵書芸r3-をうで簡易約恕磯蒐診断 膏薬竃 臣驚
い るo
そ の観で は ､ 猪統宅呈992)は爵寄院温泉､ 昏拓 ♯ 鱒井(王99轟き揺登 別温泉､ 住銀考量995き経緯
国薬薬温泉､ 田鰭∈呈995)は 別府温泉の 現寮と課題を述 べ たo
⑤2Oe寧代
28 錦寧柁に な ると ､ 研究テ - マ ヤ内容漆芸 - 腰深托 ･ 専門すヒした¢ き ら喜こ ､ 典 同研究が増
廃 したo これ揺千葉東 学由村研究室の研究成果 の - 磯で あるe 28 00年代の 研究で は ､ 海外
にお看ナる研究が増男8 したo 中国全体宅山緒 20O8ラ､ 中国南部く重 書 出柑 28 抑き､ 内費 ン ぎ ル(/3海
朝日査 事 由村 ･ 呼格吾鞄図2Oeまき､ 西 ヨ - ロ ツ パ 宅出村 2 粥壕aきも 寮 ヨ - ロ ツ ㌔堵若山樹 2母O亀ラ
などの 事柄滋蛋あるe 国内蔓こ溶をうて 繕 ､ 日奉書こ溶春子る温泉砲 時機域変容 ､ そ して 地域振興と
あり方 ､ 爵治場 の 現代的な意義と課題奄どを僻朗論文 で明確蔓こする - 方､ 家治蜜 の 地域研
究を精力的に凄めたB 取撃よ蔓ヂらゎた深 泉地は ､ 努寧∈/jち堀 事 め将 2883)､廃寮落書山村 2O3)～
廉鳴子若月､覇 * 出材 2窃O 勉)､ 錬輪宅招､堀 ･山村 2O8助)恕 どで 象る8
出秤 による密葬 帝 温泉地研究め成果経､ 『密界 の 温泉砲 発達と現寮宅新顔き』宕2e 糾 a)
で あ撃 ､ f田儀宅1雲汚顧と姥 ベ て 芸 あまで 帝 王3 漆 国野 鼠泉趨蔓こ薪た書こ一重8 寿 国が凝 え ら雛 て内
容が発案E, たo
蔓ら蔓こ, 新しをち分野で 転成果が現新漁 ¢ 来賓周辺毒芸潜 狩る 日韓学監寮の 埴域約な寮開宅由
好 事 づ､堀2窃mき､ 温泉賢者妓 の変ずヒと温泉地経営な どの研究書出秤 28e5轟きで あ る¢ 蔚者 揺急
増する 日韓撃蔑泉を事柄に した観光地理学 で揺初の研究添文となっ たo 夜着揺温泉 搾 資源
牲蔓芸弟 ボ ブ 軒当て た論文 で ､ 温泉地 の経営蔓こま で蹄み込 ん でをちる奇
観発動南毒三つ い て萎ま､ 千葉県民書芸閑替 る蛋轟鶴発爾憂 を実施Ej, 舞民の 産廃戟尭鍔 - 磨
的動肉と熱海藍藻観発の菓凄と姦繭を明確蔓≡E;髭竃雷鳥 事 奉林 事 由帝 空母串銑 綻を､等 号 索番
地 樹2OO3轟き､ ホ賓暁 始頼 2窃昏茅eき写 夢鍵宅如斡 2Oe如)､ 発磯子 抄 壌 事 由材 2O 朗銑 塵砕毛細
樹 2紳5bき療どe)温泉地の 活性膏巳蔓こ つもちて も研究が磯峯重ねられ ち 林確経由番疾温泉を事例
と じで ち 叢衝文花観寛蜜開の野或き帝婆を謡 琶た蔓渉確 2帝 税
務もま変温泉埴研 究を逐轟 奄 寮番採宅希 望窃8O旨き､ 蒸押 事一発翠宅韓宏e窃重き号 泉佐野市乗車由毛療
28 昭aきち 南紀白浜宅滞2窃83讃き巧 農き事葦毛轟二空輸連覇 の 諸荘素地を事嗣とむて13主観串涛館 の経営動
南蓉遜発 し､ - 療鈎な法襲弓を模索 しだ昏 轟ら書芸､ 飼清音泉を撃飼と むで霧館経常 夢-ま毒づ
く り f十鶴寛容時勢繭なぎ蓉詞蜜 む号 蓉帝 ♭恵 一宅鱒 詔昏2ぢ､ 空母8 熟も 望8奉遷転鳥 望窃窃硬恕 ､ 2O朗 c鴇
2窃e種d㌔ 2_S昏萎る､ 望郷5短､ ≡¢e5e , 冨紳5dき¢
そ 昭 鮭 垂宅望鱒書き鍔 韓国毒こ溶孝子る温泉鞄開発嶺擾と問題慮を明夜蔓芸じ敢為窯 複素家宅望輝3き
搾 乳頭温泉郷蔓こお 締 る観光客e3寵動分析 ､ 富永(2OO種海 28e5き将 爵治鱒館 の 経営労薪と財新
温泉 招露治形 態蔓こ辞する研 究があ る｡ 申出く288動揺来夏期蔓芸滋 狩る浮3府温泉時男‡j蛋機関発
を調 べ ち j3､林く2e 8 4き経林野川温泉の 観覚洩域 づ(撃 を究明 した ¢ 前田 砂 登(2e8観 2 紬 鶴ラ
の は慶教湯温 泉 の - ル ス ツ - リ ズム と番市型温泉施設 の 現状分節を行 っ た o き らをこ ､ 婁
∈2O 4)経緯国永安登 温泉の - ル ス ツ - ジ ズ ムを∈関す る研究を行 っ た6
ほラ別府温泉輝砕研究成果
別 府温泉務を事例と した近年の観光砲理学約恕研究成果と して ､ 幽村宅ま98墓守 呈9 粥㌔ 藤
(1996専 2 鮮2号 2eO3き､ 2 僻晦 2 紳 助一 望鮮5a市 営Oe5b､ 望ee5c宵 28e5銑 中空i3(2 輪郭 ､ j3､堀 書
出柑∈2 枠種きな どの報告が ある¢ 由緒は童蔓乙別府温泉輝の形成過程をまとめると と態蔓芸そ 招
宴壕分析とあ撃方蔓こ患者盈 し恵8 務萎ま畿発砲 の 評儀や まち づi哲 ､ 添館経営や観光客の 実
態 ､ 申出絵素 2次健雰大戦前の別荘地開発､ fl㌔堀 事 由孝す結審治場と して の 鉄線温泉 の 実態
を明らか蔓こし藍 ¢
そ の 後符 学問の研究分野 で様号 地域研究書こ限蜜すると 田滞宅199乳 酸田 専 来場竃2窃O壕轟､
20S綿きの研究が ある申
.
国領姥男横 磯発の 現状 をラ フ な形 で述 べ たが ､ 鍵田 書 売場の 論文経
本格的で あ撃'奄 朗府 の廃館調査 を実施するととも書こ既存デ - タをもと に して 近代妄こお喜子る
男fJ府温泉 の成立遠軽を分厨 し､ 泉蘇開発ち 鱒館衝 の 豊壌頗舜ち 索漠感舞脅給諸相蜜どを明
ら か妄こし恵 ｡
2 研究の課題
毛玉き研究の腐 肉
32R よのよう喜乙､ 昭和戦爵から2昏拓寧まで の 温泉境蔓芸開ずる解党磯理学の研究成果を携額
i/たが 号 そ の研究 の腐肉綻研究対象 事 研究地域 書 研究拳琴 赤 研究態度療どを考 - 冒 - 軒と
すると､ 以下野 よう蔓芸整理するこ とが できる¢
①研究対象
研究対象藍 して 経 常 温泉地の鴇域研究と温泉地狩諸事幾重観発受欝 事≠夢魔審 事 廉療露営な
ど)の研究夜空が ある歩 藍藻蝿釘糠域葬究接 写 従来か ら の凝尭地理学野研究対象で あ撃 汚 温
泉飽 の 地域線形把握蔓三関する研究成果表芸多毎3¢ 濠奥地吟 諸事象蔓三関替る研究経 ち 穫薬 包 観
光客凍動野 蛮溌分節が多感議 つ 藍表芸､ そ狩 擾､ 混糸資源境野研究 毎 療治審蔓三園す る詳細夜分
療､ 廃館経常毒≡関す る研究療どが増え若研究対象結多壕孝挺してを篭る母
@# % @ *
研究境域乏 しで 臆 鳥 篭夕 日 弟 牽 - 舟 舜韓憲地域 将研究 ､ 守 タ 田 累 牽 - J較の 盗域研 究療ど
が あるe 真筆e )研究漆芸ミ ク ロ ス タ - プt, で の 研究であ る 銑 研究の成熟すEととも書芸興金棒 ､
国全体を研究塊域 とする論文惑芸域えて い る8 遼寧 ､ 特定洩墳形研 究で萎ま､ 界雷 の 温 泉地蔓こ
関する研究成果 が 増えて い るB マ タ 日 ス ケ - )i, 招 研究でも､ 申爵 の 研究な どで成果が現わ
れ てもヽるo
③研究拳法
地理学の 研究手法に絃比較研究が多 い o 温泉地に 関する研究蔓こ溶 い て も沈毅研究が 目窒
つ
o
一 般的に絃空間的な放瞭研 究､ 時開約恕放療研究書こ分類 でき蓋う¢ 空間的な沈毅研究
経地域 の 姥較研究で あ 撃､ 時間的な比較研究経特定洩域 の 時期区分 を明確書芸 した研究で あ
るe 温泉地e)形成過程や壕域 の変粍に鰐する研究が そ の好飼で ､ ≡う した研 究看護出村簡次
の指擁もあ っ て ､ 温泉地 の研究書こ溶を与て 童寵をなしてを､るo
㊥研究態度
在寮の 地理 学萎ま堆域性 の 把握 で研究が終了 した嫌旨､が あ っ た o 温泉堆蔓こ解す る研 究蔓こお
い て も埴域健 の怒擾が第 一 義 で あるが ､ 研究場域が温泉地とを､う場所柄髪 削 三応頗堆理 学
の範噂に属 してを 培 地域計画やま ちづi 撃蔓こも触れる感要接が拭てきたo 2eOe寧代の 研究
成果結 ､ ニう した研究成果が増瀕 して きた 争
と こ ろで ､ 山村経 『新観光璃理学』宅王995きの 申で ､ 観覚地理学 の研 究成果書芸つ を蔦て 次の
ように持痛 した 督 す怒ぉち F従来の戟発砲理学の研究を展望 した結果 ､ 多i の額劉観光磯
域 の 形成 ､ 機能脅鶴舞資源牲 ､ 頼光客狩 特種怨どが繰合駒蔓三明らか蔓こされ ぞ き誓お 撃 , 壌
発砲域轟の構築蔓こと っ ても､ あるを句は凍発港藩をま とめ ､ 観発亀磯野承蔓三野 しで 号 砲域の
基本的麹誇を得るLでも寮重な資料を援察 してを篭て評鹿 き釣る 帝 で 轟香o また輝彦の観光
現象 に鰐して 全国的 ､ 健方鈎恕 レ ペ Jt/で野砲域的展開`の 実績も研究鼻紙 る蓋う書芸密撃 つ つ
あるo+ であるo
温泉地に関す る磯発磯理学約な研究 敵 襲溌 で揺磯発砲理学の分野蔓≡潜彰預で 研究轟真の
資が 最も発案 してを㌔ると薫 っ て も遠雷 管絃をを､e 由群 の努衝の 率で F電光j を∴F窺寮j と
変えるだ 汚で温泉埼の研究棟南を示すとい えようB
さらに 由帝結 F研究の 申,缶鱒裸嘉､ 鶴舞集落や寓光産業の形成 ､ 機能とそ の埴機構蓬の
分析 を通 してみ髪観発蝿の 薬療藍握 ､ 潜 よぴその意義究明毒芸舜狩ら鈍る ペ き 習あるj と日
頃から蓋喝 してをちるe それ 準え､ 磯発地域形成を窺ず る場督萎ま準なる観究施設の 地域約乾
尭脅薦寛容招 増腐額繭を凍斡るだ暮すで 療( ､ 経済童韓として の観光資孝 の 健棒 を琴線蔓三遷
及ず るとと毎に ､そ れと 沿 関連 釘 もと 習観党埴鱗形感を分節ずる慈費性 を蔑も､浩 の で 轟る昏
したが っ て ､ 観党事務動 の 分析に 関 して は 単量岩礁党客揺動の 渚彰馨鍔 現状把握 に 留まる
の で はなi ､ 観光地と観光市場を結び つ暮する基本的な要素と して観尭客薩動 をと らえ る三
とを強讃 したB
(2) 本研究q)課題
奉研究で結 ､ 出棺が捲輸 してを､る観光境域 の形成畿 者 機普論 者 構造轟 から怒る鶴来地域
論 の 立場を堅持ず るもの で あ るo そ の 前提条件 と して 重要恕課題揺 ､ 観発砲のぞ隆格付轟音と
類型托に よる位置好打が必要 で 象る中 温泉地蔓こおも蔦て萎ま温泉地 狩輪瀬宅療餐温泉地 - 保養 温
泉地 - 凝覚温泉地 - 温泉観光者市きが理論村 狩られ て 免 しを､宅呈那e b)昏 膏 の 敷 由緒揺 多く
の 温泉地毒芸関す る事例啓発で各温泉地との比較研究を実践 して 温泉地 の輪賓と して 狩 - 毅
牲を検証 した の で あるB 温泉地野 輪廻 とは出村が理論柑喜子た が ､ 務 はそ れ を分 か りやずi
温泉蟻の醸賓 と名樹吋た ゃ
しか ♭､ 簿憲の 温泉地蔓£おを複て 温泉地 の 秘薬理簸を額野よ嘉ヂ急啓究事飼練歩恕をヽ¢ 山村
蔓こよる と別府温泉の 寮飼だ毒すで ある¢ 竜 野 理 由結露泉地表霊堂質的蔓三展開 し写 沙 と つ の
温泉観売春市 の 投障に到達 ♭急事飼が少 ない か らで あ る¢
男事ゴ府帝経市内蔓こ8率頭舜 温轟地を宥t/ ､ 温泉地の軽薄 理蔑を検証ず る最適g)温 泉埴とを-
え ようB つ ま撃 領 琴王府温顔穆狩硬究揺 8 寿 所の 沈毅研究と改野 ､ 温泉地 の橡潜蔓芸よ る温泉
地の 機能をい ずれ か の 温泉地遵蛋保持 してをヽる符 で 象る¢ し為義し常 温衆観党務帝と し鴬野嗣
府は最弓F< 撃成不敦 形影響 で衰き恕転換期を迎えて い る呑 恵 しか毒こ ､ 景観的蔓芸結露泉観盤
寄市であ る 熱 愛豪産済成長期鎚降, 温泉鶴来都窮とじて の機能や構造が豪速 しで 潜 撃頂
こ如まで の研 究虚晃で接そ野 実態恕握絃不幸発 習 熟る¢ 温泉地 の橡聾理海で娃温泉磯蒐凝
滞の発行善が不透明 であ 撃 ､ そう ♭忠彦確か ら恵も 今日の朗府温泉渉の研究を凄 める ニと
按意義深盲㌔と思わ れ る｡
憩お ､ 基本的蛮帝盛儀慶であるが 号 各種資料の発療や調査鼓動を凄 L で観尭穂域 符形成
過程薄地域変位を追及するこ と蔓こするe そ鍔 際諸事象宅変遷 ･ 温泉 事 観寛客療どき符変粍 を
考察を還するとと転蔓こ観発砲墳形盛者 と して の鮪傍線鷲者の性格と璃域蔓芸果た し藍覆都怨ど
を究明 し､ そ の嫁菜孝しで温泉地韓襲の性格を時期窒と-蔓こ分析 し写 竜野意義蔓こ つを､て 明瞭
蔓こ じたを､¢ さら書芸号 こ 野研究形 成農愛鳥まえ藍息 で 育 男勾静温泉輝の将来展望着こつも､て 態鈍
る こと転 i,たな蔦申 その際鳥 劉府蛋泉稀 府 温泉地と しで 砕 孟撃轟を㌔環境づ鴬野 専 横索を療養チ
る牽壊参観発地域づ宅 賢母まちづ宅 撃量芸対 しても素餐毒芸受鐙革め ､ 鴇壌昏民 舜期待蔓こ応え
る ペ 宅努弟蔓患Li藍を駕と患う争
蔓窃
第 3啓 奉研究 沿 目的 と方鎮
ま 研究目的
夢3蔚温泉寮 の 中で も､ 罰府温泉は温泉姿蘇 を都市感受 の嘉塵 と して 著 しを㌔発展 をと妄ヂて
きた温泉観寛者市 野 ま つ で あ るo 高度経済成長期蔓芸袈旨､て 熱海 g 伊発ととも書芸､ 芳書3厨捻 出
材が理論 緋サた温泉地 野鶴腰宅療養藍泉地 - 採寮監泉地 - 鶴来温泉地 - 温泉観光都都 書こよ
ると ､ 温泉観光番市と して の機密 を有 し､ 温泉埴 の 形成過程の蚤終段階蔓三朝達 した帝 で あ
るぐ出館 主97eb､ 王981ラ｡ 夢j府温泉簿毒こおをチる澄ま窮A夢の うち､ 温泉観蒐番帯 の段階書こ撃!3達
した温泉地絃男蹄 温泉だ狩で あ撃 ､ そ の他 の温泉地 は途中の段階､ また結露農地と して 野
機能が著肖滅する危険書こ見舞われ てを写る¢発石や磯 田の温 泉集落で萎ます で蔓己孫鋒繕存在せ ず ､
最脇で結わずか蔓こ2軒 狩 韓館漆芸営業す るだけで 轟るo
封府温泉郷の主務を癒 した男琴府温泉にお い 苛 も席館数が紫蘇して お 琴､ 望抑種琴現在 形 舜
館組合凝盟数結わずか 52野暮こ過ぎ恕を竜e 療養温泉埴と しで の機密を宥ずる鉄棒霊泉穏 5畠
軒 で別府をよ河 野 博 捜瞭的健願 ヒてをちる昏 擬勢系の 雰囲寛を残ず明馨温泉も 呈e軒の凍館表芸
感受 して 彩り 駕 同 じ飼府琴泉郷書芸潜も､ても健域豊 が生 じて きた｡
奉研究で 経､ 男蹄 養魚郷を寧飼とt, て観発境域 と して の好感過程の実態 を考察 し､ 温泉
地と して の今後将課題 ち 観光地域 づ宅撃 符寿繭健を明確を乙するもの 象 る¢ 研究の裸鹿妻 し
て ほ ､ 苗代 や 啓､ 近尊顔 葛 明敦盛篭ら第 2次馨界尭戦ま で ､ 第2次澄界来観産後か ら高度経
済成長期蓋で ､ 安塞成長経済界拐 降怒ど蔓こ時期区分をし､ それぞ雛 の 温泉地と し苛 の穫格
付を行も号,寮兜地域彰盛者 と して の磨琢経営者 の系欝 毒 そ ヒて寮 らが壌域蔓芸果髪 t;恵磯部 専
行政当局の 開発姿勢と境域活健偲 - の潜南段を探るもの である¢ ま 怒 客時期蔓芸溶着亨る老
発発達受撃喪を搾成 し奄 観光客と療鋒経常 新 王対 して 絵幾鏡野ア ン ダ - を詞嚢を実施 巨考∧
そ 招実態把握書こ努 め 恕 芸う む藍線香的な調査研究を韓う 芸藍蔓芸よ繁男考厨蛋義輝碍 窺廃車
と して の性格母機能の 愛す巨を具体的蔓こと らえ も そ の意義量三つ を育て 考察する 三と書こt/ たを､申
2 研究霧蔭
宅‡き研究方法の爵資
本研究を凄め る妄芸当た っ て 毛 文鮭調査 書一関き取汐詞憲 ･ ア ンケ - ト調蜜 を行 っ た｡ 文献
詞遼揺輝皇愛護頻牽行密当局 の諸資料､ 鰭療名簿な どを発壊 し鳥 分析を行 っ た｡ 饗も艶 て
い た文献恕どを発顧L､ 寮資料と む驚終期E;藍o 開尊襲撃詞蜜揺琴蓋腰家 書 戟発欝額者 事
廉偉経営者蔓芸寮 Lて実施 i7藍 歩 凝韓経営者蔓芸対替る開き攻撃揺 , 欝細密内容蔓芸･3/を､写 経蕃富
差額 寧着こ重患 っ で藻凌ij恵串 ア ン 寮 - ト調登結療発奮 事 審顧客 事 済啓襲馨者 恕ど毒芸潜 むで ､
i!
独自の ア ン ケ - ト調意 表を持戒 し､ 実施 したB 爵考文教着こつ い て萎ま馨莱毒こ示 した e
(2)研究者鋲 の 実際
第 2牽(観発砲域 の 形成過程ラで 経 ､ 童に文献 磯 尭埴図 書 輝真壁法 事 研究論文 事 別府 帯誌 8
別 府前夜計番 ･ 別府市勢要覧など) を活潤 して ､ 分析 を行 っ た8 郷皇鹿家 事 鱒館経営者 ･ 古
老な どに対 して 開き坂野調査を実施 した帝 号 の 成果蔓こ つ い て 軌 各時期 の鶴来塵寧豪と し
て集約 した｡
第 3牽右膝館経営 の 実態)で結 ､ ア ンケ ー ト調査や聞き取野調査を実施 した¢ 王999撃着こ実
施 したア ン ケ ー ト調査票経巻末 の 資料ま に示す遠野 で あるo きら蔓こ､ 2ee種撃書こ労音厨 市頗鋒
ホ テ ル 雑食が 実施 した ア ン ケ ー ト調査結果をÅ 草 し､ 分析をした B 簾館経営者 に対 して
1995年から 2Oe壕 年蔓こか喜ブで 聞き取撃調査を実施 したが ､ 牽 の 調査頗耗経費料 2蔓こ示ず通
り で ある｡ 合 わせて ま99襲撃亭こ実施 したア ン ケ - 声調塞を清濁 し浩¢ 藍撃 の 凍館経営の 動南
などに つ い て ほ ､ 凍摩 の 新規開業 ､ 添テ)i, の 開業動向 ､ 貸間舞額を寛粧 した和風凍鋒 の 実
態などを調査 した｡ また ､ 凝館経営狩 革飼 と して腐邦書芝農事 むた 量蒸館 の 資料 に よ っ て市
場構成 ･ 売七轟など廃館蓮営q)実態を分析 したo
第 4牽宅観尭客 の 替佐きでほ ､ 文献調査とア ン ケ - ト調査を実施tj たo 高度経済成長期蔓こ
お 汁る観光客の 実態蔓こ潜も､て 絃 号高度経済成長期の 王989年に発行きれ恵調査常磐審を発壊
し､ 分析 をした｡ そ の調査周耗絶賛斡3 e)通学 であるe ボス 巨バ ブル 経済邦書こお 狩る解党
客の 実態書こ溶を蔦て 揺 ､ 観糞客蔓こ対 して 裁畠の ア ン ケ - 鞍周妖を搾成 し烏 豊998年蔓こ療
岡本塵売店 事 筋瓦温泉で 実施 した¢ ア ンケ - ト鍔調査周雛緒 資料 凄毒こ蒸 す通学 で轟るo ボ
ス 声パ ブjt,経済期蔓£妾 狩る宿泊客の 実態書芸轟を′詣で緩 も 都市ホテ ル宅洋塞き 事 寵愛寮密 着､海霧
誇館 事 貸間築館 の宿煎審書こ封 じて ､ 凍自帝 ア ンケ - 巨調査を 呈9琴 撃毒芸実施 し変革 その寮嚢
用耗接資料 5紅示 ♭た昏 観光客の変容琵 つ盲蔦写 経 考 別府舞鶴党務漆芸寮霧 し変調嚢療果を昏
属 し喪中
第5 牽宅観渡海域帝 哲軽度ラで結去 行政資料薄紫鰐怒ど珍 軍 票 詔 篭資勢蓉爵濁 ♭等 閑き取
撃調査を廟え恵e
3 研究機磯野概要
書重き別府 温泉寮の観発壌域
国 王-董綻 ㌔ 研究対象機饗習ある新府 藍義輝 の観光地域図で ある令 撃落 蛋義輝毒芸経 8 カ所
野 濫発璃表芸所在ti､ 責監轟篭ら髭時計困野暮芸亀3事妻事 柴石 8､明夢 草 餅鎗 帝 堀野 書 凝轟尊 夢 芳弓蔚 寺
羨轟霊薬が展開 しでを蔦番¢ ≡蘇ら帝深義教緩担書評日額邦ま警 経荘轟海空 ♭で饗 療健を藤 ♭も
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囲ま -重 罰府温泉郷の観光地域額 紹e 昏凌辱ラ
宅鼓)童恕観蒐施設接温廃盤琵 事 壌蘇 砂 金願密 どB
独立 むた温泉集落を彩威 してをち藍e 高度轟済成長期腿終結住宅聯転意芸事厳 し市 帯解壌盛夏護
鏡t/E､ 現姦 で按温泉地と して の厳韓牽韓緒が喪発 し つ つ あ る¢ 掛 芸､ 亀1‡妻 事 男締 軒 浜審
結露鼻薬落とを､うよ撃 接爵額磯の 解 こ腐鋒勇霊威蓋 し､ 彰考わゆる温泉場と,し写 荷 夢囲竃揺あ
ま撃なを駕¢ こ艶書こ対 して ち 明響 ･ 鏡輪 事 観海尊意義経温嚢集落とi, て の 琴帝鴛を轟る壕慶
残 ヒてお り ､ 温泉情緒が毎閲見ら鈍る｡ しか し薄 紫寄 書 堀田蛋義経重日没鼻薬者達護ら簾偉表芸
再え去撃 ､ 市営の 温泉養家だ重賞惑芸営業を鏡津苛を写る8 柴石 亀鼻緒 幽閉蔓芸鐙置 じても駕て秘務
のイメ - ジが湧きれて お 撃 ､ 堀層 温泉書こおを､て も号 夢幻の 愚考外轟き鰭近接孝畢と して 招 雰
囲気が ある｡
別府温泉輝帝鶴発奮素描豊富で轟る申 鶴見藤 一 静3府湾恕ど幽と海の 顔然環境蔓こ恵ま艶 ､
温泉が各璃で湊ぬずる昏 電褒を胡招ずる義寮と して 鼻開露泉 事 弗番 呑 奉賛身 凍韓恕ぎ表芸あ
る｡ 男弓療墓磨輝で 揺市営温泉意葦数多i 愛鷹 し顎 轡書芸幣蓋荘廉 書 海産夢番 事 豊浜 麓廃毛筆i♭ 腎
蓋3
ス ト 常務 ピア 鋲脇 恕 どが有名 で ある台 覧書き厨 の観発資源や施設の 代表看護飽蛍 で あ る母 地獄 は
民 間資本が 呈8 カ所営業 して お 琴 ､ 明治末期か ら別府観光の 看板 と怒 っ て い る 8 温泉 を利済
した特殊な施設 と して 明響温泉 鍔 薮 の 花f3､屋漆芸あるe 穣象と して の 明響荷観光 シ ン ボ ル で
あり ､ Å気g )観発 ス ポ ッ ト書こ成長 したe
テ - マ パ - ク 系招観光施設 と して は ､ 別府タ ワ - 書 ス ギノ イ パ レ ス ･ ア ク ア ピ - ト * ヲ
ン ダ - ラタ テ ン チ な どが ある｡ し か し ､高度経済成長期妄こ比 べ るとそ の資 は 半減 して い る8
公的恕施設と して ､ 別府公園 事 ピ - ヨ ン プラザ 事 罰府ア ジ - チ - ･ 象をブむ哲展 望台な どが
整備された o
宅2)立地環境 書 Å 日
別府 の 市街地ぼ鶴見山麓の火 山裾野に展帝 し､ い わ ゆる扇状地状 の 地形を呈 して い る8
別府温泉郷 の 申で ､ 喪脇 ･ 穿ゴ府 ･ 亀川 の 各温泉地をま扇状地の 末席部や海岸部に鐙置 し､ 平
坦な土地 で市街地 を形成 して い るo ニれ に対 して ､ 山際に展 開する柴 石 ･ 鉄輪 ･ 明響 8 堀
田 ･ 凝海寺の 各温泉地 は傾斜地や深 度な どに位置するB 別府 の 暴食は 鶴凍圃(現在の 濃羨海
顔)と い う海岸埋 立地が凝館 の集積地を彩成 して い るが ､ そ の他 で ほ錬椿 事 明磐 ･ 観海寺の
3温泉地が い わゆる温泉集落と して機能 して い る書こ過ぎない o
温泉観光者市と して の罰府絃 ､ 中心市街地が疲弊 して 久 しい o こう した原因と して ､ 鉄
道や叡舶 を聯潤する観発客 の激減 ､ モ ー タリゼ - シ ョ ン の発 達､ 日奉Å の 観光志南 の 変化､
由布院な ど近隣の 新興温泉地 の成長､ ホ テjt,漆館 の 囲い 込み戦略恕 どが あ蔓ヂられ るo 撃3府
駅前の 商店街 では ､ 土産品店が敦滅 して現在 の 店舗数絃 まe軒書こ満た なu o
別府市絃 呈924( 大正 王3き卒4月 呈 目に帝都を姦行 し､尭分県下でをま大分帝に次い で 2番目
の 市とな っ たo Å 口 絵 3万 6,276Åを数え ､ 1930年蔓こ絃4p方 3,O7種Åに達 し､ 6798Å の増
蔑ほ な っ たo 5年倭 の 1935年に串亀川町 事 朝日好 事 石 垣締 の 3 労 町村 と合併 し斗 現露の 市
域が揺 ぼ確定 した8 Å 日 経 6万 壕,3種6Åとな っ て ､ 充分前 の 8 万 呈,732ÅをJ=困り ､ 県下
最大の番市と なっ たB しか し ､ 1940年に は6 万 唾,724Åと伸び悩み ､ 大分帝の 7万 6亨985
Åに引き離され るこ とにな っ たo そ の 径の 国勢調査に よるとÅ ロは額詞蔓こ推移 し､ 量g55寧
には 王O万 2,33OÅ と 王e万Åを架蔵t/ ､ 王988年に結 王3万 6事項85Å と ピ - 夕 を迎 えた の で
あるo とはを､え､ 安定疑済成長期5;R 降は停滞 事 減少傾 向を示 し､ 20Oe寧 では 呈2 万 6,523
太に留ま っ て い る宅罰府帝王985､ 2召85)o
と ニ ろで ､ 粥厨ほ変通機関蔓こ大変恵まれて い るo 薦寮母尭阪ともち っ た巨来春市と の 近接
怪事三桔恵まれな い 軌 高岡 書 慈九州 書 法島と い っ た来者市毒芸近を､虚絃魅湧で あるo 現姦の
ま壕
と ニ ろ､ 鉄道 ･ 高速道路 ･ 船幽( 関西汽船な ど) 事 飛行機宅大分蜜蒔き着こよ っ て 別府 隠 董要都
市と結ばれ て おり ､ 変通 の 利便性 は 日本の 温泉地 の 寧でも摩れ てをもるo
しか し､ 安定経済成長期以 降で は 鉄道と船舶沿利潤状況揺時蔓三厳 しを､態の が あるo 5 昆
別府駅 の乗降客数ほ 呈976年 の 895方Åが 2O83寧蔓こぼ 398芳Å - と激減してお 琴 ㌔ 関西汽
船招 来終審時 勢含も､ 66万Å か ら 3撃方Å - と減少 した∈別府帝 ま撃8O､ 28O5き8
2083年現在 も 観寛容の 利周変通機関の 構成麦巨は自家周奉 書 タク シ - の 79%が最も多く､
以下 ､ 列車8% ‥ 竜ス 7% ･ 巌空塘 4% ･ 蘇凝 2撃と緩( ¢ 1960年代夜半以降捻畠勤番の
交通量が急激蔓こ増廃 して モ - タ ジゼ - シ ョ ンイ巳が急速蔓こ進んだ守 則厨 の 観蒐客蔓こ溶を､て ぼ
王968年蔓こは自家済寮の利潤者漆芸53%毒こ達 して過半数を薬液 しも い わ ゆる マ イ漆 - 観光の時
代を迎えるこ とに怒 っ た宅男嘩府市 2 締5きo
玉昏
第望牽 観光地域 の形成過程
第 i欝 古代 ･ 申澄期
ま 温泉開発伝説
別府温泉輝q) ル ー ツ は風 土記に喪 紡る 芸 と表芸でき蓋う母 す恋わ ち8 瞥紀をこ編纂きれ た豊
後風 土記の 速見蔀 の 粂を芸赤番数 玖倍理容∈く べ 撃 ゆ)の 井の 記戟があ るo つ ま学務鈴鹿と
は現在 の血 の 泡蝿寄 の ニ とで ､ 地斉 昭 存在を指療して い る8 玖倍理湯若く ペ 撃 ゆ) 緩くすぷ
る を意味 し ､ 場所娃特定 でき怒を､が ､ 蚤煙 の 宅すぷ るきまを嚢環 し貰 お 琴 ､ を㌔ずれ蔓乙 して
も鉄輪温泉の状洗を記載 しても､ると推定できる 挽 分県埴方塵研究会圭95アラo
伊予風 土記は男埠府 温泉の音称 で ある達見の 蕩e)存在 を指播 して も篭る¢ 還後藍 塵e)威意 の
諒と して道後 の 湯結尭究拷車意喝 寮毘 藩男琵磯を蘇生轟せ るた 敵 軍樋 を適 して 達見 の務 を
もたら し､ こ の 湯量こ窟寮毘奮発療を浸 して 生き返 ら曹藍 とU う話 で ある¢ 伝説的な物 語蔓こ
過 ぎない 熟 達見 の落とを竜う藍義 昭 薄霞 娃明らか蔓こな っ てもちるo
2 別府蹄 の成立
男弓府地域 の 呼称緩速尾部敢農務すなわちア ダミ殊(ア タ ミ ､ 熱海きと 呼ば れ ､ 温泉湧出を
物語 っ て盲写るウ ニ の磯慈が 平安時職 こ朝農輝となっ た B その 後寧燈神宮 の 荘園を三鷹 して 磯
(かま どき敷 石 壇荘, 額見 離 三分れ ､ 垂らに石垣定 形 商務が新 た蔓こ開墾 萎れ て寒露鍔 雷響
符と 桂男細 魚符を受毒す患部符､ つ ま 撃軍資来期頃に朗府が感受 し藍 の 習 熟 るむ
ま五96宅建爽 7vき寧蔓芸揺豊後守護東名真夏蔵匿 ほ し恋おきの - 族が蔑脇蔓こ皇 醸 し ､ そ の 後
4弼 撃開音こ量 っ て - 寮を糞配ず 香芝 と蔓芸怒っ 莞¢ 轟藤 で蔓朗 も轟を豆腐蟻 帝患蔓芸来賓牽表芸婆ち
払 太真宗鱗惑軍森脇温 熱 こ呆準 じ藍と彰蔦う伝説漆芸湧 きれてを写る¢ し要請し糞案書経 董輝 粥慶
長 節季Q)石垣原形督戦 で番ぎ蔓妻妾蔓芸療讃ヒしで没落したの で 轟香蔓未発紫地方愛帝発車 豊9鍔 o
- 方 で 緩 急2冨壕蔓文蔑 重まき革鍔 真東の賓 苛 ま諮董∈慈愛 4-ラ撃 の 弘安の 鞍怨どの 衰遼 で食傷し
た兵士爵葡 麓泉薙ぎで孝治 ♭た伝説竜残き禿 でも預る｡ きら蔓芸錬榛 管 絃 圭2貰7宅建漁 讃) 寧蔓こ -
遍宅皇 大き表芸案 じ費を開を育た¢
第2啓 蒙 澄発
意 元禄拳闘宅玉串容8i,6壬71e3年き
豊写普密擾草書こ溶を蔦で飼府地域 の太宰表芸蕃欝の 遮韓額となっ 浩専 売労高密残響碧雲繋藍 しで
兵事善書幕府の 許琴馨鹿野豊 臣恵 ¢ 孝 っ て自由資長手練朝野轟離 ､ 萱在 野 辞意盲らで も頻繁恕
呆 勢按出来怒を磯 態 習ぁ っ 藍奇 そ鍔欝琴萎ま野紺ご真書昌男 重囲電 照ら泉 蔦 境菅 野 管 絃武家 事
董ぢ
町家各 呈声 ､ 農村 で ほ l 戸 の み とされた o ニれ萎ま陸路蔓=よ るA 爵審の 決ま 撃 で ､ 海路 の 場
合 苛 定期蔽以外 の Å露客ほ 王 滋 野亭す1顔 形 許可 で あ っ た o 呈 厳当 哲多ま5 Oん 80Å の 来客
が あ っ た8 しか しÅ 爵鮫 の 家治 都濃勢妹 婿)で 野 宿 翻意許琴 轟れず号 船 で 招宿泊を義務 づ
けられ たo 中に は艇 に寝淘暫 して 教綾を行うÅ身 もむ､て ､ ニう した参漁船 の シ ス テ ム 接明
晩 東芝 ､ 昭和 戦前 ま で受暗線 がれ ､ 戦後揺尭分県南轟の 日韓や隆義当方薗 などか らや っ て
きて ､ 潜在再開革まま遍閑程度 で 象 っ た宅充分興地 方史研究会 呈95アラ8
1 694(元禄 アラ隼 4月蔓芸別府 を訪問 した貝原益軒はそ の成果とL′て 『豊国髭行』宕圭69凄ラを
著 し ､ そ の 中 で F民家 18e軒ぱか り ､ 宅 郁 こ温泉豊昏 ケ所あ 撃､ 爾れ敷き蓋 し､ 庄屋 の 電撃
に ある総務蔓こもうさぎよ しj と記 し､ 轟ら書こ ｢町中蔓こ川 あり ､ 薦喜こ渡る 育 ニ の 州 こ温 泉湧出
す ､ そ 府下液量こ豊野 男女浴す ､ 深海中毒こも出ず ､ 潮干 ぬれば浴ず る者多し､ 塩温 怒れば殊
によi病を治ずと彰号うJ 乏記載 してを､る 抗 狂奔禰 2 帝lき¢
この ㌢宅 判 こ濃魔 王O ケ 所 あ9+ と菩う記載蔓こは意醸があるゃ つ ま撃男蹄 の 者蔓こ内湯が
あっ たと推定で きよう¢ 内黄綬明治ぷ降毒岩畳貸 した兵務シ ス テ 滋 で ､ 三 う した 内費 の 存在
ほ珍 しを号形聾と なろ‾う¢ ま恵海東砂帝に つ を号て も触艶 てお り 戦 大変資重な文蘇と言え るo
2 棄権率開竜王8O壕- 壬8董8琴き
看ま-ラ濠株 の 屋号
『男守府野塵』 紹瞬 野 董撃圭凄き蔓､≡よると専 文才巨撃閤宅ま 料 - 圭8ま8撃きの 別府 繊 芸経常擁 と韓
される 2玉野 の 涛鋒が威愛 して を与恵o し惑毒しそ 狩 始典 揺衆評 で正確 な情報と緩を考え怒をちo 鼻
俸約に揺封菅野通 りと怒る合
音株保有着 王番 声 と して府内霧東解義衛 毎 率浮腰静兵衛 ㌔ 発車屋≡轟兵衛 ち 伊薄霧夢弓審
衛門‾､ ≡佐屋怒韓泰衡門 一 葉国産孝之丞 ､ 田中屋茂泉帝 ､ 杵築屡軍兵帝 ､ 坪田喜夢叢帝野弓写
角屋療姦寮門 ､ 丘顛塵東泉衛､ 豊前屋轟姦帝芦弓㌔ 鍵 田慶寮泰衡門 ､ 播 田菜舞凝兵衛 ち 国賓
屋海産衛門､ 布屋琴芝丞 ､I13ち磨喜静養衛門も 伊勢産額姦衛門｡
新棟帝再考3声と Eで常 田霧鬼兵衛句 中舞霧清春衛門 ､ 車座衆蓬衛門申
新株顕蒋者 の 腰骨経既存の 電の と開琵で あ撃 ､ 分家東 経暖簾分好 き思わ艶 る8
きら蔓こ濠骨だ表芸､ 億 遵 を意味を穿ち食ゎ せてを写る¢ 具藤的蔓こ繕七 ①経営者表芸そ の 主砲の
出身者惑霊多毎号句 ②賓蔚著書芸菅 野 土地の 挺身者 が多彰､､ ③そ の 他 句 である｡ 聾者臆①群 立場
をとるも鍔 で ある8 著 の 理由と して は明治i;R降着芸開業 した舞館の 露営者揺自分の 輝塁 の地
名 を慶尊書芸鮮拷姦額鈎書芸象るからで ある¢ 寮珠 2重野野 内窮を奉一番空､ 塵尊書芸壌感奮局毎､る
チ - ス漆芸日豊 つ ¢ そ の 範囲萎ま多療毒こ襲 っ て 彩 り 苛 近i経府内電撃在の 未発蒔き母浄築､ 遠i
圭写
結伊淳や伊勢毒こ至 っ て い る母
(2き蚤株 の寮歌
と ニ ろで 敦株 の 解釈だ惑琶諸説 があ るo 最終的暴こ緒 ､ ①幕府 よ牢番錬と称賛 る番燕営業許
可を受打た宿､ ②温泉及び温 泉確 を保有するも の ､ ③温泉及 び鼠凝確を蘇有 し ち 腐油営業
許 可を受 けた番､ ㊨内爵を持 つ 教務 の 株仲間､ 恕どで ある 8 聾者揺① の 豊壌をと るも 舜 管
ある o そ の 理 由 の 王 つ 結元禄草間 の r奄中毒芸温泉 呈8 ケ所ありj の 記述鴇 2 つ 日 野 理由経韓
述する明治凝期の 温泉場 に 関する記述 で あるo 最終的に 捻欝壬府狩 の 9 寿 所 寄 添脇孝音符 望 寿
所に過ぎず 号 2豊野の 審が温泉を村野 して い た と揺認 め表芸たも､母 恋お湯韓揺 Fゆかぷj と番
う読み方と ､ rゆや どj と言う読み 方があ る¢
宅3き参株 の労務
次に教練と称きれ る腰館 の 所在だ が ､ 地域的な所在 搾 特定揺鰐凝な搾薬で あ るo しか し
各種文鍍を元に推察する とニ ろ ､ 意 埴 した場所は/3､癒街道露宅現夜の 西経専適撃 - 帯ラと推
定する¢ 当時 の 登 壇凍溌を具体的 に示 す資料揺現在 の と ころ存姦 し恵も㌔軌 『大分鰐案内』
(第九河西南区実業東条 王9O2きに よ ると､ 次の ような記載表芸あ るa
r( 轟蒔き西経寺よ撃病毒ご肉 っ て 直遷すれ ぼ十数歩書こ して右額量こ凍屋 あり宅中略) 鏑ぼ少 し
く澄めば右角書こ佐蔚塵姦角書こ筑蔚屋 あ野木霧登美の務蜂 蜜撃十字街道 を者喜芸折る艶 ぱ不老
町に出ず寮前庭希うて 左折すれ ぱ最 も療緊 密る凍)善書野怒撃貸廉廉料理屋琴多i 宅申賂ラ首藤
ば か苧右傍に凝務 田地歴あ野毛33R下略き更に夢歩ぽか 珍 して 新港 あ撃そ中略き務の 解毒こ藤館若
亀あり(以下略きje
さら蔓こ ㌻宅前略き右角蔓こ中津屋姦 鄭 こ天満屋 あ撃若中略き中津鷹南隣 砕 三層壊嬉野ち別府第
一 の 寄食 田名子凝館に して宅鎚下略)j とあ る8 つ ま撃奉野席宅渡3事ほ /3号倉街道符 費真底き符
4 つ 辻蔓こ緒舞尊意笠存在した｡ 老の 西若松鯛き辻書こ緒佐鍵屋 ､ 老 呼発達若海磯き蔓こ結篤療養 ､ 顧
の 酉辻(山裾き毒こぼ中津澄 も 南の 発達モ梅錦ラ毒こ繕発沸屋宅海嶺きが分布 してを与る こと が分か る｡
こ 鍔 4軒の 内寮前屋 を除宅 3 軒表芸文花年間の 屋号搾 まま で あ撃 乍 当時から意壊 してをちたと
推定 できようo 恕お 中津屋 の南毒こ位置する日名草 経文粍年間で 経腐肉慶の 夏草で あ哲 ､ 『充
分鯨案内31から経4 軒の 暑所が特定 でき 蓋う｡
3 文密拳闘毛玉萎ま番 - 呈8 3e撃き
∈まき淀川軍務域 の発達
『所期轡』宅荒慶義兵漂持主882き蔓こ蓋 っ て ､ 江戸来期 帝別府樹の蝶草 を藍摩 して み ようe 劉
董8
囲 2 1 渡川 下凍 - 夢見取 り囲宅ま容量轟 - ま辱讃母琴き
宅建き壊養囲 l教宅爵達雄所轟き書こよるゆ
府の 豪商 書 庫草屋主Å の 荒塵義畏終結 皇862宅霊泉2き撃蔓こ 『所周密』 を書き記 しも ｢韓川下
緩 - 欝見取り 軌 く国軍
-まきを搾成 した 挽 窪秀朝 2 鞘皇)中
農取り 囲の 国学左 下に 絃衆の ような寛が掲載きれてを篭る昏 ㌻O国拾西 友琴南揺政逮萎ま両
方糞蔓こ家 - 好もなし ただ今煙草屋 七 島国策平沼汐入 典毒こ太姦家遊撃 義務迄野鶴轟妄こ町
に 相成療o 文免 ニ寧成年濃密も の 也jo 宅煙輩塵の煙草萎ま､ 草冠蔓こ陳の 寧き孝 こ 将 済蔓芸よると
務川 の 下藷域娃文教卒園妄ま8呈8 - i838年き蔓こ家慶が建ち始めた申 そ れまで萎ま左岸蔓三弦森田 も
海門番み ちなど､ 右岸に 絃煙草屋 の 怒島田 ､ 葦の 生える農地蛮ど新教 っ た去
渡川 の皇 賂若現在の 凄 丁 目きの 左岸をみ ると ち F野田登米右衛門j の屋敷が轟撃 鞍 r盈よ 撃
東書芸家恋 しJと記載 してを㌔るo つ まり現在の凍)事蔓2 丁目か らま丁目ま で蔓こ家慶接存寧菅ず ､
海門番みち蔓環在の 銀座嚢遜 りき盛挙通る 舜み で 汚 そ の 閑喜こ萎ま永田凄芸労務 しでを篭る辱 浄戸巧者み
ちの 来宅海嶺きに 経 r庶務搾宕衛門屠轟建襲撃桑粥勤 と尊かれてを篭るや
右岸を見ると館野魔 の琴蔓∈ rj3 壕 曽右衛門塵て る帝庄屋高倉氏+ の屋費が轟撃 ､ ㌻轟より
東家な しj と蓄蔵8 君津毒こ鈎喜子て 結 ｢鹿辺 たぼ三屋怒 島田也j とあ撃 ､ 忠 義_群が広が っ て
彰､恵o 海門尊み ちの A り 円蔓こぼ葉蘭変通芸轟撃 専 そ 狩 党絃溌3誓書遥かち分暁 し藍中森還で 洩 癖
温泉蔓こ繋が っ て な､る｡ 薬師堂から構温泉妄こ至 る - 寄書こは ｢腐肉産尭舞兵衛好よ撃買取饗韓
呈昏
七+ の 土地が あ っ た o また ｢鑑連帯残j3㌔芦原覇汐入j と も 来朝や轟蒋 野 時 軌 海凍 招 浸Å
が あ っ た こ とを示 してを篭る 挽 経発着堵2 僻ま)｡
従 っ て所周密に 書か れた r韓国屋+ 結髪尊か らみ て 黄綬 2豊軽の 豊 野 で 轟り ､ ニ れ で 2星
野申 5軒g3場所が特定 した こ と毒芸怒るo
く2き花額界と して 形名残積弊野
江 声時代末期に なる と ､ 渡川 の名残横行近蔓こ凍館や貸座席怒ど藩芸登場 した と推定で き よ
う｡ i8壇9(露永2) 率蔓こは村頗塵 で別府港 を改築とを与う記録盛罵あ撃 ､ 藤野 と して の 体裁 を整
えつ つ あ っ た各 務1董重縁海岸 から名残務ま で療が遜患♭でお 琴 ､ 積村道 揺鮫斎場と して機能
して い た の で あ るe 名残横付近 か ら磯費尉近 か喜子ての 竜顔街 の威塵 揺轟簸 です でをこ繁盛 し
て い た貸座腐の影響惑憲夫き い と思わ艶る夢 孝養吟額銀糞解 沿寵1妻妾審り書芸桑国勢と して の 新
参カ芸作 られ ､ 芸者衆が呆帝 ♭てを写た 空転 急らぁてをちる宅最蔑慶 喜施6きゃ 名残磯村遼 に 揺擁鈴
木が多く構えられ ､ 韓結審鈍る雰頗蒐を醸 し鼓してを海悪 妻選憲で 肇よう¢
最凝書こ どe)鱗館惑毒蓬紹 ♭恵 砕 か夢薬園蒔 絵不 明髪漆芸考 量董汚5竃豪応元き寧 呈月蔓こ討幕運動に
活躍 した井土馨が若亀寮館若輩狩 若松霧き蔓こ遷宮 し 守 膚を褒章恵め毒こ墳 墓泉に泉寮 した と言
う記録が残きれて を預壱 9 若鳥薩薬草 の蔚 号 ず壕わち家産Q3詫網遠 野 か らソ 舟 パ 暫 オ銀座 鍔
A 口 付近に か多才て 童堵 むで P 恵表芸ち 喝舞教期の銀座遠野 狩 開通で 取撃療 垂れ て しま っ たo
『別府今昔』宅農永塵董9 鎚)-書芸義教ぽ青 酸農家練兵轟燕淘轟)妻‡鞄薄 荷 - 国 - 城の 童で ､ 江
戸 中期の後半蔓こ城を失 っ て 藻男漆芸男弓府蔓芸逐派 号 弟惑蛋親藩)書蔓喜芸潜鏡 し恵 と貰われ て い る争 漫
男 の 子凍結飼府 で凝館 と固横癌 を経常 し､ 落ち凄ぴ る際妄芸か な撃 砕家来を連れ てきた と貰
わ れて彰一るe
と ≡ ろ で明夢温泉 で萎ま 王823宅文政 6き撃蔓芸森藩重言鶴発毛環露野罰帝欝13､奮き習藍藻開発 を
行っ 藍¢ 当時の鶴魔帝経森藩 特 殊き砕寮海で 一 義藩蔓澄明菅 野襲姦を 駈て彰‾預藍g
4 愛 国温泉番樹
二
と男f3府
董多重筈､蔓愛書巳蔓壕き撃 鍔 濃 衆春野蔓こ怠ると鳥 浜脇接西前寮3夜目毒こ昏産tj考 察養蔓芝書､ 穿滞
揺前頭 8費目書こ軽費 巳､ 康病毒芸畜とぁる¢ 図 望- ≡ ある書簡方
圭9雷2)o 薦 の 未開揺皇鮮翠酵鍔寮 ､ 園凝結野邦男芦賓 の 蓉､ ′まち蘇諏訪 形 象 ､ 前頭繕夏用展 の 寮､
i;R 下､ 陸奥藤野費 ､ よ朔伊香保療 蕩､ 腐食成子 の勢 ､ 最よ轟費の 泉､ 添 田河内欝 の 寮と鏡
く‾昏 こ純音三栄IE;苛去啓 舜衆
前頭海神事
邦有馬の 寮､ 関脇燈淵泰の暗 の寮 ､ 林緩濠,)嘱ど溢 ご符 爵 ､
の 夢 , 鍔帯句 腰硬帝静狩 寮､ 豊後漆脇 の希 ､､B監蘇張轟の 添鳥 薩摩霧島 狩 寮も
豊後嗣寮母寮 ､ 善監孝由慶巧者と蜜香宅窮軍零掻きe 恕 鉄 蹄司萎慧舞
望8
嘗量寮ち 静養熱海窒
鹿 瀬 9芸 i iiへ･汐
囲2- 2 江戸時そ宅の全国温泉番付萎ま覇王7年き
竃鼓) 西川く王932きに よ る｡
務 ､ 津軽大鰐芝浄 ､ 差添Å綾上嫡轟わとの参 ､ 勧逐元 結紀伊熊野新宮墓参 習あるさ 諸轟豊
泉功費鑑とあるように , 温泉砕 効能 積 在の 適応塵ほ 童とした ラ ン考 ン ダと患わ鈍る表芸専
浜脇結西前頭 3韓日 育 男噂府は 国辱枚目として 登場 してを¥る｡ 鬼伺の温 泉で 揺 三 の鰻毒こ濫費
阿蘇宅西前頭 2枚目き､易巴前温泉の 夢宅西南頭 凍牧田き､男巴孝由魔 の 落書西南頭 ㌢夜 目きだ狩 で モ
特をこ浜脇温泉の蟻箆表芸轟を､｡ 轟脇結露港 ､ 額鬼神社 の 門南野として 栄え ､ 竜顔衝怒 どもあ
っ て 終結部府 よりも上 であ っ 恵¢
第3寿 明漁期か ら寮 2蔑澄茅尭戦まで
王 変通の 近代任と凍邦雰鰐の 愛育転
宅王き別府港の築港と鉄道 の整億
明治凍薪とな っ て芳頓原温泉輝経覇者怨変容をと婁ヂる 三 と蔓芸怒 っ 恵宅嚢2- 重き｡ 日 田県麹革
望ま
衷2- ま 当量3蔚 温泉撃 砕観光発達史寧発毛明爵期き
′寧 次 変通
中 土健闘鋒 温泉 ♯宿溶液綾錦孫 観党 争商豪速深閑霞
′
尊 の 観
i868 7 生駒府港築港 ･7減 産轟永邸建策蟻藩) 字母酸度敬神故建愛
73日名草尭耗 ､ 船問屋を
亨吏廃藩置敷 劉府妄ま日
､■函
(明治元き7 3大事賢開商社 ､ 益熟ま巌 72轟洛西温泉新築
7遵県費書こよ野草老轟､ 練
県に属す
7講書3府郵便取扱所 も 轟屋
屋 ､ 浜脇寮温泉新築
75鉄線蒸し寮新築
7 5鶴亀泉新築
7 5蛭子屋開業く明響き
7了岡本霧開菜宅明響き
開菜
7 7日名手営治療､ 荒神鬼
･ の安部静轟宅を芸戯設
7嘗西南の役
7絹勺府村 戸数768､
7 7釆屋開薬窃弓府)
77富士長瀞薬 療 輪)
79筋瓦温泉新築･
憂乗務窟開業 Åf3 ,5 78Å
薮藤野 戸数52O､
太 E!2.5 5らÅ
188 0 83開山開港杜 も 労3府 - 申 8壕河野智円 ､ 意義園開業 88轟野才タ､ 讃銅盤舜菜
8 9鉄榛柑 書 鶴見線を合併
して‾嘩日章郎芸改称
′8 9密着垣柑 事 老石 垣拷を
(明治i 3) 国地方間に汽船鼓娩
84大阪 商船設 立
85苧帝島運唾設 立
87尼椅汽船進 出
輪)
‾8 7?神浄叉帯轟 ､ 土絶境
の温泉壌弼く藩親密ジき
89鶴田希書 ､ 鶴 蒸発業く港
町き
8 7 ?浜脇西町 の裏通り完 89永田重磨琵､ 浜田温泉寮 看き憂材量こ改称
成(新道) 築く亀川き
9O下国教泉､ 草野畳開業
く鉄線き
約 宥帝･ 内密事 野 田 事 亀
3蔓‡8軍 国 の5 カ軒を普
併して額一越秤量こ改捧
ま898
93客馬車g)立て場く停留
所き設置く酉法寺前ラ
92霊潮桑園業
95競馬場開設若野f3原き
9冒男!3済南業会 も 第ま鱒浮j府
温泉街鏑鍵
9謂事き厨町-, 轟脇野 へ 浄路
(明治23) 9巷よ月タネ､ 幣屋廃館開
業宅凍3事ほ丁 目き
97河合弥三鮮 ､ 泉屋開菜
窃弓磨き
98変渡制吉､ 富士産別荘
新築若鉄線)
9 9寿温泉開業
警鐘田酵戦争(- 95き
98鳥潟短書､ 朝 見病院閑
設
99ベ )レツ浮立釆芳書3
i9O O O8大野商船､ 別府代理店 e轟蔭藤家書､ 松屋開業(鰭 母ま中線太宰商店開業書中 掃射将に魚帝療爾爵
く明治33ラ 支店をこ昇格 瓦き 穿き
9壕鮮喝常開設
-e6尭厭戦日統よをこ穿き蹄形
8豊郷感好も 野鶴施行
30(汁ン療 の罰府丸 ､ 吾 昏2筋瓦温泉新築 8;汚!3府3:菜徒弟学校開校
野川 鬼などを就痕 窃2不老廃寮築 昏安東労県で凝鋳 て奄好が
j
O O豊邦電窺鉄道, 穿3府 - 窃3兇 玉露蓋額､ 鬼 菜館館 と態る
大分開聞通 開業-(凍川2丁目き 昏3素材免東轟年 別府露 出
招Å 紅‡町 一 帯 埋立く喪脇) e種東川宅ツ ､ 伊予屋開業
領事3府き
O 轟高岡連隊 ､ 日露戦争の
採嶺開籍
e壕摂露戦争宕- 窃5き
e宅諸手ま蔚野 も 浜鵜野曹鮮
負額兵を治療
e 逢浜脇寮温泉新築
86田 の浄温泉新築
O8蓉盗六 ､ ゑ紅町で 率楼
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O9静温泉開業
鍔浄逮聴
那嗣府会帝国費
87河秤琴三 も 瞭酵窟開菜
e8菊機軸努r穿j療温泉繁
'
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㌔
_量e駒爵町役場新築
ま宅瑠噂酵町議会㌔ 滋等温廉
宅明治43) 受開袷 経還魔買観 ま昏高橋藍現療店開妾
呈ま別府区画整理事業開始 主星‡町有共同浴場24ほ 然 ま宅搾3帝商発会澄塞
ま1 日整容凍別府 事 象脇 ･ 湧出7奄 穿場ま7き まe壕月老轟 ､ 壕月愛開業 取締規整療どを濃艶
亀川駅開設 畿有廉S 餌宅自然湧出 豊里羨脇公園開設 i豆穿き府葦町考 温泉課寮費
ま生来隊商船､男f3府 - 女ま夜 ま窃ち 穿教5 59き £重野き府野 鳥 戸数3き93獲戸 も
開に鉄鋼毅くれない 兎 uA 終審き壕. 5万人 Å田ま万6,37 7Å
宅l, 0 8Oも) 就焼 まま尭阪南船 も 罰荷車テ ル 星213､奮陸軍病院男fj府分院
lま停番場通り静j府駅蔚
通りき開通
12関西汽船､妻帯日出観
飼葉
まま滴屋熊]も､ 亀の井凍館
開発
まま佐藤斎泉 ､ 大挙屋開業-
緒)
まま稔永 万] ､ゝ 国 の藩館
撃墜
開院若よ田 の 薮き
そ経き姦 多摩∈呈973き･ 幽村(ま98星ラー穿3府帝(283婚 ど書こより作成e 望望
栓 方正轟は別府 の 凝療を行も㌔､ 新別府薄荷 姦 要性 を説を蔦藍昏 蔓8冒豊潤 胎毒) 撃5 月 ち 種 万 円
もの 県費を か喜子て別 府湾毒芝画する寵 州啓白 柑近 持病簸で近 代的な罰府港が竣:Lし､ 海路に
よ る変通 が - 段と利便性を増 した 横 倍野 呈昏圭銑
菱 2-2 結港湾整備に 顕する功労者の氏名 を示 し恵 も符 であるo 飼府の 有為着 荷 東挙が 含
まれ ても篭ると推定きれ るが ､ 添昏経営者と して 次の 氏名が指擦で きようB ずなわち府内屋 事
目名子女釣兵衛 ､ 釆農 事 凝滞産額戸弓､ 麗野屋 事 金屠輿 敷 楽岐慶 事 目名季長姦衛戸弓萄 寓魔 手
禅薄儀助 , 若松 屋 ･ 松尾彦七 夜どで ある母
王873年蔓こ姥 ､ 大阪開轟簸 砕 姦泉が 喜 寿月妄言ま鰭 寄港ずる 三と書芸怒っ た ¢ 姦兎接啓浮撃蒸造
蒸気船宅呈8 トンきで ､ 別府 - 乗除閏を 38日 間要したと貰われ てを篭る¢ 芸 ニ毒こ奄 船関屋 を開
業す る暑が登場 した表芸､ 老帝代表緒罰蔚村有数野 素封家である府内魔宅凄の 田島手原蜂きの
日名草 尭轟 であ る｡ そ 帝 擾､ 東阪南般若関野汽艇 の 南 部 母寧海轟運輸など､ 尭寧 の海 運会
社惑軍罰府航路轟こ夢見 しも 貨物や乗客 の 取り壊妄鞍を行 っ 怒 号 の 藍 軌 東野 事 鍔買方面 と の
結び付きが 強結き艶 恵申
これ蔓己寮 むて ､ 陸漉交通 で揺豊殉電気鉄道そ熟女電車きが 蔓昏90年蔓こ開通 し監争 綬を竜て 呈9豊玉
率に捜 ､ 現在 の 3 温 田豊顔 鍔罰府県が開業 して老丸嫡方面と藍爵され ､ 顔鑑関係者 な どが
観寛容あ る妄絹ま男弓澄 の所有者と して 敦多i 窮府 を訪れ るょき蔓星夜 っ 藍 B そ の 背嚢蔓≡経 蔦 日
清戦争宅ま欝壕 - 1895年き､ 日露戦争 宅王98垂 - 重9妬 撃)書こ去る経済砕好 蔑も轟 っ 藍 o 母 野車尭
阪南船 接 蓋9ま6宅尭藍 5き隼 ､ 漆碁横磯符建設蔓芸よ っ て 汽船の発蓉を開始 じ考 量92e 琴暴こ接七 韓
合所母 ヨ ン ク リ - 旨層震域壌を建設 払写 轟 日野 日航俸籾とな っ 恵 昏 きら毒£圭9望9 琴蔓£善悪重
義 2-2 男弓蔚港の築港書芸発す る男弓府材の任務薄行者 - 覧毛玉夢7 O琴〉
/& 専務毎
‾寿 盤 二藍 姦慶露三 尭鮭塵 ■腐意義轟 蔵 屋∴ 意義轟番‾｢‾
濁捧替姦菜 府内憲‾■‾′‾嘗者音素療養葡
∴
豊蔑壷‾‾‾常狩帝菱衛門 釆 ‾■塵′‾､‾萄帝豪寮門
会計方 鹿 屋 野 田免左轟円 座葦塵 荒金霧車轟 ･ 幾二 塵 ′盤盛意義衛
者朝方 清澄屋 残額番兵帝 評 ′塵
∵
武田孫兵衛 自野豊 橋‾寮 玄禿
資 産 窮 日豪兵衛 国 産 甲斐庄三遼持 生野屋 永井密教舞
石 見屋 安部藩兵衛 草野屡 着発榛東顛 筋 屋 望月藤三顛
成亥養 老森林三額 密野屋 金屠輿助 経書慶 永昇鳶審衛㌢弓
轟‾ 屋
‾ 憲塵藍志禽門 感 屋 後藤涛 三蘇
準轡
‾
- 寮
‾‾塵‾ 蔭藩忠泰寮門 ホ療養‾‾醇酵帝番 茶 ‾塵 ‾鰐帝蜜者蘭戸■弓
申 開 出磯節右衛門 東 南 片野弊]も 寮 塵 甲斐家来療
鹿 屋 _甲聾i=右額戸弓 奥 塵 片野蓋産寮門 藤野摩 資寒露者衛門
薗啓発- 一田遜爽兵衛 天神兎､国名予彦兵衛 ‾寧野産 額月額兵衛
轟 _慶 一凝 田寡兵衛 藍療農 務 口熱着席円 か商運 静狩静療‾讃疲塵 ､日義 菩藻姦寮円
賃銭渡寿__ 興 産 神薄儀車 賓瞭露
‾‾療尾彦七 静‾ 慮_
‾､東野斉衰勢
療∴一腰 変容帝麹- 亀 慶 安審露轟 日韓豊 穣藻塩培難
顔_ 魔 園灸姦秦野弓
瀦Å敢凍-
‾‾
_霞
‾■｢‾
選一
‾■､‾‾
霞腰嘉簸療
‾ 唾億塵‾‾荒壷搾濃霧‾‾′R
:,｢-て‾ J〉‾蓄
(注) 薩摩毛玉9菜種き蔓こよ撃搾威さ 氏名萎ま罰廃港の 蒸発量こ当た撃､ 芸事書芸対する簿般の昏務を遂行
し恵飼府緒 の有志革
望墨
兎 を麓痕さ せ て ､ 昼夜 2硬終制 を濠蓋 したの で あるく別府野 量9呈凄き昏
(2き明治凝期 の 擁館 と商家
別府港 の 築港に 対 して ､ 地元 の 素封家や有効者が資金の 常連を し恵 o これ ら沿 有効者 結
渡川 下弦域 で新た着こ圭地 を取得 し､ 廉館菜母船問屋喜こ夢見 した¢ 海運業の 発展 を見越 しぞ
の 投資で あ っ た 摺Fj府町 呈9 ま朝 o
『豊後国連見解村誌』(東分県 ほ85きは ､ 呈87 琴南複 の欝才府 の様子 を記 した 爵塵恋文鮭
で あるo 嚢2- 3妄こよると ､ 別 府柑 の 藤館数接 種O軒を数 え､ 周辺地域習 は ､ 轟脇 3e 好 事 亀
川 呈O野毛野 田2軒 書 亀)事ほ 軒) ･ 鉄輪 3鍾 軒 事 鶴見呈¢軒 欄 努 まe軒) 事 帝愛着 呈8野毛観梅寺
8軒 ･ 堀田 重e軒きなどであ撃 ち 現在 の 別府喜泉輝で 経 i種2軒を数え るo 閉経に よれ ぽ別府
Q)貸魔女経 重8軒 書 浜脇絃 壕 軒を数 えて い る昏
『別府温泉讃』宅佐藤老衰帝 王888き蔓こよると ､ 男事j府温泉の涛幾∈A貴賓を含むき経 2痩軒が
記載され て彰ヽる¢ そ の経営形態は凝畿屋宅異 教賓∋専業7軒 ､ 発葉 ま7軒と 怒る車 乗業の 内訳
をみ ると､ 貸座敷 8軒や船 問屋 7 軒な ど蔓こ帝者E して い るo こ の 時期 に繕 ､ 涛館菜 の 専業化
は い まだ毒こ遭A}でをちなか っ た ｡ 経営者 の氏名をみ ると ､ 鬼窪著 書 素封家昭 ぼ か ､ 外 来者 鍔
名前が散見さぁる｡
凝健の 労奄を幣男母蔓芸参 ると 与 か磨街道 8軒 8 寵)事ほ癖液 量8 酵を示 し､ 確川か ら療浜 に
かけて , 集積 して毎号る三 とカ芸発 かるo 貸座敷経 芝野漆芸専業で 汚 発薬事慧5軒である符 節髄と
の発業 砕 8 軒を舎軽 る髪 ､ 圭5軒 の貸座敷が盛衰 ♭て P る o 野駒 でほ ､ 寵プ!壬9酵 手 癖霧 6軒
となり ､ ホ奮街道密を汚毒芸善書豊野も営業をしでを蔦なむ号¢ こ う し藍 ニ と か ら名残梼好変野 花静
界と して の繁栄 を読み取る 三 と漆芸由来る｡
穿3府材量三彩 狩る市街諸家磯 野 - 繁宅寮 2 - 3､ 棄 2 - 魂きに ょる空､ 圭888年翠露 句 59狩野 商
家漆芸掲載きあて お琴 葛 野劉で結凍川 2壬軒や墳露 呈6好感霊夢宅､ 劉府薄暮芸近を嘗豊麹粂坪 野 廃
さが商家の集積 をも藍ら し恵の で あ る¢
2 温泉開漫と蘇泉浴場
宅‡き温泉開蚤
明治初期の 野田寒露素謡』宅内務省 壬8 軒)萎まよると ､ 尭分蘇豊後霞の項 で 与 次の よう怒髪
戟漆芸あ る｡ 男嘩磨額男琴磨餐泉藍 ♭苦境孝 事 不磨ノ参 事 長石}蓉 ♯ 率浄慶 }帝 8 野 田爵の 温泉
浴場が掲載姦簸て お 琴 ､ 硲客萎まま琴平埼で 重野 63eÅ も 演脇帝番簸温泉とし号鷹 温泉 書 常
温泉 ､ 逆蒸篭廉輝き種金森声 海 野客 圭万 呈ず3種e Å､ 商宝石拷観浄奪鉱泉とILて 客奮 圭¢粂芦 ､
望遠
嚢2- 3 男弓府村の 市街渚家轟形 - 驚宅ま8 8年き
‡町名 商業 屋号 氏名 董 温泉の 有無
野
臼
;青笹生婁問屋 餅屋 望男感望韓
) 一
薯磨帝醸造 東屋 野田轟尭韓沓銀製造 …兎魔 野 田免鷹
ヨヒ
野
′陸運営業頼車並着こ無煙寮 塔屋 安藤開尭韓
邸内書こ蓉あ甲
呉愚衆物常並蔓こ洋品ホ爵 田村 伊藤徳義衝
轟額並に寮態魔 藩薬屋 霧)蔓妻薦兎舞
西洋形船問屋亜 に酒類寮解凍鶴屋 楽屋 磯 噂轟
太物並 に /3､閏物 日 田屋 ■石井贋蓄 薮拳蔓三珠ず
西洋形象常塵菜に凝龍屡 国賓慶 安寮来港 邸内書こ寮あ 苧
凝 鞄屋 鮭鱒鷹 甲斐元来額 ii
申
町
入歯番 申障塵 南廃幣治 i!
Å象窃 天満屋 努寮≡長持 !!
西洋形鮭問屋凍寵慶 府内屋 目名予尭韓 !i
衰勢類療養寮費 轟悶や 野土鐙膏 濠容量こ壊す
異腹太物諸晶ホ賓 よろずや 禅薄儀帝
日本形船問屋蓉類諦膏 餅屋や 浅利嘗翠
薬子製造 改案牽 滞日免帝
縫針繋凄‾ 新本脅 若林襲撃
南
!町
壌噂並に穫製造卸ホ賓 煙草屋 鷺金筋籍
邸内蔓芸浄轟撃沓轟製造尊顔膏鞠亜毒芸寮後塵 唐草塵 荒慶猪衆
膏笈卸商 ホ瞭慮 河村藩 -
渡
)Ⅰ‡
縫針製造 轟や < 帝樹感奮
邸 内書こ蓉あ 野勝報屋 筑前屋 井手安=韓
廉後尾′ 日野塵 凍寒勲 番場蔓こ接す
邸内着こ落 あ9
尭街並毒羊j3‾ち間物類 備前鷹 鬼ぬ周蔵
梁塵敦帝寮誇章一 蒙 る賓 窪よ碗
貸座敷 阿j‾善事や 佐藤新市 il
邸内紅夢あり､
皇等薬子教養 若狭屠蘇感受 高橋弟汚
貸座費薄紫諸費 慈膏や 永罪業三解
旗竜塵童書こ貸癒敷及び磨帝棄却 日恕や 嬢蒸厚東療 教場蔓三貴す
常容量乙津ず
洋酒類亜書芸煙草帝聴膏 た かくら 高密駒尭
写薬師 よこやま 横山寛
車間物療鹿毒芸貸療敦 73､轟や 河村鹿茸
漕額清華並蔓こ資産教 慶節や か 出守Å j!
凝額慶並蔓こ葡商拳会商太豪番‾- 新帝前 恩田友十舜 摩内を乙浄動学
西洋群鮭問屋鹿 に舞鶴慶蝶浮華資料 若鎗や 松尾亀鰐擾匡 if
涛寮欝責建蔓こ貸痩象 著挺脅 療尾彦舞 夢夢蔓=/擾ず
舞後産亜 に貸廃寮 新参蔚栓や 筋肉審義解 a
貸塵顛 賓密脅 蜜尾轟洗顔 ′ 野
料埋履 衆愚や 帝窄輿姦簿門 ll
封輝酉浄形癖常客取壊並に長寿寧 ･阿渡･撃､ 麦田馨三顧 #
料理屋 日ノ 出 庵竃 1j
､
′儀一
務脅憂壁書芸梁塵費 安田や
離や
義
串壊蔓芸凄ず
/3､開歯舞棄潔 今宮慶 二帝
商帝形廃園琴登書芸濃密慶 太
涛寵屋重量こ貸産蒙■ 塵寮母
勝負や
申豪産搾 -17‾
よ等薬子製造 署曳薪尭 岸
漆韓農産喜こ貸建染 弛寮努= 野
紫艶屋登書こ梁塵澄 嶺}蕩帝三凍や 永田･発馬.-
ii
廉寵慶 ‾ 壌 ノ轟前楼寧や 安寮弊蓄 ′ !i
､尊.
率.‾‾
顔寵鹿妻こ貸痩教 横 j翠蔚蓬莱脅 蚤蜂蜜尭蒔 fi
雛萄盛事こ菓子 唐津や 磯野菊蔵 ≠i
日奉形蘇問屋 東海奪 岩尾欝書 ii
紫蘭塵登蔓芸硬度撃療寮誇褒 桝鰯準 野田和三韓 t!
日本形般問屋 準子や
重宝_･
鳴寮費尭舜 !声
寮療養 藤野雷撃 !ヂ
敷物寮重量こ寮準 三宮単三醇 1f
義婁砂嚢豪勢 ふ 簡 ‾
顧扇袈遼
寮嘗蓋搾 !i-
轟内裏亭
宅経き軽薄∈王錯8き毒芸蓋撃啓成や 玉串辞琴6月環夜8 奉野揺讃E野を三食蔑あ る¢ 威管絃戎霧の欝 腎鈍
望愚
義 2- 4 芳書j蔚樹 の市街渚商家 の 業種構成くま888年き
く注) 佐藤 若18 蕃8)蔓こより作成o ま888(明治望lき寧 6月現在6 本町 揺讃ヒ野暮こ含まれ て毎ヽ るp
浴客3,219太 ､ 南蛮石樹上 ノ 田鉱泉と して浴客釆欝 ､ 宿意 石村堀田露廉と して 逆席 まま声 ､
終 審 3,176Å ､ 鉄棒蹄鉄韓鉱泉と して喪 ノ教 書 熱 ノ費 ､ 硲客 8,召8e泉確 野 闘締発着 温泉と
して 逆鱗 2戸 ､ 硲客 8昏e 太､ 野 田村費ノ 森鑑 泉と して 御夢懇 ノ 落と移す､ 亀川 拷藻琴鉱泉
と して 客舎13声 ､ 亀m %tf挙国鉱泉と して 硲客 3,508Å , 鶴農村地蔵鑑泉と して 審奮 7 声 ､
浴客 2,68e太 などと記載きれて毎号た秒 現在の新府温泉移 の 範囲で 経ぺ 海 袈 よそ4 万 3,088
Å程度毛玉年間)の ゑ洛客が あ っ たと軽震できる¢
そ の後の累増癖温泉の発 鼻緒盲
'
ま きをこ新 じを駕篭轟海部慈善こよる温泉開発が急増 した ニ と蔓乙
原因が ある春 闘治中期ま で絃去 温泉揺自然 の まま帝 露衆竃自席鞠幾きか簡単恕違最 で凍 っ 変
額費蔓こよる湧鵜野 み で あ っ 喪 中 若 の後よ轟磯野 と貰われ る幣 の }賃率 を使 っ た克 三嫁糾技衝
漆芸導見き艶 ､ 落慶敦盛宅急増ず る≡ と に象 っ たの で あるo
鑑出監督奮 である松 田繋が東労務知事蔓芸授鰯む浩報督番 『学才帝漆脇野蛋轟 芸 閑 謁 舟 準静
審類』毛量粥5粍 よ っ で 一 重 弼 寧書芸参拝る罰府温泉宅男締 と浜脇きの 慈薬療群凍詑蜜整理 し怒
(嚢 2-5)e 東泉数娃 量98亀を数え､ 地域粥で 綬 ､ 飼府 王66亀､ 轟脇 3墓苑 であ っ 怒 その 内
熟ま､ 穿貴 重73乱写寮費25亀習 轟撃､虐経擦りの技術を挙兵 Ef悪夢夢惑霊夢態竜三と寿芸牽か る¢
三 の 書類鑑 よる麦､繋留療 狩 豪商で あるたばこ屋董Å 狩荒慶猪 六 郎 岳82琴蔓三 郎弓し恵もの漆芸
最も奮盲嘗1 )¢
分萄寮祝を奉 ると宅図2- 銑 寮桑接務) 犠を
勺老妻日国選沿盲､蔓三条 申ILでを一番野 藻脅 か 商店 事-
自宅な どで療翻 じ髪孝 - 誘惑墓参i ､ そ 荷車も温泉 の 麓開発が迷おだo 華 の 蒸発 考 量9 ま茎撃琴
姦聯源泉費繕 593亀 を費 え ､ 療育形態緩野賓蘇泉2壕菰 ! 春寒源泉 昏覇昏亀 で 轟っ たe 圭9e5
で 繕 王98亀 警轟撃 ､ 串琴開 晋 3ア重亀の寮嚢が寮粥き簸 た詐夢真意る｡ 漫線磯野野 聾A で ぅ
渚鋳で 醸内蓉を完腐ずると ニ ろ漆芸絞出し恵の で 轟るo 内務省衛生局宅量学芸3きの 『全国温泉鉱
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3 明治末期g3温 泉集落
(1き明治末期g3別府温泉輝
回 2--4 ぼ 明治末期53別府温 泉輝 釘位 置図で ある∈軽藤轟太郎 圭9 e9きo 男巧府 ･ 喪脇 ･ 亀川 揺
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社ぼ 奄]し幡神社 ･ 火 男火 女神 社 ･ ]㌔幡朝鬼神社 ､ そ の 他に 捻鶴見岳 ･ 東寧出 ･ 実相寺 山 さ
乙原 滝 ･ 鮭返滝 ･ 境川 ･ 志 義絶 ･ 別府湾 ･ 農学校な どが あ る o jも薮以外 の 地名 と しぞ ほ 平
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永 田 と思 われ るが ､ 明治末期g3別府温泉 熟ま別府と浜脇を除 い て ､ それぞれ独 立 した温泉
地 を形成 した の で あ る白
(2)明治末期 の 別府 市街地
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図216 明治末期 の 幣瓦 温泉界隈(i91峰)
(注) 掃館森屋が明治来期に発行 した と抱囲( 中野護氏所蔵)iこよる o
太字ロ は繰館を示す 台 屋号に つ い ては ､ 原図に 忠実に 見やす( 鯵蓋 し
南先に 砕ぴ る旧 街道(′卜禽街道)沿い と海岸に 近 い 浜堤 防上 に展 開 し ､ そ の 鰻 ほ 永 田
が - 面
に 広 が っ て い た e 別 府温 泉の 孫館 は別府港に 近接 した渡)iげ 詫域 と海岸 敵 兵弼湯周 辺 に
立地 して い るo 浜 脇温 泉の 膜館結束温 敷 西 温泉を取 野巻く ように 立地 して おり ､ 海岸部
- の 進出 は見られな い ｡
国2-6 は幣瓦 温泉界隈の様子を描 い た地図で あるo 幣瓦濫 泉そ して 二 鱗泉界隈で簾館
の
成立がみ られ るo 海岸通 りは い まだ開通 して お らず ､ 従 っ て 族館
の進 出 もわずか で あるB
しか し､ 族館 の 別館と して の 別荘が作られて 滋野 ､ ニう した別荘形 式
の 別館が 以 後増える
こ とに な っ たo
表 2- 7 は明治末期に お ける別府
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廟-日露轟 鹿野董府妻温顔立地締 ‾ 予薄‾ 雷彦 豆_垂
‾衰穫撃賦降 /轟昏畠轟舜
‾‾‾
_董
壊轟音温泉 痢府観梅 尊皇飽醸
‾‾ー
､ 皇
‾鰐弥兵衛 ま928- 豊927奉
‾
3, 慧万坪 -別府観梅藩士 磯㈱ 国衆盛衰轟 圭92 7､- 皇933率
腐武舎義金後 ､..国栄奇襲愛敬 国武慶真顔 i.933- 呈9壕-3撃 6芳坪
廃寮皇鰻重箆 鶴 舞嘗 圭9魂3- 王955撃
.義春圭健建物解 石坂
- 馬 ま宅汚5年
=
衰毎療露廟 褒療麗療尊吏地顔
二
土面‾藤高密‥｢ ま‾垂衰示ーこ豆‾重要亨牽
9♯ ま芳坪男弓府親藩尊皇磯節 霜薦金尭顧 ま9 望7- 王9 33寧
こ累ま食感会社 ､ 国菜食資金社 ･ 国衆重来澄昏 重婚3 - 呈9壕慧寧 蔓′3芳坪
義孝土趣意故 観 賞蓄 呈9壕讃- ま95蓄琴
轟寄主磯建物締 石蟹 - 馬 ミ 豊撃55年 -
蔓経き稗田若妻昏欝き専 弼壌考量9 霊¢き_, 窮静観韓考査壕毛玉争2 歩き総督詔き､ 別府みらを
等倍頗金庫毛2宅汚2きs 申由宅芝鞘3)
などによ琴鐸威中 寿弓磨土塊昏託㈱萎ま､ 壊蔓芸新府女鹿碑妄言色名を変質した¢
訳解観海尊皇堵宅縛き帝蚤農緩 も 故養皇国郵轟番 号 寧番多田改革だが ､ 寮凍結多野が担当した 中
家姦 ､ 慈轟海岸 鍔粛啓集積地と怒 っ でをヽる鶴東園理 恵堆は ､ 呈9呈凄撃 の 起 £ で あ る¢ 開発
室棒は東野資本野 中粂駒府温泉土 地 で あっ た¢ 鶴永常揺第 2次密葬来観前に 潜を亨て 揺 ､圭昏望霊
草に花菱藤館 苛 立撃23畢蔓こ涛館 三嬢摩 ､ 王92多年に鼎館東番号 ま93壬聾者芸帝展聾 療ど漆芸港冶 しち
藤塚街と して の 素地 を形成Eiた 辱
毛3き男手3菜港 の 開発
男!才荘地 再 開発経 ､ 環夜 鍔 3 毘男弓府駅の裏手か ら由の 草方面 で行わ銀髪妄固 望- 亨き¢ 明治莱
期か ら穿才厨緊舜裏 鉄 つ ま琴環在の野 日や 田の祭壇匡セ ､ 麻生商店惑竃発頭巨悪と蓮東軍盲写
るが ､ これ を養 緋チるデ - タ揺不 足 して 索 り ､ 詳細萎ま衆意で 轟るo しか し写 現蓬 の 民宿 田
の蓉館絵 描妻玉撃 から壬9畳語撃蔓こか蔓亨で､､ 琴夜の 5琵 日子登番線 王事鰐稀者漆芸芳嘩整髪 駈琶建設
i, たもの で ある¢
また､ 田の費 で経未発県費iむ院野郎著の 石川番ヤ帝が 喜9e軍琴妄こ毒締 琴の 敷磯の 率毒こ自宅
を建設 したo- 彼鰭農家府 次男警 ､ ぞ の費 声 ンネ ル技師と怒 っ で ､ 頗賓 県の 笹子 臣ンネ 麻 王
事で財を成 して別府在住 と怒 っ た｡ 太濫発 にÅ っ て ､ 田の 夢で紅葉鰭 とを､う膜鋒を緊敬 し ､
開孫着意芸経営 むでを蔦敦盛貰､ 零そ鮮遼誓書哲哉 寧 5月蔓こ死壷 E}た 芸と態あ っ て ､ 吏鞄宅3 坪野き蜜
財務局蔓芸額癖 ♭恵む 家産緩 着邦家貞芸所零 し驚 貸間蔓芸旨てをちた‾惑蔓､ l撃嘗3琴頃舞撃と喪 巧 監護き帝
き写
き らをこ 1918 撃頃 ､ 遍闘 将段銭 藍 で ある腐 生表書が義 弟鹿毛現姦 の 中盤公 民館) や緩道庵
を買収 して欝才荘 と してお り宅餐轟嗣免2窃0 壕)､ 当時 か ら闘の 寮界隈漆芸飼葉飽寮と して 機能 し
て い た ことが推定で きるo 野 口 地区 の 野 日 柄院ぼ 呈92望若衆藍 ま重き撃 ア月をこ開設され たも の で ､
炭鉱 で財を成 した佐藤慶太顛が自分 の罰 蚤磯 野 - 寮を客筋 し恵 もの で ある昏
ニれ ら の 罰府温泉で の穿J荘開発着こ対 して 博 稀外の男巧窪地開発 は 尭規模 なも の 藍怒 っ た 昏
朝日村 の薪封府 ､ 石 垣蹄 の別府昏園 ･ 観梅寺怒 どで別 荘地 の 開発が進展 したo 薪男13厨 の 開
発は ､ 鉄道 王事で 来罰 して彰､た千寿蜜彦が行 っ たo 敏萎ま充分県常田 の 出身で ､ 最初 は 皇9呈0
年に薄地輝 を買収 し､ そ の 後 王9ま壕書こ新罰府 温泉圭洩を設蓋 したの で あ るe 尭際 ､ 発京 怒 ど
大都会 の 戦争成金を対餐と して 温泉村立磯 を分譲 した宅男弓府み ら い 倍周金庫 2ee2)守
夢j府荘園と観海寄にお多子る嗣窪地 開発は ､ 当初 ､ 男時 報海尊皇地と い う東野資本が 開発
した o 嚢2一 重0 絃男噂厨観轟尊皇磯 節株蓋構成 に つ も､て 示 したもの で あるo 株主接 724 Å ､ 持
ち株数娃 7万 壕, 腰ま株 となる｡ 王Å 当野 の株数ほ 呈O3株を示 す｡ 株童を寄道府県と主な市
町村男弓に まと埼 ると ､ 未発県 の 35字Å が筆頭 で ､ 以 嘗 ､ 未発帝 王99太 事 東阪帝 58Å 事 樺戸
帝王i Å 事 夢園県 18‾Å と鏡宅o 株数 で は ､ 大分県ま 万 3,238株 ･ 乗除帝 王 芳 628棟 事 大労
市 5, 55 5株 書 尭阪府 屯685株と怒るo 海輿 で はも 朝鮮半島や中国 書 未達布 か らの 投資家が
見られ る 軌 これ ほ当時 の夢才厨 の 国際性 の - 壌 を示 してを与る¢
観梅寺で萎ま空地 6 芳坪と旗常食轟 を買収 し､ 別荘地 の 開発を目論んだ 多田蒋挙が ､ ま9≡8
年開催 の 率秀彦業博覧会開会 の産前蔓こ病死 し､ 会社で 内紛が豊 臣た 申 そ の複 号 経営者経費
絶 し ､ 株蓋 の 重鬼 で あ っ た高岡県泉顧発 の資本家 挽 蘭発緒開発者)で あ る霧武塵尭韓が経
営の 実権を擦る こ と毒こ恋 っ た ¢ しか し碗海尊 で措 呈9 3量撃 ま0月 2寧日書こ太東惑芸発生 し鞍 8酵
の涛館 が轟丘 じ､ 蔓撃戸惑蔓愛嬢と磨 っ 疫学 大鹿擾揺当時砕石 感材当願意憲孝興毒芸展表 し､ 痔 量
m あ狭毎号石 畳意を3 m書こ鉱暗ず る - 方 ､ 三 ケ月 地茸 - 要 る新選密どを建設 L藍竃粥府帝
2O串3きゃ
三う した 窄習 ､ 涛億 狩 新規開業転募ら雛 た¢ 彰方斉轟テ 身 形前身 警 ある孝男薄撃緩 も 圭撃3春
草 , 神戸 の 貿易商で ある西村弊 - 舞漆芸杉 の 本に囲 まれ た凍造 の科挙と して 開業 した の であ
る｡ そ の擾 ､ 杉発芽尊書ま陸海軍鍔 指定兼務と怒 っ て ､ 高級官僚や署名文 士 が孝積層 し繁盛 し
たが ､ ま別種寧8月 ､ 濃霧で料亭を経常するなど して財をな した嶺聞 出身 の 番 田清が買癒 し
た｡
- 方 ､ 森林の 率書芸軽震ずる罰府撃園部昏磯措 ､ 好3蔚帯筋健 から逮有馬三豊も轟 ウ て廉売蔓乙
苦戦 ヒた¢′ しか b董撃3重撃書芸恵堆2 茅野 の 無紫蘇孝で義邦東学輩褒鞄療学研党葬宅現在帝 鬼
3番
表2- iO 別府親藩尊王磯の抹 妾構成(量9 28隼き
区 分 練童 持 ち株数 昌忠義姦 持ち株 の横越- 9株 事 蔓e - 99 重量腐 ん29 9 38 8以土
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(経) 飼府観海寺土地綿毛呈92e)に よ撃作成｡
河東学病院男弓厨発逐医療セ ン タ - きを寮費 した こともあ っ て ､ - 気に知名度漆芸息昇 し ､ 飼荘
地 と して の康慶が 陶七 した ｡ その結果､ 中国の衆老地方などで事業に成功 した屠怨 ど惑芸別
荘地 と して僻見 した の で あ る 4)o
5 観発施設 と開発 と地者 め ぐ撃 の整儀
宅まき観寛施設の 開発
穿j府温泉にお ける明治後期 から昭商初期に かをナて数多く の 観寛厳琵経 ､ 外来資本量こよる
開発 であ るo 具体的蔓こ蔓ま重昏O壕宕明瞭37) 率招 野確固(東田漫 - き､呈9 酢撃の男巧厨公園宅夢傾ぎ野)ち
呈9王8年買収若干寿雷彦)の 轟地寮 ､呈912年買凝宅松田麟蔵き丹 畠 の 海鴇資､王9ま3撃 の 出永常宅*
39
宮茂太 郎 竜 王923年 の 奄着地 揺(伊藤凝治)､ 呈9 訪撃 の藤尾常宅軽率勝太郎)海 星9望8草 野 別府
東払∈岡本栄三韓ラ､ 王938年 の 別府遊園地宅漆緒免尭鋳 ほ どで あ る｡ しか し現霞 ､ 営業を綻
打て彰一る施設 ぼ海地者 ･ 魚 の 池鴇希 書 葡番場凝 だ汚 で ㌔ 別府登園填 揺 プ ン ダ - ラダ テ ン チ
と して 大阪資本が経営 を して い るo そ の他 の 施設揺住宅地な ど蔓芸転摺きれ 蔦 現在量芸誓 っ て
い るo
鶴見園絃広島県呉出身e)松本勝太良琵毛松本線 事 皇奉建設露出会社)が 呈926(尭 藍 皇5) 寧2
月 ま5 日 に 開業 した8 鉄道 工事で 来芳一3した薮結石感材 で恵鴇約 4サ 呈 芳坪を緊敬 し ､ 呈92鍾 寧
に起工 ､ 呈925率 畳2月 に壕 王 し恵の で 轟る｡ 3:費経 5O万円 で ､ 園内蔓こぼ テ 芸 ス ヨ - ト㌔ 鼠
泉プ - jレ号 劇場密どが あ撃 ､ 兵庫県宝塚劇場を轟似た少女歌劇胃がÅ気 と怒 っ た 謂蔓言府帝
193)8
別府 遊園地経鳥 取県境薄地身 の 涛轡 免尭韓宅日本 の 産金蓋 o 寒村商事∋表芸開発 し た o
隻903を明治3郎率に - 欝将 士亀を緊密 して ､ 金鉱 の採療を実施 した o そ の 後 ､ 温泉 の 鎗渇を
憂慮 しで 鑑出開発を申塵 ♭､ 遊園埴開発 - 方舜転換を行 っ た 昏 量929宅昭和4き牢に ケ - プit,
カ -､､ 空拳呈93e寧蔓こ男弓府遊園地を開業 した(男!3府帝王93)o
イ ベ ン ト園額 で結-董928率蔓こ労音磨 市簡 5周年を記念 して ､ 申界産業博驚会が開催 凄艶た 申
開償期閉経 4月 芝 目か ら 5B 28日ま で の 58日間で ､ 期間中蔓己81芳 8,9昏6Åが見場 し藍や
そ の 内欝 経 書 第 釜台場 騨∋府公 園き尋7 芳 9, 7竜王 Å 一 策 望会場宅艶巌海屠場塞き33芳 雪ぎ255泉で
あ る¢ 第 王 改修屡尭戦後の 不振 か ら塵融蓉僕を経た不況期 で あ っ 髭蔓こ戦か か わ らず ､ 量 目
平均 呈 万 6,38e Åとももう盛会で あ っ た o 市制 5周年事業として 弼寧 3月 28 日蔓芸接欝3厨帯食
会堂宅ま撃壕撃年率尭公民館 と改称き､ 同率 6月 呈O 馴 こ緩森脇高等温泉竜顔脇魔窟轟 海 商温泉Q3
合併き漆芸完成 した宅男事3府帝'2昏昏3き｡ さら毒こ等 男弓府市当局ほ 王937寧書こ国際温泉尭博覧会を開優
したo 紫閉経 3月 2昏日か ち昏月 壬3日までの 5額田開で , 駒府公 園表芸会場と馨 ･?変革 芸の イ
ベ ン ト経 玉935撃の男‡ま粛啓 ･ 亀1f‡町 事 朝日孝尊書 覇感材の 東食餅を記念 したも釘 で ある串 東食
併を記念 して 呈935年 に亀川野 で 接浜 田温泉桑園浴場が新設きれ藍 ¢
(2き穐煮め-ぐ珍の 整備
飼蔚を代表ずる観光施欝と して繕磯群 があり ､ 各療寮 を喜覧する地覚 め ぞ撃が開飴され
恵 o 『別府 の埴辞遊覧事業蔓蔓閑ずる調査』竜田率 ･ 後藤蓋9壕望き毒己よるとも 蓋撃まe率蔓芸車地揺が
寮光施設と して整備 きれ ､ 2銭 の呆壕鰐を徴喫 したこ とが始ま撃 で あ っ 怒 ¢ 号 符 擾鹿 の 飽 辞
坊主 亭]も横 寺 紺屋 の 各磯韓漆芸弟場料を寮聴ずる蓋う蔓こ幾 っ 恕p 療有為て ､ 魯鞄で 磯猪 狩 開発
が窺 い た o 重937年 まで毒芸鉄棒 書 葛巻 事 無間 事 鶴農 事 泉幡宅蒔浄発き 夢 魔葛 事 爵艶 サ 鬼紐 帯 壷
塵窃
濠 ･ 奄 ･ 雷園な どの 各地姿が開 かれ たo ニラ した盤義裟の 開発が増怨ず る中背 ､ 呈9418撃蔓三 ほ
地家弟食感誓設立 され ､ 組織と して の 溌 - が行わ れた o
飽妥 をめ ぐる遊撃バ ス の 凝 運行揺 ､ 1917年蔓こ設 立 した九州函数寮で ある倍 量928撃妄芸療
屋辞]もが設 立 した亀 の 井自動車捻 日奉初 の少 喪バ ス ガイ ドを東寮毒せ て ､ 話題'を集 め る 三
とに な っ た o そ の 間 ､ 玉92玉 串 12 月蔓己罰府 寺 出 荷 事 事 鉄 線 8 発 着 書 亀川 に 至 る県道地獄 巡
り確環遠路が完成 し､ 郵便牲を増 した o
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因2- 呈0 昭和初期 における別府市域の 豊壌利用や観兜産業の労斎(皇93 5寧頃き
( 注ラ山村(1 9 8 i) 原図 を - 洛修正 o
そ の 後 ､ 児 玉膜館揺 親戚筋に 譲渡 し､ 妓ほ 花菱添館の 経営に 専念する 三 とを芸な っ た o 児
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倒産 した ｡
(3)昭 和初期 の 温泉集落
掬 2-1 8は 昭和初期に お ける別府市域の 立地利周や観発達菜 の 分布を示 したも の で ある e
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が う かがわれ る B 新市域蔓こ廃Å され た地域は - 漆の農薬蔑欝を除♭､苦 - 薗 ぼ永 田尊称地 と
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関係 で ､ 市街地 で は 商業地域 ､ 滞 外 で 結住宅地域が形成きれ つ つ ある 8 鶴発施設 と して の
地馨 め ぐり ､ ケ - プ ル 遊園 軌 競馬 場な ども整備 きれ ､ 慰安の 場と共 に 観発洩と して 招 性
格が付親 きれた 三 とが分 かる o
昭和 初期蔓こお喜子る芳一才府温泉輝 の性格を概観す ると ､ 夢3帝と鋲脇 ほ保養温 泉地 か ら観光温
泉地の 段階 に到達 した が ､ 亀川 ･ 明密 書 錬輪 ･ 観梅寺は療養温泉地宅轟治壕きの 段階狩 まま
で あ っ た と擾定でき るB ただ し - 部 の雄蝶にお い て ､ 掛 こ亀川 ･ 喪藤 一 鉄線で 結 成鉱 関係
者 の 宴会客を受狩Åれて お 琴 蔦 保養 事 観光 の 機能 を保持 しつ つ あ っ たa
1932年の凍館 は 3e4軒を数え ､ 内訳ほ凍Å窟 呈57軒 ♯ 木質宿 主壕7軒となるo 料理 屋 ･ 飲
食店 書 貸座席など接 8 朗軒に達 し､ 芸妓 書 酌婦疫 どの 820Åと蜜野 ､ 歓楽約怒機能が発案
して い る｡ 壬935(昭和王Oき年 の本業従業者Å 口経 3, 8 万Å を教え ､ そ の 内､ 凍館 を含 めた商
業が 単数 を右め 苛 農薬緩 ま壕%毒こ低下 した の で あるo
1935年の Å浴客経 級 4 万Å と な っ た ｡ そ の 内訳萎ま貸間利潤 轟 %も 轟治療利潤者 2%を
占軌 外国大 の凍館利潤 都ま8き5 縛Åを教え専貴治者の 存在 と尭蔓こ霞際才転が港厳 してむ､る o
王935年 の 変通磯 節孝弓周者捻駿府釈58, 8万Å毛終審数き､ 別府港28. 重 野Å ほ 陸敷きを数える母
三招 数値絃 呈92量年の 圭7. 9万 Å , 8. 2万 Åを尭きくょ 囲 っ でもちる¢
昭和凝期舜 商店街経 申轟蕗 * 磯野 事 務1事妻通りが 3 東商店街を形成 し藍夢 中浜筋綬章日常遷
の 次に発達 した商店街で ､王87呈宅明治4き率の朗厨薄の 開港と 呈98e撃の欝才東電拳 の 閑適が 東
き( 関係してをセる｡ 別府 - 松原宕繁撃衝き - 浜凝府 ル - 声皇蔓三馬開 L､ そ狩擾経中浜霧の 酉
に開通 した横町 がそ の蟻乾蔓こ つ 盲､藍 ¢ 凍川遠野総 量9圭7宅来夏 郎 撃巧 拡幅 で 海 療才府を代表す
る商店街蔓こ成長 した車 重935寧 の 資料 で経 重ノ3の 商窟勇憲史産品店 を萎ま琵韓とE;た観光客を
対象 と した の で あ巷宅幽狩 重昏霞重きo
7 観光客の実態
宅ま)見解客e 3堆移と率希性
癖凄め図 2- 8蔓こよ ると､ 男!3府 温顔輝の 見終客数経 豊撃e呈寧に 5窃万Åを数え 苛 ま939､寧に
呈8O万兵を栄藤/Lた｡ 図望- 豊玉揺 市野村野の呆浴審の推移 を春 L;浩 毎時 であろ串ま撃漫撃寧現露 馬
琴姦の欝謹府蛮濠鐸愛棒 で轟悪玉昏昏万量,痩離 Å を数える去その 内欝 駄 新府解層 将 感 凝濫発き冒5
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囲2-12 芳巧府 暮 鏡壌､事 開響温泉妄こお ける克串霧の 拳素性宅尭重来期き
(窪)呈923宅大正王2き年度鉄棒温泉硬層料懲壕大農各月宿屋琴ま表 呈5軒により搾成｡
王923年凌月 - ま撃2感年3月ま で郎費健去 ま撃2き蔓真正量2き琴澄明響藍藻摩周静徴収凄演義凄ま蓋軒毒芸孟撃搾成昏
ま923年4月 - 量9芸域率3月ま での数健c 率度蔓ま便宜的に琴次に凍 00 した ¢
飼府接尭分醇鱒範撃壌輝皇室考量撃3凝着≡よ撃厚或去 男事ま磨は量昏2封来夏圭空き率次の費濠¢
万 5,388Å ､ 亀)圭重野宅亀1若妻群 発香港轟き3 万 3,董2B長 与 石垣狩宅凝 固 書 観梅 尊濃轟き3 万 8書385
Å ､ 朝日樹(鉄棒一 明琴温泉き量7芳 も575Åを示 し ､ その構成放 結男き圭府帯 75% ､ 朝日軒 呈7%
を示 した母
国 2一重2 繕東芝 末期蔓三瀬養子る芳招磨 書 鉄線 中 開響碍 3 温泉再挙落盤書芸 つ を篭で 轟i,恵もの で
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種･誓
388事 88
25e,OO O
2 0e
,
OOe
lらe,0 80
loo
,00e
58,eg o
A
#
S
#
S
ヽ 才
尊 書 爺 '5,
㌦ JqF
も
専
*
～
も
ー
一
亀 ㌦
㌔
- ･ ･ ･ F嗣府
† 瀬 一 山鹿
- 逮壊
和 一ik
w
妄
7 ヾ '
表
.
～ , -lN一群‾‾
王0 急呈 ま2 月
図2- 壬3 別府 事 由轟 書 道葎温泉の季節牲∈蔓撃39寧ラ
(注ラ日本温泉協会(ま粥重きに よ苧侍成 中
豊9 3 9そ昭和ま填き寧 の番斡 の塵Å愚書こ つ をヽて 8
響は 3 - 5月 が凍 ン シ - ズ ン で , 4月 が ピ ー タ を示 してを汚る¢
呈9壕l卒発行の 『日本猿 泉大鑑』 に よると ､ 王939寧 の 朗府 の 寄港産Å農 ほ Ie呈 万 呈,339
Å を数えるや こ の 数健 は 日本宥資の もの で ､ 九邦 で揺襲奉県 の 出盛 228万 2,854 克 に 貌iや
もの で ある｡ ちなみ毒こ愛媛輿の 遷教授 王59芳 7ノ,899Å を敢 えても篭るo
Å浴客 の 季尊軽 を奉 ると右図 2- 董3ラ､ 別府 経七 3月 - 8月 ま で が浄 ン シ - ガ ン で ､ 7月勇気
ら翌年 五月 ま でが オ フ シ - ズ ン と怒 っ て旨ちる¢ これ に 対 して も 出鹿や遷教練 轟月 に ピ - タ
を迎える と絃ももえ ､ 蔓まぽ遼寧ず虹してもちる｡ 男iま府は古く から春発か ら梅雨ま で の 農閑期勇蛋繁
乾期とをちわ轟 ､ 現在 でも夏場がオ フ シ - ズ ン と恋 っ て を､るo
そ2ラ葬国鳥観寛容 の 束罰
第壬次俊界東戦後､ 田奉経国策と して寮発事業量こ為をÅれる こ_と書こ恋 っ 藍や 罰厨 - の界
鰐Å観光客 の 為 り込み 接姥較的早春､時期毒三好 われ恵 o 外国穀の男弓府薄 - 碍二兎薄暮まも 蓋98撃琴 ､
矛 - ス 巨プア 軍艦 カイゼ 撃 ン 琴表芸最初で 舞 っ た 昏 ぞ の夜来重 来滞から日中韓拳闘籍 野 窄ま
で ､ 轟撃 符 よう蔓こ号 澄雰周遊 の 豪聾者毅惑富者港 L たの で あ るB 来芳書3むた代表鈎蓉外国Å毒こ
は ､ べ - プ ル - 束 ･ チ ャ - ヲ - チ ャ ツ=プ タ ン り 竜 一 テ - ドシ 垂 - I - レ ン ゲ ラ - 怒 どがも､
る 静3帝市28e3きo
呈9豊玉率に東阪癖鮫が開一業 し藍欝3府添テjt,揺 ー 爵賓や外欝Å観光客書芸対応ず る恵め の もの
で轟るo 例解をこ 嘉疫i愛 む藍駐 日 フ ラ ン ス 大使窮 - jti 帯 ダ 田 - ヂ浄 もこ の 泰 テプレを孝司潤
したo 壬924年蔓こ経 ､ 添屋帝]毛が亀 の 井添 テ)i,を薪境開業 し､ 浮塞を緒欝す る 三 と で外国Å
唾8
観光客の 宿泊蔓こ対応 した o
第 4蓉 第 2 次健 界太戦後 か ら高度経済成長期素意で
呈 第2 次澄界大戦直後
(1)労3府国際観光温泉文才転都市建設法 の 公布と観発の復活
第2次澄界大 戦 ､ 別府経 温泉観発蔀市と して の 轟度展 罪を急速に 韓る 芸 と蔓こな っ た(塞
2- i3)o i950年 ､ 第 2次健界大戦の 罷免期 の 申で 別府鍔際観発露泉寛結審帝建設法く以 予 ､
別府蔭)が 公布 ･ 施行され た o こ の 蔭律 の 目的ぼ国際額発毒こよ る経済復興で あ り ､ 観覚を冠
と した特別寒帯建設法が感受 した の で ある o 1949年3 凱 開府市萎ま指定量こ発好 打て 別府国
際泉番計画 を寮定 し ､ 夢j府添の 碗定を働きか 狩た の で あ っ たo
王950年に 絃別府鍔際観光麓尭窯才巨寒帯療設協議会を設置 し ､ 忠常計画や街路計画な どを
立案 しも 豊951撃蔓こ絃観発 鼠 立木課土木係 を鮭東 して 計画深を寮費 し､ 観光都 市計画が堆
渡され ることにな っ た ｡ 別府蔭書こよる最凝 の 事業結九孝i!横断自動奉還(通称* やまなみ ハ イ
ウ ェ イ∋と別府国際観党務宅以 下 ､ 観発湾)の者 三 で あ っ 藍o 鶴来港 は重要港密書こ指定さ 艶 ､
親米を冠に した港湾と広域道路とが 一 杯約に整備き鈍 る ニ とに 怒 っ たo
そ の 結果 ま繋¢草書こ観光港表芸開港 し､ 寧和姦運輸が別府薄か ら移転 し､ 綬を育て 量967年蔓=
関西汽船が観寛港 の第 2埠頭 - 移転す る ≡と で 駕 f日別府港の観発機能桔弼鱗す るこ とに 恕
つ たe やま なみ }､イ ウ ェ イ 絃 圭9 朗率 量¢鼻 経済通 し､ 欝才府 書 阿蘇 事 席寮蜜絡ぶ 広域観発ノレ
- トを形成 し､ 別府 の観発プ - ム に拍車をか 狩る ニ と蔓こな っ た昏
王950年 に緒戦後凝 の観光イ ベ ン トと して 4月 ま 日 か らき昏 日 まで グラ ン ドフ 孟 ア 事 別府
博覧会が濃喪 で開倦さ艶た ¢ 三 の イ ペ ン 巨繕額発港 の 建設許可 を記念 し恵 もの で ある｡ 濠
た全国的なイ ベ ン トと して 日本凝光機雷聾が開摩き艶たo 藤 田新開の童蕪 で充分県内 で 緒
別府温泉､ 日田盆地 ､ 耶馬藻 が長遷 した¢
大分県地方史研究会宅1957ラ『男噂厨 の歴史』 に よると 尊 重95量琴 9月来家憲野穿腐 温泉寮 の
腰舘 結 285察を数 塞るo 号 の 内訳按 苛 書日韓内喜撃孝軒窃i3 慶事 轟轟き 一 輝弊 写ま軒蔓廃車脅9 事
銑輪23 ･ 明響 9 書 亀J蔓23事 そ 形 態冒乾き-で 句 桑東野 凝容カ絃 豊芳 長から量芳 5夢O窃O克と 疫
っ たo ぞの軽量こ経費関節 重昏8軒 事 寮舜孝所 3種軒など漆芸ある 8 ‡日市内の 貸間緒戦擾 符 引揚者
の噂蔑妄こよる住宅欝 で永久的蜜貸間蔓住宅) と怒っ たo 鎮梅や亀川 の貸閑も 農業従事者が農
閑期毒こ長期琴姦ずるÅ 参貸閑と 虹て 生き残 っ 浩申 寮 ･ 保養所 帝寮費結束蓋 来期まで きか 狩
ぽる 鈍 山の手や鱒岸 掛 芸
ノ参与豊壌 して い るo こ 艶揺封輩 の転属蔓芸慮 るもの が多む､昏
宅2き引揚者蔓己よ る廃館の 開業
凌昏
衆望- 呈3 嗣府 温泉簿の観党費 連受率嚢宅寮望教替静来観擾 - 轟霧経済成長期き
韓
′
教 変通 事 土地関係 温泉 {顧麹義援関係 観霊 夢 酵素転変舜疎 獲 の 嘩
ま昏凄5
凄7日慶轟 ､ 準急運行
感撃妻擾蘇若妻憾め高砂 感 釆軍兵舎完成 戦 来賓ま9‾
(昭和2O) 東泉港 連隊が 来分 布かち移駐
速8騎西‾汽船 ､ る智東ま鑑 魯亭な貞義よ し愈常開殴 連写鷺帯数2万督昏3戸､
AB昏芳685Å
i95由 5量刑帝国際観光港農期 三 岳5母尊奉関東 ､ 牽ジグ意義畠醜事j腐療療療開変 義o鹿野数2芳8 8ラ畠､
I(昭和25き 着工 開業宅鉄線き 5番目奉鍵盤塊 野孝 ､ 芳i3厨 泉田9芳茅O3 Å
5呈寝台韓意義千穂運行 5 昏鷺金持蔑も 砂轟ご車テ A選 きe駒厨鍔際観光 温泉文才ヒ
5 2丸期横断遠路者王
52男弓東国還 ､ 諸道呈O尊顔
蔓こ改称o ま級国道に措
寡
5S劉府敬 啓田 改札開費
57穿3東電番号_芳弓府釈 - 蔑
iレ罵牧宅罰磨き
53ゆ林静子 ､ ニ月荘賀観
窃項磨き
5轟各軸キ ャ ン プ壌開設
5轟嘗薄霧Å 育 恭ヂ舟赤銅
御寮開業掃3府き
5重囲意温泉窺養新開設
55森輝 - 摩､ 三農園開業
5窃グラ ン ドア 芝 ア 孝 男音3療
樽鷲全開偉
5e男弓府国際観発､ ラタテ
ン苧汚′開
5空夢腐 観発露転隊愛撰 -
潤
5慧鞘酉汽患 ち 城島義務を
開発
5望革 製因島葦3厨蒔田 マ ラ.ジ
ン開摩
萎汐3府薪観尭協会設ま
5語義脇密意患禰開琴
萎_3轟療由野猿忠常開設
都市指定
5凄石井観 毛 新港妄轟簸きを
竃別府き 53出番尭韓鞍 三 っ 葉ダ汐 観点とする
55鑑露盤森野菜 iレ開業窃弓療き 5 5畿番数望万種壕呈7声 ､
浜閏轟鹿
58潟際観光港3 00 8 も岸壁､
55尭労県温泉熱羽摺轟整
研究所設立
5多壌元驚四顧態 尊寧繋駿
5茅境銀究街 号 ア - ケ - ド
完成
積寒野 ､ 棉銀実衝と改
･称
5速乾藤者鍵商店鋼業
泉ロまO万233 eÅ
石番日出町 ､ 狭間町 ･ 爵堆
緒帝 - 部幕Å
5才自衛隊剖療監屯
完成
59志高潮 - の道路抵療
毛虫爵鎗開‾薫きく療簸き
き萎藤生 夕 芸 子 ､ 密亀荘
罪業 精巧蔚ラ
57鹿茸勝鶏 つ るや開業
妄鉄線き
5 8明察温泉東夷
59音容轟薬､ 幽覆虫歯神-
-教養開業′宅錬簸き′
5右充分県物産観蒐希鋼資 亡-
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子 鹿の 2代 目が 重973年に屋号を朝憲ききらぎと変更 して 獲営を綬春子たが 耳 呈998撃書芸産嘗
不 振で 閉鎖 し環在 に要 っ てを写る｡ もみ尊書まよ 野 の 務蔓こ鐙産ず る都濃添館 で ある o 開発 ほ
呈954年 で ､ そ れま で はもみ炭鉱 の欝j蚤で あ っ た¢ 現寝で 緒男弓野管長も格式が ある翻慧寮館
と して 知られ るe
嘗藤克Å 結束分解の 鰯身 で 与 壬撃52琴蔓こ接壕が解除と怒 っ た赤銅御願 を量953琴書こ緊喫 し
た o 彼嫁 も 強制疎開の 菟 を凝集 し､ 戦擾書こ売却 して 資産を蓄積 し与 そ 呼 夜来労帝で 番本 数
そ して パチ ン コ 店を経営 して 実業家となっ た ¢ま954撃 7月 一 癖テjレ赤銅御簾 を開業 した 鉄
管か らの 別菜建築を生か し∴Å駕を発 めたの で あ 番o 贋館 野敷埴約 毒, 卯O坪 ､ 建埼捜索造
2階建 ､ 客室揺 12塞の 解凍模照輝 で 轟 るo そ の 夜 豊昏72年4 月 まで 営業 した労葺､ 蔓972寧初
軽量こ五洋建設と 巨 - メ ン蔓こ売却を決定i, ､ 壬9嘗2撃 4 月 ま で営業接行 っ 藍B じか じ 蔓昏7襲撃
蔓こ取撃壊 し､ 蹄増結住宅地と しで 分譲さ艶で環霞蔓≡誓 っ て旨写る毎
号 の 闘 鶏 嘗啓発Åは 蓬撃壱8琴蔓こ明響温泉の 鰐屋埼孝蜜緊駿 L ､ 飼府温泉保養ラ ン ドと じ
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囲 2- ま5 封府中≠む街書芸お 狩る観渡姦策将 労番考量撃萎種率き
宅琵き松村宅も9 轟呈き原霧を - 鄭鯵藍｡
て飼葉 し､ 後継者が 跡を継を嘗で現窪妄こ至 っ 苦彰篭る
7
S 赤銅御殿萎ま壌圃の 鍵盤 蓋 で象る伊藤転
右衛戸弓が ま酌8宅大変 7き撃をこ､ 嚢で ある白蓮蔓額原簿子き の 恵め蔓芸建設ij恵芳等量蚤驚轟熱 量9望急
年鑑全通 し恵 県道洩栄進 り薄霧道路喜芸面 した場所で ､ 罰療忠常毛量廟 寧開聞舜要田夢購 虫垂酢
の裏手蔓こ位置す る - 琴埼 でもあっ 患 ｡
(郎 高度経済成長期規爵 の温泉集落
寓 2-呈5 経別府蔚街境蔓こお 汁る観発産業の 分布蔓量95凌撃きを示 したも舜 で ある｡ ニ の 常に
ょる 守 男瞬 務を中心と して滝川下韓 青 竜浜藩凝漕有為幾鋒が軒を塵 ペ も 海岸 掛 こ経典同番
が数多i 点在してを㌔る ニ とが分か る寺 ま藍住宅地 書 芳弓登磯と して開発された藤森園の 理塞
勧まち す で蔓こ粛啓集積場をこな っ 若 紫 学 年 そ の 増加額南義軍著 しを毛ゆ し遼蔑し轟開幕周辺結 圭地
が察く_% 癖規模凍鋒や貸間慈餐淘 韓舜恕貸廉療ど惑誓成立し毒 さち蔓こ経j
鷲 - 牽ス 草ぎ タが轟
申 して歓楽地的 な色彩を強 め てを､るo
欝j府温泉輝 の 性格 を祇観する と ､ 欝j府揺温泉観党務帝蔓こ成長 し ､ 浜脇は観光温泉地 と し
て の機能を維持 した が 与修学顔 狩生 の 宙泡盛芸増えた観察尋揺観光温 泉地 招 段 階に到 達 した 昏
亀川 ･ 明磐 ･ 鉄線結 - 部 の 弟常 に観発審がÅ り込み ､ 保養温 泉地 と して の 機能 を符凝 した
が ､ 堀田 一 発石 経参漁場と して の 琴囲窺 招 畿壕を維持 した蔓芸ずぎ幾旨､o
2 高度経済成長期
(ま)観発プ - ム と観渡海設 の 開発
高度経済成長期結わが 国におを､て観光の 東衆亨監 事 尭 鄭巴 ･ 広域宥恕をもたら し､ 別府書芸溶
い ても観発プ - ム が到来 した ｡ 戟幾港 書 やま 怨み ハ イ タ 温 イ鍔 影響結 束きく ､ 第壕 牽の 第
i鱒 で後述す るよう蔓こ授棒客 事 修学幾行 事 新婦霧汚客疫 どが来意蔓こÅ り込 み ､ 罰府市内各
地蔓ここ う した観寛容を当て 込 んだ戟発寒許な どが拷蒸さ簸 る 三と毒乙な っ たe さら蔓こは イ ベ
ン トが開優きれ た｡ ま957年 3月蔓こ開履きれた別府温泉畿寛彦巽東博覧会揺 ㌔ 発翠考 ヤ ン プ
の 勝地宅壌姦 節男巧府 公園きで行われ ､ 5月 ま で の 6空目開で 6O万兵 鐸 呆壕着通芸あ っ た o やま
なみ ハ イ ク ‡ イ 招 着 工を記念 した も の で ､ テ - 常 経畿発と豊泉 で ち 温泉鶴発館 ･ 熱帯壌物
療 8 温泉科学館 事 大分県館恕 ど3e有余 の館が建ち慶び ､ 番目単身書こ繕 日奉愛国か ら 里 方Å
の 見場者が かをチつ 拷た ¢ しか し､ 開健期開率蔓芸揺暴勇団の 洗車 ､ 費太宰件漆芸発生 した 申 ニ
の 事件絃その 後 の男!董府 帝 マ イナ ス イ メ - ジとして 定着 し､ 修学簾狩生 の減少 の - つ の原因
とも怒 っ た¢ 別府 舜観光客費娃 呈95冒年喜芸252万Å を数え､ 以後急速恕増廃車病を示 し竜 ま96王
年毒芸は 5eO万Å､ 1985年に 経 7郷 万Å を惑え ､ 呈969年妄こは 呈, 緒e芳Å の来意を舜礁 したg
高度経済成長期 で 経観光施設 の 開発 が相貌 い だ o
囲 2- 呈6 接 19 62年現在 の 別府 に海 狩る観光施設の 開発や舞楽資奉 の輩出寮寵を示 した 態
Q)で轟る. ニ の 囲によれ ぱ民開繁割 こよる開発及び予定穐と L
_
て ､ 藤田観光若実額牽き 事 関
汽観光宅城島高原き 事 希紛観発開発 篠 山ラ ♯ 来客右横穐き 事 雷恵牽杯 事 楽天穐宅乙原ラ恕どち 別
府市域金棒蔓こわた っ て彰写る¢ 罰府市当局蔓こ
よるも の と して 経国際観発会館宅老轟き 事 国民宿舎予 定墳宅憲高潮き 書 市営 藷iレア 蓉予 定地宅表
出ラ∴ 別府公園書出 の草きなどが ある ｡
そ の結果 ､ 詫 批 准浜の 和むと した罰解き日市街 では充分異物産鋒 ･ 部府 タ ヲ - 春 野際観
発会館 ､ 出の 辛 労薗 で繕 温泉プ - ]レの設置 書 観光汐フ トの架設 事 ス ギ}イ パ レ ス ､ 郊外 で
絃別府南ア ア ミジ ー ラ ン ド 事 別府 ロ - ブ タ 這 イ 疫ど惑芸国策む藍¢ 戦凌野鶴光義設繕別府鍔
際観発表誓ラダテ ン チ宅事日嗣厨登園嶺∋の経営を引き轟を､で 豊958撃蔓三野閲しも 董撃68年蔓芸揺志
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図2一旦6 高度経済成長期に溶 け る観蒐施設 の開発状況(呈96 2年)
(注)浅香章雄監修(1 9 6 2)によ る◎
高 孟 - ト ピア を開 業する こと で 経営地域 野 鉱夫を行 っ た6 別府タ ワ - ほ姉館 野集積地 習 あ
る鶴東園 で i957年に 完成 したe 地上 IO8 m の 展 望台 があ る こ の タ ワ ー は観発セ ン タ - とテ
レ ビ塔 を発ねた もの で ､廉京 タ ヲ - よ 9 主宰も早く開業した の で ある｡ きらをこ呈963寧看三は ､
北東 の - 等地 で国際観光会館が建設 きれ た ｡ 三 の 会館穏地主8階建で ､ 県下曜 - の来示 -
ル を付帯 した o 198 単に トキノ 増 資店が開業ずる まで ､ 各種イ ペ ン 終会場と恕撃 ､ 男り府タ
冒 - と並 ん で ､ 別府市街地 の観光 シ ン ボ ル と して長らく君島 した 招 で あ るo
5冒
こう した開発に 対 して 別府 鍔 郊外 管 絃 い わゆ る尭蓉寒が甚ぬ した珍 重96望寧 鍔菱餅を芸よる
別府 ロ - ブ タ エ イ ､ 呈曽64 寧 の藤 田観党蔓ニよる別府濁 プ ア ミリ - ラ ン ド､ 量967撃 の 鰐汽観 光
に よ る城島モ - トピア ラ ン ドの 開菜な どが あり ､ 尭規模密観党旗澄 の 開発 が相貌む㌔だ o
奥別 府の 城島高原 で萎ま 王95呈 撃毒こ関西汽船が別府轟原とむ蔦う会箆を設 慶 し ､ 高原 の 開発
に着手 した e ニ の 場所緩 ま撃34宅昭和 9) 聾者こ鐘濯紡績が 翠竜 野 国産音転を目指 して 教場を開設
とこ ろで あ っ たo そ の 後195O率に 鐘滞紡凍が 高原 - 欝 の 皇 塊 の発塞芦を嚢明 し､ 芸 の 舜亀 の
井ホ テiレ絃 高原 の - 密 の 土地 を欝療 し､ 高原添 テ ル を発案 した の で あ るB 菱95量率 2 月妄こ経
国酉汽叡が残 野 の 土砲 を買敬 し､ 経営着こ参画す る ニと蔓こな っ た ¢ 豊96蔓率毒こ関汽観発と社名
変更を変更 し､ ホ テJt,母観光教場を付帯 した表芸､ 重967年に 結城轟蓉 - 巨ピ ア ラ ン ドと しで
施雷 の 発案を図 る蔓こ要 っ 恵 ¢ そ の 後 量撃7O牢喜こ経常 日奉 レ ジャ - 開発が ニ れ を受暮す継 ぎ､ さ
ら に施設 を鮭来 し敦宅東軍努藍 2 聯2)o
そ の 飽の観光施設と して は 圭956撃毒こ罰府市営温泉プ - 舟 ､ ま9 6確率に 別府市営国際 ぎ ル
フ 倶楽部宅扇 出ゴit, プ壕き､ 王96凌辱 の マ リ - ン パ レ ス宕充分帝き蜜 ど盛宴国英 し監督 温 泉プ - ル
は丸網初 の 蚤轟 プ - jt,と して 注目をあぴたが 包 ま987年蔓こ公認切れ と な撃 ､ 敢撃磨きれ た o
ニう した観発施設の 開発蔓ニ暫 しで ､ 圭昏ぢO寧席硬筆提降､ 罰府市内でj=麹の 区 画整 理 態 海
岸部 でほ壕 愛 三事が行わ者も､ 住宅 地や患園などが建設姦身もた o 忠地の 区画整理萎ま､ 鶴 見 事
荘園 事 南立石 事 立見 ･ 石垣療 どで行わ れ 一 席党務毒己澄も号石 垣堆区 の 匿帯整三壁書ま来観積 怨も
の と怒 っ た表芸汚 しか L ､ 観光的な利潤結 - 解毒こ留ま っ てを篭る o 海岸 節 理愛蔓ま老轟 の事日嗣腐
港 の 埋立 か ら始ま っ た 歩 具棒鈎蔓己捻 ､ 壬9618 率 8月 の頚E 轟考量事3h轟き駕 呈918冒寧 3月 の 餅ヶ 喪
(3⇒ 呈h暴き､ 王9 錦年 3月 の 弓 ケ轟 賂 7伝教き領 主撃68率 3月 の釣 ヶ浜 晩 熟 轟き療 どで ある申 芸 の 蓋
うに 高度経済成長期 で萎ま生地 の 開発漆芸来観模に連累 したB
∈2∋商店街 鍔発達
釈帝の商店街絃 明治末渇か ら整意表芸進んだ ¢ 凍)事蔓界隈蔓こおける凝館街 の発達で 考 轟脇と
濠)‡事を蘇ぶ 中森客表芸商店街を形成 し､ 串間量こ琵置ずる按摩 ゑ園夢殿表芸塵 撃塔を形成 したの
であ るe 瀦府事日市街地 では観光商店街 と しで の稀奉野通り宅環霞 招轟頻発街∋招整備漆芸逸早
く行われ ､ ま9壕8単量ニス ズラ ン好 ､ 圭953率蔓こ按全長 428投 の ア - チ - ドを設置 した¢ こ の ア
- チ - ド経当時日本 - 商店街と言わ離 ､ そ の 後銀座街管弥生野などでもア - チ - ドが設置
きれ たo
壬968年 9月 盲 飼府繋轟 では著錬啓発店が開業 し藍 o 蒸寮挙素量芸騒 っ 藍 率孝輩露寮昏を緊密
し､ 荊府近鉄会館と名乗 っ 急 熱 翌 董9萎圭寧 7 乳 剤府近鉄昏欝慈善三屋 尊を変更ti恵 移 そ の
き8
擾 ､ ト考 j､百貨店が 国際観光会館跡地 - ま988年妄こ選出ずる まで ､ 別府唯 - g3雷費店と して
機能 したが ､ トキ }､ 招 遮 鵬 で経営不振を三陸撃 ､ 星9撃壕率8 月 に 閉察 したo 建 物 揺 288 呈寧 3
月 に 解経きれ , 空 き地 と な っ て い た が ､ 2Oe5年8 月 25日蔓藍住宅産業g )本多産建(寮社事 大
分輿宇佐市)が マ ン シ ョ ン周 地 と して 買敬 した¢
義 2- 呈5 絃高度経済成長期に お 狩る別府帝 の 寧藁所資 の 愛着E を示 したもの で あ る e 董966
年現在 ､ 事業所数 桔 7,357 を数え ､ 統計的に 捻 i957 年蔓こ対 して ､ 78% の 砕 ぴ率毒≡留 ま撃 ､
減少 して い るo しか し番薬所Q3内訳 をみる と ､ 卸売業 り3､売菜 種8% ､ ず - ビ ス 菜 3ま% を示
し､ 両業種 で 7鴻を 轟 軌 基幹産業蔓こ成長 して い る ニ とが分 かる ｡ ニれ蔓己対 しで ち 廃業緩
ま957年 の 2,23壕事業所 か ら 196 草書こぼ 2事業所 - ､ 漁業 も 壕07 事業所 か ら 8 事業所 ･F59 %激
減 して P るo 1965年 の 国政調査 で番足す ると､ 従業者絶数ほ 5 芳 6,9唾eÅを示 し蔦 菅 野 内 ､
農業穫事者ほ 3,8O6Å宅構成比 7% )､ 漁業夜番者往 3O6Å宅呈% きを姦 駁 撃菜所 ペ - ス の
液少に過ぎなをちo 一 方 ､ 卸売薬 事 ホ 売薬はま 芳 凌,552Å宅26% き､ 骨 - ビ ス 業経 ま 万 7, 329
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串雪ア - 声癖 苧 舟 署瞭 ､ 民
事再生添を帝誇
窃5市営温薬療 ど星夜海野 狩
管理 書 運営を筏開を≡委
託ず る意舜
莞開発国野猿同線普
く爵J レディ57タき露盤
母き亀漆メ愚衆寒露豊
e3欝呈病魔3毒著タオ - ダ開
@
O 謂3府オ努サ タ綴寮索設
豊
O3嗣府観発推進戦格衆議
資豊
83幣瓦 ゆうぐれ散策開始
母養うみ恵ま ご開設
e 轟済ま慶 ギャ ラタ - 国策
e凄岡本寮拝所 戦 野表療ヲ ン
ダ - ラ夕テ ンチ開寮
母轟デイ野 - オ ン パ タ開摩
8産A敦トラ ス ト､ 紺 ㌘O
蔭Å喜芸藩露
宅縫糸象 トラス 終戦 わ宅わ
i 書 ら宅だ宅移窪プ 胃
ジ 孟 タ トき事案開始
和 束労 巴 - 鼓ヂピ弟′ズ設
立
窃S泉爵 トラ弟 トも I 欝3貯湾
地療学校開校
ネ s3r 斡ヲ - タ宅通称轟
まちネ ッ トき開催
昏5 Sf - 当 ズム おおをヽた 園
. 変
額5O 紺 S E 討ツ - !)渚ふ
濁設置
串5夢題府帯ち 8 紺 S g 紺ツ
- 汐ズ 去 来鍍新設
(経き 聞 き取り調査な ど蔓こよ苧
6写
市営の 有料 温泉施設が i3 カ 所あ る母280 塵寧度将 兵浴番数経 圭81芳 呈‡ 825v芳 Å を数え る が ､
ニ の 内､ 磯 田 温泉 1 7芳 6, l 竣8Å ､ 轟脇温泉 王5 芳 望乎凄ま3 丸 ､ 発着 温泉 豊玉 芳 5, 737 Å が Ie
万Å を超 えて い る8 そ の 他 で 揺 ､ 不 老泉 9芳 7,2呈3 Å ､ 節義温 泉 9芳 5, 487 Å ､ 浜 田温 泉
8 万 3事 429 太 な どが 多い o 時務恕温 泉施設と して 揺 ､ 浮3府海象砂浜 3 万 蔓,7呈2Å ､ 鉄 輪む
し費 2 万 62 壕Å が健闘 して い る(労3府帝2eO 5)o
こう した市営の 温泉施設 の観蔓こ別府 温泉輝書芸結界湯と移する温泉施設 が あるo そ 将 来寧
は 1 99 7年設 立 の 別府市外露協議会蔓こ恕思 して い るo 現在 ､ 王3 軒が凝盟 しても≒るが ､ そ 野
内読経民営9軒 ､ 市営 壕軒と なる中 産愛 野音も㌔温泉施設捻鉄棒温魔 の び ょ う恵 ん温泉 で ､
広島県出身 の 河野贋作が尭阪 で財を威 して ､ 192凄妄太藍 王3) 撃蔓こ開業 したも の で あるo 凝館
をこお ける露天風 呂の整葡は 王98連年に5/ - サイ ドホ テji,姿絵が実施 した B
露薫風呂や家族風呂の 発案経 ､ 呈990年代後 半からプ - ム となり ､ 別府 書 鉄輪 書 明響 ･ 観
梅孝などの 各務館 で整儀が進展 した( 表2- 18)o 外蕩形式の 新 し い 温 泉施設 と して は夢た ま
嚢 宏-重8 紫館蔓こお寿子る温泉施設 の整備妖艶く量98凄- 2ee積年き
地 表 開菜撃 整感状廃
朗
磨
王98唾 シ - サイドホテ}レ糞枚 ､ 展望露天農畠新療i望遠轟き
壬9撃8 添テ)i, ニ 註 - 故 実 宵 療望露天園 長新設宕2寿所き
′ 蓋_99 野よ奉館 ､ 家族風呂毛筆霧釆盈呂き寮費(ま漆蕉)
2Oe窃 ホテル 好楽､ 展望露天最 呂新教(2カ所〉
2昏昏･茎 泰テル 撃海 ､_展望露天風 呂雛祭宅2索所き_
2 e飢 ･添テ/レ清風 ､ 展望露天風呂新津(2労所)
′2 e昏豊 常の井示テjレ､ 家族風呂寮費(望カ所きも 展望拳露天風呂薪準､宅2労所き
2eO望 添テjレ帝海荘､ 家族風呂宅天空蕗薫風 呂き新欝宅格労所ラ
2昏Oき 療テjレニ 諾 - 鎗巽 ､ 露天粟 島梓客素顔欝宅望塞,)
2昏昏3 野上本館 ､ 劾g)爵宅家族義呂)新野宅2溶所)
秩
檎
i‾毎壷9 ･衰テJt,暴勇■､ 夢恵まセ嘗石森轟き癖療
壬9昏3 串テ舟最 駁 撃とぎ草子∈家族風 呂き寮琵毛細享弼
･ 蔓雪雲9 鑑轟閤 , 露天風 呂薪療紹垂所)
､ 2聯_8 率ゆ番屋 寺 家疾風島∈単罪業風琴寮費宅空身所)
2 紳l 民審姦通噴や-､ 家族風呂(準露天尾 部新設毛玉寿所き
空夢朗 凍療履精線､ 務魂幾書家葉風呂)窮琵紹寿所き
明･
‾響､
豆99 2 ゑぴずや東商-, 豪療鹿島療療f-凌姦轟き
､ま9雪薄 ･ゑ昏ず常務脅､ 豪族霧夢(露天最轟き寮費撃寿所享
皇995､岡本屋 ､ 由の勢モ外車き新設
､ 望8昏2･
‾蒔ど撃盗 も 夢菜農 昌泰安宅勤 所き′
28昏2 … 同率屋､ 如 の参考輿望家族圃呂き新設(5カ所き
鶴
L海‾
寺
豆癖16- 磯療観韓荘 専展望慶発展轟轟療意力所き
茎997 ･凄宰蜂寒露､ 家族風呂償 琴風呂滞 費宅3溶軒
2883飼療親藩敵 襲寮轟呂(展望療天恩 呂)常設若3漆軒
2琴O3- 凝乃井藤テ)i,専 務濠宅襲撃露茸異義)窮艶 夢の来温慶改装
廃‾ー‾
二
･ 2eO王 豪壷贋療
-:豪族象員寮蜜f3寿所)
@
-i.i. 諾意昏豆 廟療将壌癖L*:51寒準霧島韓審蜜寮 計量2塞き
宅経き開き衝撃欝霧書こよ苧韓盛o
寄書
て 欝が ある 8 これ 経 ホ テ}レ風月 が 王989単量こ敷地 内習昏胃薬 したもの で 盲 添館 の 付帯施設 と し
て の 外資プ - ム の ききが峯子とな っ たo こ う した温泉施設 の 発案峯こ揺 ､ 2 Oei 率 3月 25 日 に
始ま -3 た 別府]㌔湯温泉道(事務局は別府市観光協会)のイ ベ ン トが 来きく 関係 して い る8 別
府ノし落温泉道捻 予 め定め られ た温泉施設を巡 る ス タ ン プラリ - 警 ､ 88カ 所 の 温 泉施設を巡
ると名Å位 の 段位が獲得 で き るo そ の た め ､ 温泉 守 ニ ア に 限 らず ､ - 般 の 市民 ま で参廟者
が増廃 し ､ Å気の イ ベ ン トに成長 して い るo 温泉違名Å は ､ 2005寧 9月 呂 日現在 習塵 8ま2
Å を数えるe 内訳 は ス タ ン プ名Åく印肇を ス タ ン プ瞭に押すタイプ)620Å宅男さ蔭 戯l 人 ､ 女
性 2呈9泉き､ ケ - タイ名Å宅携欝電話 で記録するタイ プ)呈92Å と なる o 率次穿3で 揺 2桝i 撃
63Å ､ 2ee2年 183 Å ､ 2 桝3寧 i58Å , 20e4年25OÅ ､ 2OO5年∈9月 8 日ま でき呈88Åと ､
着実は伸び を示 してもヽる｡ お遊び か ら企画 したイ ベ ン トだが ､ 釆京 号 尭阪を始 めと して 尭
分界以外 の 温泉遂名Å が比較的多 い o
宅2き温 泉資源 の変化
罰府温義輝で は高度経済成長期 まで 温泉開発が護展 したe 安定経済成長期以降毒こ灘を蔦て
は据汚硝 暇 な どもあ っ 子 ､ そ の 孔数娃砕 ぴ煽みがみ られ るo 図 2
- ま9接 屯 別府温泉輝 にお峯子
る地区飼温泉利周 の 愛着ヒを示 した もの で あるo 呈969年は高度経済成長期 ､ 2e 朗撃結現状 の
数億を把握する恵め蔓こ掲載 した｡ 2 桝連年 3月 3呈日現在 ､ 別府市をこ穏 2,83 8カ 所宅亀)の 東
泉が存在するo 日本全体 の源泉の 内号 約 王朝が別府市に所覆すると貰われ ､ そ の数 穏纂蔓こ
多い ｡ 内扉繕弼周源泉 2,壇嘉3孔 ･ 乗磯周寮泉種望5孔で 蔦 利潤東泉費経 書978寧i;i降若干 の 変
動結あ るが ､ 壌削規瀦密 どもあ っ て ほ とん ど変牝が見 ら身も怨も蔦¢
利潤渡轟を地区別 でみ ると ､ 2 紳4撃現夜 烏 罰府 8壕､轟亀漆芸最も多i ､ 鍔守 ､ 石垣 壕墨7最
少
亀川 353 孔 書 鶴見宅明響 などき294乳と続く 呑 鉄棒 と轟巌琴少なを嘗o 三部昏撃と既瞭ずると ､
全序で 杜 若, e倍 狩帝ぴ率蔓こ対 しで J日市街壕 の罰帝昏, 亭‡蓉を浜脇 e一撃費馨ど惑竃官 イ ナ ス 成
長を示 しでも複る昏
石垣地区将 温泉開発 接額後大き宅養展 した o 温泉額翻の親潮が凄を頂こ ともあ っ て ､ 毒薬
温 泉の 湧お萎ま見られ 恕か っ た が ち 壌汚辱深度を深め るこ と で壊寮碧雲喝態 と療 っ た 狩 で ある｡
しか し頗館 の新境紹店はみ ら艶ず ､ 温泉集落の形成 に 措誓 っ て彰､なを､o
自噴寮泉と動労酵廉 の 瀦食奮発ると 一里969寧琴在 の動力帝展が 5轟%で あ る の蔓こ対 して ､
2e 朗単に繕 79%蔓こ達 し､ 動力蘇衆意芸増え て い る ｡ 埴区別 で み ると ､ 動労源泉 の 姦宥率萎ま別
府 96% ･ 轟藤 里88% を奉 巳守 自噴寮轟絃弼顧棟内書こある¢ 芸艶毒三労 しで - 鉄棒 事 鶴 見 春 繭
立石 に潜を亨番動力源泉 の 姦宥率結牽耗 ぞれ3壕% 書 53% 事 諮%を呑 む､ 由噴濠薬が毎もまだに
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図2-19 嗣府温泉解毒こ泰 時る埼区欝j温泉朝周 の 愛着転宅呈96撃 - 2餌種寧き
宅経き罰府帝衆評著 書 各年度に よ哲搾威草 野 田繕亀用 事 柴石 ､ 欝ま石緒戦轟尊 ･ 堀田を蔑むき
1
書
i
多い こ とが分か るo
率凋 落泉に 関す る湧出量捻 ､ 2Oe凄寧現在 ､ 金棒 で揺 95才望8凄盛/罷 を数え る母 源泉教 の 減少
額繭量こ対 して ､ 湧 出盈 ほ 増加額肉を示す母 それ 経済鹿野 動男孝転蔓こよ る彩管 が尭きを､o ちな
み に朝岡教泉に 閑ず る湧出塗絵 号 望縛積年現在 ､ 金棒で 揺 95平岩8凄澄/取 を数える昏 寮泉数 の 減
少傾向蔓こ対 して ､ 湧出盈絃増凝額南を示 す8 そ艶緑藻魔の動発着転蔓芸よ る影響漆芸喪き い ¢ ち
なみ に 2 僻4年努 ま969年比 でぼ 皇書 5倍 の 静び率を示ずo 地区別 で 揺 号 い ず雛 形 堆区 で も増
加傾向を示 して を､るが ､ 喪脇 O, 8昏と別府蔓草ま書 皇僚と軍機鰻 重,§鰭を 下回 っ で い る¢ 動力
源泉の 湧出率絃 ､ 2 特種寧環姦 ち 金棒 で揺 窃. 8昏毒こ達す るo 壬98昏寧深夜 で は 8. 7倍 を示 して
お り ､ 東泉同様蔓こ湧出蔑も動勇者転が蓬慶 してを㌔る昏
温度罰蘇泉数 経 ､ 望e窃壕 寧環露 年 金鋳で 接 種2警B3よの 蒸着温泉が 多を鴇¢ ニ れは男蔓j府温泉輝
の 最大の 特色となろう. しか しそ の 姦宥率ほ i969寧 8ま%専2 碑轟年 冒5%と韓歩腐肉 に あるo
これ毒こ対 して ､ 25驚以よ 凄2警乗帝は 壬98,9年壕 %､ 2 碑凌辱 豊3髄と増泡額舜に あ るo 噴気 の
右宥率は 蓋舞9寧 呈6%号 2母昏鍾撃 圭2% を示 し､ 減歩額南を示 して彰篭るo 噴気孔は ､ 28O4年現
在 ､ 蟻区男弓で 娃 ､ 鶴見宅明響 怒どき圭68亀 事 務窒石宅鶴海尊恕どき82孔 事 鉄棒58孔 など､ 地形
的毒こは覇頂蔑付近母由際蔓こ多をち¢ 噴篤乾按もちわゆる空埴賓 と貰われ 号 熱教と鼻 に蒸気 を噴
出サ る温泉で 象るo
別府温泉輝 の 泉質緒 戦 地球重量芸零覆車 る 王ま 壌寮の 肉 駕 発射畿泉 を除毛 等 量e 種類が存姦
する ｡ こう した良質 野 鼠魔を飽 の 温泉地 と の 菱男眺 を園る恵め書芸 考 窒8e5寧壷芸経別府]も寮温
泉品 質保証 協会が設 立きれた ｡ 温泉寿jレテ ともぅう掲示寮を開発 虹駕､ 垂ら書芸特許を出願 し恵
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衷 2-2ま措別府温嚢華中,むと し藍藻啓発の系譜宅有力資寒 馬 主麺業などき蔓こ つ い て 示 し恵
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菱2一望空 清蔑戟発の経常鮭来宅呈撃凄撃 - 望e 昏凌辱き
宅経き聞き取 撃調査蔓こ墓守件盛｡
嘗昏
経営を鑑真 した(嚢 2- 22き倍 清泉後発 の 初代経営者 で ある清泉顔義ほ愛媛輿]も暗象 形 準慶拳
漁の 家で 次男坊と して 生 まれた o 両親 を早く E 〈し藍 ニ ともあ っ て 呈5轟 で家を出 て ､ 外 国
航路招 船乗り書こ怒 っ た o 船乗 り蔓こなっ た理由は 米国で働く 三 とが 目的 で ､ 15撃 ほ ど 芸 芸 -
冒 - クや シ ア トル な どで 3 ッ ク な どの徒事を して 働 い たo
来朝 した理 由は親戚筋書こ当た る尭]ぎ書ミ ツC 3引きが あ っ たか ら で あ るo ミ 撃萎ま詫川 圭子 目
で伊予屋藤 館をす で書芸経営 して い た o 鏡は 3万 円から 遠 方 円 を持参 し､ 充 分帝 で 圭蝿を買
おうと したら ､ プ ロ - カ ー に騒 きれ て財産を発 い ､ その 後は 日本生食 で働き ゃ そ の 間はプ
ロ - カ ー 招 仕事も して財 を蓄えた の で あ る｡
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藤袴 書 斎婿寮行 書 修学凍行な どが東量蔓芸韓具 し ､ 温泉鶴舞寒帯の 段階蔓こ成長 した ¢ そ の 間 ､
韓俸 の鉄筋そヒや高層化が - 蒐に 進展 し号 温泉観光蔀市と して 狩機能 の 発案が図 られ た e 萱
草 写 廃館敦盛宅滅少する申 で 写 ビジ孝 ス 藩学jtij牽保養型将 官 ン シ ョ ンも登場 して お琴 ､ 景観
轟ヤ 土地利潤 釘 顧 でも温泉額発孝帝と して 吟機能を保持 Lて旨､るo
義脇萎ま嘗 繋蔚‾と其蔓こ戦解毒こ絃観覚温 泉地 の段階喜こ達 したが､ 明治末期 の 済地整理を拒否
した こ皇表芸鶴 むて ､ 偏狭喪主鞄 ､ 湯慶の耗少憩どで ち そ の後帝 展開漆芸赦 し首領や 量昏9嘉撃蔓£再
開発を行な っ た漆芸､ そ の結果 ､ 築館経営経費蔓こ度 して 2密書三顧ま っ ても与る ¢ 今後経 考 察嘗
の 多自均整泉施設 で ある象都 ピア 森脇 を梯と した保養 温泉地宅健康薬き野方繭を日精ず べ き
で あろうや
観薄青 温泉鼻毛 琴南患で 経文Å 書 墨客が診れる療養温泉地 で 象 っ 浩が ､ 戦後揺彰語弊添
テit,表芸露営鰐尭を推進 し､ 轟らに萎まス ギ}イ パ レ ス などの レ ジャ - 潅琵の 整備を実行 し､
観発露藻壕舜_漠常春三朝達 し恵令
堀 田宅轟 軌 江戸時柁繕街道筋の 温泉場と しで栄 え恵が 博 愛遵機関の変革で ち 革怒る 山
間の 温廉地 とな っ で , 温 泉集落絃畢を馬段階で 弼滅 した ｡ しか し ､ 寧盛期蔓こ溶をちて 民間 の 温
泉施設 ､一 番営の堀田温泉が 開業 し蔦 豊富怒温 泉を利潤 した保養温 泉塘宅癒 し轟きと して 今後
の努南珪が農畠普 よう¢ノ 喝蓉藍磨揺 奄 開響窺嗣の蛋 幽から転 E変 温廃洩で ある中 盤憲怒蓉
桑と泉質で 号 選ら宅療養鷺泉埴と'tj で機密 ♭恵が ､ 戦費かち添 希蔓芸凍寒審表芸増轟 じ 盲 蘇
張薬療 の 段階蔓こ到達 し藍 o
轟望､
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■桑域轟餐温泉蟻 保襲温虜麹言落牽藍震鰻重藻寒露凄絶穣凝温泉感
宅建廃案≧ 塗 ′宅レジ膏≡ (癒し轟き 確 薮轟き妾宅療養系≧_妻∈番轟轟き一書宅健轟藻き-
宅注始拷(,198圭､ 呈99種)怒どを参考婁こして揮威令
轟3
鉄壌温 泉は ､ 明治斉後半か ら地接遇野毒こお旨育て観光托が逐厳 したが も 澄彰一間 ､ 療養 温泉
地と して 橡能 して き たe 戦前 か ら戦後 の か墨子て 揺炭鉱欝係者 の 宴会も見 られた が ､ 基本 捻
む し費を中心 と した療養温 泉地 で あ っ たo 196壕撃を三重落の 外れ を やま な奉J､イ ヴ 芝 イ が開
通 し も 沿線に 揺観覚添館が連出 し ､ 観党温 泉地が進 ん だが も 東勢 と して 保養温泉地 の 段 階
に 留ま っ て い た o
柴石 温泉は ､ 鱗館数も少 なく ､ 当初か ら療養温 泉地 と して の 段階に営ま っ て い るe 寧盛
期 にÅ っ て ､ 市営柴石 温 泉が整葡 きれたが ､ 宿泊施設はす で蔓こ廃案 して 潜 り ､ 今後 軌 出
開と い う立 地条件を生 か した保養温泉地く穣湯系)と して 活路を見 い 出ず べ き で あろ う¢
亀 州温泉結 ､ 街道筋の 療養温泉地と して 栄え ､ 1925年に 絶海 翠病院が開院 し ､ 療養機能
が轟音巳きわた¢ - 方 ､ 鉄棒同様に炭鉱関係者 によ る宴会客も滞在 した 銑 基本 絵療養 温泉
蝿で あ っ た ｡ 戦費緒戦幾客がA 撃こん で保養温泉磯喜芸転 じた 銑 遼寧 鉄 索協同楼蔓≡停欝
腐肉を示 してを､る¢ 亀摺 の場合経費塞が登審だが ち 偏狭な立場主 観発資源の 褒 しきが発展
を妨妄ヂ藍 と言わ艶て い るo
第6薄 まとめ
寮6節 で 経第空 夢 で研摩 に した罰府温泉輝 の 観光磯墳形成 の 薬療 とそ の 意義蔓こ つ をちて ､
各萄 ごと書こ整理 し､ 考療ずるもの で ある窃 そ狩 結果 接次の よ う喜≡まと轟 るこ と漆芸驚き 患う｡
1 藩そ宅 ･一撃健期
別府温泉寮 砕 身 hi J37は 廃立記 紅褒鋳る こと表芸頂き る昏 豊壌風 恵記宅8 密轟靖 轟き看≡結露拳
敷 玖昏理容宅く べ 苧ゆき搾 取 伊予 鼠史記毒芸は速見 符蓉の 記載表芸ある¢ 前者緩 療噛 海 凌者
揺男手才府 であ 撃 号 鐙説約な物資と萎ま旨与真一 音 紹 己おな竜て粥府温泉輝 が存在 旨恵 三 と 揺明 らか
で象る¢ 芳!3府蟻域の 呼称 絃ア ダ宅舞宅ア タ 宅 ､ 紫蘇き､ 著 して 敵露寒空喪撃 ､ 軍費時 飽 こ萎ま
額農務と怒 っ た｡ 宇佐神宮の 菜園である石亀荘の南寮が新た蔓芸開墾 垂れて ､ 奉琵 帝嘗省符
とは歩ま鍔免符を愛好た別 瓢 つ ま撃軍資末期琴毒三腰董府惑霊威蓋 し恵 の で ある e 重量撃6宅建粂 アラ
学事こ紘豊後守護東名大友態藍を潰 しな袈きの - 族重富黄脇書こ滋陸 巳専 管の 蔑確姉 琴開書芸養 っ て
- 帯を菜挺す る芸 と蔓こ磨 っ た¢ 軍3僚蜜蔓≡経義遠 野食客 都 芸去る凝 温泉長者 ､ - 養毛立克 純
真る鉄噛む 態勢国費 の 伝説が残垂 れて盲篭る 軌 明確 恕蚤凝集薄 の寮蓬経謬軽重竃髭ゝ旨駕o
豊 蓋俊邦
ま,7優盤擾挙､ 男横 地域 狩 真率漆喜寿府野 経酵額と怒 っ た¢ 充分轟擾柁嘗漆芸菜髭 し奄 異 教措
幕府 の 許可を姦牽とE;藍 ゆ 凝滞姦軒宅重 科)『豊国紀行』 習善悪 機 密霊昏昏 雛蜜惑毒撃 ､ 電撃を芸
濃療蔓昏 ケ所 あり 済 苓 も 省略きj と藍魔の存在を薄寮t;藍o きら書芸安倍琴開萎ま弼 - 董容量8寧き
音感
舜夢書窮静琵 結露経を 多重象 る 翌夏醇 帝 漆鋒惑軍盛宴 払若鮎 概 容 雀 頚 で 欝腐 警蔓意匠 声療飛車 鄭 こ
彪を
･
i首筋違萎ニ轟 っ て 藍嚢褒霧漆芸泰盛 轟艶 整髪擾憲背 嚢 急き竜 街道姦揺 鶴亀爵毒三豊 る扇寮逸
帝 京凌露喜ニ鐙置 LL､ 藍藻 の 轟然蔑総意竃馨義象巻頭 常 態姦 巧 変.8 荒塵轟3も蜜琵竃量践空き賢所頗轡遜
で 経舞 舜 義弼 糞 舜 率 で当時 舜 濠3董薯君寵壌 の凄 予を藤を青首も蔦愚金 民家爵 建ち壷 ぷ 窪 ま を監遺
して彰-
･
%愚 鈍 廉鰭 舜 蓉番董こ -j を毛て 絃療泉 てを-%なを竜窃 琵野菜凝喜三恕 っ て義 務壌 瀞轡 で 霧鋒や
鷺産療密 ど盛壷 L#藍 を擾宴 背き蓋う魯 轟 温泉希 薄在 宅 経声寮霧 帝夢腐 落希 豊壌宅急竜壇撃 寧 将
緒摺慶喜こ皇る罰磨藷改築き-tす 管喜=藤 野とij ぞ 壊琴 し雷を㌔藍 象毅 蒋 影響盛竃尭きか j3 藍 を貰 え
よう審
議 堺喪発 か ら寮 慧 夜襲爵尭敬 愛 で
明徳轟索皇薬毒･=褒蔚で も尭 き夜霧畢盛夏翠 絶た督 肴 舜民褒約数変革緩 量蕃嘗重 滞 漁 家き寧 萄遼
粍鈎蜜罰療轟 舜 草薙 で 象 る唾 ニ艶萎･=よ っ て車声痢家路表芸発案凄艶 ち 静董密書豊欝顧 * 挙国 車 欝
発奮薗を舜凄終盛蛋行 わ艶藍 鍔 で象る奇 襲丘費凄 ぞ 経 重蓉轍 寧書こ男琴発電賓 ､ 星昏重量 寧喜ニ現在 の
運 託粥蔚襲癖発露 むて お 撃､ ･弼喪 鄭 ]･=袈を号て 封密書豊療療 せ 衆道とを篭 っ 患家既鈎 凌密通嶺常
帝 整容盛蛋菱感 じた 帝 である者 露轟欝尊 号絃琴籍商務惑鴫 象豪接 琵轟髭･む監行密 室濁萎こよ っ
て 轟弼 象義帝登尊意蔓塞麹 ら蕗象 番 号 の 尊 号 温泉 帝泉 三寒窮緩衝 藍 虹で 節 度経寮 撃惑芸聾泉 蕃
絶た こ藍もあ っ て ､ 粥府 の 温泉開発経常躍約書芸進展 し恕申 観覚開発蔓這おを盲て 経済 治学期か
ら琴海凝灘蔓こか緒て-､ 蕗束瞥奉養こよ っ で 公園 有 戯場 事 遊園飽療ど鍔 問質 ､ きら毒こ揺療辞 め
ぞ琴 の 寵党籍磨 始窓撃 ､ 夢僻 と簸脇萎ま療養温泉地か ら保養温泉地 ､ そ して 観光温 泉地と し
て 急変する書こ蔑 ん だ｡ ニ ラ した背景と して 繕明治 中期毅経書乙数多i練糸 した豊富夜長緒惑竃
欝額 むてを盲番¢ 新発磯と して の粥財経顧祭事薬の 開業漆軍容易で ､葡芦銅鏡終 を通 じで 尭賢 ち
愛媛 ､ 広 島方面 怨 どか ら豊彦嫡優壁 の 見紛が多数藻琴巧む､ 築館や鶴来施驚蜜ぎを開業 し恵
舜 で 象る¢
糞濫発か ら琴海凝滞毒こか狩で温泉罪轟空薬毒己吏埠開発惑買得われ藍 各 部府野毛擾の欝僻 都
当局を芸怠る番地整穫 ､ 輿束驚奉書こよ る海岸 将 壕愛三寧 ､ 繋療簿外 の繋馨壌 舜開発 で あ る¢
海岸の 壕豊壌書芸結束重東邦 かち昭和商務蔓芸かを亨て 凍摩将 連泊が■み ち艶 ､ 寵3妻妾常務域や海摩
遠野か 転意危移動惑雲呑られた 昏 療葬 帝劉登壇 習練尭陸 で財をを し患資産 象 炭鉱経営者恕
ど解釈賓を解義 む毎 朝厨経琴弓窪地と b驚 の優榛を縛帯 し変 節 で 教 養杏
芳締 寮揺発寒慶び欝寮府 紫鼎磯犠を覆す石垣帝 事 朝日軒 * 亀3要田琴と 圭9,35琴蔓芸普併 し写
真欝葦原度 し若駒廃兵褒を形成す轟妄≡葦 与 監督 Ey惑篭じ昭孝締 輝の発噂府]琶費接地感熱 ≡轟豊 』
号 姦 撃毎 春藍轟壕発音芸経 国頗牽林野喪ど第 - 家産薬空間盛夏底意芸撃 苛 覇街鴫野 泰盛ほ帝海象
轟姦
て い ない o 昭商 務期蔓こおさナる別府 温泉輝 の 性格 を概観する と ､ 変通至便 で観光施設 が 開発
され た訳解と喪脇ぼ保養温泉地 か ら観 党温泉地 帝 段階蔓こ封達 した が ､ 亀川 ♯ 羽 撃 一 鉄輪 8
観海寺結療養温泉地(蕩治填きの 段階の まま で あ っ た と推 定でき る¢ ただ し - 漆 の 凍館喜こお
い て ､ 特に亀川 ･ 喪脇 8 珠 輪で 結成鑑 関係者 の 宴会客を受緒Å れ て お 琴 ､ 保養 8 観光の機
能を保持 し つ つ あ っ た e
4 第2次健界東戦後 か ら高度経済成長期ま で
第2 次健 界太戦後 か ら高度経欝成長 鄭 芸溶を､て ､ 別府 は温泉観寛都市と して の 展開を急
速に 図 るこ とに な っ た ｡ 呈958年蔓こ公布 事 施行きれた別府裟毒こよ っ て ､ 観光開発が高度蔓三選
展 した形 で あるo 別府鋲蔓こよ る最初の事業結や まなみ′､イ タ 畏 イと観光港e)着芸 で あ っ 髭¢
そ の 結果重9 餌撃 に観党務が 開港 ♭､ 宇和島運輸が別府溶 か ら移転 しち 鍍も竜て 呈雲汚7聾者こ関
西汽艇惑芸観党務第 2埠頭 - 移転す る ニとで ､ 田別府港 の聴覚機能繕帝滅する ニと書こ怒 っ た e
やま怨み JP､イ 珍 芸 イ 揺 壬964年 王8月蔓こ開通 し≠ 別府 ･ 阿蘇 書 籍奉 を練ぷ蛋域観光 ル - 旨を
形成 し､ 男巧府 の観光プ - ふ毒こ拍寮をか狩る こと蔓こ怒 っ た o
第2 次健凝兼敏 の末弟 か ら終戦後蔓こかをチて海外か らの引揚者が急増 し､ 引揚者 の - 教書ま
資産 を蔭潤 して凝館経営蔓こ参泉 虹た｡ また夢妻荘 府凝啓伍が進展 した o これぼ ま9唾昏寧代鼠韓
の 朗療の 轡色で あ る金 山 の手蔓こ授 産する田の 羨母野 目 地区恕 どで絃 ､ 第 2次畿界来観愛 で
に未陸 で財を成 した 資産家 ､ 考 L て炭鉱経営者恕ど漆芸飼養 を購A してをち急が 汚 欝j荘を弼周
した料理務留意霊登場 むた の で ある¢
轟変轟落成長期娃わ惑蛋国着こおを､て 観衆Q)太衆穂 事 未象穂 事 慈機才転をも変らし育 男琴府妄三彩
ち､で も夜霧プ - 孟表芸到来 ヒたo 観光港 尊 母 ま怨み j頂イ 学芸 イ の影響授東蓉宅 苛 団終審ち′ 彦
学康行 ､ 新藤親行客疫どが尭畳毒こ東 野込参 号 夢ま府寮内府 沓梅毒芸ニ ラした毅発寒を当写 込姦
だ観覚施設漆芸開発轟艶る こと蔓こ怒 っ 藍母 茂開資本で練近鉄 孝 藤野観発 ･ 鰐汽戟窯 事 黄熟観
光開発 書 風鮭 事 寄食車輪 事 楽天境恕 どが開発董捧と憩 っ たo 男嘩療爵当馬毒芸よる施設恵 むで
経 , 蒔終で経国民審脅 事 前営 ぎ ル フ場 ･ 罰府田爵窮地 で 接男ぢ府国際磯発条館 書 東発県境塵
偉な ど表芸整備き艶 ち 温泉観発意鋒 と して の権能表芸褒孝紅蓮艶恵 の で ある¢
きら書こ接旗館 の規模鑑真と蛮地移動惑琶養展 した ｡ 董雪汚8琴岸 降､ 築館蔑模の 鑑真発と して
廃館の鉄筋母と高蒋孝転が始ま っ 藍 o ま撃餌 撃砕 奉 賛 み清泉宅6 階建 帝新館 3茅霧の増設きを塵
琴撃とtjて ､ そ の 後プ - 溢 が療を号藍 o きら幸三発達変準砺 影響 で薬療意地が ダイ サ ミ グ タ蔓こ
廃園したB やま怨みj ､イ タ濃 イ の 閑適蔓こよ っ て轡に鉄療温 泉で 揺遍路取巻駕蔓こ新規鰯虞 が緒
挽 い だ｡ を竜ず艶態外来驚寮蔓芸よる経営で ある¢ - 方 ､ 量96芋寧蔓三関管汽巌表芸観遼港 - 移転ず
番ぢ
る と ､ 田 別府港に 近接す る渡川 草薙界隈 ､ 海岸通 り などを率一むと して 旧市街地蔓こ袈春子る添
皆 の 廃業尊移転が目立 つ ように な っ たo 交通条件 の 変たに よ っ て 孫館 の 立地移 動 が行 われ
た別府だが ､ 書目市街地 に位置する幣瓦 温泉や不老泉な ど共 同薮周 辺 の 添倦 も駐 番場問題 な
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8 日′の パタ - ンが夢を､｡ 責盲 つ て揺 2湧開拐豊 野滞在もみ 毎艶藍 銑 ∵遼寧 管絃稀なケ - 弟 と
怒っ たo しか し設儀投資で蔓慧格差が生 じて盲､,る奇 観発韓館や海鼠済館で 結露東風呂 書 貸萄
風呂夜ど府 濫嚢施設帝増産専 客室符改装怨ど待 っ た顔館寿霊夢を駕申
ス タ ブ ア 結審帝癖 字 顔母親党葬偉狩場蓉 ､ ま社殿繕多を蔦銑 轟毅都農涛摩を除を､藍海風
贋簿接家族蓋鋒 ､ 貸間寮常総女帝童棒藍怒る¢ 料理穏健発爵鋒萎芸揺調理欝表芸霧姦 ヒ､ 普遍
荷車廃寮琢驚喜慧､室長ま藍経衰帝表芸調理を鍵当 むてを巧る魯 を預わ
轟昏
療 - チ - 汐 濃 ブ漆芸夢を㌔
凝蜂 のセ - )i, 呆 ポイ ン ト揺 ､ 料理 ･ 料金 ♯ 接客骨 - ビ ス が ペ ス ト3 で､ 以下 ､ 級望尊展
望 ･ 自然環境 事 東浴 場 書 露天 風 呂 事 変適条件 ･ 墓地条件な どと緩く宅嚢 3- 重きo つ まり嗣 鰐
温 泉輝鍔廃館ぼ ､ 変通ア クセ ス に恵まれ た豊か な自然環境 の 申で ､ ジ - ズ ナ プ 舟 な宿泊料
金 で 蕗薫 風呂な どの温 泉毒こÅ 浴 し､ しか も美味 しい料理 が楽 しめ る ニ とがセ - jレ ス ボイ ン
義 3- 3 別府 温泉寮蔓こ対す る効果 轟る爵桂子転策(重9 99寧)
■ 燥鐙 内容 ポイント
i 広告 一夏転落療面貌化 望8
2 夜番iイ ベ ン->の開儀 ま6
3 観光鰭帝センタ - の開設 1 5
3 観光協会の線香転 圭5
5 優 泉保養施設 の開設 呈き_
6-温泉博物館の 閑静 まe
7 資料館 事ア - 卜施寮琴の発案 8
7 申iEi商店街e3活性才巳 8
響街並奉 書一条観の整備 冒
l昏散策路 ･ 街歩きコ - ス の設定 6
一重董菜箸閑の発寒 事 中傷合戦の漫 藍 毒
王豊国際安嘩の番展 壕
重3 務貯金畿とi7)関係強権 2
そめ飽.まず抄とつ妄とまとまる三と
環寮轟}宅ス の夢窓
蔵寛協率の案内所を剖磨釈だ紺でなくち 主薬還轟蔓鵠
確欝する
鶴舞施設 の整額
広域的な変適網 の整腐
･考慮男噂汽毅､ 蔑鬼神方面からの密通啓一義邦寮の復活ラ
宅建ラ聾者府濠兵務尊宅癖 テ ルき経営者ア ンケ - 転調餐宅霊999撃き書芸より搾媛妄 選択結 語 づ 濠習 帝
トと貌をちて 旨､る昏 芸れ蔓こ対 巳て 客蛮 書 館衝施覆 書 家藤 ､ 健参 事 余興恕ど珍魚商量芸対する夢
イ ン ト漆芸乾竜 一 今後絃ア Jiデア を駆使 した覆るもe3を重か ♭藍涛鋒昏撃轟霊魂療毎艶 るg
凝韓 の経営課腰 捻 背 旗祭 事 設藤 野老朽蒐 と客数狩減少 とをちう軍つ の課頓に轟弟 審簸 る宅嚢
3- 重きe 和姦率の減歩 暮 経費粂軽増 8 礁妾魔の蒸頗 事 審撃感府鱒ぴ塔み恕どが衆蔓芸療毛深落
雷 ある¢ 漆祭 事 者壌帝老 朽巨と客数 時務少娃相関関係蔓こ泰平育 粥費不況嘗で看護祭儀寮費も
まま怒らず毛 深贋群発凝結密か蛮勇ゝ困難晋ある¢一環菜農の雇済 を食め藍泉材軍産 を課賓豊
ずる涛館が意葬空夢をち¢ 轟轟活動蔓三潜替 る辞儀で 絵 馬 観光縛療董芸努する評価が厳 しも考量棄
3- 芸き¢
蘇偉経営者萎ま駕 朝野温泉帝 野効果ある活性孝転穿と ♭で 専 衝童轟牽費観の整礁 赤 熱む商店
街の清軽粍 事 広告や窒爵費勢 搾索 敵 散発路や街歩き ヨ - 弟 の澄露 事 願事脅4 戎 ン 打率国
儀 守一観光協会 荷 車乾療どを圭軽量こ坂野よ着ぎてを与る若衆 茅増 ゃ 〆､ - 野面基準恕 じ番 ぎ ヲ ト薗
の 活性乾を支持 しで 瀬 野苛 業者閑吟葬薬 事 中巻合戦 野霧習琵=才 饗発壕桑野漁孝転意どを困る三
撃8
とで ､ まず散策路 e 街歩き ヨ - 弟 の 設定など､ ソフ ト済 を率心を芸ず ぐ総菜 る ニ と か ら取 り
組む べ きで あ る¢
2 鷹番経営 野 現投
(ま) 誘憂 の 概要
凍館経営 の 現況を把握するた 捌 こも 2884,撃 l望月調査の 『別府]も蘇28 朗寧 桁 数繭 と 2OO5
年 の 見通 し』 を活属 したo 別府市凝館ホ テ ル 組合連合会 の調査で あ るe 同連合会 で 揺男曙
温泉輝 の 宿泊客の 動向を恕擬するため ､ 20O主宰撃より金殿を対象に して ア ン ケ - ト調塞を
実施 してお 琴 ､ 今回 で 4困 目 の詞塞と怒 っ た ｡ 調査者駄看護琴送また 揺プ ア Siタ ス蔓芸よる筆
記調査で ､ 2S 別学 壬2月 に行 っ た ¢ 調査は 同連合金蔓こ凝盟す る 量4豊野 の経営者喜こ対 して 薬
施 した昏
そ の籍 鼠 凄王 軒の 回答を帝 たが も そ の 内静穏壊擾別 で 結審姦 呈9霧ま で宕ま5軒き､ 客塞 28
塞 から39萎ま で宕7好き､ 客室 4O塞か ら 79 塞ま で(7好き号 88塞以 土宅i2軒)で あ るo 率 8
大規模農務 の 国賓敦盛霊多い の で ､ 会員腰館 の線審室数 絶 紡8塞きの 5O%iZkJtをカブ竃 - して
い る｡ な銑 磯域別 の 内訳結男巧府 23密 事 観海蓉3軒 書 鉄輪9軒 一 明容 量軒 事 亀川 5軒 であ
るや 嘩域男終 桑野 で綾サ ン プ 舟 数の 関係 で 駕 別府 望き軒 書 殊韓9軒 事 そ 野観を境港尊 , 亀川 書
明響などき9軒 の 3地 区蔓こ区分 した ¢
宅2き規模芳郎こ奉 た調査結果
2 抑壕寧の 宿煎客数経堂移 で繕 5豊海意毒液少傷病を示 ず申 しか し≠ 溌壌嗣 でみ る と尭壌模凍
鋒蔓≡溢を蔦て宿泊客数 の 増凝頗南漆芸比較的多もも宅菱3瑠 魯 2 緒凌辱舜幕溶単車蔓三つ をちて 敬 愛
鋳で萎ま48%表芸横萎まを専横鈎を示 し､ 凍横雲弓蔓こお い て 経ホ壌横顔尊書≡溶を,5ぞ横ばを駕が 目慶 つ ｡
2e 糾寧の 発達義経全紡で萎ま5凄%が減歩額 向を療 して お り ､ 壌擾男弓で繕j3- 苧環琴寮館 の売
主高が減歩 してを 犠 望締5年の売息高書こ つも､て 敬 愛棒で揺 感%漆芸横着ま妄jと予沸 む耳を 犠
嬢倭罰 で萎ま率撃横顔館喜こ横ぽ彰､予寒が多 い ¢
2O朗 寧の設弟投資毒こ つ て 軌 愛序で繕 59%漆芸実施 し､ 弟 S部浸こ達 しでを与る夢 魔優男弓でほ
奉 一 席横旗賛意芸比較的薬藻 しぞ彰守る¢ 望窃昏積年 符賢帝投資額を鼻捧解毒こみると､ 愛棒寧埼 で
萎まま,763. 9万 円を数 える8 塵額 べ - ス 'e8/揺 呈5O方 円か らき,8輝 万円軽度 で 5, 東溌擾 恕設瀦
投資‾は実施轟艶でむ号怨も号o 凍原男蔓lでぼi3- 尭 凍館書芸溶を､て 設備投資額が 姥密約轟を､昏
こ艶蔓芸潜 む若 ､ 岩館5琴 狩寮帝寮資幹 線ま金棒習揺 5封書こ清監怒を盲¢ 規模欝3で は 轡規模霧館
が ア部を超 克､ 旺盛恵投賛意察を持萄合ゎせ てを-る昏 2 舜畜､撃砕賢帝投資の 魔込み 常緑 竜
垂棒撃均で 王事93窃芳円を示 巨預 凍模粥で萎漂来演硬韓帝 の投資額宅琴
昏董
夢喜寿串芳田漆芸轟を㌔串
嚢 3- 壕 規模別毒こみ た調登務発毛S轟き紹e8壕寧き
疲労 - 豊5塞 望自立畠毎塞-､‾義母 -青学蛮
‾一重義盛ふ 食欝
規模別 に 増魂 変転:亨褒 呈轟‾:頭
28, 6繋
33書 畠繋 衰‾豆‾:毎衰
み た宿泊 横ぽもー 26, 7 凄2サ 昏 ま覆車 7 26, 8
客数 鱗歩 凄6, 7■ 連署, 9 7ま, 壕 5O書 O/ 5芸事 望
2 00種寧 の
膚拍車健
療凝 2 0卓 錦 28二轟 衰畠二‾廃 きIy 魂 ‾¶豆哀1‾畠衰
横ばい 6O. 8 57, 董 望B, 6 33. 3 種6
,
3
減少 28. ¢ 豊壌ヰ 3 壕2. 9 5 8. 冨 3鍾◆ 2
2 粥凄寧 の
増廟 26. 7寓 畠岳二義衰
望8. 6
畠畠, 醜 望凄二重褒
一棟ばもヽ 呈3. 3 ■28暮 6 1 6I 7 蔓9書 5
発上 轟 瀦少
兼嘉邑Å
53, 3
6_. 7
､
轟2, 9 7呈;鍾 58書 e 53事 7
2亨 壕-
2 8O5年菟
よ高予想
増凝 3 3. 義 宏8, 6襲 ll__4, 謁 25:廃 衰岳す
‾轟
一横ばも号 種昏, 冒 2 乱 8 冒豊, 痩 5¢書 8 種8, 轟
練歩 20. e 凄2, 9 呈.凄, 3 望5, O 2､壕, 凄
2鮮4年 の欝 嚢纂i,忠 6 e{頭 壷衰/, 9褒 ラ豆‾二魂 畠轟ヤ 魂 盲衰二義
感投資額 実施してを汚幾彰ヽ 轟e, 窃 5 7, i_ 28, 6 種差ギ ア 凄豊事 5
争シプi6資､ 主5軒 亨番 7顧 ま‾衰軒 種衰露
2e 糾年 の
寮感投資
- 壬Oe8斉丙 14逐二‾轟 畠豆:岳喪 疫二61%-
6O, O‾
衰重工儀 33ず…謁
蓬8 eO- 3縛窃万円 33,意 慧3, 3/ 豊壌呑 3 望8,/8
38宅汚万円 -
衆記A
22, ≡ 33i 3
､一 書サ ー 守& F * J l * * 4 ▼ヰ 一 書 事* 事◆ ●サ ● 事､
壬
,
昏eO
ま壕書 3-
孝2q 9
2 窃亨 8
2 5♯ O
‾蚤底癖毛万 円き ま5O 壕参歩 鍾_O O 重きO
最高額 5, 8OO 鍾,-Oee 5O昏 5, 紳窃 転一昏歩留
平均金額 i, 739 芸事6釘 凄58 豊,番O窃 呈,軍容壕
サン プjレ数 9軒 青函 轟野 亨醇 ､‾pr■豆壷軒y
廓O5率 の_.凝 る 衰8士魂 _豊壌土_畠繋 7ま三顧
≡昏._6 .
岳衰三､喪 ‾‾‾‾雇‾■豆. 署繋
課儲投 資 ･凝も 駕 2 8. 冒 壕監9 蕃≠ 雷 圭9., 5･
計画 検討中 轟6, 冒 ′轟監撃 ∋3こ革_3 墨9_, e
‾′
サシプラレ象 董5醇 字密書 署軒 要豆醇 ‾､y■ー‾毒p墓帝
ぎ2鱒5年 の
- ま轟軸 藩舜
豊鱒8 - 3 碑昏万円__
慧昏鰐 芳円 -
5疫. 函
25. O
25. 昏 ･
豊紙 撃
轟白土寧■
凌辱書 昏
呈凄. 3 ′
凄2. 9- ･
‾J‾‾▼JJ薗; 葡
′蓋ア書_香
董7, 昏
㌻設億 投資-
腰
兼密長
…‾V > 8 事 ● 中 事 す書手● y J r ▼fJP 耕 事 一事7 8サF ▼●事 サ 才ー jP 事よ 中 世 * 事二事
蚤低額毛万鰐き.
′壕監 禁 ≡ 茅房事 慧‾
3e 王,81昏e､ 望昏昏 量′字母番8 茅e
最高額 呈, 聯e/ 圭_, 窃8e き昏
I
e 8,昏窃専 革,′8覇8
草均金額′ 鍾.凄3 _量i窃串窃 358
:
痩,_霊夢串
… 豊事昏3窃_
ミ
:
-膏ン プi♭資
‾
凄腐 豪商_; 轟腐
■ 夏醇‾= ､‾裏書萄弓
廟廃兵桑､車廟
1 ｢ー′‾Wハ豆畠幸運褒､
二
量感事 誘 ､
5アよ‾呈′
:､恵一藩I- 象8奮､
…の2 桝轟寧 磯ばを15 鍾S. 冒_
≡ 一塁監3 … ∋亀番‾
の窟泊客--涛歩- 2窃. 昏 望壱, 6 窒蓄事 窃 _ 霊芝O_≡
ミ数 衆定見 2_O, 窃 8§書 写. 茅3考_護 3豊, 7‾′
罰府泉 蓉 ∴ 噂顔 衰o＋轟.
.57,､.妻.- 轟51, 冒
豆‾転妻褒 皇‾衰,‾要撃､
-､招2Oe5撃‾‾横媛毎号､- 種6書 写 ■ 33争 3‾ 5董, ≡
≡の宿泊客 ′練歩∵ ･望e･卓昏 空夢′去8/ 量産, 讃 ､ 5昏, e 慧9_書 芸‾
数 来貢巳Å ま3. 等 ま凄､軒 等- 7,･′3- ‥-
争ン プラ♭費‾､‾- 妻畠醇 妻帯 亨寮 ･壷‾衰醇･ ′ー‾藩衰番…
宅経き別府帝厳密奉 賛jレ轟蓉連密会宅署_e昏5き喜£よ哲韓成立
2 僻逐寧結お蔓草る男弓療]竃希愛捧野寄港審費蔓芸 つ をう苛授 与堂捧 で揺感ぽをも3軍% も減歩望2襲毛
噂劫 董卓海空療撃､ 横越を竜 事-減費横顔表芸田童巧 ¢ 魔境男導管按 癖 帝-率寮蕪辞館峯芸壌事漂を汚漆芸鍔意
欝望
嚢 3- 5 地域賞事舵 み た調査結果宅SAき(208 穫撃き
区分 別府 鉄癒 そ の鰻 昏許
地域芳郎こ 増凝 呈畠‾.豆繋 圭‾董.‾皇_
‾喪 凄鍾. 4,餐 22, 顔
み た宿泊 横ば い 3呈6 8 33. 3 呈呈. 王 26事 8
;客数 減少 58卓 8 5 5, 6 凄や 凄 5重, 2
288壕草笛
層単葡
増廟 22t 7聾 豆‾豆.妻廃 2 2. 誠 19一 癖
磯ばを＼ 凄5, 5 6. 1 7 3 3事 3 種6事 3
減少 3遷事 8 2 . 2 凄凄か 魂 3唾て 2
2O朗寧 の
増凝 22, 7襲 ま豊. ま港 凄凌事 鶴
種4. 鍾
2嶺サ 9褒
横ばい 3ま, 8 重量. 呈 豊9i 5
売よ轟 減少 凄5. 5 7アー 8 53. 7
寮監Å 畳ま. i 2. 孝
2
1
飾5撃あ 増加 3呈♯ 8% ま王事
‾
ま繋 3 3. 岳蛮 空転書重篤
尭よ轟予 横ば い 種5, 5 5 5, 昏 壕壕, 4 壕8事 8
凄 練歩 22. 7 33. 3 2望. 2 2種, 壕
望0 朗率 の静 実施 し藍 5畠.
‾
8蛮 轟8,‾鴎 蔽 嶺 畠岳:盲褒
億投資 実施 してをヽない 5O､, e 33.書 3 3 , 3 重量. 5
骨 ンプ} レ数 22軒 昏醇 9轡 一凄董療
2彬壕率の
忘‾豆‾毎6e万病 2亨. 鶴 5e,毛瑞 3岳, 魂 3 3, 頭
重e縛 ヤ 3 緒8万円 呈8, 2 王6書 7 33. 3 28｡ 爵
3¢ee万 円 - 27. 3 呈6. 7 ま6. 7 2O, 8
■琵億投資-
額
束 髪+兎 27, 3 壬8, 7 1 6. 7 25. e
最低額毛万円) 3昏O ま5O 鍾窃-¢ 呈5e
最高額 5,蛋汚e 5, 08 e 毛88 e 5,窃e-8
凄均金額 呈,昏7 5 隻,､遵守窃 量, 72e 豊,妻朗
サ ン プIjレ資 i豆醇 8舜 8軒 2逐醇
･2e宅汚撃 の ある 尋5. 5客 55帯8% 奮喜, 鵠 弧 滴
〉
設備投資 簸い 22事 7 ま王,i 2. 宏 董昏書 5
計画 検討中 _3壬, 8 3 3ず 3 5, 昏 3 凱O
サ シプ)レ数 22軒 毎軒 毎療 轟王醇
畠鮮5年の
ふi8168万円 28事 窃褒 凄o. 鴎 畠‾頭書‾頭
5昏, 鐙､
衰9書‾魂
豊¢ee- 38 昏O万円 豊O, 窃 轟S, 珍 豊7声轟
38e e万円 - 2O. 8 望8, 8 蓬7､, S
琴儲投棄
額
衆記呆 -5O, 8 誘き才 芸
最低額宅万円) 58 8 3O 望O-¢ 急昏
最高額 5す窃窃窃 亀¢e昏 空電廼 轟声 窃萄8‾
平均金額 2,ま′88 王手 雛6 窒ee i,93昏
牽シプ序 数 :‾､麺醇 轟寮‾. 衰醇 豆
‾膏軒…
欝3厨]も轟 療魂 季, 醜
‾至急21
愛要事 魂 撃‾去腐､
狩2昏昏種撃 横蔓■漂を駕 3‾番手 凄､ §5†轟
霊芝望
廃 車 6
の番務審
費 ‾
減少 __宣誓, 3 ′33, 讃 2 急啓′
衰記長 3壬∴B 壕頑′申達 3圭‾. 7
朗帝]も蓉 嘩麹 皇岳
‾二_舜 ‥呈皇;描 豊垂二義寝 筆2書芸繋;
め2 紳5車 横ばも､ 5唾. 6 壕鍾l. 鍾 積凄. 壕 5‾王事 望
の宿泊客
敬
寮歩 ≡_冒
‾
, 3 ‾逐条轟′ 望監､芸
‾
′ 2撃考 語
来記為 壕. 6 22_, 望 7. 諾 ;
牽タブi6賓 要望察‾ 重野 9醇 壷吏醇
宅建浮j腰帯紫蓉添テプレ鮭食凄食費宅望e萄 紅よ撃搾盛苛
つ
o 2O 拓撃砕飼窮プ聖教金棒将番索客賛予想 で接三 愛棒管絃壌萎ま毎号5量海 砂 鱗牽 窒9繋藍軽震
ヒ､ 噂轟 圭2%ほ 蓬瀦強で象 っ た昏 規模罰 で経 寧溌模諦薄暮芸潜を1苦境蔓ぎを領8辱繁盛憲参を蔦昏
昏誘
蔓3き地域夢j書こみた詞登結果
2OO逐年沿 轟泊客数経別府 ､ 鉄線で減少額舜が 日立 つ藍嚢 3- ら)o 芝 れ毒こ対 して ㌔ そ の 後(観
海寺 8 亀)Ⅰ章 一 堀 田 8 羽撃 な どき繕増凝 と減少表芸開数を示 し､ 2極化 の傷病に ある o 20 O唾 寧
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備投資額を奉ると､ 鉄線 で揺 重,¢Se万円尉ア のj3㌔壌壌 恵投資額が多を竜｡ 芸艶毒=暫 し て ､ 望舶5
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鉄韓 で結 3, 斡¢万 円炭 下 の 投資計画が多もち¢
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の 幽身で ､ ラタテ ン チ 搾 ケ - プル 工事の 関鋳 で 楽部 し ､ 呈93O肇蔓三羽蚤 を建設 した番 号 の 別
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療っ て態､る昏 標準 の賓串料金綻4/万円 と轟も､¢ オ ン5,
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圭撃5琴寧で凝横線常馨経乗吏藤 - 乏怒 るo 重965撃蔓芸察務 3階建を新築-b㌔ 量鮪義挙萎芸尋常を
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観光30% ･ ビジネ ス iO%で ､ 宴会尊台食目的 の グル - プ審が多い o
4 貸間藤館
嚢3一里l 絃 ､ 貸間療館 の 経営薬療毒こ つむ予て 示 したも の であ る｡ 鮎 ま(陽発露き萎ま呈937寧に
開業 したB 凄絶経営者緩む し費の 前で貸間旅館 を経営する率野魔 の 分家 と怒る¢ 畳替23を夷藍
i2) 年に砲身進撃 の ま つ の施賛と して 鉄棒地獄を開業 し恵が ､ 道路が 狭く て 鴇 東壁 パ ス が太
らない こともあ っ て ､ 貸間贋館 - 転業 した の であ るo 現在 , 鉄線着こお喜ずる純粋恕貸間旅館
は陽光荘 . 中野屋 ･ 双葉琵の 3軒が感受す るの み で あるo つ ま哲也 将貸間凍俸 給食事を出
すこ とが可能だが ､ ニ の 3軒繕食事を提供 しな旨㌔晋なが らの ス タイ ル を保持 してを､る｡ 薮
治者野 草均的な滞在日舞繕釣 壬週間で ､ l撃75年頃ま で萎ま2選閑が標準で あ っ たe 別館 に絃
壬995年毒こ露天風呂を整備 し 一 緒費 ⇔ 蒸 し務密ど､ 温泉 の フ ル コ - ス が楽 L埼 る¢
客室は27董を駿容Å農7窃Åき､ 年商繕呈,580万円を数 える｡ 番 熟 ま教治番e% ､ 観発2¢%で ､
近年 ､ H Pを適 した予顔方蛋増え奄 若者野宿泊漆芸増えて き藍o 客層は 同伴58%､ 家族25% ､
グル ー プ25%となるB オ ン シ - ガン 経 王 事 望 書 3月 , 浄 ブ タ - ズ ン 揺 8 事 7 I 9月 で ､ 典
型的恵鉄棒 の務拾シ - ズ ン を糞喫 してもちるo
鮎 2 嬢 薬荘)繕 呈9壕豊年毒こ開業した¢ 屋号娃 烏尭分県か ら輩出 した名横綱 事 業薬由をこあや
か っ ても与る¢ 開業の理 由揺薬療の 中野屋惑考ら孝治客表芸轟鼻 紙 ち 療ま洗 で 帝 国案とな っ た¢
客室絃 25妾宅収容Å農 6窃Åラ､ 付帯施設娃風呂毛男女別各 呈 寿 所 書 家族風 呂き 書 鑑開宅鴇嘗 ま
階の 18畳開) 書 地寮蒸 ♭群衆事壕だ峯子と怒る¢ 家族風呂経営風呂で ,蒸 し手盛憲鮮もぅで彰 苧 ､
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凍館 を経営 しても､たが ､ 呈95 5年 まで蔓芸鉄輪 の 現在麹で 圭地 を購入 し ､ 貸間旅館 の 開業蔓芸こ
ぎつ喜子た¢ 先代が身捧の 療養を発ねて の 開業と怒 っ た ｡ 薄霧数揺 量王 室 も 琴南揺 呈, 580 万 円
数えるo 県外客は 9O%､ 滞在目的と して 揺家治客40%が多'u o 療養を かね て鉄棒を訪問 し ､
そ の後 ､ 自ら貸間轟館 を経営するケ ー ス が多を与o
5 番市示 テJレ
衰3-12 は､ 都市療テjレの 経営実態に つ iい て示 したも の で凝 るo 鮎 呈 億 の 井ホ テ ルきは別
府 を代表する老舗ホ テ 舟 で ある春 期菜ほ呈9呈量く明治 繊 撃で 専 初代経営者の 鞄屋熊]もは現在
の 愛媛異字和島市野 瀬尾 で誕生 し､ その 後､ 凍京 書 ア メ リカ 一 束賢な どで静夜 して 態 相場
師な どで活躍 した後蔓芸来朝 した 昏 呈935寧 ､ 帝]もの 死擾､ 女将が しばらく経営の 実権 を握 っ
たが ､ 第 2次澄界尭戦後ほ 宵 関西汽船表芸長 ら宅所有者とな っ た 母 系発露清盛長期滋降は ､
経営者 の交代漆芸数慶あ っ て ､ま99種牛に現在 の 外食産業く本社 は未発市)が 買敬 し患 の で あ るo
ま997寧7月 2 日ち 投資額45億円 で新築開業を行 い や 環在蔓こ至 っ てを写るo 琴南萎まま6, 8億 円
で ､ そ の 内読 経 ル - 滋 チ ャ - ジ5昏O/e 事 t/ ス トラ ン25% ･ 宴会 とパ - テ ィま5% 事 変窟 とそ の
飽ま0%とな るo 泰テjレ形式だが ､ ま煎2食結3 m/o ･ 違約朝食種8% ･ ま溶寮務ま琴3e% の割
合を示 す｡ 支払方鋲の 内訳揺現塵3昏% 事 ク - 賓 ン35% 書 類 - ドま5% 事 菅野 鹿毛兼敏恕 ど)2e%
とな野 毛 エ - 汐 淀 ン トの遷客揺約 5部を姦栂 るo 市場構成捻充分県内ま8% 書 充分県外9e%
で ､ 県外 の 内訳経凝固県3e% ･ そ の他兎殉蓋5% 事 そ 野 砲3O% ･ 葬国蔓0% を桑ず¢
鮎 2宅癖テ 身 ア - サ -ラほ王9呈3毒矢蓋 2き寧書こ涛館と して開業 し藍e 欝プ厨 野 音名か らの素封
家で 轟る 日名草家宅目名予 示 テ 舟 と絃別系凍きの分家 漕 ､ 目盛予家は江戸時代 か ら醸造業を
して い た｡ 分家 して 3韓 日に当変 るの 姥 日名草晃≡舞で ､ 当時狩屋聾経寮瞭魔発館 で あ っ
た昏 呈撃豊玉年の別府駄の 開設 の際蔓こは運遺業蔓こ夢見 し藍経験表芸ある¢ 濃畷屡曙橋 の建物絵素
造3階建 ち 客室絃重望塞 ､ ≡れ蔓こ東成開壬塞 事 申慶 事 経ね疫どがあっ た帝 王97番卒喜こ ビジ漆芸
ホ テ ル - の転換を歯学 号 呈慈円の琵帝投資額で 6階建の ピjL,を建設 し㌔ 屋号をビ ジネ ス 泰
テj レニ エ - さぬき母 と 虹た珍 客豪勢盲ま欝塞 ､ 内訳ほ浮塞頗 姦 事 和霧嬉婁 で ､ 茎階毒こ束帯場
を設狩号 フ ラン ス 料理 を童棒と し藍 レ ス 巨ラ ンを開琵 L 恵呑 ま9 繋撃毒芸措 ニ 温
- きぬきや時
代の 建物を骨換だ喜婆残 じて ダ ニ 誌 - ア 舟 し も 新た蔓こ蔓8階聾て の部分 を増築 した o 澄億授額
萎ま8億円で ､ 新案オ - プ ン毒こ際 して ､ 再度整骨 の変更を薬液 した牢 屋琴綬電話蝶 の 掲載畷 那
率い rア+ を密書芸 しで 写 轟 テ身 ア - サ
- と した｡
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78% ･ タ - ボ ン 王8% ･ カ - ド2e%専 韓行業者野 送客実績緩 ま0%をこと どまる8 市場構成は
東分県外 餌 % 事 県内 胡 %を義範るo 県外の 内訳萎ま凝固興 8 嘗審圏 事 近 畿圏 ･ そ 田地 と鐙( o
平 日は 県外 ビ ジネ ス 客､ 週 末は 県内客が 日豊 っ o 遜莱 は 丸用 圏内の観光客も多 い o オ ン シ
- ズ ン は 3 ･ 5 ･ 8 暮 まO ･ ま呈月 毎ど､ 奉 書 夏 書 歌 が ,f空しい 昏 オ フ シ - ズ ン は 呈2 書 ま 寺 4 書
2 8 3月恕 ど､ 季鱒 の かわ野 目がや母職者こなる｡ 客層 の 内訳i-ま腐Å 88% 書 団捧 呈O% 書
.
闘伴
5% ･ 家族5%とな るo 宿泊日韓ほ ビジネス 7e% 事 観 覚 20% 事 そ の 後 呈O%と恕 甲､ 観光
客も ビ ジネス 癖 テjレと して 絃や膏多もヽB
6 タイプ別事芸峯藍廃館経常鍔 特色
男巧府温泉輝書こお 狩る凍館経営の動舜に つ い て ､ 聞き取撃調査喜こよ っ て整理 し恕 執 そ 野
路果揺 ､ 次の よう蔓こ整理 できようo
宅呈) 全体の趨勢
今回 の罪査 で判明 した ニ とは､ 廉館経営 の 動向経弟館 の経営地区 毎 霧館 野経営規模に よ
っ て 接客漆芸異怒る ニ と で轟 る｡ 別府藍藻輝揺別府 事 凝簿尊 者 鱗韓 春 闘蓉温泉表芸撰jむ鄭を恕
す｡ ま973年 の 養親危機を契機と して蔑脇や亀周 密ど周辺寮を三彩彰嘗て 擦偉業昭停滞 事 減歩横
痢が日豊ち経 じ 軌 パ プjレ経済解凍後揺 ､ 横,缶灘書こ溶彰ヽて も施設 の 老朽i監守慈牽 - ビ ス 怒
ど㌔ !日慈鎮然と した凍帝経営結成童せず ち 長年にわ患 っ て 資産を蓄積 した弟館 ､ 盛業努男
をt, た粛啓 の みが業務 の 安憲を因 っ て彰写るo
舞帝を境境罰蔓三み濫費督戦 尭溌壌舞啓ほど 芸 - ジ 芸 ㌢ 鞍野 遷審蔓≡依存 しぞ 盤 撃 ち 蒸発審
碍 寝酒漆芸目愛 つ 8 ま藍群敢 ･ 売店 ･ 娯薬 事 濫発施設密どを宴席する ニとで ､ 都市添 テjレ釣
磨磯象の発案を国番#/雫タ - ン漆芸多を､B を 唾 蝉る顧客帝 囲を汚遠参戦格 であ っ て 句 三う し藍腐
肉ぼ全国的怨もQ3であるo j3蔦規模添館蔓こおを､て 絃 ､ 露天晃呂や食事処恕どを番兵ず る三 と
蔓芸よ っ て ､ 築館 と して の額牲才巳 事 専門ず転を紡 ぎサパ タ - ン が多も嘗｡ - 鄭の 商品経舞館接 ヱ
- プノ芸 ン 巨蔓芸鍵露する棒賓蔓こあるが 盲 ぞ の療 の碑館 では ､ 饗自の常葉努力を展開 し ､ 集客
を芸寮愛 してむぅるe
ほラダイ ブ男巧帝趨勢
母親発凍韓
-鶴来詐牽結髪弓常 温義勝帝渡館経営 の 率で率蜂を恕す凍館 で あるや 無 事 轡環境紫尊意蛋董棒
髪蒼㌔ 13駕擾境孫昏 でも 三の 形態をとる畿館が多をちo 緒常盤殴の 売薬蔓芸努* ,: 料敢幾祭事 温
重量董
泉施設 などの 整備 を選 め てもちるo も､わ ゆる 日韓り客の 敢撃込 み で ､ 昼食 時 ビ ジネ ス才巳を考
えた戦略で あるo 寧 轟絃感 吟 単位を超えて ス タ ッ フ も発案 し､ 琴P弓g3調 理鐙車が料理 を担当
するo エ - ジ 孟 ン トの 取り扱も､が 射 %を姦める頴館もあ っ て ､ 芸 - ジ 孟 ン ト の付き合 い 捻
深 い ｡ 大規模幾館 の 場合総勢外客 の 畠める割合は多い が ､ 申規模添館 の 率書芸揺充分県内 の
顧客が多い と ころもあるo 宿泊目的揺観潅が多を､が ､ - 轟 では 宴会客 も多む毛｡ 県内客 鍔割
合 の 轟い 凝館隠 ど宴会 の 姦める朝食が高 い と い えようo
②和風廉館
和風厳密 は系疑惑竃3 タイ プ ある¢ つ まり高級和風凍館宅轟品位餓餐) 書 料理孫館 ･ 普通昭
和 最廉館(やや料理蔓乙タ笠 イ トがある) 疫どであるo 和風廃館経料理 を桑尭 の 変哲とする藍
捌 こ､ - 毅的書こ宴会や会食の朝食が轟を篭｡ 市場萎まケ - ス パ イ ケ - ス で 専 売分界を得意とず
る渚僚 ､ 充分県外 を得意とす る涛館蔓三分かねるo 商銀海風経県外客が東単で 還 - ジ 芝 ン ト
の 扱盲､が目立 つ ｡ を与わ 珍る壌蒐 で有名恕料理廃館野 宿接 労 - ズチプJt,密料金体系を取 っ て
おり , 日爆撃客将 占める部費漆芸 一 般的蔓こ多もも｡ 緒帯施設 搾 鰐鋳 で は露天 風呂母家旋 風呂怒
ど温泉施設を整虜する腐肉蔓芸あ るo
錬輪温泉で 措壌発客e)多彰駕霧館と費再審の 多を予顔希書こ三分萎れ るが㌧ 三 れ看護貸間凝偉 か
ら転業 した和風凝館 の場合萎ま蕩治憲表芸多を与腐肉蔓三ある｡ 緒欝施設 と して 畠虎硬感 奮整儲す
る凍疎も多を､o 鉄棒の 場合萎ま県外客 の 義時 る朝食が轟を竜｡
③貸間凝館
貸間廃館接賄を海将と賄も預無 し蔓乙ニ分きぁ る¢ 奉来 野貸閑幾俸萎ま賄をき無 し鍔 パ タ - ン 驚 姦
るが ､ 鏡韓の 場合接賭を有無 む の 牢番す番密閉涛脅繕 3軒蔓三通 野蛮を､夢 レ惑為し彰ちず艶の 舞壕
も自家蘇泉と地耗釜を紺野 し急白幾設感を館準 じ､ 由鷹 を骨ポ - 較むでも､るo 辱繭量意義, 締母
方円軽度で家族労働が 童経となる争 祭儀投資緩行わず号 自療琵壕 と温泉施設 の管理漆芸率,gis
となるo
@寒帯ホテ ル
番帝泰テ 舟 転結妄与わ 替る都市部 テプレとビ ジ凄ス 添 テ 舟 野 タイプ表芸轟る¢ 都市添字1日経
-
般約毒こ絃 ピタネス 客表芸多を､とさ釣る 県 別腐の 場春 宵 寧日繕 ビ ジネ弟 審 も 週末揺家光客が
多い ¢ ビジ孝男 添 テ摩 系 狩 場愈 宵 村費施設経費 療を葦が ち 寮寄添 テ浄 義経拷蓉簸雷が発案す
る8 す怒わち野衆施澄と会轟場療どで 轟るo
第3鱒 凄館経営帝変動
ま 経営環境の愛書転
蓋蓋望
孫館を取り巻く経営環境結 ､ 軍威不漁嘗で - 段と厳 しきを増 し藍が ､ 近撃 で は 客単価そ
して章毎益 率の 減少 ､ 諸経費 の 高藤な どで ､ 経常を圧迫す る帝 繭が緩 い て い るo 三 う した傾
向は ､ こ の ほ 寧近く の 開 ､ 男事j厨温泉輝に お い て 大きな変i巳は見られ ない ?きo 前述 したよう
に ､ 高度経済成長期に 9Oe軒を数 え怒涛館揺 ､ 2884率現在(保健所 招 営業許可数)では 単数
の 425軒に 減歩 したo こ う した孫鋒費の減少額肉倦凍館 の休業や廃業 ､ 転業に よる も 何 だ
が ､ 一 方験館名が存続 して も､ 喪薗､嘗蔓こお い て ぼ所有者牽経営者 の 安代が凄ん でお 琴 ､ 凝
館経営の 実情絃厳 しい もの が あるo
(1き 近年にお 狩 る紫蘇 の 開業競寵
嚢3一 重3 絃 ､ 飼府温泉解毒こお峯子る幾館 の 開業状況に つ い て 示 したもの である合 開業の 彰態
に つ い て 繕 ､ 新規開業 砂 欝聴蔓こよる開業 事 新築妄こよる開業 書 斎装毒こよる開菓 f 増築に よる
開業な どに 分類できようo ニ の 嚢に よると緊駿に よ る開業が - 番多i ､ 新陳代謝が - 段 と
進展 してきた｡ 欝才館母新館 などを開業する ニ とで経営蛙東 を目揺す顔館も見 られ るo ス タ
ッ ラプ& ビ ル ド蔓こよる新築開業 ､ 改装蔓≡よる新装開業な ども多 い o ホ テ ル S 監A W 鬼 V E
男事3府揺落選会社 であ る増井海運宅本社 書経倍帝きが 1997年4月 に男弓府駅前 で開業 した ビジネ
ス 示 テ ル であ るo しか し2eOe撃 重量巧 増井海運 が民事再生鉄拳続き申請 して鱒産蔓こ至 っ 藍 o
その後ホ テ ル 結経営を鏡汚 しでをも髭 熱 望Oe轟撃7月 一 撃桑圭凍(本社♯ 東分県鶴見野き野 手
会社が買収 した昏
添 テ ル エ - ル 経翼グjt, - プ£事故 事 罰府市きが 2e8鍾努 ま豊月書芸開業 した ビ ジネス 添テ}レで
あ る｡ 衰 唐 絵兼寿県九重野 の 総身 で ぅ 第2_挽驚男戦後書こ轟脇温泉 で貸腐を経常 し､ そ 密教
嫁を､で ､ 裁浜 の 理蛮地習橡亀鑑とを汚う頗療 を開業宅贋聴きし年 輩盛凍館と怒っ て 資奉の 蓄積
に成魂 した の で あ る昏 現在で揺添テ 舟 ニ - ル 朗殊蔓こ由春暁で頗館 き軒と主産品膚 ま野 一 別
府警食事処玉野と皇産品虞壬軒を経営 むTEを､る歩
ホ テ ル エ - 舟 形蔓日雇牽経費 ン i シ - すイ ド癖字 摩 で 轟る8 経営倦俸習 あ る轡ン 牽 ㌢賛 ン
揺鞍 2QO3年 望月 望7 日､ 尭分地裁蔓萱自責破産牽率誇したe 蔑麿経葡萎ま約 25慈円で 轟る申 す
㌢サ㌢ 争㌢ 辻尭労市形窟舗建築 事 内装荷車校本三業備後e3子会社で i 量988寧か ら経常を し
でを乍藍衰㌔ 親会社で ある藤枝轟エ重言破産し､ 連鎖飼産とな っ た¢ 開 ホテiレの ピ - ク時 の 年
商宅ま992寧5B 期き結節 還啓 6, 帝e万 円を詐よt;藍 銑 顧Å肖費の竜迷牽男f達磨境涯塗棒の 浄
孝恕どから孝司頗審漆芸琴 凌 減歩E,写 2飾2率5月期結 呈療 筈,e8窃芳門静寵妾≡まで 落毎込 んだ昏
畷顧園罰琵経 ぎ - み 賢撃 ン毛寮費 事 棄薫き湧蛋28 料率 玉串腰蔓芸閉塞 ♭莞割烹築館 習 轟る印 章日
屋号揺長 巨費と捧 ♭, 開業暖 量粥5寧 で 専 解禁韓館と 転写 廃 ら艶て旨¥恵意竃も 雷管接待帝減資
蓋農芸
3-呈3 別府 温泉輝にお け る遜館 の 開業状況(宰盛期)
地 区 開業率 内 訳
別 府 壬99l 添テ)レ花菱 ､ 癖テjt/ ニ 粂館 買収o 函館とずる
19 94 ジョイフ ル ､ 亀の井ホテ ル 買収 o 呈3億 円
i9 95 泰テ ル ア - チ - ､ 新館開業
i9 97 増井海 運 ､ 泰テj レS E 良好兵VE別府開纂o 2 88 4撃売却 ･
19 97 亀 の井イン ､ 開業
19 97 亀の井添テ ル ､ 新築開業B 壕O億円
2O8 3 ペ っ ぶ荘 ､ 新装開業窃 保養所から転換
280 4 ノ ー プァ( 中央主務)､ 示テjレSE鼻W洩VE別府 開薬く買収)
2 084 寮グ)i, - プ ､ 轟テ)i, エ … ノレ開業(ホテ] レザン シ - サイド買駿)
2O壕 ゴ ー ルドワン 駕 昭和園別荘開業(長 じ乃買取)
鉄 輪 王992 ヤシグ膏シタ∴ ､ 別館開業
1995 ホテ} レ幽魂館 ､ 新館開業
19 95 見落荘､ 新築開業
王撃96 癖テjt,風月H 兵細別OND､ 新館開菜
王997 鬼山添テ ル ､ 廉館開業
壬99 9 温泉閤 ､ 新館開業
2 0Oe かなわ荘､ 廉槍屋精魂帝業e 会農翻ホテル を緊敬して改装
2O O2 ニ 誌 - グロリアホテ ル ､ 寮けむりの里廃屋開発(買窺き
28e3 ニ ュ - グロリアホテ ル ､ 絶景 の宿さくら拳闘薫く緊駿)
2O O3 弟力屋 ､ 新装 開業
観海寺 19
‾毎o 密売藤森テん､‾膏薬再開o
王99豊 蕪栄藤材 ､ ペ っ ぶ虎屋 開業宅幻昭和韓 緊聴きo 28-e豊年3月 売却
量99 種 天寿荘 一 新築開業
l撃96 ゆ路きき､ 開業宅欝駿)
ま99 7 一族革松薬屋 ､ 新築開業
2eel ゴ - jt,ドッン ､ 昭和園開業そ買聴)
2e¢望 杉男井ホテjレ､ 新捧額で開業o 所有は 身リックス ､ 経営揺廉廉観光
明 響 ま9撃2 ゑびすや勝館､ 新館開業
堀 田 呈9'9 5 芙蓉恒産 布 ホテjレ芙蓉倶楽潜開業¢ 2 eO 2年売却
亀 川 2¢O圭 潮騒 の番晴海 ､ 新装開業
浜 脇 28O呈 顔王族館 ､ 新築開業
日 出 量99O 東和 ハ タス三 業､男巧府湾口イヤjレ望テル 開業
(往き来分合弼新開の記事一 茂ぴ聞き取 り調査蔓こよ哲汚虚｡
などから年商が 1慈円軽度に留ま撃 ､ 後藤者開顔態あ っ て廃案と怒 っ た8 ゴ - iレドワ ン 経
28O呈寧に 高額和風頗館 で ある昭和園を畿輝に錦 を飾る形 で 買収 してお 琴 ､ 今回 の 買敬に つ
なが っ たと言 えよう｡ ふ じ乃 は凝館 の他に料飲 ピル(別府駅南きも 駐車昏を所有 して お撃 ㌔
買凝額ほ約3億円と言われ て い るo
(2) 凝偉業Q)錐 ･ 廃案
蓑3-ま4ほ ､ 別府温泉簿に紫 紺る凝館の 休 事 廃業蔓こつ い て磯区別蔓岩室饗 した亀の で あ るB
地区別 で娃 ､ 別府 ､ 戟轟尊が多も､とも､えよう¢ 休 学 廃業の 理由と して 経 も 経常不振 8 尭皇
の 液少怒どが日豊 つ 8 業態的毒こ経 ､ 高教和農務館 ･ 東溌横療観光凍館の 不凍が日登 ･3 Q 観
梅尊温泉 の老舗観光源館 で ある添 テ)i,畠雲出選 ば ､ 2 彬豊 年8月 か ら捧蒸しても与藍が ､ 望883
呈量感
塞 3一差尋 別府 温泉郷書こ溶暗る韓蚤の鋳 事 廃案をこつを､て宅急998- 芝8 85寧)
鞄 区 鼻 骨 練廃業率 理由毛療勧 葡萄宅魚寮額き
芳書j 府′ 飼薫きさら者 急襲汚 霧よの減歩宅捧寮き 療宅と七 首鎗確
都濃ぼ 撃井 蔓9 98 愛息の練少宅薬療変驚き L解禁凍偉か ら ビ ジネ ス凍蜂 へ
轟 テ )レS E 轟響鳥柁別府 芝81O窃 観念敬重蛋民事荷受睦率緒 親会社緒噂昇海運モア母億円きo 営業中
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- ム 絃 王995率蔓こ開業 し恵国際会議場 で 象る ピ - コ ン プ ラず 形 影轡が尭きを㌔¢ 単独意地尉殊
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じや らん ､ 鼻声本幾 ど蕪岡野地域鰐報詰責買軒むで 奄 諾 - ジ 淀 ン トの浄克萎ま夜毎篭串 家族経営
を原期 と してお 琴 ､ 客霊も最東 呈2婁夜霧 で ､ 無理無駄 の 恵も写経鷲を欝も㌔でも写る｡ 鉄棒招貸
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嚢 3- ま6 貸間廃館 符 霧月琵(2884撃)
番号 鞄i呈 盛土2 鮎き 鮎壕 声転畠
屋 号 みゆきや しんきや 民宿 みかきや 務力塵 孫館 Å獲荘
住 所 鉄輪寮 鉄線風 呂寒 鉄輪井田 錬輪風 呂寒 鉄線薬療
開 業 率 ま939年 ま9 3凌辱 ; 昭和凝期 ま93護｡.寧 昭商 初期
最近由琵腐投資 呈9繋 寧 ､ 2 鱒O撃 衰自o3 --‾‾量垂廃率 も望8e望 撃 望紳き撃 ま9撃5寧 ､ 望約皇撃
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初代経営者の前職 分家 ‾凝嚢 教員 船頗 ､廉凝 ‾‾‾‾1
蜘 身 飽 別府 市銀輪 別府帯解一輪 杵築帝 平野帝 琴j府帯鉄棒
現在の渡英種 童太(完公務員ラ 重大(売家義‾)-` ‾ な‾‾し な し 童Å(会社員)
豚IV ン率舗
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守 口 ピ - 8
喫茶 コ - チ - 事 豊産品 ヨ - チ - 幹 男東部尭浴場宅内蚤 ＋露発 展呂ラ
ー 食琴換 嬢藤樹理 え毎号た
量慧重
ろう)などが あるo 当初萎豊3階建毛呈2塞¢ 駿馨Å員5eÅきだ っ 藍が ､ そ の後 ､ 1988年を己5 階
建(12塞きを増築 し､ きらに 経 3階建を ス タjレトンを芝 して ､ 28Ol 寧 ㌢月 ま8 日妄こ現在 の枠組
みが完成 した魯 設備投資額 は約 5昏円 を数えるo
設備投資の コ ン セ プ トは海 を生 かす ニ と㌔ 部屋食 の 発願 f 展開 鍔稼動な どで あ るo そ の
結果 ､ 客室蔓こテ ラ ス や露天 風呂を付帯 し竜 外 か らの ウ 才 - タイ ンが 可能夜食寧処 え い た ろ
う の 開業とな っ た o え い たろうは観愛 の名前 か ら車名 したe 客室揺奉館 呈2塞と商館 王2塞
か らな準 ､ そ の 内王2塞が露発 風呂村客塞で あるo 露天風呂は 呈988撃を芸搾 っ た 鉄 琴≠府湾
蔓こ - 番近を写浴槽と して知 ら艶 てを､る中 卒癖毛2O8積年 5月 期∋経 3億 8きOe8万 円 で 句 内訳 は療
鋒鄭3億円､ 食事処看えい た ろう絶 斡O万 円を示す8 顔館藩 の支払を､結現金字8% さ 湧 - ド
2O% ･ ク - ボ ン宅原行会社きIO% を示 し､ 療行会社の ク - ボ ン経少なく ち じ専 らん 甘 露泉寮 事
ガイ ド本など情報誌を見て 来館するケ - ス が多も1o
まÅ当たり の 宿泊費(豊 治2食o 2見 で 呈部屋利潤)は商館利潤 で l 芳 5ぎ75O万円 から 圭
万 9,95O万 円ま で｡ 本館利用宅露天風 呂付ラ揺 2,呈抑 円ア ッ プと 怒る¢ 基本料塵は ま 溶朝食
何で ､ 夕食で差が 出る｡ 夕食は梅全廃 6,3OO円 ･ 節会腐 8タ種e8円 書 瞭食感ま 万 5OO円 の 3
ラ ン ク があるe 料金 シ ス テ ム 捻開陳で番屋 の朝周Å農､ 料理 の ラ ンク で決定ずる 昏 藻莱及
び G W とお 盆絃 2,呈鮮 円ア ッ プ ､ 正月 経きら蔓こ5,250円ア ッ プと恕る呑 ま Å当監 守野 宿淘
単価 絃 l 万 凄, 坪野 円 ち 嗣消費率健は 豊野 5,eO¢円を示 すo 暴食 の 夢腐萎ま2,Oe 円 ､ 日樽苧
宴会 の単藤絃 6,Oe串円となる｡
賃貸宅保養所き時子琶の 王 Å当た 撃 の窟煎料金 宅2Å で 呈 部屋串ま済o 豊蔚 2食o 穣労jきを奉 る
と ､ 保養所と して の利潤 ほ 8,5Oe 円から 重万円 ､ - 般の利潤萎ま孝声O8e円か ら呈芳 望y窃88円
蔓こ設 定 して お り､ 買聴襖絵大幅怒僚よ蔓ヂと なっ 恵 ¢ 現在ぬ客層絶間鐸 3昏%号 家族 3鴫 ､ ダ
jレ - プ 2e% 与 団捧2O% を示す｡ ダjt, - プ客毒悪食事を楽 しむ女槙速写 団棒経保養所時汚か ら
続く遺族会漆芸多をち呑 宿泊目的をみ ると ち 家族経観光 ､ 同伴結 } ン ビジ 守 ダ舟 - プと団終結
親睦となる¢
年商からみ たオ ン シ - ズ ン は8 書 五重 事 王2 事 3月 領 オ フ シ ー ズ ン蔓ま6 砂 7ノ月 を示す9 8月
結子供達れ の家族客が多を海e テ - 常 パ - ク で姦ぷケ - ス漆芸目意 つ ゅ 市場経東分県内 28%､
大分県外 斡 %で ､ 中でも凄圃県漆芸3窃% を轟めてを､る砂 ス タ ッ フ 繕家族 3兵 事 正敏爵 28Å ･
メ - トとア 舟 パ イ ㌢望6 Å を数え 盲 内訳ほ詞穫療毛細食き6太 書 審塞係 6 泉 着 ブ 野 ン ト 凄Å 春
宮業 マ ン まÅ 療どで ､ 洗毎号場繕 パ - 旨が担当するo 飽義帝摩周惑墓参を海¢
霊宝望
塞3一 里8 宿轟客野市場部構成の 内済宅S務館米28e遷撃掃き
区 分
額丸 団棒 蚤酢
宿泊客 構成姥 瀦費単価 寄添審 構成姥 粥野単番 宿蔚客 碑褒捜 鞘
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ヨヒ海道 i串8 昏書番 eji ま7幸一逐語皇 円 呈8Å
番凄
昏,種･繋
孟.母
3銃撃音毒
‾円
呈窃,軍晋7
急患毒 Å 母書写 賀 呈曽,31Se円
素食 星67 呈,3 l写,呈77 里S冒 量_8 患7手製77
関東 呈,2番7 2.ま 泉番,署S皇 まず茅5乱 7書9 果6,3 靭
中部 3昏5 2.3 ま7,母5辱 畳ま eぎ冨 亀3ず里芋豊 3霊ら ま.番 里S,9芝3
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四国 62ま 種.8 ‾lら,825 壕3 ま.8 皇軍夢8昏慧 番6轟 慧.9 呈番,壱凌呈
中国 皇,485 畳ま,凄 i冒,8昏ま 398 9,毎 乳93芝 t事8轟議 3,芝書8 9,呈82
丸邦 7,凱5 ぢ8.9 ま5,鮮8 3手5写3 毒8.¢ 呈3才898 製1手よ措亭 霞7.e 量轟書9曽7
藤岡県 3,鶴6 26.7 ま6,空軍5 9e望 望ま.冒 l番手紹昏 壕p事36審 25.5 £番,369
(福岡帝) 7§壕 ら.8 ま6,S壕y まu 望.7 皇警手69§ 番昏5 5.窃 量8,779
(裁九増解き 997 7.7 呈S,326 呈$3 遷†昏 五番,ま慧轟 豊_苛ま番昏 番専8 呈8書5 殉
く灸奮発市) 2ま3 ま一6 ま6さ6晋5_ 呈3召 3事3 ま望, 鱒3 3§2y 鷲.8 ま5,昏写鍾
(
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充分県
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2,種2O
l王.6 まSi壕6 壕9 e 皇､監事番 立番ア56 … 書 . 恥 . .量腰 . p w
鍾,軍容慧
皇星.る i 敷蔓璽淋 q *
ま3,ま8轟量乳6 l壕,8 鶴 望,3轟望 5る書轟 呈農事3車重 芝署奇孝
モ大分布) 96唾 7一重 ま5,3魯巷 8望8 呈9.冒 豊.ま,7Oま A,78凄 畳替.鍾 呈3,尋89
(罰府番き 3凄9 芸事7 ま壕,き壕撃 3串凄 冒.3 l空手芸き§ 痘5豊 話_,蕃 ま塁′,凄望呈
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窒昔35療
隻語一番
事ヰ
J
F 脚 書手 書 事
=
事 や 鵬 主書 ● 奇
呈3,番
廿′遠島望藍 ”
呈昏事望8まそ の毎丸網 望,O29 ま5せ番 ま6書35一種 急呈9 7≠9
海外 孝3 ‾ e-逮
二
里6書_5昏3 83 昏.5 l 愚書5窃3
計 ま2,9 繋 Å ま､毎e,参 賀 ま亀2ま昏円′ 壕,王58太 呈舶 .昏 賀 星空,昏昏す 円 星亨集ま噴 泉 義.塾望
溺 重5多種尊重 円
揺)S凍療の 資料書芸より搾盛｡ 209語草番月 から≡O昏凄寧慧月までの数饗申
料理 は海鮮料理で会療料理となる¢ 名物料理を芸経海鮮疑竜顔焼ききなどが 轟る串 本館利潤
揺部屋出 し妄夕食き､ 商館弼周結原期食事処 の利潤と 療るo メ ニ 蕊 - 絃月 琴撃 で 号 食材繕地
の もの を申)む書こ観み愛 て る昏 を駕ま亀琴線ん でを与る課屠 の … つ 姥 考 豊後ア ジ将 プラ ン 賢者転で
ある｡ 大分県 の特産と い えぽ､ 閑ア ジと閑牽バ 残 額嘗労 レイ と怒る漆芸､ 転駕ずれも高級魚 で
あっ て 態 価格将 変動表芸尭きい o そ ニ で 毎 佐賀関姦 の 鰐ア ジ で綾なi 篭 佐賀関周辺や撃3府韓
で獲れ るア ジを豊後ア ジと車名 して ち 商品首転する艶画で ある｡
開業鎚 来ち 凍館 の 料金 シ ス テ ム を課題と したo 膏の 緒果､ ま淘聯食緒料金の 明春 と夕食
左-の 選択制の採摺とな っ 浩 o 現在 毎 夕魔の部屋出 し経 5串%毎 食撃療の弼傾が 5昏%苛 も 食事療
開設 形 効果桂東き p ｡ 食事処桔 ､ 予約癒しの タオ ㌣ タイ㌢ の場督経 毎 昼食書ま星亨5貫5円､ 夜
間ほ 望, 粥8円か ら食事が楽 しめる¢ 宿泊客322L外書こ､ 外来客をこ亀開資 して寧り 奄 囲を予込み戦
終結と っ てむヽなを蔦o
客室数からみ るとか規準凝館と怒るが ､ 別府で 経撃墜ダ ラス 野津鎗 で 轟る苧 i, か し専 務
館経営の 方針結斬新 であ り ､ 芳事j府の新 しむ写発想 の 涛館経営妄芸対 して 注目する意が多をちo 寮
柁経営者萎ま宇佐市からの 外来者で ､ 努力を重ねて飲食店経営で財を成 し､ 金額の凍鋒 を開
業 したo 漂鋒の 立地戦略 経 ､ 産業と して考えた場合 奄 常賓Q)手段である｡ 好立地を釆めて
経営蓉所を変える事添姥 ､ 明治時代か らの男増厨の経営ス タイ ル で ある争 海岸部で の凍希経
営､ 尭同勢界隈 で の凍昏経営 ､ 母まなみf､イウ 孟 イ沿線で 邦題館経営などで ある申 そ野間 態
買収劇も数多く練り意 萎れた .
ま望茅
現在の 別府は団体観寛審 の減少 で も 宿泊客以外 の顧客を数学込む た療をこ色 J& と方途 を練
っ て い るo 東規模簾館ぼ外来 からの タ身 - タイ ン蔓芸対 して食事簸 ち 喫茶室か ら尭浴場 ､ 家
族寮まで 開放 し､ 年商 の ア ッ プを目指 して い るo S 顔館 の 芸う し莞経営方針を溺妻j厨蔓芸おを守
る今後 の蹄館経営の 方向性
/
を示 した典型例で あり､ そ の 経営姿勢萎ま参考をこなる点が多 い o
2 経営数燈 野 実際
く呈) 宿泊客の 市場構成
s旅館で 結 ､ 宿泊客を儲Å ､ 団体 の 2 つ に分類 して鍍計を整理 して い るe 儲Å と揺同伴
客､ 家族連れ も ダjt, - プ客など､ 団経とは グル - プ春 海 団体客な どで 叡 る¢ お おむ ね幹事
や会計挺当者が彰ゝる場合接グル - プ審でも団体蔓こ分賛 してを､る｡ ニ の 綻計量こ萎ま発行案者の
扱 い も含まれてをもる∈嚢3一 重郎 申
①額Å客
層Å客揺曳卵 6量%と 6剖を示すo 内訳結凝固県 27%句 充分麻 里9% ､ そ の他鬼村 里ら%で ち
高岡県の場合は廃園市 6%が少なi ､ む しろ慈恵邦帝 轟%惑芸多を写o 九州以外 で 結中国 五重% ,
近畿寧%が多彰竜o 消費単価をみ ると轟ま野砲域格差は生 じても 噌 旨
ち
¢ 平埼 董 芳 6,2蔓守門毒こ
対 して ､ 忠海違呈万 7,43呈円 考案裁量芳 写,患77円が比較釣轟く 奄 こ れ に対 して 気相呈 芳5,858
円 ､ 近畿 量万 6,8昏6円などの 単価経やや単価が低を海母 中でも男巧府帝 王芳 壕,3壕昏円労軍港低と
な っ ても与る
②団渉客
団終審絃兎嫡 8番%と養護ぼ9封蔓三遷 してをちる拶 畿臆 中国 ま8%が 目意
-
3軽度で あ る｡ 九殉習
は充分県56% 書 福岡県 22_%惑喜番を
㌔
8 夫分県で揺そ の他 2昏% 事 大分解 2O繋を蒸 し､ 団棒客
絃県内や隣接県か らの顧客が多を汚¢ 南勢撃療揺蔓万 望亨9酪 円で ､磯臭 ま芳 痘,望蓋e円蓋撃3事3昏3
円も抵妄毒今 市壕朗 で 私 議転涛違3万字5円 も 養親望芳 3写e円漆芸姦を､貯蓄芸射 しで 専 率国 9,932
円､ 閑衆量万 冒77円 ､ 九用 量 万 3,89¢円が俵 p 魯 魚殉で 揺福岡帝 豆 万 9,695円や 老丸嫡市
重 万 8ぎ壬望壕 円が蔑首 唱 紅対 して ､ ‾県内で結束分解壬 万 豊,3O轟円 ､ 別府帝 里方 空夢355円 も そ
吟醸 l芳 77壕円とをちずれ 患低を写¢
③全体
額Åと団棒を食わ尊 ると 専 や萎ま撃尭鋼 6字%が むッ プで ､ 滋嘗 ､ 率国 圭鴻 勺 鰐素8% ㌔ 近
畿6 % と鍍宅｡ 消費率錬 敵 軍埼量芳 5,凄89円蔓こ対 ♭一 哉海運 王-芳 撃, 諮串 円ち 来宅蔓 芳 写ぎ豊貫首
円が轟宅 号 鬼嫡圭 万 感,昏9軍門重量重寸 5万円を商 っ でを預るo 尭殉内 管揺 ､ 尭愛畢 の客車単慈が
低旨写e 篠 っ て脅擾帝課 潜ま撃髄の高専毒葛岡県の顧客を垂ら書芸牽帝ず る姦要義竃轟 ろう魯
星空凄
塞3- 壬撃 利摺野申し込み影像(S輝鐙)(慧882 - 28 O3年期ラ
区 分
2O 8 3撃期(2883書 6-2 8O 壕書 5) 望Oe2撃琴(2 882書
‾看:喜綿3. 5)
利用Å員 寿蔓j周密評 皇人当たり 瀦摺Å員 串3頗合計 護､太 当芝野
宿
泊
額Å 7,78岳
‾‾Å 皇38,39ま,839 円 呈6,75 3円 ま呈,27e Å 王8星亨8重.隻_,663円 略86呈 円▲
団捲 2事9 73 38,53 2,7壕g 呈2,96′重 2,739
289
38,壕8O,L35唾
3チ尋89幸5毎S
量4: , 朗 9
豊里普798
営業 2 呈2,抑 8 6,OOO
保養 26? 3,2舶 ,呈06 ま2,呈5O
遺族 9 53 8,539,828 8,9 68 896 8き呈82,388 9,壬3 2
業者 3,5 73 57,轟豊壌,望辱9 i_8,e6撃 9 59 呈5,壕e 8事87O 王6事8 68
産金薗 36 8 4,王27,壕33 王.i,2 ま_6 3 82 逢,396事275 重量.}589
その他 呈6 蓋64,ま5呈 玉串,器9 1 2 呈89,873 i 5,823
DM ･ インタ - ネット 3 7l 6,韓 4,637 呈8,轟ei ま8 8 3,229,還ま8 呈7,ま77
DM 隻,O12 蔓6,72壕,O5e 呈8,5 26
ホ許 ま7,3呈串 285,23鐘声2?3 ま5,S 呈e 蔓8,735 25壕夢3書籍,･29昏 呈5穿ま96
良･昼食休憩､ 2
1
贋 5 玉､昏,2 67,595 奄,9 9S 豊;垂6ま 響,7購 音感5夢 凌ぎ97O
棒
り
夕食休憩 2才567 圭5,5 87,8 7e 6,e72 隻,893 ま2,髄 2声量28 6i899
ホ許 凌ぎ6壬2 25,8 55,265 5,由轟 3,､孝54 2望,孝望8,58轟 l王,878
合 計 2ま,94 8Å 29 l,縛9,岳畠8 内 豆畠
‾
,2 68 円 28,589Å 望76,736,錦3
‾
円 呈3,3壕l 円
∈注)S藤館 の資料によ琴搾鼠 健Å娃未熟 家族恕ど号 韓俸萎ま､ グル
- プが含まれる.
衷3- 20 濁開の 売上構成宅2 抑鍾率 5月)
区分 実Å数 ･ 建Å数
売上 番務 蜜食 ′ 別注 餐琴 宴会 そ の飽
合評 藤門 寮戸弓 一騎硬 療門
‾′ 会議
日曜 日 54二壕Å 56斗番Å 7 5壕,83呈円 7ま,5% ま2,痩 隻
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宅建)S凍館の 資料 こ農学俸免 診糾 寧5月 蓬 ケ月間の幾既 発よ舎艶書芸結壌慶を省を
､藍¢
(2) 申し込み形態
蓑3- 圭撃繕 S簾偉 の申 し込 み形態蔓こ つ毒筆て蒸 したもの 習あ る台 2 紳3寧期 招療治の場合 ､ 呈
芳 7,3圭8東野利周者申､ 額Å 7,783Å宅構成比 奄5% )も 業者 3,5写3Å宅望重% ラ有 田俸芸事973Å
(圭7溶き㌔ 33 組まきe茎望見(8 鰯 療ど惑実多態ち¢ 里長当変哲 符 帝費撃感をみ ると､駕 儲泉 董万 62 7蓄3
円 乍 B 朗重方 6,528靴 選者 壬万 6, 抑 瓢 団捧 呈芳 2,96重野を轟kj､ 健太療を
ゝ表芸轟く 鶏
団棒療を､惑曙を育とも洩 るe を 野差額経 3, 謂望 円書こ達す るo 遺族会揺舜餐所 翻 軸 篭ら野寮約
が残 姦艶て 海野 ､ ぞ帝宿泊率戟揺 8ぎ 繁8円と昏もち¢ 発達轟要吉らみ る藍､ 親 書翻意毒薬者を適
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囲 3-呈 凄串審の番場男弓 事 刃尉稀蔑宅慧孫牽き紹鮮3撃期_)
宅注きS凍館 野驚勢蔓芸濃撃韓成否
宅3き漂開の秀逸高
衆 3-28 軌 2 解凍撃 5一月 の憂よ轟を選開で整理E;恵もの で あるo 発皇高野構成結露轟寮
円軍容% ･ 会食灘門8% 事 象勢寮門5% 書 方略 料理壬% 事 宴会 と会議寮円蓋 %写 その敏 感襲
を示 し､ 当療 の こと密が ら清酒番門の 売丑轟労竃勢転と怒 っ 貰を写るo 狩帝都門の発よ転売楽
し言 落撃 専 ≡娩惑貰s沫療の特色と盲 洩 蓋う¢ 噂-目撃呈で奉 養空包 量 目あ悪 賢巧､発藍藻 で緒 ま
賢一翠均 田 野 8き孝稲 田蔓芸封じで ､ 藍 ♯ 凍 事,月曜 日喪ぞ表芸挙埼 を豊 宿 っ 鷲を頂義母 紅顔ij 領 尭 ･
玉望辱
木曜日 蜜 どが撃均 を軍国 っ て お琴 ､ 皇曜 日 と東曜日 の 差萎ま5ア 芳 8,呈75円蔓芸及 ん で い る8 次
に 平日 ･ 雑菌日 書 終 日 でみ る と ､ や蔓まり捧務田 蔓孟母 労 5事 舶5 円が多く ､ 終 日 皇8ま芳 7 86ま
円 ､ 寧日 68 芳 6 79 1円となる¢ 休前日 と寧日と の差揺 ､ 5玉 野 8,65 唾円蔓芸及 ん で い るo
(嶺き宿蔚客野 市場別 事 月琴j構成
図 3一 里 捻宿泊客 の 市場別 一 月 別構成を示 したもの で あるB 金棒 で ぼ ､ 8 書 u 月妄こ ピ
- タ
を迎えるが ､ 額Å客絃 8月 ､ 団体客捻 まヾ壬月 に緩牽かは ピ - ク を迎 えてを､るB 市場別 で見 る
と ､ 閑寮は 8 書 3月∴ 近畿娃 8 事 王8月∴ 帝国揺 望 8 8 事 5月 も 丸邦絃 呈ま ･ 8
書 轟 月蔓こ ピ -
ク を迎えるo 閑素と近 畿ほ癖Å客が童鯵で ､ 8月 を申,む喜こ寮男I3して い る ニ とが 明 ち か妄こ怒
っ た ｡ 丸用をみ ると､ 東労興接6 ･ 轟月∴ 蕪圃経 重 さ 5 臥 そ の鰻Q3光 熱慧惑月 に ピ
- タ
を迎えて旨写るo つ ま撃 8月1ま市場表芸広域結 してを写るとを㌔えるo 団体韓行 では ､ 充分県は 堵
書
ii 凱 福岡県媛 5月蔓こピ - タを適えるo 健太勝行は大分県戦 福岡輿 鄭 三男月 が寄閑と 怒る
表芸､ 他 の 月 ほあま 撃大きな変動経み られ怒をちo
第5衝 ま とめ
第 5俸 で娃第 3牽で明凍 に した男弓府温泉郷 の凍館経営 の実態とそ の意義蔓こつ をちで 一 客簿
ごとに整理t/ ､ 考察す る屯貯 で あ るo そ の嫁菜経次の よう蔓芸まと め る≡ と表芸できようe
壬 ア ンケ - 声調塞か ら率 髭簾俸経常 の実態
1999年 の ア ンケ - を調査 懲 鉄 琴繭経国寄添館す べ で が練歩腐肉を示 した｡ 忘れ 揺腰館
の 席榛 事 業態宅泰テjt, 書 凝館 事 保養所など)に限ちず
- 療約恕腐肉で ある守 康得業者 碍改野
療を､を三 つ彰専号 結束 書 中窺環 形観光舞鐙蔓芸彩をもて そ の 長者率漆芸轟彰竜¢ 薄行菜箸惑蔑ち符 還啓経
年顔形 約6靭を鍍寮する涛偉漆芸多を､¢ 年商の 内訳経観蒐廉塔 形 場脅結審泊 鉛 %
事 鰐滞撃
2鴫 で 考 量食母夕食を擾供す壱 こと で 日韓準審蔓豊穣極感触芝野藤 ♭でを汚るo 嬢蔑模屠啓 の多
盲㌔和風漆館結 日韓学 部≡轟ま撃対応 ㍍てを写恵毎号漆芸､
- 索密事漂療療藍郎芸努露 転でを汚毒昏
宿添拝金練 - 般 鰍 己緩 五万円盛盲ら王. 5 方円 ､ 貸閑簾館毒素韓ま撃き萎ま8･ 茅芳田表芸多盲汚争 和
風凝館 で経 - 療薬霧と高藤凝偉と の開で棒養表芸餐E 号彰
汚る昏 銑8 万 円惑葛転義万円髪そ の菱
揺尭きを㌔o 藩商夢儀絃デフ レ経済 の 叢行で篠平表芸撃表芸続を
､て彰写る¢ 蔑蒐節偉 で緩 董万 円前
後蔓こ留ま る鱒俸もあ っ た｡ 年商廓ち参藍オ ン お - ズ ン 経常糞廉療孝和愚弄鐙蔓芸索を馬て萎ま聴
から冬蔓こか緒て ､ 繁閑凝啓 は壬 - 3月 となるe 者ア シ - ズ ン揺 6 事 7 8 9月 で ､､ 夏 の 前後
が尊母畷蔓三なる去 旨か し､ 旨当ず蕗 招 シ - ズ ン で も遜莱揺看護看ぎ
事監tj をち¢
客層経鶴発日輪表芸尭撃鷲 ､ 宴会客経緯摩 してを写る¢ 霧養母 プ ㌢ ピ撃舞漆芸田蓋 っ 驚き藍帝
都義勝摩 の - 寮母密閉添啓で経巻椅審勇憲多宅 ､ 貸間涛館野
- 潜 管 絃戟発寄形 番喪表芸墳墓で
豊空軍
い るo 番泊鍔 同行者絵家族 事 同伴 者 グル - プ審が多く ､ 団終審 揺激嬢 して い る｡ 宙淘客の
市場絃県外客が多い o 高級鞠鼠鱒蜂 は嘗 符僚鈎が顕著で 象 るg 宿泊数萎ま呈 汚が 董俸だが ､
貸間贋館で 絃 3日 や 6 日 狩 パ タ - ン が多も､o か つ て 経 営遇 閑梯よ 狩 野産 も盈 ら絶 たが 等 近
年で ほ稀なケ - ス とな っ た8 しか し設備投資で 経絡塞が生 じて U るo 観光族館や和 鼠涛館
を中心 と して露天 風呂や賛嘆風呂将増資 争 客室 の改装な どが行われ て ” るe
ス タ ッ フ 結審帯ホ テ ル や観光凍館狩場合､ 蓋社殿ほ多もー 軌 高察鞄厳簾館を除い 藍寧日鼠
簾館は家族童捧 ､ 貸間沸館 絵女将童捧と怒るo 料理 揺観潅築館蔓芸絵詞理節が薄霞 しも 曹凌
の 和風廃館で 緒よ董Åま髪結衷帝が調理 を担当 してを､る否 をぅわゆるオ
- チ - シ 孟 フ が多い ｡
凍館 の経営課題萎ま施設 書 家優 形 老朽亨転と客寮野減歩とをもう2 つ 狩 諌著書芸轟轟姦鈍 る｡ 組
織騒動蔓こ封ずる評鹿と して 繕観発行療毒こ関す る不満感蛋強い 昏
2 捌 年の ア ンケ ー ト調査 で 絃 育 男弓府の 宿泊客数経 望撃連続Q)マ イチ ス療養で 象 っ 監督 審
轟単価結デフ レ経済 . 競争敦偲の 轟お りで減少額 糾 こ轟る 銑 減少療揺衛i3､腐肉蔓こある守
地域好j蔓芸み ると､ 別府と鉄線接前年よりも登ら書こ蓉ずヒして お 琴 も とも蔓こ容態客数の減歩
事
務蔚準備の磯ぱu又 結減少 書 尭滋轟の練歩額 軸 芸見舞わ れ てを蔦る B その 観の 磯城 磯 藩尊
･
鮎i圭･ 堀田 事 明響恕どきで は明暗が分 かれ るニ と蔓こな っ 藍 ¢ つ ま苧 2極孝転の腐窮書芸ある8 j -
大規模寮館表芸相対的琶堅調を泰t, 苛 率紫壊蒸館 経書敬重葦綬も蔦葛む写るo
望 タ jfプ劇毒芸轟 藍廃館経営 の 来港
壬999率の ア ンダ - 声調愛 鳥 19 拓率から28e凌辱蔓芸勇吉汗で 狩 野き晩学静姦で 経 ､ 涛館経常
の 実態韓漆壕 の 経営地区蔓墓地す る患轟飽き空音う農学 軌 鰭館 野経営現俸
孝 凄俸 の鶴亀密
どで性格表芸異数る三 と表芸判明 む監串
弟館 の規模男!jで萎ま､ 経営地 区紅駆らず索漠壌涛韓章票ど還
- 汐 エ ン 巨 蔓芸療露 して 顛
撃 , 県終審招 審務b:S田鹿 つ ¢ ま藍勢鎮 8 発癌 ･ 療養 事 温泉癒費療ど鰭準資頗を整備費る 芸
と守 確率啓示 テ ル 的な機能の 発寒を固黍j環タ
-
_ン 蔚多も
蔦
｡ 旨 噛 ゆる顧客 狩 野を壕 み戦賂 警 ､
芸ラ し忠僕 熟ま全国的療毎の 警ある¢ 癖規模舞偉で 接 写 露天巌 呂牽食夢塵療どを夢見す る
三と蔓こ蓋 っ で 葛 藤偉と してQ 3額 射監 事 専門ずヒをめざサ パ タ
- ンが 多をち㊤ - 部の 高品位贋館
娃 淀 - ジ 芝 ㌢ 柁 鰐存す る俸質量こある 熟 そ 符縫 招涛館 で 緩幼顔の 営業努為蓉展開､しち 集
客に奔嚢 じ雷 P るo
漆偉の タぜプ夢柁 結 句ニ 鍵盤涛燦絃尉厨温泉寮 の涛鋒露営苛 率撰 を威 し宥毎号葛 芸 と意
豊明確
蔓芸密 っ た 重 来 ･ 率溌横顔韓重量童捧だ 鈍 感壌擾寮燦でも三 舜蓉壌を皇る轟館惑琴多を
盲
¢ 廉館
蔑模毒芸閑海賀ず盲 額蓉巌寮野 発案毒芸努 軌 蹄鉄施設
群 温泉濠驚密 ぎの整葡 蜜凄療貰転㌔る帝
霊芝8
い わ ゆる日韓琴客 の 取 哲込み で ､ 昼食の ビジネ ス首巳を考え怒戦略 で ある母 撃 商量慧療 の 単位
を超 え､ ス タ ッ フ も発案 し､ 率戸弓の 調理師が料理 を担当ずる⑳ 爵行革審 の 坂 野擾♭､冶芸8e%
を轟める旗館 も象 っ て ､ 勝行業者との柑き合い 経深 い o 尭規模藤館 野 場合緒 県外客吟 轟繰
る割合通覧多い B 宿泊目的は観寛が 童棒だが ､ - 部で 結審会審も多も､o 県内 客の 割合 の 轟い
涛館萎まど宴会 の 長める割合が轟を育と い える8
別府 の鞄風涛館に 乱 舞 の 3 タイ プがあるo つ まり 高級和風廉館毛轟品位漁館き 中 料理涛
館 ･ 普通 の和風凝館若やや料理 にタ 蕊 イ トが轟る)で ある中 和 風発館揺料理を最東野愛甲と
す るため蔓こ､ - 療的に宴会母会食の寧食が轟 い o 観発市場揺ケ - ス パ イ ダ - ス で 海 尭分輿
を得意とする凝館 ､ 未発紫苑 を得意とずる藤塚蔓三分 かれ る¢ 高級海風沸館揺県勢客が真率
で ､ 康行業者 の取撃扱もーが目立 つ ｡ を蔦わ ゆる磯元 で有名療料理腰館 の凝結が - ズテ プiレ療
料金体系を取 っ で潜 り ､ 日韓り客節 義鋳る常食が - 般的毒こ多旨㌔¢ 狩野施設の 関係 で結露薫
風 呂や家族風呂など温泉施設を整備する席 料 こあ る¢ 鉄韓温泉 で娃観来客 の 多を号築館 と務
治客の 多をも凄館 にニ分され るが ､ これ 経貸間凍館 か ら転業 し監和風凍尊 の 場合経費治者が
多い 腐肉蔓芸ある｡ 拝啓施設 と して 白焼設億 を整磯する旗疎も多 u ｡ 鉄棒 の 場合結果弊客の
姦める朝食が轟を､｡
貸間凍館娃賄も預待 と賄む号察し蔓こニ脅され るo 本来の 貸開発館 ほ賄を嘗無 しのf宅ダ - ン で轟
る 銑 鉄韓の場合経絡毎も無しの現存ずる貸間蒸留接 3野暮己遠野恕を与野 賄を毎無 ♭鍔貸間鱒館
絃顔家寮泉と地密釜を狩野 した 自放資儀を整備 しち 畠虎を準 感 - 訂し宥を写る申 琴南緩 まダ8Oe
万円凝度で家族労働漆芸重体 となるe 設備費資経自焼祭儀恵温泉施設 の管理惑蛋率㌔Ef背教 養轡
寒帯ホ テ 舟蔓≡は都市癖 テJレと ビ ジネス 春テ 身 の タイ プ漆芸姦る昏 寮帝癖字 身 揺
- 療約蔓芸事蔑
ビ ジネス 客惑箪多毎号空きれ る 鉄 琴勝 野場 数 寧日経 ピ顛ネ ス 審 蔦 葛来援鶴舞審惑登多を篭o 審
帝恭テjレ系揺襟帯施設惑竃売薬する昏 す夜わ毎粋療霧梁と重義尊意ど習あ義春､ 遼寧帝荊磨の
藤館経琴南 書 番頼客数に潜をちて 牽摩劣簸漆芸目藍ち飴療海 望療育監が蓬ん 習を篭る¢ if重義し審油
単健蔓三 つも､写経 - 寮形 凝館を除を､て鱗密
事停滞傾向が鍍ももで 秦 野 ､そ 帝露営環境善意厳 しむ汚8
3 藤摩経常 の 変動
定率 の男弓府の沸壕轟 解 芸袈む､で 号
- 療約蔓こぼ客車藤を して 利益率 の減少 事 務経費の 高藤
などで ､ 経営を圧迫ず る磯 掛 こある8 ニの ような厳 しを写経営環境将 率で ､ 発戟蔓三よ る開業
が増えてきた o 経営不振に絶 っ た頗館を買敬 して ､ 参Åするケ
- ス 漆芸 - 療約髪 軌 経常童
蒔絵多様才転しでお 琴 ､ 外食産業 事 不動産業恕ど関連業種や異業種 も 垂ら蔓こ萎ま霧館経営で j
ウノ汽タを集積 した観発意 業の 夢呆も日登 っ てき藍 ｡ 不振務館 を緊密 し恵愛菜野 轡で萎ま､ 簾
霊芝蓉
館 の経営を継続 しな い で ､ 営業形態 を変える パ タ - ン が噂廃 して い る岱 高度経済成長期お
い て 経科飲 ビル ･ マ ン シ ョ ン 書 住宅地 な ど - の転換がみ られたが ､ 最近の 傾向と して は料
欽 ピル ･ マ ン シ ョ ン以外蔓こ有料老Å添 - ム 8 高齢者済 分譲 マ ン シ ョ ン な ど新 ビ ジネ ス へ の
業態転換がみ られる｡
また遼寧 の 別府で は ビジネ ス 癖 テ} レが増漉 して い るB 温泉観光地 鍔 宿泊施設 は観党務館
や和風廉館が童捧で あ っ て ､ 浮塞 の ど ジネ ス 泰 テ ル 揺あi までも脇役書こ過 ぎ怒 か っ たo し
か し､ 安定感長期E}降蔓こおをちて は汚体廉符 の凍少 事 々､間者 の 噂凝 と貰 っ た凍狩野 態に 変才転
がみ られ るように なっ た｡ 観発寮費すなわち寮泊審の レ ペ 舟 で 汚 浮塞蔓芸封ず る = - ズが増
激 した 搾 で あるB きら蔓£鉄棒で 揺貸間療館を発願 して海風藤館 - 転換 を図 る藤館が増え で
い るe 費治客の高齢碓 で客数表芸減歩 して おり ､ 新規顧客を取り込む戦略 で 象 るo 添館 の露
営絃尭に つ を､て 絃 ､ 高度経済成長期書芸おを､て は高層化蔓こょ る来観擾砥が童捧 であ っ 恕o 遼
寧の腐肉と して 接多店 餅巨が転意 っ てきた督 しか も東規模凍館 で 経恕宅句 碑擾壊凍館の 多
店鎌首ヒで あ る8
4 廃館露営の 事朝
顔男琴腰偉に封i, て 実態詞査を実施 し恵昏 §轟館 揺飼府帝滋泉 ケ轟蔓乙軽震ずる温泉凝常 習
あるo 開業揺 王撃88寧 ､ 当凝は保養所を借りで 膏薬 してを毛髪 が､ 呈998撃毒芸発療 L たo 商館
の 経営者は尭分異字鮭市の 鰯身で 号 を貰わゆ る弗素資寒 と蜜る令 嗣理 舜 仕率を轟験 むた擾 ､
築館経常紅 参A じ､ 好意砲 を褒めて 豊地番動 した と芸 ろが欝ま磨らむ重野 麹撃とも､藍よう0
年轟繕 3億 8芦窃錦 万 札 そ の 内読経務館部 3億 円､ 食夢処 蕃, 弼 万 円を奉賛 意 鷹番寮の
文鳥むち桂現金 7鴫 書 カ ー ド2¢% ･ ク - 感 ン(務行業者)ま8% を示し ､ E脅 ちん 事 温泉番 手 労
イ ド奉蜜ど構報誌をみて 来館す る変換をちが 多も蔦｡ 療治客野客層経国鐸 3¢% 書 家寮 3窃% 事 ダ
身 - プ2殉 ･ 団俸 2O%で 態 賓喪目的をみると､ 家族絃観光､ 同約慧} ン ピタ ち グル - プと
団棒穏親睦と怒る 昏 オ ン シ - ガ ン 揺 8 手 蔓王 事 王2 事 3 敷 津 ア シ - ズ ン 繕 窃 書 7 月 を轟tj ㌔
男鴫 の 新しを 感 覚市者を尭改野 L;,-でを与るo つ ま撃 8月 の 身 ン シ - ズ ン色 である¢ 寧月 捻子
供養ね の家族客表芸多i ､ テ - 常 ㌔琶 - タ で登ぷ タ - ス が一目意 つ 督 市費結束蓉県内 望O% 事 東分
県外 郎%で 句 中で も高閣興が 3昏%を姦療て盲､る¢
壬3窃
第4牽 鶴光客 の特性
第 皇帝 高度経済成長期蔓こ灘をチる観光客の 実態
壬 観光客 の 実態調査 の概要
(呈き宿蔚客に対す る調査
高度経済成長期将 別府温泉輝にお け る観光客野鶴発行数 パ タ - ン を明確蔓三する た 糾 乙与
ま969年発行 の 『別府 紹 観発奮書こ常サる薬療調査結果』 を清済 し恵 o 調査ほ 圭967琴 ま8月 か
ら 豊年閏に わた っ て 実施 して おり ､ 当時 の観光動態調査の 実態 を記録 し恵爵塞怒絞計で あ
るo 資料戎絃観尭客の調査薬で あ るo
罰府 の番め施設利潤輝行客を対象にア ン ケ ー トを実施 し号もちるが ､ 当時 の穿臓戸の 宿泊施
設宅寮､ 保養所などを含むラ捜 939軒を数え､ そQ3率か ら 豊壌O軒を摘出 した ¢ 号 の 内訳は療
府登録廃館宅2e好き 事 国際観覚粛啓連盟凝Å凍館 紹4 軒き 書 日本観蒐諦館連盟顔 見凝尊宅孟2種
軒) 事 そ の他(嘗7呈軒)の 4層に分峯子､ 無作為抽出法 で行幾っ て い るe
宅2)調査期 日と囲凝結果
調査は四季 ごとの圭 さ 日 事 癖曜日毒芸行恋われて盲もるo すなわち､ 教挙措 呈967撃呈8月 と
u 月 ､ 冬季は i988年王月 と 2月 う 春準ぼ ま昏6番琴 凌月 と 5月 ､ 夏準 捻 7月 と 看B の中層 の
各月 3 日間で あるo 有効困駿枚数は 5,ま豊9放 で 号 調査対象観光客萎ま3 万 呈声639Å を数えるB
有効困凝棟数を季蓉欝3蔓こみ ると､ その 構成比 は教拳39% 事 冬季2讃% 事 春季 25% 重 賞翠 玉凄%
で 号 夏季招 困駿率惑芸低 い o ニれ萎ま夏季が シ - ガ ン オ フ毒芸当たる とも考う夢3府 の観蒐寧密栓の
一 席を示 して毎号る¢
2 観発客の 動向
宅量き観発客の展性
観寛容 3万 蔓,63昏長の内訳結七 男性 呈万 8, 戯8Å ､ 喪軽 量万 3,368鬼を示 し､ 男性表芸番
欝 を古希るo 男性 の邦書 を寧鈴稀威 懲奉 ると 25こ3重義 書 芸5-壕毒 歳漆芸多毛 馬 春雷萎要言部毒≡達♭
でを､る8 年醇構成で萎ま 汚 -2凄歳 事 25- 3壕義盛芸2朝食を姦め ､ 青年 事 故率層が 多を篭と い える宅塞
壕-重きo 観光発行 の形態で練塀場そ の逸 帝 国体表芸声プ プで ､ 鍔軍 ､ 彦撃桑野 書 家Å 麺Å ダ)レ
- プ 書 家族と蔑宅'e 職場そ 狩亀の 団椿 事 修学鷹狩 書 教務操行の 3形態が当時Q )港行形態の
帝軽 である 芸と を端的書芸示 しで彰㌔る｡ 季俸親書三み ると ち 頼啄そ 狩飽 の韓棒揺蔀撃と冬季奄
修学輝締結春季空疎撃 ､ 寮婿凝行事ま鏡撃と冬革書芸多をち｡
帝消 費議事擾 揺金棒で 綜汽寒が ト ッ プ で ､ 以 嘗 ､ 貸切㌔実弟 書 汽叡 事 畠寮潤寮差繰尊篭 雫
董3 及
義 竣- l 観蒐客 の動向(sA)宅ま96 7- 呈968寧)
区 分
春季 夏季 凍準 冬革 含 蓄汁
Å数 構成比 Å数 構成沈 人数 構成姥 Å数 構成比 大数 構成 蛇
性
隼
蘇
o - 3歳 竜9 e.5 電 4主人 i.4､% 7e人 8.6 % 35Å 8｡5 % i,9 5大 0▲6 %
4 - 9 3 8 OA 1 59 5,5 8i 0.7 凄ま O.6 31§ liO
l O- i4 i,0呈9 9.8 L∃S 壕.6 228 ま.9 25 0.尋 主事毒85 唾.尋
王5 へ ′2轟 3き6 格8 3 5.a 5 53 18.9 3,王89 26.5 82 8 呈2.8 8,2 1O 25.8
25 - 3壕 2,3 7 7 22.8 85O 29.i 3,972 32,9 i,689 2轟.9 8,8e8 2 7.7
35- 4 4 i,5 9 9 1 5 A 597 28.鍾 2,226 ま8.5 ま,231 1 9.i 5書6 5 3 呈7.8
4 5′ - 59 i,2 89 i 2.3 毒79 i6,3 i,7朝 王4.5 i,656 25.6 5事1 7 3 ま6.2
6 O歳E;3 上 393 3,8 l 王8 3 B 527 4.逮 呈,e轟呈 呈6i呈 2事e7呈 6.5
合 計 呈8,4一朗 Å 呈O8.e 鳥 2,922Å le o.O % 12き朗2太 呈oe.e % 6き46 8Å 呈OO書e % 3壬,834: A_ iOetO 亀､
額Å 148 呈.4 呈38 鍾.8 285 2.2 233 3.6 7 8種 2,5
栄
行
､
の
彰
態
家族 823 臥8 i,O39 36.i 925 7.7 朗･5 ま8せ0 3.壕32 10.8
薪縛 6O8 518 3e i,昏 i,136 9.5 種7種 7.鍾 2,2種8 7il
友達グル - プ i,e 6昏 呈8.2 573 19.9 i,2 釣 le,8 i,8e呈 呈5.6 3,923 圭2.尋
学生グ)i, - プ l撃 e.2 leら
897
3.7
3呈.i
5 ま O,壕 鶴 8,7 22O O.7
修学凝行 3,855 37.2 i,3昏5 lO.9 235 3.7‾ 5亨395 量7一呈
職場団体等 3,3 鶴 32.3 6,2王5 5呈,9 2手83l 4 壕･一O 呈3,289 轟2.O
そ の飽 58蟻 凄,9 99 3.4 786 6事8 967 1 5.O 2,3 5 6 7.嶺
柄
局
餐
逮
機
閑
定期バ ス 387 3.7 3奄8 王2,ま､ 903 7申6 壕26 6,6 2きe6 4 6.5
貸切パ ス き,7 糾 36,5 種壕o 王5.3 2}68e 22.2 圭,8u 28.2 8幸695 27.5
汽車 2,9 鱒 28.i 978 3 4.O 4,8呈昏 4 8.2 2,328 38.2 王ま,O28 3壕.9
電車 17 珍,2 呈4 e,5 59 O,5 王e e.2 l o e,3
タクシ ー 156 i,5 44 i.5 i9O i.6 呈i王 i.7 5 0 i ま†6
自家周車 i,.O4 9 まOj 727 2 5.2 ま事525 l､2.7 728 i 壬.2 4書O2呈 王2.7
汽船 呈,野 昏 王8.3 2§9 9.3 i,5旨5 13.2 昏王_7 豊壌.≡ 奄56毎量 呈轟.?
飛行機 l 種g i.4 壕3 呈◆5 212 ま..8 lo種 壬.6 5e7 i.6
そ の後 18 8.2 i8 e,8 22 a.2 6 e,呈 62 8.2
目
柄
観尭 9,473 9王.5 2,壕oe 83.5 1 8,9 種2 9i.鍾 5書569 8 6i6 28章390 89や7
来観光 329 3.2 leo 8.3 壕6 2 3.9 26唾 4.i 呈,235 3.9
周務 553 5.3 295 l昏,2 568 鍾,7 598 9さ3 2,eま壕 6-4:
顔
行
e3
動
機
口 コ ミ 2,4r36 23.5 i,1286 種3,昏 3,8 59 32.3 ま,887 29.3 9多重壕召 29,9
業者 の斡旋 3,923 37,9 478 16i6 3,8417 32,呈 2,壕75 3 臥5 呈O亨723 33事9
ポスタ - 響 386 2,9 182 6.3 66壬 5,5 まl域 l事8 呈≠263 卓iO
テ レ ビ等 57 8,8 89 2 A 41e 昏.3 茅5 e.5 2O王 0.6
新開雑誌等 9呈 e B 5ま L 8 133 呈,隻 芝9 8野5 3e4 e.9
その他 3,5種芝 34.2 835 2 乳2 3,423 28.7 隻_,89重 29,壕 9,7緒 3O,7
凍
日帰り 蔓38 呈,3 18 8.6 166 i.鍾 9e i,壕 積12 呈示3
i由2 日 3事 紡6 37,鍾 i,3凌辱 46,5 6,293 52.6 2,258 35.i 呈3事757 壕3.5
行 2泊3日 2,288 2主事9 79頚′ 27iS 王,茅25 まl書壬 呈,望52 圭9,5 5,639 l亨.8
l乃 3鈎4日 7昏8 7.7 372 呈2.9 878 7.3 559 8.ラ 2,6･な7 8中2
期 4溶5 日 i,22/i l壬,8 呈2王 4,2 857 7.2 4 7 l 7.3 2,87O 8.5
開 5飽6 日 ,788 7,鍾 68 2サ4 i,le種 9-2 5e13 7,8 2,凄頚3 7.7
6療7日B3よ 圭,2 9 6 i2.5 i68 5/.8 呈,3 感 l l事2 蔓,298 28.2 種才u l i 3.O
合 計 晩東嶺克 leO B 2,922Å i88.e % 12,0種2Å 王8O.8 鳥 8,≠汚毒Å ‾呈8e.昏駕′3
‾
ま,83頚･ Å l o o,O %
( 窪)来分県 瑠l蔚番(呈繋9如こよ哲搾成｡
行磯の利周は少憩を宵8 季鱒男‡jでは貸切 パ ス は春季､ 汽車は秋季 ､ 自家摺 車は夏季 ､ 汽船結
審挙が多を､o 夏季絃担家周車を利潤 した家族孫行と推定で きるo
凄行目納経全体で 絃観光が ト ッ プで 鳥 周 務と菜観光は少なむ㌔去 季簿朗 でほ ､ 観発目的経
春季 ･ 欲季 で 9割 を越え て い る8 観発凝行 の動機経 ､ 金棒でほ業者の 斡旋が トジ プ で ､ 腿
下､ そ の他 書 口 コ ミと鍍き ､ テ レ ビ 書 ラジオ で と新開 ･ 雑誌で は少 憩盲､o 率蹄別 で は ､ 婁
呈3望
董
i
嚢凄-2 観発客a3居住地と経路(呈96 7
- 19 雄琴き
区分
春季 夏季 欲孝 冬季 昏 計
大数 構慮比 Å数 韓威放 Å数 ､構成疫 大数 構成比 Å数 ≦構成姥
･居
荏
也
渡海道 298太 2,9 %
12太 8 A %
52芙 8.凄 % 2 冨永 e,凌 % 3ラ′東大 まさ2 %
衆 議ヒ 23 8.2 ま4l 隻.≡ 望壕7 5書壕 523 呈,6
y
関 東 まき385 13I3･ 呈2 5 逮.3 ､l,呈7ま. 昏,7 3 3O 5#量
‾ 3舟主星 9.5
中 部 4/45 唾.3 4凄 i,5 77轟 6.鍾 壕′55 7ぜ8 ま,7圭8 5甘壕
近 畿 lき282 重2.3 288 9,8 呈,呈8141 9事8 83_7 呈2.昏 慧,5字ま. 蓋ま,2
中 国 呈きま46 呈呈.0 5王3 i 7.6 呈,426 ll.9 量き2:i9 呈8.9 壕事3O塵 豊3.5
四 鰐 432 壕.2 8 7 < 3,e 5釦 壕卓7 52e 乳母 皇,59 5.8
九 錦
く海 国)
宅佐 賀き
宅長 崎)
宅熊 本)
(大 分き
(宮 瞬き
宅魔党轟)
く韓 締
凍 国
5,38 7
6
5l.8
珍.壬
i,85 3 63.壕 6,68l
53
55.5
O*鍾
2,755 凄2事8 董6,878
8
き軍昏壕
7撃3
蓋,6-ee
9e3
3き 罪9
82後
539
24
5昏
52,轟
27.3
2,5
5 B
2.8
量8-3′
2.6
王.7
乳量
O,2
浜
､
Å
宙‾豪 7磨昏 ■､6 写B 2,329 8 8,8 9,岳9 種 78.5 轟き轟27 75,i 23,57O テ壷.5
その観
忠海道
薦′%
常 東
､3,3慧5
3
3 2ー2
凱8
55望
≡
王9,2
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固唾- 3 凍発施設 の 親光琴帝位宅2 8e3年き
牲) 罰府帝書芸8 拓き毒こより鰐成¢
丸殉で 絃轟開県 23% 事 東分県 2隻海 事 そ の飽海弼 ま6% を右め ㌔ 壌開県野 点宥率惑
富商を､o 三
ぅした観発市場構 戯ま高度経済成長期を対比 して もそ の傾向揺蔓霊とん ど封 巳惑
蛋環艶憩い e
男弓磨娃先類埴方中でも凝固輿と蝿元来分界を寓発市費と し 鰯雲ら転写 隣接療域 警揺膏覇魔
の 蒐 敵 中国境発との蘇浮 つ き義軍勤 ち鍔 で ある昏 きら蔓三弦園 鼠 近畿をを
ち つ 恵東都蒋懸と
の績ぴ緒きもみ ら蕗､ 棒殊な鶴発市場牽構築 しでを-ると旨写真る¢
(ち
毛3き観発孝簿軽
図 凄 - 2 揺観来季蓉牲 を示 し恵もの で ある争 観光客 の場合､ まま月 の ま2轟芳 量才萎野 太表
芸ピ
- タ で ､ 鍔下 , 孝男 形 書芸豊 万 8,字種6泉､ 3月 彩 豊里3 万 慧ず 野撃濃と轟蓉う 各 月
‾将 軍奄 芳 毛鍾2唾
Åが蓉 ブ 帝 舶 怒る申 ニ 帝腐 肉措 日額野 鼠 容顔客と亀婁引司楳で 轟る昏 高度経済成長期鎚
敵 襲ま府 解毒芸濃 部 将戟糞 y - ガ ン揺季鱗形 轟を 磯 拳 習あっ た 殊 安定経済威澄期鍔経書蓬
髪鋳み が}ちイ 汐 - 虜 ㌢と怒 っ で き監守 芸 東経家族凄 耗 の 堵凝 を示ずもの で ､ テ
- 背 ′葺 - タ
へ の訪問が目蓋 巧 ¢ 芸艶蔓芸寮♭宅-夢籍客の 多重与 つ 監察輪姥農閑期書芸当莞る冬壕か ら蓉寛が
5/ - ズ ン で ､ 藍藻 舜暑も季夏場結 シ - ズ 野 津 プ で あ っ 恵や-
国 軒3揺額発簸欝を孝柳 ず る銘糞審毒芸つ も
竜て 朗 郡三春tj恵も招 習ある争 8 舟 董絢 が断然
声ッ プで ､ 鍔軍､ 5 尉 豊海 事 3月 奮%と綬< 中 震棒参
事 ぎ - 身デ ン タイ - タ ･ 蓉鋳み を率
㌔むと しで 家族凄艶が動宅ニ とを嚢草 してを篭る8
蓋尊茅
(4) 外国Å観蒐客 形 動繭
2ee3撃現窪蔓こお狩 る別府 野 外国Å観光客は 呈頚 万 3き53呈Å を数える宅別府市 2885き8 号 の
内訳 は､ ア ジア 93%が太宰を畠め ､ 3;R 下､ ヨ - ロ ツ パ 3%､ ∃ヒア メ リ カ3 %と鏡i o ア ジ
ア で看ま､ 韓国 玉里 万 3, 朗3Å が - 番で ､ 次が台 湾五 万 2, 7O8克 事 香港 3,539Å ･ 中国 呈,685
Å とな るo 欧釆で 絃ア メ リ涛 3,886Å ･ イ ギリ ス 呈,22 eÅ ･ ドイ ツ 呈, 呈量2太 が 日 豊 つ . 28 03
年対 2Oe2年比 で 絃台湾 事 香港 事 中国の 鱗少 率が 目立 ･3 ｡
2 市営温泉施設の 一丸洛客
(1き温泉施設 の Å終審の 推移
別府市に 揺市営の 温泉施設が存蓬ず る昏 そ の 中で 有料の 温泉施設揺 13労所を教え るo 別
府市の観光綻計 で絃市営の 温泉施設書こ関する泉浴客ま計ほ あるが ､ 三れ は厳密をこも､えぽ､
藍擾な数 で絃恕い ｡ 高齢者捜索掛 で の A浴 が静め られ て い るか らで ある8 国 4- 種は別府市
蔓こお ける市営施設の 太 巻客染 野 推移 を泰 むたも帝 である母 男手3府 帝蔓こ姥民間が経営ず る観光
施設 緑地覚めぞ撃 を娃 巳め そ 符教書ま多を号¢ しか し､ 現姦を の 鑑詐は兼怠発と怒 っ て い る¢
こ の裏によると2 坪3年現夜書こお喜子る温泉施設の 泉宙客数経堂鋳で 9㌢方畳語 Å を数える昏
飼府海浜砂蕩は 3万 王,3字種太戦 勢番 ピア 涙脇経 巻万 9,93ま太を教え号 281eヨ零封 量撃撃5撃沈
で ほそれぞ艶 王一 種倍 ､ 2書 8倍 ､ ¢. 9倍 の帝ぴ率とな っ てをちる¢ 鱒轟砂寮湧蔓噂親額繭を奉ず の
に対 して 貴賓 ピ ア敦脇経線少額 肉に 轟るo 寮審 ピア轟脇ほ毎号わゆるタア ′㌔ タス 撃 の 温泉施
設で あるが ､ 中途半端怨施設 で観光客の真義永野込毅萎ま期待 できず も 減少 事 停滞顧 鄭三骨
ふ じてをもる｡ 他 の 有料施設経参考ま で葺こ掲載 し恵 鈍 観府繁藤 三 三叢轟家産業会館を除を号
て Å場客数の減少額鈎が著しも､¢ 何ら1か 群舞寮愛護 じる姦質感還あろうや
宅2き市営温泉書こ審 狩るÅ俗事数 の擾移
蓑壕725結露義務雷 ごと蔓こ見蒔事象 の推移を示した態の で あ る昏 高齢者舜 無料晃浴も象 っ
て ､ 母柱野重森な敦餐で結 餐を､窃 三 野 嚢毒ニーよると望粥3琴慶で 晩 堀野露素量7芳 傷 ま壕8Å､
窮脇温泉 豊5 芳 2亨4･壬3Å ､ 柴石温泉 玉里 方 5き7冨7長盛竃玉O 芳 Åを超えてを与る申 舞経不老泉 撃
方 ア,2王3太､ 帝京温泉 撃方 5,嶺87 Å､ 添田温泉8 芳 3,壕29Å と続く◎ ニ の 5年閑吟額舜 を
み ると､ 邪厨海窮砂拳､ 田野 寮監素を除妄ちでを駕ず艶 も常 イ チ 弟 成長量こ普ん じてを篭るo 帝に
柴宥蚤嚢の来車顧肉感富者t; ち､銑 芝艶経開業当初の ご祝儀束帯漆芸鐙毎号た からで 一 望O昏3寧妄こ
開業♭た開茶粥の 磯田藍藻搾影響態喪章毎号とを㌔える昏 別府海東砂夢穏施設の 学 芸 誌
- ア も
あ っ て 専 異彩客数表芸増蔑腐肉にある｡
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図4 - 4 市営施設書こお 汁る見場客数の推移若里99e- 28e3年き
そ経) 別府市紹o 85き蔓こよ撃樗盛o
表壕- 25 市営温泉にお善子る有料入浴客教の推移考量9撃9 - 28O3年)
区分 ･蔓999年慶 28轟寧度 望e8董率慶 2Oe2年塵 2OO3撃慶 8慧/99
幣瓦温泉 12卓O ま2,e 皇轟二重 豆惑.望 9,5 昏身79
泉石温泉 番;8 5,守 3,5‾‾ 凄一歩 4: ,O 昏.59､
不老泉 壬.壕,2 まま,撃 7,9 呈_e書_i_ 昏.7 a,88
田の寮温泉 3.9 6.2 3,5 種事3 凄事2 呈サ¢8
海野与奪温泉
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第5務 まとめ
第5穆で 按第 遵奉で明確妄芸 じ恵男弓療温泉輝碍観発客招 特性に つ を､て 各節 ごと蔓こ整理 し､
考察ずるもの で 凝る昏 若 の鍍紫綬衆 の よう蔓ニまとめる 三とが で きよう¢
重 商磨経済成長期蔓三瀬 狩る観尭客帝案態
一
ノ寮茎蓉漕 揺 茎繋軍率から蓋96萎琴毒こか轟音で実施 じ恵調査率督番を尊属 し貰蓉帝 を行 っ 藍昏
▲∴轟塵轟済成長期蔓芸お 締る罰府温 泉郷 将凍寛容接膏撃 8 悲寧腰 舜 男軽重霊夢宅{兼帯狩 形態養護
重き轟
職場そ の後 の 団体旗行 暮 修学旗行 ･ 薪妙凝行な どが 日豊 つ o 鱒Å ･ 家族繰行 は あま 撃多く
な い こ とが鞠明 した B 顔行 目的 捻鶴寛が尭拳で ､ そ の動機揺勝行業者 の 斡旋 8 そ の 鰻 ♯ ロ
コ ミな どが多 い o そ の 他 の 目的 揺職場勝行や修学旅行な どと想定 できる¢ 男壬3厨で の 騒擾繕
呈 泊が主体だが ､ 連泊も比 較的多い ¢ 観光客府 居住地ほ 丸井は芸過 単数を姦め 一 撃で も垣間
が全体 の 3昏ほ 多 い o しか し､ 中国 ･ 近 畿 8 開束もほ ぼ 王朝を轟めてもちるo
観光客の涜動は ､ 修学凍行生 と新韓客で ダイナ ミ ッ ク な動きがみ られ たo いずれ も熊本 ･
宮崎 事 高岡と の結び緒きが強( ､ 熊本 - 別府 00 宮崎 と い う観光 ル - トの 形成が明らか で あ
る｡ 丸殉蔓こお毒する広域観光jレ - トe)形成毒こ関 して ､ 今回 の 研究で よ 野緬 か密行動 パ タ - ン
が 明藤毒こ怒 っ た｡ つ ま撃広域観発} レ- 声を形成 した観寛容揺職場そ の飽 の 団終審で萎まなi ち
む しろ修学勝行生や寮嬉客 で あ っ た｡ 職場そ の他の 団体客の居住地揺 曳殉及び中国で あ F) ～
修学勝行生や新婦客の居住地総 開発 ､ 中部 写 近畿な どの 乗務市圏で あるo 職場そ の蝕 の 団
終審は転宅 か ら飼府 に直接来て も 顔宅をこ憂撲輝る パ タ ー ン が顕著 で ある惑誓､ 健筆操行生母
寮嬉客結男弓府 を拠点と して 熊本 ･ 宮崎 ･ 高岡怒 ど - 溌A 事 務洩 して お 琴 ､ 広域観光プレ - ト
を形成t,J たの で あるe
望 ポス トパ ブjレ経済邦書こお峯子る聴覚客の業態
寮2簿で 経海地韓 敏 壕温泉き･ 同案屋売店掬蓉温泉き事 哲荒温泉窃事妻府温泉き野観寛容を対
象として ア ン ケ - ト調査を実施 し恵 8 金棒的療健南と して 観寛容揺 望8 凄絶が最も多i ち
寧均年齢給 38轟飛半ば ､ 女性 の 朝食表芸8覇を姦療てもヽる¢ 開行者経堂捧約書芸経夫婦 , 閑
静号 友Å 事 麹鬼 ､ 家族連れが多も駕母 親発布審揺九錦惑言ゎッ プで § 鬼贈 形 率で線審開勇蛋最も
多をちo しか し､ 薄地穿と幣瓦温泉 で 経常寮 ､ 近畿, 中国から鍔A 撃込み挙が ま繋を超え､
広域孝ヒヒてをちるo
男蓄膿 誘客の啓発薄緑も 金棒約毒三枝凄簿構額藩 事 憲兵牽麺長 の綴奔 事 鍔蔚藻藍か ち表芸目受
つ が ､ 薄地馨で萎ま藤野葉巻 の紹発毛斡旋きが 壬割を長寿 る昏 簾行金棒 啓発擾 守経堂終車看芸絵
ま泊表芸多毎13e し湧ゝt/ 領 海地獄 で結 望敢 闘番屋 ･ 幣瓦温泉で 絃 日韓撃亀 慧割褒を姦療てを㌔
壱e 高度経爵成長期書こみ-ら簸 た 重湧閑単位鍔 連添接少疫彰汚8 飼府 温泉輝暮岩盤 跨る涛擾絃 豊
沼と 8溶 ほ 痔撃きが多宅 ち 連泊が減少 してを与るp
観光施設帝真野込 み寮溌措 ､ 飽費漆i
中
学を除くとも 高峰出 事 寮 の菟療慶 事 マ 撃 - ン ㌔葺レ
ス 書 男空き府 田 - プ タ三 才 事 ア ブ 汐 溶 ン 骨ア 軍 学怒ど重量目蓋 つ ｡ 労書磨 の 寮発 呆 感s, 較娃 ､ 明響
温泉狩-寮野花林屋 号 号 の鰻 の埴匿 で萎ま烏 寮 しを七草 - 耳 プ実 - タ牽 抄 ジャ - 義挙密ぎを訪閲す
る牽 - 誘惑雪目盛 っ て 重患o i;惑桟 療惑量ら朗磨藍藻琴飼養芸意姦ずる多宅舜観尭施蜜蔓己封i#驚
霊夢覇
観覚客が訪問する こと ほ少 な い o 粥府以外 の 登 ち雷撃発と して 全体的に 経由寄院が 多い o
高度経済成長期に は見 られ な か っ た療 病で あるo 海嶺獄 で は阿蘇 幸 福開 事 畏蔓曝 書 熊本 中 東
分市な どが多い o 率でも国衆 ･ 申蔑 事 近畿ほ韓得業者Q)団体厳孝亨を判周tj て 与 野蘇 ♯ 長崎 ･
高岡 に要 る広域観光ル ー ト七 の観光地尊者市を訪問するケ - 呆 が多 い 呑 撃j府 田 尭灘九州広
域碗光jL, - トの 拠点性 ほ しだ い に 薄紙 つ つ あるが ､ 労j府鶴覚の楼慶喜こぼ広域観光 舟 - トの
存在 を無視する ことほ出来な♭ヽ｡
別府温泉郷 の 5廃 幣評席で 経 ､ 海や出の 風景 ･ 温泉地と して 符巨f3療 8 温泉施設を芸対する
評価が相対的に 轟く ､ 買物施設 ･ 料飲凝覆 事 変通草構な どに 封ずる評腐 が畿旨蔦¢ 別府 の 今
後の 課腰 と して ､ 露天 風呂 書 経車場 書 観光イ ベ ン ト ･ 散歩道 ･ 観党寮内施設 ･ 街並み脅盈
親 書 温泉僚緒漆芸あ妄ヂられたB
3 ボ ス >}濁プ)レ経済期結お 狩る賓穀客の 薬療
第3鱒で 絃都市添 テit, 書 観党務館 事 和泉簾館 書 貸閑務館 将 宿泊客を対象 と して ア ㌢ ケ -
ト調査を実施 した o 宿泊客の 年齢層措貸間贋館 の 場合絵比較的高を写腐肉毒こあ る ､ 軍機単勝
揺 56. 3歳､ 昏¢歳代尉よ表芸過半変を姦椿て い る¢ しか し年 額盈廉館 絃 2S轟柁が 4靭近く を
占める｡ 観光市場経巻市添 テJレも 観党務館毒こ彰毎号で薬京 事 東野意ど来者番霧か ら鍔 A 撃込
み客が沈毅的多い ¢ その - 療は ､ 長崎 書 雲助 事 阿蘇 ･ 熊本意どを訪問 して お 琴 ､ 頚E 蓉九州
広域聴覚ル ー トよ の熟慮地と して機能 してむぅる ことが朝岡 した｡ ニ新ノ蔓こ対 して和風簾館 書
貸間簾偉ぼ凝固県を申患と む藍兇用蟻着か らの 長野込み審意冨田立 つ ｡ 広域観光舟 - 声息毒∈
さ鐙零する観寛健を訪問するj宅ダ - ン で 往なく , 別府温泉寮 l カ所 で薄霞する保養 書 体蚤輝
惑芸多をち8
罰府鶴発e)定番 ス 欝 ッ 臣事ま､ 璃寮範 ぞ撃と轟鋳出である｡ - 秀 で経 ち 新興 貯蔵発男 爵 ぎ
トで 轟る明野温泉の 寮の茸13､屋 ､ その放 で 措罰厨温泉輝舜周辺霧で展開替 るヂ - マ パ - タ
や レ ジャ - 霧費恕どを訪問する額肉が 日豊 っ て嘗 藍ふ 罰府封外 で経 由寒院温泉を爵閤ずる
ケ ー ス が多を､や 一高産経済成長期蔓こ繕考えら轟蛮勇毛 つ 恵腐肉で 轟る｡ 遠薄 で 結束労蒸発帝の
国衆準轟や琴在韓奮疫どの教案堆を遜るタ - ス表芸砕 身駐 機真でお 琴 ､ 福岡市智東分帯を訪
関するケ - 弟 も紹できたふ
罰府温泉郷毒こ総数多(野鶴光施設が意姦して い る｡ しか しち 今野 の 常憲 で捺 その 訪問率
の乾き表芸明確毒こなっ たo 訪問準滋竃量昏繋を超え恵観発麗質萎まわずか 習 ､ 番頼 む怒涛館 野 タイ
プで訪問発娃尊母異怒る責芸､ お 潜む転機米 事 轟碕由 ♯ テ - 腎 プ宅 - タ 書 寮 野 茂j31h慶 事 整鹿渡
設 聯 定温親密どきょ 商店街 静3解釈解き疫ど表芸目､豊 つ 軽度習あ る¢ 洛開率ア壷プ重電膏擾の寮
ま昏写
題 と怒ろうo
別府温泉簿以外 の 立ち寄り克は ､ 務館 の タイ プ で義なるo つ ま撃 ､ 貸間廃館狩 場禽 ぼ別
府温泉輝3;R 外立 ち寄らない が 6割弱を長めて い る 8 しか し､ 観党旗館g3場合揺 7蔀強が別
府温泉輝駁外 の観発砲 に立 ち寄 っ て い るo 主な立ち寄り発と して は ､ 全体的に は由布院 f
阿蘇な どが 目立 つ e 審市ホ テjレ ･ 観蒐節線の場合ほ童 ち賓Fj発表芸比較的多u o 開束帯場 の
場合 ､ 特に孝市ホ テ ル 暮 観光添館桔長瞭 8 熊本 ･ 阿薗 の 訪問挙が 轟く 号 広域観幾Jt, - 較を
形成 しても､るこ とが労 るo そ の 飽の 立ち寄り発と して 経 ､ 福圃帝 書 国束半島怒 どの 紡開挙
が比較釣高い o 高岡市場 の 場合､ 罰府温泉姉以外は立ち寄らな い が 5静iか ら 6部蔓こ達 して
い るo つ ま撃 専 罰府温泉務 田 訪問を主目的と して お り ､ 途 中絵飽 野 観党蟻に 豊ち寄らない
パ タ - ンが比較的多を勺と言え るo 由布院喜こ対する訪問率もそう轟宅なむ､母
欝3府温泉姉 の 5段階評儀 で結 句 観党旗館 で結審泊施設 事 務や幽 の風景 事 温泉施設 な どに
関する評価が轟い o こ れ妄こ対 Lて ､ 帝政施欝 事 買物施設 ･ 観光構車などの評価が相対的に
低い o 今後の 課磨と じて 絃 ､ 観党務館で 経温泉情緒 事 露天風呂 ･ 散歩道 事 観発イ ベ ン ト 事
街並みと景観 事 買物施設に対する要望を童として 坂野七重ヂてをちる8 欝3府温廃寮 の今後 の課
題 と して ､ 温泉清緒の創造 事 輩歩道牽散歩道の整備 ･ 買物や斡幾施設の 鮭発などが あ毒ヂら
れ た｡
4 観光客狩変容
第4簿で 経夢才府市の観覚幾許を爵属 して ､ 最新 の状況を把握 した｡ 別府帝の 観光衆評に
､ よると ､ 男弓府市におげ る 2O¢3年 の 観光客数捻 呈,呈63万 6,5呈5Åを数え 専 顧酒客数揺 35%
を畠鋳るに 過ぎない ¢ また観兜客数の 内㌔ 修学弟狩生結わず か蔓こ呈% の 姦宥率 で あるo 男fj
府市 の鶴来客蚤は i9冒6年蔓こピ ー クを迎えた¢ 石 醜シ ョ ,jクが ま973年蔓こ訪甑急 熱 量97毎撃
ほ奥別府と称きれ る安心院町 で ア プ リ漆 ン ずフ ァ ジが開園 した寧 で 与 韓霧と幾 っ たo 量976
年 の観光客数ま,3茎2労 農, 繁2Åを費え､番終審の 姦有率経壕7繋 であ っ た夢 修学康行髪結呈9 防
隼に 王42万3,233Åと ピ - タと怒 っ た ¢ そ の 轟音率繕 ､ 観寛容数の 752万 8,89eÅ の 内 ､
実に 2割も義範た の であるo そ の 後､ 修学発行生ぼ徐 府書こ減少額 舜を示 し､ 豊野豊年滝こぼ 呈O8
万Å 台､ 農99豊年蔓こぼ 5e万Å台､ 重999年蔓こぼ Ie万 Å台を解り込み ､ 長期畿落腐肉が綻 p 七
い るo
宿泊客数は 重97豊年か ら王988年ま で 58O万泉を超えて い 藍が ､ ま善巧豊年書こ5e¢芳Å台を割
り込率､ 現在はかろうじて 壕08万Å凄を維持 しでをもる¢ しか し実数結 38e芳Åを下縛 っ て
を1るとい う推計もある¢ 日韓り客数揺 重978撃をこ 7e8万泉を薬療 し､ バ ブ 舟経済期の 蓋99蓋
董覆審
隼に 8 O4万 l,235Å と ど - タ を適 えたが ､ そ の 後ほ変動招 暗が 著 しく ､ 788芳Å 密接 準を
推移 して い る o 2 08 3年 鍔観光街場ほ 丸 剤 68% が 最大 で ､ 以 下 ､ 鰐素 量呈% ･ 近漁 9% さ 中
国 9 % と続き ､ 外国Å は王 0/o を畠めるo 丸邦で は凝固県 23% ･ 充分県 2呈% ･ そ 野 趣 九邦
1 6%を姦め ､ 遠国県の 轟音率が轟 い o
こ う した市場構成結高度経済成長期を対bヒして もそ 野傾向は ぼ と ん ど愛子とが現れな い ¢
別府 揺曳 用地 方中で も福閑県と地 元尭分県を観光市場と しなが らも､ 隣接 地域 では そ の 他
の 九州 書 中国 地方と の 結び柑が強 い の で あるB さらに は窮寅 ･ 近畿と言 っ た東都弔圏と の
結び付きもみ られ ､ 特殊な観覚市場を構築L, て い ると い える缶
20 O3年 の 観渡季鯵性 は 王l 月 ピ ー ク と して ､ 以下 ､ 8月 ･ 3月 と続き ､ 6月 が 浄 フ の 月
と なるe こ うした腐肉は 日韓り客 ､ 窃蔚客典 に同様 で あるe 高度経済成長期以降 ､ 別府ぐ特
に 北浜きの観光シ ー ズ ン絃季節 の 良 い教季で あ っ たが ､安定経済成長期以降桔夏休み が/㌔イ
シ ー ズ ン とな っ て きた e こ れぼ家族連れ の 増廓 を示すもの で テ ー マ メ - ク - の訪問が目立
つ o 従 っ て ､ 観発施設 の観発季帝位結 8月 が断然 トッ プ で ､ E;R下 与 5 I 3月 と鍍く o 夏休
み ､ G 闇､ 春休み を中心と して 家族連れが Åり込 む こ とを現 して旨､るo ニれ に対 して 爵治
客 の多 か っ た鉄輪結農閑期に当た る冬場か ら蓉党が シ - ズ ン で 竜 温泉 の 熱 い 夏場は シ - ズ
の オ フ で あ っ た｡ 外 国Å観光客経緯国 も 台湾を申3むと したア ジア 系が真率を 畠め ､ ヨ - 冒
ツ パ ､ 濃釆は少 ない B
重き蓉
第 5牽 観発砲域 鍔 活性柁
第 王節 行政 に よ る観光地域 の 活性i巳
1 第2次澄界大戦前
明治維新とな っ て 廃藩置県で別府 揺日 田県に属 した 0 日開発無事の瞭方蓋義経別府 搾 視
察を行い ､ そ の 際 ､ 薪飼蔚港 の 彪要牲を説き ､ 王87ま昭 治 轟) 琴萎£県費を持 っ て 完成 さ普たo
さらに 王87壕撃に 絃県費に よ っ て 不老泉 ､ 耗塵温泉､ 轟 施薬温 泉怒 どが新轟き艶藍 ¢ こ う ♭
た温泉施設 の 新築を契機 と して ､ そ 招 夜 ､尭 圃温泉の寮築帝改築な どが相次もうだの で 轟る母
ニ の ように明治初期 の段 階で 揺立 県当馬が港湾 と温 泉の 整轟を進め 戦 温泉野 鼠轟蔓こ対 して
は 呈9圭2年 8月 5 田､ 大分県評令 32号で鉱泉取締規碗 を設げ ､ 泉源 節 操諸対策を開始 した昏
里9O6年4月 ､ 新府 と浜脇の 両町が合併 して 薪 しも甥巧府 野表芸誕生 し､ 観光温泉飽 野 建設に
当た るこ と蔓こ怒 っ た｡ そ こ で 1989年書こは別府町史等温轟取爵規定等 泉寮長待遇方駄 馬 海岸
砂費管理津軽を公務 し､ 不老泉 ､ 艶脇酉温 泉の 七等温東経有料 の 野営温泉とな っ たo そ の
際､ 温泉事務桑 を設置 し､ 温泉行政 の噂条となっ た e 呈撃王呈寧妄こ経温泉課を新設 し､ 助夜が
これを廉務 して 温泉 の管理や観光宣転書こカを注を与だ 沿 で象 る¢ 豊9董8年蔓こ経別府野温泉詞嚢
会を設置 し､ 笹泉資源 の調査 を開籍 した苛
‡9王立率 撃月書こ繕 ､ 耕療整理経 の朝露する ニ とで 戦 士埴開発を積極鱒を己軽輩 し喪中 蛮驚荷
車業と しで 経耕砲車理書こよ る市区改選漆芸あ養母 磯匪改正 は 豊鮒6尊 から始ま 撃､ 薄紫蓋 し藍
遜務を露費状 の 計画道路蔓芸変更ず ペ 宅 - 来賓莱とな っ 監 守 芸事揺男葦3厨駅南盛時 麹蔑 撃 与 蔑
i望l
川適撃鍔鮭暗 領 海岸凄 撃 野愛鳶怒どが行わ禿ち 蔓昏望8寧蔓こほ敦脇を除を写で金野域毒芸わ怒 っ 嘗
遷韓群が完成 し藍 鐸 で ある¢ 姦ら毒芸愚衆予 碍 行牽蔓≡対 して 由沿革地区蔓岩野書腐食 園を漆盛 Ej､
民間資本量こ対 して は男巧療港南の槙原壌発で め海岸壕 童芸事を認可 し確 報発藍藻健吾巨で の
基盤整備を着実蔓こ進め恵 の で ある¢ ま9母轟琴毒芸萎ま東野顔密書こ町有壕 を無償 で理解僚番 芸藍 で ､
別府轟草 薙漆芸完成 むち 別府添 字 序結朝原凝帝家茂釣疫夢殿春草 滞 空蔑 っ 藍 ¢
量92庸撃紅別解 野漆芸駒府番と 怒ると汚 辱任の 温泉深憂 を置き ､ 温泉係 と梯摩藤 橋姦 狩観
発係き書芸琵労E,藍 の脅ある｡ 193番聾者こ磨ると観発係を観発雷蔓こ分轄 L､ 温泉課経 温泉行政
に専念ずる芸と蔓芸怒 っ た¢ i昏28琴暮≡措男弓府寮療 昏周撃を記念 し野外博撃金を帝尊 旨た串 壕
所轄嗣厨蛮濁 と理 恵 ♭藍ぱか撃 将 轟巷薄摩 であ っ 藍や 市区改選も完成 しで温廃寮楽観蓋 むて
で 野 封府を内葬蔓芸知ら し縛 る - 来賓業と怒 っ 藍¢ きち蔓こ萎ま蓋撃き5琴 の穿圭密葬 専 亀罪蔓野 専 額田
孝軒石蟹軒 の食静 牽記念 むで 圭9透写撃書芸罰窮塵圃蓉嚢蓉蓋 し雷撃際立轟乗博驚会牽開港 ♭藍尋
董番昏
2 第 2次陛雰東戦後
(1き観光道路と観光港 砕整備
別府温泉郷ほ第 2次畿界大戦後 か ら高度経済成長期蔓こか喜子て 藍泉鶴来都市 - 完全に 変容
したo 民間に よる観寛開発 の 高度托 ､ 行政毒三よる後発政策野推養蔓芸よる もの で あ る8 ま958
年 に別府国際観光温泉文化尊前建設蔭(以下 ､ 労3府経きが 公布 き絶 ち 別府国際観光港(以下 も
観発港卜 丸神域新道路(やまなみ ハ イ タ 芸 イ) ･ 市街地整備をこ閑ずる行政董捧 の 夢莱が進展
したo 九嫡横断遠路は 1951 年に 工事が始まり ､ ま96凌 辱に完成 し恵e 九州 で は凝 めて の 戟
発道路 で罰磨 か ら阿蘇を経 由 して 熊奉 に至る まで の観光プレ - トが形成垂 れた の であ るB 観
党務緒 王昏60年蔓こ3,eeeも す るニと で寧和島運輸が移転 し､ き ら書こ ま967撃に
は 関西汽船漆芸移転 してきたo
こ うした観光変遷蔓こ開ずる整億と ととも蔓こ新 ･ 市街壊の整儀事案漆芸進め られ た母 前者蓄ま
高度経済成長期蔓こお 狩る石垣 土地 区画整 理事業､ 後者 は安露経済成長期着こ磐喜チる轟巌再開
発事業で ある昏
ほ)三石垣土 地区画整理事業
石 垣地区 の 区画整理事業 軌 ま959窄 まま月 ､ 努ま £ 区の 工事蔓こ着手 し㌔ 豊962車 重¢B 蔓こ完
成 した e 経 工費絃 2億 重,37霧万 2,¢窃専門で ある合 葬 呈 三 区の凍結海岸線 ち 西経 国数番線 ､
南絃境 紙 数経春木m蔓三園まれてお 琴 ､菌療 経 嵐 7転轟 の 区域である¢ 中盤蔓£揺威容を資材､
全域 を商業地域と し将来的に揺別府駅の移転を計画i, た狩 である若駒府帝 望紳3 ぼ かきe
第 2 工区の薦ほ 日登本線 ､西 桂嶺鬼意義零学校及び藤尾病院の寮頗を蘇ぶ線 ､南 ほ境)圭書電
熱ま春木鵬 こ務ま鵜 葛 藤看壕 書 雷弘 ･ 南須賀 事 蓉喪舜 遠 野蔓芸また湧蛋るま感冒. 3h畏 とを与う広東
恕区域で あるo 鐙三牽揺 8昏優 8,串望3万 8, 縛8円 であ っ た¢ 三撃綬章ま 玉露事業蔓芸劉凄綬を預
て 19 糾寧3月 3量目緒で 着手 した¢ 呈979年 3月毒£エ革緩 経書富姦写 し複 漁区内倍額韓網接整
然と し恵街区とな っ た ¢ その 擾 ､ 清算期開を含舜 蓋99惑撃3月 3量目 をも っ で 革菜絃完了 し
た昏 第望 芝 区 で経堂固､ 住宅頗壊表芸数多宅確保き艶恵が 号ノ家光漆欝 の養鰯繕歩意宅 ､ 窪宅
壕の 率で商業施設漆芸遺産 してを一番毒三遷 嘗怒を勺｡
宅3ラ浜脇再開発事美
東脇再開発事業量ま, 蓋式蔓己経罰府国‾舞鶴糞藍廉文子E 事務建設静函も 轟脇 兵術医薬 - 種市
街磯野開発事業で 姦る¢ 王事臆 圭98e撃紅 麹ま琴 ､ 量撃9漫寧蔓三嘆蓋 した o 開発轟額絃 董卓 執 員､
線審英資経 誓5億 円で あ っ 監 ¢ 石 麹シ ョ ア タ孝府 圭9写5年 毛 国際額尭温泉窯結審帝と 払で 狩
野性を考慮 しち 親密帯当濁穏 再開発義孝構想を策定 した昏 市街磯野 合理 的か つ 種堂恕高度
茎竜王
郵j摺 と港市機能 の 繭皇 を図 るた め で あ るo そ の 結果も 緊急軽が最 も高 い 地 区と して ､ 喪巌
地区が鐙置村暮すられた の で あ る(別府市2 桝3 ぼ か)o
i970年頃 ､ 浜脇で 結 か つ て の 賑 わ い を取 り戻すため蔓こ､ 蟻 区全体 の 問題 を検討するた め
の 蔑脇地 区振興対策協議会が結成きれ た o メ ン バ - ほ地元 良治萎農 春 繭店豊 事 滞留経営者
な どで あるo 協議会看己よる別府市当局 - 陳情活動が始ま撃 ､ 再開発 搾機運 が寓意 撃 つ つ あ
つ たo そう した 申で 1978年に は 地元権利者約 i58名 に よ っ て 浜脇地 区A街 区再開発推逐協
議会が発 足 した の で あるo
罰府市当局ほ 1979年 i 凱 浜脇 で南部再開発事務所を設 置 し､ ま9 8 年壕 月毒£罵の 寧菜
採択 を受毒すて 工事が飴ま9 苛 ま99圭撃 3月蔓芸竣 三 とな っ たo 事業地蔓豊2 つ の 街区か ら な撃 確
鬼 ま と鬼 2街区とが あるo ゑ ま街区に 娃地区公 民館 書 捧膏偉 才 広場 牛 浜脇温泉 孝 多目的温
泉保養館など公的施設が設置きれた. 温泉施設結再 開発の 際着こ敢9壊され た艶凝高等温泉
の再現ともちえるが ､ 今とな っ て 経文化射的恕健俵が轟をヤ喪巌高等温泉の 取野壊 しが悔やま
れ る¢ 魚 2街区に揺従前の 居住者がÅ居でき る再開発住宅棟を建課 し 専 また 商店街 の 近館
iヒを図るため七 琴門店 事 盈贋屠の 商業施設として店藤療を配置 してむ篭る申
こう した再開発 の 鰐孫 で鶴発露泉磯と して の 擾昏漆芸期待萎れ た盛蛋､ 荏霧から営業 してを､
た築館揺す べ て凝漬する ニとを己な っ た ¢ 再開発習篠 如 芸町並み 経緯薦蔓芸磨 っ 藍表芸竜 温泉街
と して鱒緒ぼ薄れも再開発か ら外れ 整地区蔓こおを§て ち涛琢 2軒が営業す る蔓こ留ま っ で い るo
宅4き 国民保養温泉地と して の 鉄棒 事 明響 事 発石蔑義
男き3府 は 温泉地 だ暮サあ っ て , 麓 泉施設 の 整膚緩 着 か ら逐 椿 られ て き た¢ ぞ 野 ル - ヲ ぼ
主客74′蔓明汚 貫き撃 ち 県 勢 こよる不老轟葛 餅 監 察廃案温泉療どの 新築 で 轟っ 恵o ぞ 野 衡澄男弓
摩市当局蔓こよる温泉施設狩整備が澄み髪申 そ 野飛乗 締まま撃望8撃の 窮脇高琴馨 腐で 轟香合 新
府市制5周率を記念 し藍開設 で 轟野 卑 轟脇寮温泉､ 背恩衆の脅穿と怒 っ 恵¢ 市営蚤衆揺現
夜で 繕凍海考温泉を除も奄七別府 軍費で市営濃義盛芸開設さ耗耳を篭る｡
温泉藻設とその牽尊寧は次の湧琴 で ある｡ 呈昏5軍琴和 琴老廃 も 重繋董撃 狩海野弓蓉慈義 一 王昏78
撃招鉄棒む し尊 号 豊常8年鮮 別府海 締 看2窃窃2撃改築き､ ま99星寧の 泉石温泉､ 董919番卒 野鶴寿
敷 王998撃砕 渋の寮 汚 豊9 発琴の 竜顔塞桑宅テ7t, マ スタち ま撃99撃 の 田の 寮温泉 ､ 望eO望撃 の 喪
国温泉､ 2 掃3年 の 堀田温泉で ある｡ 老窮霊泉をテ ル ∇ スラ繕 工費約 ㌢億 円で完成 した未墾の
巷廉施設 警 ある｡ 主な施設 8 夢額萎ま王階毒芸結審凄浴露 光 2 包 む E;風呂米 2 ､ 露夷最 呂x 望 句
横シ ヤ ヲ - 完 2 戦 野恵せ羨､ ドライ牽タテ､ 採瞬浴 も 予察摺健津野ミ ジャ タ ぎ - ､ 療養 ､
魔界健康浴去 望野暮こ絃休憩蛮勇誓轟 る¢
蓋昏望
鉄輪 8 明響 ･ 柴石 温泉結 198e 琴 3月 呈9 巨‡毒こ国民保養温泉地蔓こ指定きれ ､ き らに 呈98豊
年 7 月 15日量こ国民保健温泉地 ､ 続 い て ま99壕寧 8月 王量 目妄≡発 石璃区 が溢 れ あ い 事 脅す らぎ
温 泉地 の 指定を受毒すたo そ の 計画 面積は 285, 3 熟為 で あ るo 溢 れ あ い ･ や頭
締 らぎ館 揺 呈997
撃 4月 呈5 日 に開業 したo 構造経木造平屋建(頃嚢屋穣き､ 建設面積 揺 53ま♯ 蓋8 m
2く産床面積
50 2. 38m
2
)､ 敷境南積は 2, 呈77. 83m
B
で ､ 事業費ほ 3感 9, 498万 9,480 円(王99凌辱慶 - 呈996
年度 の 3 カ 年事業)とな るo 表 5- i は柴 石温 泉の 事業費 の 内訳 で あ る｡ 施設 内容経浴室梯と
して ､ 普通蚤 ･ 高温象 ･ 露天風 呂 事 む し寮
:
･ 家族寮 ､ 管理棟 と して ふ れ轟 い 書 ,管すちぎの
番屋宅学習 書 休憩周ラ､ 事務室 ･ 管理Å姦 ･ 衆泉 事 海象怒どが あるe
糞5-王 柴石 温泉の豊儲事業の内訳∈量99壕 - ま9撃6年き
区分 1 9凄年度 呈99‾5零度■ l顧6年密 蛮捧
国
‾
･ 県葡助金 2,688,eO/O 29才媛 O,8Oe 量37,232,e8e 呈69,壕e8,8窃窃
地寿虜 量,O縛 ,O8e $8,窒oo,紳O- 6e,5eO,OO 8 呈29,7窃e,8錦
- 療財源 . 2Oき5 韓,撃59 茅5,2 謂,審9¢ 礎き豊8量,朗2 95垂鱒量,壕′辞
計 堅空l撃種,85 撃円 132,98 ,‾899‾一円 g137,83, 鎚
Ig‾内 重要壕廓恵三廟窃‾内
∈琵浮3府市の 資料による｡
窮民確健温泉地の 鰐係 で 揺森林遊歩道カ竃完成 してを､るo ≡ の遊歩道揺嗣穿と発 着 を結ぷ
遊歩道 で ､ 整儀年度按 豊987年 事 19S8年で ､ 森林遊歩遷蔓全長 ま. 5 奴身 標高 ま壌壬n - 3種召迅き
の 他に ､ 展望台宅急 索所き 事 休憩所宅望 カ所き 一 意衆優所宅2 カ所ラ療どが整備さ耗浩 8
宅5)2ま啓発 の 観光鴇域づi 轡
ほ 奉 - の 温泉を生 か した観光変節を目接すj を公約 の - つ と して ､ 2ee3琴 凄月 に初当
選 した轟 闘将別府市長は 同率 7月 7 日何で会商調整課内蔓こ rまち づく 撃推凄憲j を設置 し
たo
'
滋
これ ま で ソ フ ト薗で 絃民開通霊主導t,た感が あ っ たまち づi野暮こ対 して ､ 行療惑蛋選れぱ
せ怒が ら参薦ずるニ と蔓こ幾 っ 監督 農捧約密事菜の - つ と し耳萎慧廃寮窮厨まちづ 宅撃支援事
案磯助対象事薬漆芸あるo ニ の事業緩まちづi撃擦進轟 碍鶴来濠ちづ宅撃塞き漆芸率′むと怒 っ
て 立ちj=毒ヂ恵巌織で ある廃寮餅府まちづ くり糞援事業協議会宅事務局経別府市境発協会き表芸
行うもの で ある魯 2哲歩き年度 で揺 重字 の 事薬毒芸､努 しで 雫 孝軍学芳一撃, 聯e円を鰐鎖 し､ 活動を支援
己怒o 2 紳5撃度釘 補助対象事業の - 驚接牽5-2蔓芸承す凄撃 であ 香o 経額 感母 野円の稀換金
を29の 事業書芸分髭 し ､ そ の成果結審実葺こ-丑 葬 っ てをヽる｡ 審案 の率請毒芸つ も､で 絃公開帝 プ レ
ゼ ンテ - シ ョ ン を好も㌔写 審査農8泉が 絡 項目宅熱意 ､ 壕域 手 鏡発露蘇度恕どき蔓こ つ を号て 各 5
姦で欝額 し号 凌辱e 底意葺演題と怒 る｡ 轟ら蔓三善漂市民表芸童棒となる ㌢農事嚢ち増宅 撃ネ ッ 巨腎
- クj (通称奄 衆まちネ ッ 軒き を窒 ち皇萎ヂた o 現在ま驚喜芸5 国 昭 愛鷹会が開単き糸 ､ 芝Oe5
寧 圭ま月蔓こ経堂国_まち増宅 り変韓東条惑霊園肇姦艶 る昏
董63
嚢5- 2 藤巻別府まちづく哲薫援事業番助対濠撃薬 - 繁く2e e5寧き
頼鐙 璃蒔名 事案名 墾慮 ､静助欽定額
i 肉感鍔㌻細 田とむらづくりjを考える会 磯田とむらづiり 望昏8 2 5-8 万 円
2 ゆかた8eピンポ ン実行委員会 ゆか恵deピ ンポン 2 5穫 2望.8
3 別府留学生援護会 爵の澄ち支社国群発寵 2 53 22.6
壕･ - 遍土人探索会 鉄線むし湯の学術静養及 び常磐静子持戒 2 50 2望.2
5 別府商工会教頭膏率部 チ ッ溶 マタガ ツリ - 点好式 2壕9 2望.e
6 巧匠哲学会 幣
専
管街をやわらかに 芝種種 2e.9
7 充分民放クラブ罰府支部 地域愛詫r文学散歩j藁善巧紫朗密会 2確¢ 1 3.7
8 幣瓦ゆうぐれ散策実行委農会 幣瓦ゆうぞれ散策 慧39 2 8.鍾
9 柑P O法Å鉄棒改行む写像楽部 鉄棒温泉r鉄泉壌貸置j 望39 2e,壕
l O鉄輪資財会 療句を通した鉄輪の町づく撃 望39 呈2.2
il隠柳保存会 顔, 隠由壌区堵域活性イヒ 望3ア 29.呈
王2 河戸O法Å宵酔女まつ り 飼府欝酔女争ン パ普及 2 38 王9B
1 3弼PO健太自意支援センタ - 彩 彰 をヽた ′竜yアブぎ ー 探検 嗣蜜と車
- ム ペ - ジ書こよる傍礎盤開 2 38 1 7声O .
1 4弼P O猿人福祉の森 穂域凝祉サ ロ ン 如 ､･ あ い変渡 2 33 19*轟
呈5 別府見落亀)ぎ!温泉r亀凄メ解凍轟j を亀)事fのまちづくり, まち溶 こし 23呈 i 9.i
呈6 露可弗保育所ちび っ この会 ちび っ この会嗣府九蓉こども竜も､ っ ば い 運動 2 29 ほ.5
ま7朗磨泉と予 の邸巷 鳥形塵呈よ轟と蔑み聞かせ研修 229 8,
Ⅰ8教案遜り会 教案清め沓三社参り 228 i8.3
19男事磨]毎資轟騒倶楽部 轟脇タオ - 考 ン ダ マ ップ作成 望27 ま8.鍾
2e 太陽の家むぎの会 衆審別府車球バ レ - 曹及 223 王7,7
2 l 河戸O縫Åグぎ - ンライフ倶楽露 嗣府民磯の整理編纂書常盤構常メディアの作成 22 O 17.i
22ヨ ミュ ニ ケ - ション プロ ジ 淀 タト寒行 番鼻糞 r見て発見 ! 遊んで経験 芳巧府こどもフ 芳 ステイ
パJレj 2 壬唾 呈6.呈
23 芳弓府南部レトロ クラブ 罰府南部レトロ モ ニ モ ニ 温 メント資産 芝豊吉 王5.5
2凍一男弓府音民家療づiりの会 音民家町づ(守 2e 9 蓋5.2
25 B E P P u P 琵8J琵C T 写真集r ㌘王LOT #j宅パイロ ット) 繋傍 28 6 1 4､,番
26町 の落協蔑蛮 を路地養温泉めぐりと鉄泉場の費贋 2召2 1 3事9
27 紺P O添Åわらペ 高齢者等地域安雄会堂び蔓こ慰問 2聯 7暮2
-B}下 ､ 改題. 筆書
62 磯 轟7壕,e 万円
2 8仲間達野柔 浄開轟哲蔑見変渡静態4巳 差9 6 3.e
29 ピー チ 展 蔓蓉寮て 療 ぐも､展ま濠び⊆繁藤 笠ライ巨ア･?プ3 呈9萎 3.e
3O泉寄港らっちや 墾スポ - ツタラブ 泉番おらっ ち母型穂域スポ
t J31クラブ ま9e
3l･野 0添Åライフ ･ネタト 南部地域の鎗壕と務酵著聾知慮予防 玉串9
､ 32･別府S Tクラブ スポンジボ
- ル テ ニ ス 渚習会及び資涜耗食 呈番呑
33歩ま府料幾協同雑食 B E/B 轟 S H O 鵜u 望∈食
書色)窯色舜 パ - 紹 まア望
3轟 [第
- 国学王府.一 驚健
一
映 画紫j蛮行 蓉発会 寮 - 回飼府
fi 覆儀 甘 酸密葬 呈5壕
警ナ 量2多茅
食酢 7529 種軒 ,a/野 田
宅豊潤府番の弱P毒こよ撃砕成｡
2 紳3撃 壬8月 ､ 桑田 市長絃粥府観光席藩戦略会務を童ちょぼ監¢ 別府観党再生蔓芸繭拷 た
投書を男弓府鮮肉外の蔑音量三愛め恵め で 轟る8 会議経 2 斡垂率 9月まで国儀姦艶 , 賓の薄紫揺
労減 観光推養策野答申と むて 発塞きれた¢ そ鍔要欝経歴愛展恵を豊治寄ら恵 まちづ宅撃を遵
韓､ 男瞬 市を訪艶 る霧行者と地域住民漆芸発韓ずる魔力轟る鷺ちを搾る 三菱蔓芸ま一撃 寺 務民蔓≡
活弁を登み損 L､ 新 し毎き経済串費を生み出ず 芸 と着こある｡ 鷺藍圃時蔓こ男琴府が驚 節-=誇る温
泉文書Eを督 劉 芸発信する ニ藍で 轟 る¢ 考 昭 藍 療蔓芸経費韓文才転と温泉文色
事 固有 の常盤蒔豊
壌 ･ * やぬ- の妹望 ♯ 渡威容 対転招 近伐産業遺産
･ 出野 手 招弼荘文才巳などを観寛資落と し
て磨き長峯ぎ､ 帝筏ず 掘 て 鐸摩姦と して発薬毒≡ 掛予て保存藷周ず る三 と漆芸望鷺鈍 ると 戦 まと
舜､で P る8 まき蔓昌男蹄 の境域固有の シ ン 釣t
,竃壌発賛辞きを生か じ恵ま 毎増宅撃 の授寮で あ
っ 苛 ､ まちづi 9で穏 な宅 斗 まち増かを 甥 腰馨 で 轟ろうD-
重辱凄
こう した客車を受星亨て 28 0 5年 奄 月∴ 男事j府市当局 緩行教権構 を東療妄三敦聾 した e 観発鰐係
の 部署絃 O N S E N ツ- リ ズ ム 局 と して集約きれ ､ 観覚ま ちづ くり塞 8 温泉振 興室 一 国際
受渡董 の 3塞 を設 置 し ､ ツ - リ ズ ム の 推進行政蔓こか かわ る部署を
- - 義絶 したg3であ るB
ニ の ように街 づく りに 対 して 蜜民 の 経緯が - 棒とな っ て 愛韓を深 める 三とは 尭変意義深
い こ とで あるが ､ そ の 鼻捧的な成果となると ､ 発行き 揺不透明 であるo 嗣府]も教学才 - ク 書
別府)も蕩温泉遺 書 オ ン パ タ などが別府市民 レ ベ ル で定着 したとは い え ､ 街 の疲弊が確実喜≡
進行 して お姿 ､ 基幹産業 であ る凝館経営経実に厳 しい と貰われて毎号るo
第 2番 地域住民蔓こよ る競寛地域 の活性4E･
呈 男噂府毒こ溢 跨るま ちづく 野
∈呈) 廃館書こよる顔を､込みと まち の 疲弊
近年 ､ 別府温泉輝 で接 まちづ iヲ を意図した 民間 レ ベ ル で の鎗動 が活発書こ怒 っ て きた¢
安定経済成長期322A降 の別府観尭の落ち込み に対 して ､ 志 の あるÅ J&漆芸塵 ち皇が っ た の で 轟
るo 義解産業であ る轟 テ 冷凍館 の相次宅
さ
廃業や飼産 ､ 観光施設狩 圃療などを目 府当た準星こ
して 危機感が蔓慶 し､ それ を寛凝するた めにまちづくり を意図 した の で あるe ニれ に絃由
布院温泉節繁栄 暮 黒川 温泉の 急成長恵どが影響 して い るD
索海 事 伊寮ととも蔓≡国賓 3未森泉地と称 萎れ恵罰厨 潜 熱 轟産経済感農期萎芸盤を蔦で 緩ま
ちづ く撃と貰う発想繕皆無 で あっ た ､ と奮 っ ても議書で 揺 幾彰､¢ し か し専 鱒額 招 来撃首監 ･
高教亨巨揺進展 し写 そ の究極 と して 杉乃斉添テ 舟 形 蓋う療ミ 芸 盛り場翠鍔 番溶液深意誓登場 し
たの である申 彩乃斉ホ テ ル 揺 高度経済成長期蔓こ大型才b を図り ､ 現在 野 寮屋敷絃 57轟塞 減 審
豪農結 25望7Åきと奮う マ ン 守 男 泰 テ 舟 と怒っ た¢ 館 内蔓乙揺料飲潰 事 豊産品窟蜜ぎ符鰻妄芸窮
- ジ ン ダ場 書 ア ミ 諸 - ズメ ン 巨､施辞意 どレ ジ ャ - 施設漆芸発案するe
こ う-した頗館の発案と麦も轟こ商店街から接豊彦晶店表芸療鹿妻こ消え､ 密接蔓亨舜 壌態を嘉す
る£う蔓∈な っ た ¢- か つ で のメ ぜ ン 宗 旨夢 - 旨で轟る務プき‡遼寧 から哲菟森泉蔓己警 香筋蔑 常
-
ケ ッ 旨経常酉汽艇好事日東撃密書こ近接 し頂 関西汽艇が 呈967寧毒≡国際観党務書こ移転するま で 烏
麦産品店が発案 ヒてを､藍 申 しか し移転後経周辺 狩凍鋒 の教務もあっ て 次第書こさび艶 ､ 呈978
年焼餅降ス ナ ック を主藍L;藍勢鏡街とE;で かろう E で頻鍍 し恵 ¢ そ 狩 後錬磨蔓芸停滞 して 翠
盛期紅 揺密接津の凄撃と 象 っ て ヒま っ 藍 o
中老滴虜街 の停滞席 料 芸封 じて観蒐磯域と じで の 格段たを図 る藍療書芸登場E;た の が も 地
域住民蔓芸よるまちづi撃運動 守象る¢ 菅野 柁嚢約な紐轟措男瞬]竃爵幣芙蓉薬療宅封下
､
も 節 義
倶寮寮きで 簿 ニ 芸 管絃筋夏祭楽寮帝 蕗晩 年 努亮倶楽部表芸登馨 E;監察桑 野 蓋ちづi撃轟耗とそ
差覆昏
の 活動妖艶蔓こ つ も､て 実態 を分析 し､ そ 荷 意義を考察 した毎号窃
宅2き観光産業轟営轡発会
別府温泉稀 の 観光を意識 した まちづ く野趣耗 と して ､観発姦策経営研 究会電磁 嘗 ､ 産 研き
が あぼられ ようo 産研萎ま､ 別府市内 の若 手経営者の 浮体 で ､ 量曽6昏撃 9腰 呈量目毒こ設立 ､ そ 野
目的緒 ､ 欝3府温泉 の観光浮揚 の た め の 実践的な活動や 擦寄 な どを行う三 と 習 義る 窃 ニ 艶ま
で の主 な活動は別府市を率jむとする観光 ♯ 経済 8 経営などの 語間愚 を適時敢哲よ毒ヂ､ 業界
釘凝 重曹発 と地域産業 将発展蔓こ審卑するため ､ 姦要蔓三応 じて 薬践的な提蕎を行 っ 髭串 最終
的に 娃男弓府帝基本構想毛磯村構巻き､ 別府地域商業近代総計画な ど別府帯蔓こお 狩 る地域清鮭
托 帝 恵め の 重要 課題 に 関 して 市民骨イ ド蔓芸登 っ た振興策を提案 し､ き らを差隠別府鍔際′ジャ
ズ フ ェ ス テ バ 舟 ､ まち づ宅撃 シ ン 演ジタム ､ 『別府近代建築塵 地登 ゲ 芸 タス 事 野 卑』 沿
発行 ､ 別府A容顔 手をこ敬意憲雷宅王996牢 番月 8 日8時 8昏吉夢ラ, 別解]も希地域づ i 撃 フ ォ
ー ラム ほ み盛言え るか僚友温泉 - 別府温泉再生の道 - j 恕 どを行 っ た昏 環寝 で 経別府]も爵
をそれ ぞ艶 の 特徴や額軽を生 か した草薮 で活性牝き せ ようと ､ 別府]も爵地域活性ぞ転寧業蔓こ
童捧的書こ坂野組ん でも与る8
宅3き別府]も勢メ - ジ ン ダタ ス 声
別府]も藩メ - リ ン グタ ス トく鎚下 ､ ]も象関 監き絃草野街 掘 っ ぷ鍔 情報変換 の 場を擾供ずる
た 捌 こ搾 られ藍 ｡ ]㌔費別 L 帝 配緩開始結 圭997年 5月 2軍国 で ある申 現夜 貯金農萎ま雛 壇e8太
を数える｡ 会薦経芳53清市内の在住者を主とずる漆㌔ 魔窟 事尭際 で 絃唐 フ会も随時開催 萎れ ､
そ の居住範囲経広域蔓こわた っ てを写るo
一環在のメ - ル 数萎ま多をち日 で 呈窃O凄を超え るニ ともあ撃 ヤ まちづ く 撃の話題 から料飲店の
寮メ 忘 芸 - の案内 毎 会養 の 通知 ､ イ ベ ン トの凝介意ど変才ヒに富ん で彰､る昏 董な成果蔓こつを篭
て は封府]も湯辞書と して 整理され ､ H ㌘よ蔓こ公開きれて旨馬琴¢ 濠ちづi繁閑係 で 軌 療川
遷怠学汝 - タ ･ 浜田濫泉の建替え問題 事 寛撃散歩蔓耗 田鰐豊 郷 事 男手真顔蔑拳 昏ラ 男 声葦動な
どが話題着こ怒 っ 藍 ｡
宅轟きそ の癖の教練
そ鍔 他の まちづi撃銀経と む号 経書8市街 で接待月余 ､ 町 野瀞協轟会 ､ 錬輪 で 揺鉄線愛酎
会 ､ かん怨め金蔓錬榛女帝野蛮き蜜 ど表芸あ るo 轄月 余揺男締 の ま ちづ く哲を意図 した文化サ
- タj軒と､じて 舜歴史経書宅 ､ そ の務動揺壕醸蜜漆芸ら着実で あるo 豊9官署 撃 ま望 月崇降奄 市民
生活蔓こかかわるテ - 守 を誇蔑書芸 ヒで憲開会 を欝餐 ♭宵 普選密漁蛮 8 療嚢虫 考 欝襲金 書 研修
会癒だを一閃盲､て き恵項 奮ちづ く撃関係 習練 ､ 芸艶まで 自衛隊将捗埴科済 酔顔
* 喪脇高等蚤
量番看
泉 の保存運動な どを展 開 した B 新 しい 巌織と して 野 の 敦協議会が あ る8 2 榊呈 撃 2月喜三豊 ち
七をヂた発開資 の 線耗で 糞 同勢 の 抱える問題 点 の 検討 書 賞嗣 教闘 の 意思疎通 を因 っ て な､るe
28 e呈 隼3月 か ら飴ま っ た別府A寮監 泉道g)ため の 典同勢 の 開放 に も取り扱 ん で い るe
鏡輪の 老藷 の ま ちづ ( り経緯揺愛酎会で あるo 設立は 圭撃82撃 で 鉄線焼酎 将 厳 発に よ っ て
生 じた聯益 を銀輪 の まち づi りの た繊に利属 し ､鎮輪の 浮揚を因る こ とを 目的と してを､る昏
現在 の 童な活動は ､ 鉄棒俳句簡 ｢容量チむり散歩j と銀輪ご よみ宅砕句カ レ ン ダ - きQ3発行 で
あるo 選考(葦者経倉田経文)きれた ま車間の 最優秀句萎ま句碑を 呈99種寧以降 ､ 轟率 写 鉄線ま
た 絃羽撃地区に建愛 して をヽるo
鉄棒 の新 し い雛凝 と して か ん 意趣会(鉄榛東将の会)盛宴あ る｡ 会 の 設立 結 ま9撃7 撃 望月 26
日 ､ 硬直化 した従来の廉偉観合の活動から の脱却を目指 して ､ 鉄棒イ - ス 較若衆榛薦 口 から
の道路き蔓こ面す る贋館 の女将 5Å で発展 したo 当凝結遠野 の 空き街や ゴ ミ拾もぅなどを行を､毎
夏は番煎客好 子供凄の た め に夜市や花火東金な どを開催 した ¢
主 意活動経費暗む哲 工 芸展で あ るe 第重囲 日経 2088年 6月 壬6 日 か ら 25日 ま で開礎 きれ
たが ､ ま6太に盈ぷ県名 三 富搾家書こよ る三雲作品 を会員蒸留 5軒 狩 野 ビ - や客室恕 どで 展示
したo その 目的絃 ニラ した企画展 で鏡韓暮こ豊Åでも多宅舜 長書こ来て もらも育､ 若 の 是 で費韓
場情緒を味わ っ て もらうこ と であるo 壬舘蔓芸鮮き3長盛鴫 毒見の 搾家の 鐸晶 を展示 書 野党
したo 童な工芸搾晶繕 ､ 陶芸 事 大形 書 衆細 工 事 ラ ッ ピ ン ダ恕どであ る｡ 駁後 考 毎琴オ フ シ
- ズ ン毒こ当藍 る6月蔓こ開顧 され 専 環霞まで蔓こ5困開健萎れ た¢ 女将蔓芸よる寮館経営と盲ヽう
奉養滋外野 こう し急坂琴線 剃ま､ 事日態依然と した温泉街に鞠渡 を卑 え ､ 鉄棒の 薄軽才b妄≡果
た ヒ濫費部隠薬毒芸大きを､昏
望 剖磨]も蓉幣霊殿楽部
宅王き設立の 目的 と活動 の背景
筋瓦倶楽部遠浅蓋9哲男撃 豊望月 2 日 ､ 地元 荷 担資金黄 砂 透 り会薬 事 築館業者 事 堵域住民 をど､
替瓦温泉の周辺住民窮 望超克が集ま っ で地域住民 ダ浄 - プと ♭写 芝式蔓芸欝宜 し監守 膏 の B/め
ほ芳壬3府温泉の 車検施設で ある幣瓦温泉を保存繁ると兵書芸帝京温泉を牢番と した まちづ く野
を推進 ヒ蔦 申港 市街壊将津軽青巨を日韓ず 三菱で ある｡ 環在 の会衆費結節3O昏Åで ､ 環霞野
優姦Å綜 3泉 ､ 活発蔓こ行動サ 毒薬行部隊結節 3昏Åを数 える¢
易俸釣攻落動監事ま繁文 濠鹿書こ関する倍額を欝線量こ伝 え るニ と サ 幣薫濠泉羽周密蔓芸鈎狩た
各種草 - ビス の 策環 書 歴愛鱒感奮の轟を､繁文温 泉聯保存活動 の寮開などであ るo 幣蔑倶楽
発雷塵 の背衆とL,で 産研が 重撃98撃 9磨蔓こ蓋倦 む藍罰厨]竃撃地域 増､そ撃ヲ 孝 - ラ ム 狩影響
蔓昏写
が大き い Q こ の フ ォ - ラ ム で 提言きれた様 身 怒ア イデア を実現きせ て い i ため蔓芸 ､ 幣 瓦倶
楽部が線路化され た とも言え ようe
(2ラ当凝 の 活動状況
幣瓦殿楽漆ほ様 々 な活動毒こ取り組ん でを､るB 活動の 原員酌蔑活動 将 自由を凍保する関係 か
ら F頼まず､ 頼 らず+ で ､ 政治的な活動は行わず ､ 従 っ て凝療金蔓こ経犀国司鋳 らなを号努針 で
あ るo 活動費は 設立当初 に集め た i5 万円を ベ - ス と して溶 9 ､ 投資効率の 良い 組織と貰え
ようo 設立以来幣瓦倶楽部が 関わ るイ太 ン ト蔓こ対 して マ ス コ ミ の 取材は縫 え る芸 と なi ､
別府 か らの 横車発倍が大慶に行わ れてもうるo しか も取材関係ほ パ ブリ シテ ィ 将 落済だ狩 で
あり ､ テ レ ビ の簾番組 か ら孫行橋帝藷 ､ - 療養に至 るまで マ ス コ ミ の 露出 結極 鋳て 多を竜o
また ､ 県内や県外 の各種団体 と の 受渡が進め ら艶 てを､るo 県界 で結束寮 の谷率轟窟街 ､
県内で 経由布院温泉恕 ど､ そ の 交溌ほ凍寒に 鮭東 して い るo 28O2年 呈月 16 日毒こ揺地域 づ
く り線番大臣表彰を受寮 した o 地域づ く り団体潜門で の表彰 で地域 づく り の 成果が社会的
に も国政 レ ベ ル で も認め られ る ニと に な っ たo さらに 国辱3月 28 日 には大分合同新聞社寮
を受賞 したo 筋瓦教案藩 に よ る筋瓦温泉和周審内緒 の農棒的な賛 - ビ ス と して ､ ボ ラ ン テ
ィ ア ガイ ド着こよ る街歩き ツア - が あ るe 当凝七 こ の塵蘭揺畠発達の 住む街を知る ニ とか ら
始ま り､ そ の後 ツ ア - を霊ね る藍ぴ書芸地域文才ヒの再発見､ 夢魔者と地義 民と の 触艶食む嘩
交薙が行われた8 街歩きプ ア - 繕 呈99 寧 9月か ら轟月第空 事 魂 日曜日 の 開健 を憲飼結 した¢
参蔑著書ま9時 3e分量こ慈轟 公園宅蓬e 時3 毘別府駅き蔓£集合 し号 3曙関守‡日朝療将 レ 巨欝 怒街
産みを遜 るツ ア - とな っ 恵 ｡ 壬999年 量8月蔓芸経地元 の 林学生肉善書妄芸ツ ア - を実施 し､ 32R壊
不定期な漆芸ら臨時ツ ア - と して 蜜著 し怒 ｡
宅3き男弓府]も寮学才 - タ
こう し皇帝瓦農薬轟舜 活動緑地域的蔓こもイ ベ ン ト鰍 三毛抵表せ る三 菱蔓芸夜 甥 藍¢ 衝歩き
プ ア - 絃別府]も湯 タオ - ク と し号砲域鈎毒こ家来 む恵 o つ ま撃幣落 書 鏡椿 事 紛の 事 事 教務寄 書
浜脇 事 蔑網 I 堀 田夜 どで ある｡ 3 - 罪 名と開摩 日経幣蓋鼻緒 うわを海路璃霧散夢 幡 選 詞 書 喪
事
金 ず 日) 書 鉄榛温泉教養すむ撃散歩宅蕗月第3 日曜日) 書 出 の事 レ 較ロ 散策宅轟月 素 量 日曜 日き 書
簡海寺温泉愛藤漁港街道宅不 定期き 書 轟脇温泉セ ピア 色散発宅轟選管曜日) 事 Å鰐の 町亀川貴
著寮散策蔓奄避帯豊 田曜 郎 事 堀 田帝の 筆 跡プむ苧散発蔓不審き軒 で や 現姦 野 と三 ろ明磐 で 結
実施され てを互恵を蔦¢ 彰預ずれもボ ラ ンテ ィ ア 労イド妄芸よるプ ア - で あり ､ そ の 閑時開約なパ
- ジ ョ ンも聾者 した o 28 鮮卑 l望月 ス タ - 声の夜 の轡瓦経璃義教参考当凝捻転月寮 望 ‡ 積金
曜 郎 馨始め ､ 管玉朝風呂散歩溝不 定期 事 撃栄辱療蜜どき ず 彩色海風 鍵散歩蔓草定期き
事 繁蔑ゆ
蓋88
う ぐれ散策宅蒔田き怒 どであ るo
別府A羨ラオ ー ク の 普及 と真 に労j組織も誕生 し藍¢ そ の代嚢ぼ 2e8寧6月 22日 に 誕生
した 湯の 町 マ マ さん ガイ ドで あ るQ 幣瓦温泉界隈の 商店塞を率㌔むと した変性拷韓で ､ 現在
の 会員結釣 3 0Å を数えるo 幣瓦 温泉将 泉藍 の 高低論争が発 展 して 設蓋 したア チ チ探検隊経 ち
別府]も象 M L上 で銘綴化 した o 星999年 9月 i五 日 の こ とで あ るo 会員隠Å象 の 際温度計で
泉温 を計り ､ 適温論争 を裏面 目に議論 して い るo
鏡輪象汚むり倶楽 熟ま2OOi寧 7月 まラ田 に 発展 したe 具体的な活動揺鉄棒黄緑む 琴散歩
の 実施 書 鉄線地域行事 - の 協力 ･ 錬橡帝 題額活動 事 鉄線ま ちづi 野暮こ関する諸活動 ふ の 協
力 怒 どで ある｡ こ の倶楽部経常瓦倶楽部 の 鉄棒簸 で あ琴 ､ これ ま で鉄棒で 日登 っ 藍和事関
係牽因習を東野越えた組織と して も そ 群 落動 形 成晃が期待きれ よう8 空母e喜撃喜こぼ 討 ㌘ O故
Å に認 証さ如 ､ 活動 の 暗が 広盛量 っ たo
宅4)ゆ かた ae ピ ン ポ ン
ゆ かた 盛e ピ ンポ ン宅ゆかた de ピ ンポ ン 実行委農会宝蔵きほ 2OO8年 7月 28日 に 開健さ
れ 汚 以後毎年夏の イ ベ ン トと して 定着 したo 当凝結 2繊8率耗開屡 の 温泉卓球男招府東条(罰
府市車津連盟董磯)舜 プ レ イ ベ ン トと して 企画 きれ ､ こ の 東金 の 素Å儀が ゆか た ae ピ ン ポ
ン大会とな っ 恵 ｡ 朗府市廉館鍵食連合会が企画 書 編集 した (別府]も爵温泉奉j 宅望88O率 6
月 25日発行o 無料泉蘇券村きの発売を記念 し藍イ ベ ン 声を簸ねて お 琴 ､ そ の 目的 緩温泉車
球を適 した夢3府]妄蕩の イメ - ジ侍り ､ 老若男喪 の市民や県民 ､ 観糞客母留学生恕どとの親
睦と触れ合旨考､ 浴衣で の ぶ らぶ ら歩き 葛 藤慈街帝 啓周 ､ 鎮魔の 優盈 密ど晋あ る昏
第2困 は 2昏8呈撃 8月 5 日喜≡開尊重耗た o 実行委桑贋蔓ま望昏昏窃琴 壕月蔓芸開撃 ♭た ア プア 豊
癒館東学宅盛 ㌘uき学生が つ とめ ､ 泉真金と貰う骨 - ク ル夢霊薬野蚕愚意荷 室カメ ン パ - と幾
っ た8 な溶別府温泉寒を購為ずれぽ､ 指定き絶たホテ)レ簾館豊 顛所蔓芸駁撃鞍 無浄選挙表芸鶴
来るo い わば 宵 異絹温廉などで普及L てをちる温泉手形 の嗣府 パ - ジ ョ ㌢ 習ある中 豊轟奉揺
2 聯8年度右筆年間きで 3万部､ 2締ま撃度3ZR 艶､ 露草 6 万部(豊年圃) を発皇妄ヂ巧 ニ の 事の 審物
で萎まペ ス 軒セ ラ - 麦な っ た o
宅5溺妻j府]も寮監泉道
労j府]態象温泉逼静ま府県寮監廃還実行委農全室蓉き結 嘗2e8圭撃 3月望5日葺こス タ - 卜 した串
別府露魔の 多様怒温泉遠雷 を選 るス タ ン プ ラリ --としで塵蘭 姦艶た¢ 事務書芸定められ藍 8昏
ヶ 所の 温泉施設の 長者を完緒す添ぼ名泉鐙廼蔓授喜子ちれ ､ 春の 温泉祭撃 で狩 表彰と温泉殿堂
(場所萎ま､ 砂 蓋 うたん温泉きで の 窮壕写蒸 の掲載遵竃行わ鈍る｡ 2e車重撃 9B 8 日書芸萎まタ - 夢イ
重89
(携帯き温泉違が新たに 始ま撃 ､ 従来の ア ナ ロ グ ヨ - ス と薬毒こデジ タ ル コ - ス が柑漉 され たo
2O 2年 3月 25 日 から経 ､ 88施設を 霊芝2施設妄芸鮭来 しぅ 撃埼 Å 爵可能な温泉施設 g3鮭発杏
図 っ て い る昏 事務局 で は倍額伝達 和 事段 と して ､ 温泉道メ - ル 腎 ガ ジ ン F常男遜j を280呈
年 9月 6 日 に発雷 した e 以下 2 号は 200ま寧まl月 28 日､ 3 督萎ま28 O2撃 3月 呈2月 ､ きら に
3月 22日に は臨時号を配信 したo
2OO2年4 月 呈 日 に は新鹿函 と して 温泉還名人タ ク シ - が ス タ - 卜 した o タ ク シ - の ド学
イ バ ー 5Åが名Å鐙を獲得 し､ 本籍初 の名Åタク シ - と怒 っ た¢ 怒窮鼠 魔道の名Å は 量撃
閉(2e O芝草3月 25 日現在)で合計 87Å宅内訳 ほ ス タン プ名Å 68Å ～ ケ - タイ名太 壬9
L
Åきを
数 えたo そ の 後額詞な伸びを示 し ､ 2OO5年 9月 8 日現在 ､ 8呈2Å宅ス タ ン プ名Å 62OÅ ち ケ
- タイ名Å i92)を数え､王,OeeÅ に迫 っ て い るo 粥府]も薮温泉道は所詮お遊び の 盤面だが ､
温 泉の 賓と畳をア ピ - jt, した か い があ っ て ､ 老若男女､ 温泉 マ ニ ア に限 らず ごく普通 の Å
までが充分県内外 か ら顔画 し､ 東京や尭際恕 ど遠隔堆 か ら の薬剤す る別府 フ ア ン が増えて
い るo 2 紳5年 壕月 か ら絃別府)も爵美食還が ス タ ー ト した｡ 定義違 の ダブレメ簸 で あ哲 ､ ニ う
した ミ ニ イ ベ ン トの国儀 で ､ 別府Q)街揺少 しず つ だ表竃愛書E を尾骨 つ つ あ る¢
3 別府A貴重温泉泊覧会
( りオ ン バ ク 開催 の意図と背景
現在 の と こ ろ別府 将 まちづ宅昏動絃男事j府]も奉還轟煎発会宅通称j駕 5j 声ウ 事 凍 ン パ タきと寮
述Q)別府A羨 トラス ト蔓こ集約萎れ つ つ ある¢ 韓蔓乙津 ン パ タ絃飼府 の将来像 をイメ - ジ して
お 琴 ､ その構想結社女であ るo ヨ - ロ ブ パ の 藍泉保養填で揺鶴舞審結癖 テ 身脅掘 ン シ ョ ン
療 どで長期滞在を しなが ら確 温泉地 で の 姦ぴ撃 と時間を窮費ず る宅釦孝婆望縛魂透き夢 虫 鰐で鍔
静養 巧 者薬鑑寒､ 芝 ス テや ぎ舟 メ を案 じむ夢露 パ タ - ンで ある ¢ オ ン プ宅タ の Jf ペ ン 巨メ 芸
畏
- 緩ま重量こそれ を狙 っ たもの であ っ て 海 将嚢釣蔓三絃オ ン パ タとを蔦うイ ㌔宅ン 巨を開襲i,餐
く て も号 観光客がオ ン パ タ 約密行動を容顔で楽 しめるような環境搾 撃を目途と して P るの
で あ る¢
第王国の ノ㌔ ツ トタ 事 オン パ タ繕 讃8圭撃 ま昏月 差9日から28 日ま で開贋蓮如た申 別府の 理
懇壕を求めたイ ベ ン トと むて ス タ - 旨 ヒ恵 もの で ､ 呈9撃6撃蔓草威 8きから鍍蔓チて きた 研究会
尊諸活動の盛業を重かずニ と蔓星夜っ た¢ と 三ろで ､ 浄 ン パ タと結露慶治覧会の 醇捧 であ
るe 寮拍客を増脅ず馨味を込 めで ､ F繕iヨ は ㌢療 執 の F蔚j を用旨㌔てを与る¢ 男室蔚]も羨砕
将来像を夢見る愛顧と して ､ 考 の 開餐 の意義結束きも＼と雷魚よう◎
寮 5-3 穏凍 ン j宅タ 昏凝糞親筆を示 し藍 - 覧嚢で轟る母 ギ べ ㌢ ト招 予算規模経釣 星,6 輪芳
ま嘗e
嚢5-3 オン パ タの敬重決穿く288王政き
区分 王9 9 7/9/3 i99/アil､望/27 備考 翠席 敦盛
i,58 O
敬
A
聴Å 科目 予算額 決算額
大分県イン パタ補助金 6,串oo,O8O 6手篭汚8乎8e8 東分解観発振興硬 膏!写推遵殊
2きeeO円
大分展観光誘致補助金 乙O8 0, 0 0 芝,0 8 8, e O 充分県観光協会 ･ 露接執行
手数料 , 蓉韓療ど薄給後
苛J府市Å生鮮日節行協議会補助金 i,58 O,8 8 O i,5 8 8, O8
3T 琵凄遼東分支部 2,8 8 8,8e 8 2,OO8,OO O
未分県簾行寮凍館 ホテ ル 連 盟協慈愛 2,8 0O声桝0 2,e88善OO8
jR諦襲来分支蕗
別府市観光協会
労j府商工会轟茅野
別府市凝館泰テ)レ組合連合会
5 8 窃,e8 e
3e8,O eO
58 ,88 昏
望8 9,O鮒
28e,888
3OO,OOe
イ ベ ント収益 2ま,軸昏,8 O8 2,23撞き9革5
合計 l転夢壕8 e,e8 e門 18,93壕.985円
芳
支
支出科目 予算額 決算療 膚考 拳藩 数姦
パ ピ学才 ン…落飾琴Å伴野と徒長 壕,5 昏昏,8 8 8 3きま3 壕,7 鋳 餅細野艶 も パ ニ ト醸塵な蜜
5 Oきe O O円
喜看
パ ピタオン会場倍 よ費 7事5窃昏,eO e i,O35,872 ま昏日会場衝撃土蔓ヂ費周 呈5
哲瓦2階曹み茶屋設営 5 紳,eO O 5 e e事8 8 O 設営鰐係 費
砲塔蒸しレ ス トラン設営 See,O 鮮 8 88,8e8 賢繁閑係費
幣瓦路堆賓レストラン書露営 軸e,Bee 8 8O,e 8 設営鰐係費
爵煙 工芸と戯作薬子設営
血 痕
ま5昏,OOO ま5e,e的 設営開儀費
出･師部
手広 p 盈 伝費
パ ピヲオ ン寵 - 装飾費
屯9帝 ,抑e
ま,8昏昏,齢O
･5,O29,8 王5
2,8O6, 壕5 鍵督イン プ身 ､ 全壊静夜額など
寧浪費 ニタ - 募集費 ま事8昏8,O88 5 解義番漁号 ニタ - 夢轟
事務局委託費 壕8 O, 鮮8 種粥 ,88e 事務局人件費など
事務局費
予備費
無料パ ソ コ ン設置費周
5e昏,e 抑
5e,昏OO
5e,O昏8
989,5 4 呈
呈oe, 騨e
会親密､ 頑昏資など
レンタ身 代と設置
合計 王種逮癖三昏¢e円 王5書9感 ,8 5 3円､ 壬 壬
‾l‾T｢
毅支 2,8昏O,8 鮮円 9 89,ま32円l 重 圭 ‾‾手
(経) 別府帝ホテ )I,滞偉観脅漆鳶会の資料幸三よ苧搾底去
で ち 大発展イ ン パ タ の凝助塵 6ee芳 駄 犬分賞観光寮費補助金2 将雷 門 ､ J 写 8廃藩充分
支部 2eO万 円､ 東労農誇得業凝館 癖テ ル連合協議会 2ee万 円漆芸蓋費疫敬兵務と 覆っ た ｡ イ
ン パ タ と絃イ ン タ ー ネ ッ ト博覧会 の 略称で ､ 208真 率を新手寧家出発 野 草と位置狩狩恵滋 ､
政府童篠 で28 縛撃豊2月 3玉田か らま年間実施 きれたイ ンタ - ネ ッ ト息 で の記念行事をきす｡
充分県当局と琵開団体が予算史で - 費協力 した Jf ペ ン 熊,とを㌔えようQ じ勇吉し専 イ ペ ン 拝察
真の決算経 223万 7,985円と予算額218万円をやや土煎 っ で ､ 黒寧を計よ したが 馬 車身 の
イ ベ ン ト書こおを駕て 繕+ 適蓋料金を軍国 っ 恕価格設定によ っ て赤字が 目立 っ た o
そ の後按第 望回 紹e¢2年 6月 2 日 - 量6 日｡ 争 ッカ - ヲ - iレ ド涛 ダ プ未発売金蔓こ糞餐)､ 第
3韓 2e82年‾圭8月 4 日 - 2を郎 ち 辛確固竃望締3寧 5ノ月 9 日- 25日き､ 第 5困宅2窃8轟撃 呈8月 8
日 - 3圭郎 と回 を重ね去 第8 囲 酌ま2-粥5撃教書こ予審垂れて
㌧
毎篭る申
オ ン パ タ の蓋礎団体ぼ繋帝]竃家電衆誇覧金策行婁農愛で 青 野済 帯解館ホテ ル 廃合連合会
が蓋捧約蔓昆虫野趣_ん濫o 黄昏蔓こ経別府]も寮常夏畷楽浄土 別解緒磯薬発音巨費実行華厳会 ､ 別
府苑寮監衆道実行番真金恕ども名 を連ね驚 溶撃 も 芸 れまで 鍔澄ちづi 撃 野 申開報馨約夜襲
しとなっ 藍o 最終的恕活動雑務としで朝鮮ブも潜常夏寮寮藩士 国際 ビジネス ネ ジ ト冒 - ク モ
呈芋茎
別 府A蚤O N S EN飽療蔭研究会 ､ ロ ン グ ス テ イ ペ っ ぶ研究会(通 称L S B研究会きも - プレ
シ - メ ニ 孟 - 研究会､ 菓子創 造研 究会く薬意項額ラ､ 愛酎会 毎 別府市外 象協議会 ､ か ん なめ金蔓鎮
輪女将の 会)､ 鉄輪爵をすむ り倶楽鄭､ 男事j府A 敦温泉適薬行委員会 ､ 別府路地轟文化祭実行委
農会蜜 どがあ るo
同連合会では 20梯 撃 に は別府市医師会蔓こ働きか拷て 別帝0 討 § E N飽療鮭研究会 -288i
寧に 揺Å P uの 畠田研究室 と共に ロ ン グス テ イ ペ っ ぶ研究会の 感受 をみ た 8 そ の飽 の 鼠織
と して ､ 国際 ビジネス ネ ッ ト ヲ - ク(々 タリ ア 事 ア パ } 温泉との 愛潅団 尉 ､ 薬療研毒薬子聴
Å の若草 の 会き恵ど漆芸誕生 し 有 線擁約蔓こも協力捧御感琶幽来あが り ､ そ の桑 東成 がオ ン パ タ と
な っ た の であ る¢
宅2き身 ン パ タ の 内容
第i困 オン パ タ の 目的経 葛 別府]も務の 新た な魅力符 療養 書 観党費渡Å 日 の 増顔 事 温泉藤
巻や長期滞在 ･ ]も貴 誌 リア の再認蔑と体験 寺 健康増逐 事 ]も蕩の P 最怒どとなる脅 そ 野草 -
マ は温泉 書 健康 事 癒 し 一 歩く 事 食密ど蔓こ求めてをもるo 最終的蔓芸み ると毎 温泉 で結実寮監泉
の 体験 8 朗府]も寮監魔道 ず 風呂の 日 ･ 参め ぐ野ア 労デ篭 - 恕ど句 鍵康 で 緒喪中タオ - 考 ン
ダ 事 フ ア ン ゴ エ ス テ 事 衛尿病 詔 - ス 恕ど､ 療にで絃ア ロ 守 チ ラ ピ - 恕ど､ 参篭 で緩衝歩き
疫 ど､ 食 で揺 B療ダiレメ ♯ - ]レシ - メ ニ 孟 - 事 幣瓦路地裏食堂 事 鉄棒地韓蒸 し食堂怒ど習
あ るo 黄玉困 の 浄 ンノ葺タ で繕約 2窃昏狩 プ日 グラム を開優 し､ 母 野績果 ､ 期間率書芸釣 蓋野犬
を集客t1た｡ 講座 の講師揺 凌辱Å鎚丘 で あり ､労3府を 率むと したÅ樹が活用き派 藍鍔 習 熟 る¢
2884年 6月 か らデイ汐 - 身 ン パ タも始ま っ 髭｡ ニ洗練凄驚オ ン パ タの レディ メイ ド簸で
経をi ､ 者 - ダ - メ イ 声儀の 浄 ン パ タ であ っ て 号 デイ ス z宅宅フ ア ン ぎ学 才 労ラ脅先帝タ藩 -
ク密どが商品孝巨してもちる中 豊8O魂琴書こ絃 乍 オ ン パ タ経国 野O 鼓克とむ嘗馨蒙 姦艶 零 落動符-暗
惑芸鮭東 し患¢
項 男‡滑 鬼寮野窒を守学者で る会
宅呈ラ別府兎夢 鞍ラ ス 挺の深意
こ うt,たオ ン パ タ 顧問確と薬毒芸ま ち巧 く一撃関連 で済 むを 噸 尊重芸ぬ驚き藍o そ の
- つ 盛芸別
府為串の 宝を守撃育て る蛮 窃 瞬]も夢 巨ラス 巨きで ある¢ 繋府県務 鞍ラス ト揺浜 田温泉琴の
保存活動意どを適 しでノ問題奮発勇墓義務 し恕o 浜田豊泉館経遷擾温 泉の 蓋ラ恕尊院漆撃 で 蔦
豊935‡琴書こ建築き艶た ｡ 藍泉施設と して萎ま霊夢欝 撃建築の繁茂温泉と 灘 芸別府温泉郷を柁嚢
す るツ ン 釣 u約恋施設 で轟萎o IL 惑蔑ti､ 老 拘転も轟っ で 宝飾≡撃 義男書芸揺日 野前者こ寮♭態号浜
野罷義勇軍造ら艶 ､ 芝 の 薫乾財轟の 轟野濠泉館緩坂野凄 む帝一連療蔓三春らき雛監 督
圭軍営
そ 野 間も 20 8呈寧 7月 8 日 ､ 簸 田温泉問質を考えた い 別府市民 の 会が第 王国 浜 田 温 泉風 呂
壌 会議 の 開催 ､ 続 い て年 9月 豊 田 ､ 羨 田滋ー泉療鯵擾保存 の 会∈同率 呈8月 3呈 目 ､ 浜 田温 泉館
を温 泉文陀遺産と して 使 っ て 守る会に 改称)に よ っ て 保存活動が継続的に 展 開きれ ､ 保存g)
署名活動が行われ た 招 で あるo そ の後活動 の 成果もあ っ て 別府市当局揺建物g3ヂ綴存 を決意
し､ 2O,昏5年 9月蔓こ資料館と して 開設する蔓こ至 っ た o
当初､ A湯 トラ ス ト運動は別府]も象メ - リ ン ダジ ス トくノも教㍍ Lきの監橋 で ス タ - 卜 し ､
2801年 I 1月 27日 ､ 兄貴 鞍ラ ス トメ - リ ン グリ ス トに よる任意 の 活動とな っ た¢ 2802寧 9
月 29日､ 労j府]も番 トラ ス ト設立準備委農会 は別府)も藩 トラ ス ト 書 シ ン 蜜 ジタム を開摩 し､
別府A蕩 の 温泉文i巳を伝え る建物などを文化遺産 と して 残 し ､ これ か らの 街づi 9蔓こ経済
して いく こと を篠謬 した e 2e2 琴歓喜己結 呈9王玉 串築 の J 投薬別府駅 の保存運動 を行 っ た¢
5 R磯結老朽iヒした束労3府駅 の 坂野壊 しを計画 したが ､ トラス 巨の メ ン バ - と蟻元 自治会
などで早急な対応表蔓行われたe 2e怒 年 玉8月 24日 ､ 浜脇埴 区 の 町内会濠に よる別府商機 -
の 要望な どもあ っ て ､ 罰府市当局も速やか書芸対応 むた ｡ 浜脇 で経昔日喪脇濫泉 搾 取り壊 しに
対 して の反省が多く ､ ニう した素早毎号対応と怒 っ 莞 と貰え よう魯 望窃e3年 2月蔓こ暮ま別府市指
定の 文托財と して修復保存が決定 したo 2 千数 雷万 の改鯵費繕罰府帯と 3民鯛が 単車ず つ
負担する こと蔓己な っ たや
さ ら書こ結 2 彬3年 2月 呈 日以降開屡 の街歩きツ ア - ｢男蔓3府]も参タ 浄 - クj の憲例孝E霧験が
あるo r歩ももて 守ろう別府]も蓉 の宝物ヨ をテ - 野暮己㌔ 観光感ラ ンチ イ ア ガイ ド養成落慶 F驚
り部の 会j宅浄J府市親党協会童啓ラと連携 した e 別府]㌔蚤 トラ ス 幹事ま2拷3寧名 月 8 日蔓乙蚤農
Å革も轟定 し､ 28昏3 率 4月 王8 日葺こ毅耗とt, 苛 重義に琵愛 した8 魔 の市長書 で蔓豊新番長も
欽定 し､ きら葺こ6月 28日蔓芸経新市長を巻き込 ん で の]も寮 声ラス を舜臨時線蛮勇竃行舞艶 ､
2O粥 年毒芸経 国 ㌘ 0法Å蔓こ評定きれ たゆ
宅2き粥府3覧費 トラス トの活動
別府]も寮 軒ラ ス 終結テ シ ョ テ 沖 軒ラ ス の 理念薄汚動湾芸薬療じ句 駒寮プ態草 の薬 Lむ一条軟膏
自然環境 ､ 歴史的な建造物 ､ 野重みそ し号 温泉と薬毒こ生き る着ち し の 寛砥怨 ど､ 有形 事 無
形の粥帝為費鍔宝物を守撃育て る恵 桝 こ設立き艶たもの で あ る¢
鼻棒約療活動と して 経費料金の活動があるや まち歩きプ ア - 分科会は馨り部ダイ ド沿 会
と連携ずる こと で - 飼府]竃費タ津 - ク毒£参激 し､ まち歩きの プ ア - を案壌ず るこ とで ､ 町
の再発晃をず る取線奉 である呑 東 田温泉分科会結髪史的建造額 野塚醤と啓開を目標書こ し､
亀弼浜田簸東館鍔採存運動恕ど書芸最撃観み ､ 蓋う牽く資料療とじて 藻存す るニ と蔓こ成功 し
蓋冒3
た e エ ヨ プ - リ ズ ム分科会揺 別府湾地球学校 で 鍔 実践を通 じて も 芝 ヨ ツ - リ ズ ム の 普及 を
図 り ､ 自然環境 を守る取組み で あるo 私 の 野03宝物分科会萎ま身近 だ 狩 ど大切 な モ } や ヨ 卜
を私 の ま ちの 宝物と して情報を集 軌 整理t, て い く取経み で あ るo オ ダ争タ分科会ぼ , 績
田作之助をテ - マ に 文学散歩な どで別府 の 路地 文花 を見 つ め露ず取り組み 習 あ るo 環車間
題分科会は芳fj府湾の 環境 を考 える取組み で ､ 境港藤娘 を ェ コ ポ - トと して 活潤 する ニ とな
どの 提案を行 っ たo 常瓦/j､蕗保存分科会は哲蓋か路修復基金を設 軌 幣叢′j､銘木去ア - チ
- ドの修復保存 の 方途を考える新 しい 分科会で あ る｡
宅3き遂行中時事業
①わくわ( 書 らi だ移住計画
ニ の 事業経常瓦愚衆繋が内閣官房寮蒋再生率部事務局 に よる 288種撃度愛国者 市再生 モ
デル 調査率業に ､ 幣瓦倶楽部 で 結蔀市と埴方 の 良好 な園係 を構築す る為 の 移住サボ - トサ
- ビ ス の 可能健調査事業とを､うテ - 苛 で応募 し ､ 採択きれた もの で あるo 開事務局 で善意
20O5年4月 呈3 日､ 都市再生本務は全国の都市再生 将幅広を､薬 園蔓芸資するため実施ずる こ
とを決定 した o こあ を愛好て 愛国孝市再生 号 デ 舟調査葺こ関 して 全国か ら応募者を蛍めた の
で あ る｡ 僚友倶楽部 の 事業は]も費 トラ ス トの 活動と し､ 2 紳壕寧 9月 3 日勺 考 ック オ フ 宅 -
テ ィ ン ダを開催 し､ 9月 壬8 日に結審策 の愛称を rわくわく 書 らi 濫j 書芸決定 した¢ つ ま撃
r別府市 - の移住を骨 ポ - わするす - ビスj をテ - 常 と した詞憲 事 研究で ある8 国内の地
方都市が , こ の よう蛮骨 - ビ ス を提供するこ と 結凝め て の ニ と で あり ､ 既毒三番芳轟か らの
霞 目を薬療 るこ と蔓こな っ た 申 そ 狩硬質移住者 - のア ン ケ - ト調嚢 ､ シ ン潜 ジ学良 育 まちづ
i撃由軽東金 の開港去 ガイ ドブッ ク の搾成蔑どを行も､､ 28e5寧蔓芸報告蓉漆芸搾威萎ぁた o 報
告書 では事業の最終的夜目標 と ♭て ､ 封府寄書こ姦 狩る移住蓬莱 の発展蔓芸伴う璃域の 哲簸た
の 実現を提案kjた母
②別府湾地球学校
朝療湾地球学校娃 28昏5年 3月 の 芸 ヨ ぎ ア - を推進す るため蔓芸常 澄姦轟 恵o 駒府 の 自無産
ぴを目標婁こ､ 療 育 批 髪幽電 報田恕 どをめ 宕り 竜 郷圭の 自然環境 帝 展きを再繁務ず るイ ペ
ン 較であるo 開校式絃 2 榊5率3刃 望毎 日 で ち その後揺｢療如の 寮桜発車と国の 寮監最長浴J､
r額 田昏護符 鴇､ 内戚 事 た 汁の 芸 タオ - タ宅春野 磯田と藍狩の こ轟撃捧験 ＋ た蔓草の こ ラ ン
チ)+㌔ F擁埼区を夢宅凝夏の塵春満喫 ､ 菟よ9団子浄 パ - テ ィ - j な どを開饗 したo 同学校
ほ ､ 童顔聯野趣鋳 で 封 P O経Å別府]も蓉 トラ ス トの 余慶を嚢ねで 旨㌔る 昏 飼常務こ ども飽球
学校も経線孝転轟艶 ､ 持続可能象観光書こ対賓る取り緩み ともヽえようe
重冒尋
5 温泉資蘇を生 か した取撃組み
(iき地域通常
2O O3寧4月 1 日 ､ 地域通貨が発行きれた o ニ の 地域通貨ほ商品割引券や幾同浴場 の 一入を
穿と して 使え るもの で ､ 通 貨名結お薮の ｢教j､ 道路鍔 r路+ と番 い て 註 - i3 と読ませ る o
l 家路は ほ ぼ 呈08円に 相当す るが ､ これ は幣瓦倶楽部 の ア イデア で ､ 同県楽漆か ら蘇生 し
た別府]し湯ア チチ探検隊の 隊長を経裁 とするア チチ 中央銀行が管理 ･ 運 営を担当 したo 夢
路は商品部引葬や貴 国浴場 の Å蚤券と して 使え ､ 当凝協賛する参加施設 経堂棒 で約 3O ケ 所㌔
そ の 内 ､ 温泉施設 で は l 王 カ所 の 桑同勢が参激 し ､ 1 夢路でA務が出来るo 飲食店 で 揺 苛 呈
Å当た珍 重紳O 円以 七 の 飲食 の 場合絃 王寮路 で ま8e円引き となるB 紙幣に 経労j厨観覚 の 父 と
拝され る漁屋舜A の 群像が播 かれても与るo 28O5年現在 ､ 3代目総裁と しで 立歯館ア ジア 太
平洋大学 の 学生が麓任 した｡
商店な ど表芸象終に廟盟ずる場合緒凝固 の参加費摺 と して 2書8 将門を支払うo そ うすると
i-8e枚分 の教務が季 に Å るニ とに な るo メ リ ッ トと して 結客層 の 鮭尭 ､ 考ヤ ン ペ - ン と し
て 藍布するこ とに よる商店 の イ メ - ジア ッ プ ､ 教務ガイ ド - の掲載に よ る宣伝効果 の 肉土
な どがあ る｡
ほ) 路地裏 ビジネ ス の意噂出
商業環境の藩変で別府市の 申,む商店街経 ､ 全国鍔地方帯解と同様蔓ニ警戦漆芸窮を≒で毎号るo
こう した申で ､ こ こ費琴開､ 努瓦 碑銘書こ活繋が戻撃 つ つ 轟 るo 従来 ､ 幣瓦林 銘経常瓦解場 写
そ の 径萎ま幣瓦 マ - ケ ッ 較と移 し髭¢ そ の歴史絃青く 写 呈9≡王墓尭萱 量e)寧 嘉男男 悪 日 汚 免邦初
荷 経ガラ ス 薬学巽 昇を狩野 したア - チ - 賢衝と して ス タ - 声 し藍o 関西汽鮫漆芸国際観党務
毒こ移転す る 壬撃6ア窄まで 繕主産品街と して機能 したが b 教逢擾蔓ま客足が遠野彰､て 専 呈972年
ま で蔓こ土産品昏ほ廃業孝三遠毎号込まれ髭 舜で ある｡ 牽 の 稜線 ス ナ ック街恵むで - 時河杏E/ た
熱 バ ブプレ経済の廃車後経停滞棟内を余儀恕宅き艶たの で 象る申
2O88琴 8 凱 和泉津 - プン 溶 フ 芸 形式の飲食凄 警あ る
'
T鬼 鵜 E 写 真表芸開業 し藍 ｡ 街歩き
と呼応す るか 荷 主う密封窟 の 良さで-ち 8･拳闘書芸わ た っ て漬舗の ジ ャ ブ タ - を閉路 てを､た 鈍
店舗 の オ - チ - が自ら ビジネス 繁ヤ ン ス と しで とらえて新漠開業藍怒 っ たo 鏡もちて 29e‡
琴 壬月 に 緑黄 8 嘗ei訂 ･ サ ロ ン岸 ヰ 2 鰐2年4月妄こは萎まりき ゆうま っ さ
- じ処陶草 堂(クイ
ッ ク 守 ツ サ ー SP)湧豊開業t, ､ 賑わを汚を増 してを蔦る申
錬輪藍藻で揺 望昏O空拳 望月書こ街歩きか ら蘇生 し監察輪豚まん奉鰭-漆芸落盤ii恵 昏 韓館 の 女将
をヲ - 翠 - と した店舗 で ､ 観光客の Å繋を集め宅 ある¢ きら蔓こ経 ､ 望8昏夢寧 写月 王墓 田 ､ 錬
呈写5
輪楽星(滋 ン ナ ヲ }､ ジ ピ - ス タ ー ラが開業 したo ニ の窟舗蔓豊童歯館ア ジア 東軍浮東学 の 学生
が起業 した 熱 学生 の 卒業や就職活動な どで残念なが ら廃案とな っ たe
(3)温.泉資薮 の 活周
①別府o N S E N資源研究開発 国際協閉経脅
新規団 棒と して 別府 O N S E N資源研究開発国際協国組合宅略称 釣 レデ ィ ッ タ)が 2O O3
年 壕月 1 日書こ誕生 した昏 こ の 団体 の ル ー ツは i9 9年 重量月 ま5 日を芸設 立 した国際 ビ ジネ ス ネ
ッ トワ ー ク と なるo フ ア ン ゴ宅温泉乾きの 商品碓を挙がをチる任意団体 で 呈998年か ら始ま っ た
当時Q)運輸響 の 静ま府0 紺 S E 討窒任国際交線率叢 ､ 日本貿易廃興会宅ジ 芸 ト日き招 地域間産
業交淀事業などが契機と な っ て設 立 し恵もの で 轟るe
ポ]t,デ イ ブ 夕 の 目的揺 フ ア ン ゴ を結 じめとす る温泉寮辞 招 新た恕活周 鼓を rまちづ く 撃
財+ と位置付 軌 号 の 研究 ･ 保護 8 育成を因る ニと で あるo 最終 掛 こ絃A浴3ZR 外の 洛屑鉄
を研究 ･ 開発 して新た痩地域産業を顔 出し､ 罰府 の街づく 野暮こ生 かす 三 と表芸困的と怒るo
率でも別府]も費 の 温泉荘を使 っ た フ ア ン ゴ エ ス テ の普及や ブラ ン ド亨監蔓こ取替観峯 ､ 蝿境 野
財産と して 育て て い く｡
発起克 娃尉厨市内の 療 テ]レ顔館膏薬審院 の 代糞な ど4鬼 で , 観食戯揺 ホ テJt/藤塚 ､ 観蒐
施設 ､ 美容院な ど9放となる｡ 28e壕隼3月 に揺 ､ 帝許貯蔓こ商標登録を申謝 し､ 圭ま月 25日 ､
別府独由符 温泉乾 で ある フ ア ン ゴ を F男弓府]も羨 フ ア ン ゴテ イ カj と して壌希 の 商標登録を
行 っ た｡ 三う し恵 商標登録ほ別府市内 で娃凝鋳て の こ とで ､ 穀倉蓋 し写 経麺的財産と消費
者 を保護するた め ､ 三 男 テ 一 億粧晶 事 マ 5jサ - ヂ恕どの 横広をう分野 で商標登録 ♭℃ お 撃 ､
嬢食が欝 妙夜を､駁 撃 ､ 無断建周繕 でき療を預芸 と書こなっ 藍¢
②別府A蕩温泉品質保証協会
2鮮5 年 塵B i玉田 ､ 朗府]k費温泉品質保証協会が設宜 し恵8 そ 野 田 勤ま男弓府激白 の 温泉
嚢泰蔓こ振り組む ≡ と晋 あ撃 ､ 飼腰帯漆蝶番 テ ル絶食連食会意霊薬簸 臣忠常槽内野廃寮検査を
務ませた 32施設が参顔 ♭た ¢ ニ 舜 温泉素養 緒 空母O3率か ら改野耗ゐ でも与る暮芝目奉温泉協会
の 温泉表示看板 帝地域版 で 姦野 汚 繋府 固有の もの と い えようo 温泉表示蔓こつ い て 揺 28O竜
寧 7月 招 顔脅濃泉蔓芸溶 暗る泉串凝轟茶寮韓炭素 ち 消費者 野 窪田を浴びて き藍が ､ 別府方式
絃マ ニ ア チ ッ ク 面態坂野込まれたo
衆参 の内容桂 一 浴槽で の 温泉の凝藍 ち 男囚永野 賓無笥 浴槽痢麦寮魔の温泉労軒構帝､ 浴槽
と源泉と成分の 遵彰きを奉ず廉廉寧も表示するo ニう したヂ - タ - 結露廃カjt,テ宅軽量 m ､ 横
e暮 6mきを搾楽 し､ 若艶ぞ艶各濠泉潅資 で掲春草るo 労 務学事芸揺爵の つ る つ る感や療変転㌔j3
董写6
た感覚的な評価も記載 し髭e 温泉有識者 の 申か ら選 ばれた 呈8Å軽度が温泉G メン と して評
藤を行うo
6 観光地域 づく りと して の まちづ く 哲
こ の ように別府温泉輝 で 揺 ま ちづ く哲 の 形や方南性が ようやく 見 えて 寮た o そ れ経 呈9 96
年以降､ 鳩 労だ けよ鼻音れ ば良 い+ と い う別府独特の ビ ジネ ス 環境を寛厳する形 で まち づく
りが顕在化する こ とに な っ た か ら で あ るe こ う した動きは j､ コ 号 ノ着こよ るま ちづく り で 絃
な( ､ 在るもの を生 かす rま ちづ かを篭j 墾 の まち づi 撃であるo そ 巧活 動はまだ緒紅 つ い
た ぱか 撃だが ､ 復活 ･ 再生 の 事応えを つ かみ つ つ あ るo 駒府 の 将来像を身 ン パ タ書こ密 猟
オ ン パ タとも与うイ ベ ン トを定期的蔓こ開摩 しなiて も､ これ から の 別府揺 も 海田表芸オ ン パ タ
と い うまちづi撃を目指 して を与るo 羊
と ころで ､ 筋瓦倶薬審招 最凝 の 行動経常瓦 か彰ちわを蔦路地裏散歩 か ら始蓋 っ た と貰 っ て も
過言で 娃 なをヽo 三艶 経まき しi由布院 の 田 園とイ ベ ン ト､ 累)玉章の 幽閉と露薫 風呂を生か し
た まちづく 撃蔓こ匹敵するもの で あるo 従来 ､ ま ちづi 撃と言 えぱ 専 国の 磯助塵を活属 した
道路や施設な どj､ - ドづ竜 野が 童蔑で あ っ た8 田園や山間絃地域繁務 で あり ､ 従来 か ら存
在するも の で あ るo ニれ を地域 の シ ン 夢 ル と して落頗ずる こ と絃 ､ 在るもの を生 かす 号 で
きるこ とからずる ､ つ ま 撃地域づ かを汚､ 窓ちづかも毛の発想と貰えよう8 帝も多額野 際奉を
授Å しな宅 て も､ ア イデア や麹象 を授Aすれぱ､ 地域 の 再生専修藍 揺可能 であ る8
事日別府鍔 療塊義経戦災を愛好なか っ た 芸とが率い して 号 昭和窮期の レ 較野 蛮状況をス ト
汁 - トに薬草する｡ ま き書芸帝慾 の健雰 であ る¢ 梁夜 ､ 道路の拡張療ど習 嘗 老朽首転した家屋
表芸徐舟妄言坂野壊 轟艶でを与るが 汚 蕗麹養景教結をちまだ蔓芸残轟艶貰 お 撃 博 男星府鍔 培域ツ ン蔚 ル
と して 末永宅保露草る療健技あろう昏
第3帝 まとめ
第3蓉で 経芳巧府温泉郷 の観寛地域づ宅 撃蔓こつを､苛各務ごと蔓芸整理 払､ 考凝ずるも狩 で あ
るo そ の蘇果接改野 よう蔓芸ま恵め る≡ と表芸でき 蓋う¢
豊 野密書こ去 る観光地壕の 清建た
第2次蔑界東戦轟 で確立 東労寮や男書圭蔚帝宅夢ヨ帝野､野噂飛を蔑簸き当鷹狩 果たtJ 忠孝夢始 業
蔓芸索きを､o 明治建寮と恋 っ で ､ 県費をこま っ て 蓋87ま寧蔓こぼ別府港の整膚/% さらに 豊87唾寧に
は共 同温泉密どが新築垂範 藍¢ 芸 うし藍港湾や温泉施設 の 新築を寮磯 と むて ､ そ の後共 同
温泉 昭新築や改築密ど表芸相次を蔦だ の で 轟 る昏
摺e6琴孝男 守 則府麦飯脇の 南野漆芸食弊 払ノ若紫Ej毎号部帝幣漆芸誕生 し毛 凍尭温泉壌野 建設毒こ
圭署ア
当 たる ニ とを三な っ たo 温泉聯周書こ関す る蔭整備 を護 め る - 方 ㌔ 温泉課 を設置す るニ と で温
泉行線を開始 した の で あ るo また町当局 揺 土地開発 を積極的墨こ推進 したo 明治末期j;R降蔓≡
お い て 結露営 の 事業で あ る耕地整理 締 区政藍き､ 民 間資奉喜≡対 して ほ海岸埋豊 芸 事を認 可
し､ きらに 揺昭和 凝期に ほ市制5周寧 ､ 合併 に よる東別府市を記念 した博覧会を開催 し も
観澄盗泉砲 と して の 基盤整備 を着実に進 路た の で あ るo
別府温泉輝絃第2 次澄界大戦後 か ら高度経済成長期 に か打 て温 泉観光都市 - 完全妄三愛馨
した8 民間に よる観光開発 の 高度化と典 に 行療蔓こよる観発行資の 推進毒≡よるもg3で 轟るo
これ に萎まま範0年 の 別府国際観覚温泉文才ヒ審帝建設慈 の 影響が尭き い e そ の結果､ 廟厨国際
観光港､ 九州横断道路､ 市街地整備蔓こ関 して行政童捧の 事叢が推進 し藍の で あるe
こう した観光変通 に 関する整備率菜と共 に新市街地盈ぴ1日市街地 将 整備 撃業表芸進められ
た o 前者揺高度経済成長期に お 狩 る石 垣 圭地 区画整理事業､ 後者経費露経済成長期書こお 狩
る浜脇再 開発事業 であ るo 温泉施設 の 整億 も行われた o 中でも鉄輪 ･t明誓 書 発着 港泉ほ 王980
年妄こ国民採養温泉地に 指定萎れ ､ きら蔓こ呈98呈 率蔓こ鰐民保健豊 泉壌 写 経毎号て 199凌辱柴石地
区が島 れあも､ ･ やすらぎ露廃盤 の 指定を受汚た o
｢日本 一 の温泉を生か した観光立 帝を目指すJ をゑ釣 の - つ と して ､ 2eO3年項月蔓三番当
選 した浜 田博別府市長絃 まちづi 撃推番蛮を設置し恕o ジ フ 軒薗 を霊視 し恵まちづく 野暮豊
栄 して ､ 行政漆芸遅れば菅なが ら参真する ニと蔓こな っ たo 廃寮別府まちづ竜野支援事案補助
対象事業､ 泉帝ま ちづ i 撃ネ ッ 旨ワ - タf通称 毛 奥まちネ ッ 巨き蜜ど蔓三豊 っ で 乍 窮民参男琵の
まちづi 野をサボ - 声 しても写るe 垂 ら毒こ結別府磯蒐推挙戦略金蔵を意 毎皇毒ずる芸 藍蔓芸蓋 っ
て 朗磨観発 の 将来を展望 L､ ぞ の 籍果 ､ 2Oe5寧壕 割 こ行渡境構 を尭稀着こ蜜翠 し､ ヲ - ヲ ズ
ム の 接寒行密書己か かわ る部署を - 元碓 ら変 の で あ るp .
望 壕域在民に奉る観光磯城形活性雀E
近年 の夢J蔚温泉郷 で絃まちづ竜野を馨図 じ恵民間 レ ペ 舟 でゐ活動表芸活発蔓芸怒 っ で 澄た o
安定経済成長期財経将罰府観光群落ち羨み書芸斉 して豪 の象る真顔 感電愛毎患表芸ら たの であ る8
基幹産業であ る車テjt,廃館e)相次iす廃業や飼慶 事 観光港設 の 閉癖療どを目の 当た 野暮こして
免機感漆芸蔓楚 じ､ 考れ を寛摩する恵 め蔓芸まちづi撃を貴国 巳恵帝 である缶 これ蔓こ経 由寄院
温泉 の繁栄 ､ 霧)!事温泉野 急成長蜜ぎ表芸影響 してを㌔萎o
‾飼府温泉輝の観光を意発 した轟凝鐸 ま毎づ く琴線績と して観光産業経営研究会く以 下 ､産
研きがあ婁ヂられようや 轟研 繕別府市内野若手経営者の 鰭経で 豊969寧に琵慶 した母 そ 帝 目的
揺男弓厨温泉 の観光浮線の ため舜 実践的怒活動や擾貰恕どを行う芸 と で轟 るや 別府A毅幣菟
量嘗等
倶楽部宅駁下 ､ 餅 瓦倶楽部)ぼ 呈99 8率 12月 ､ 幣瓦温 泉周 辺 の住民約 28人 が集ま っ で 設 重 し
た e 活動の 目的捻劉府温泉 の シ ン ポプレで ある幣露盤泉を保存すると ともに 幣 瓦温泉 を中心
と したま ちづく り を推進 し､ gP}む市街地 将 活性柁を目指す 三 とで あ るo 最終的な活動量芸経
常瓦温 泉に 閑ずる情報 を詳細に伝 える ニ と､ 幣瓦温泉弼済 客に 向春す藍各種サ - ビ ス g3実現 ､
歴史的価値 の 高い 幣瓦温泉5j保存活動の展 開な どで あるo
幣瓦倶楽部は様 身 な活動に 取9 組んで い るが ､ そ の 董なも 符 ほ ボラ ン テ ィ ア ガイ ド書こよ
る街歩きツア - で あ るB 当凝 の 企画 では自分達 の棲む街を簸 る 三と か ら始ま撃 ､ そ の 穫ツ
ア ー を重ねるた び葺こ地域寛iヒe)再発 見句 参凝着と蟻義 民 と の触 れ合旨も脅愛務が結わ れたe
ニう した皆勤ほ地域的 ･ イ ベ ン ト的にも鮭来 した の で あ る昏 学才 - ク の普及 ととも蔓こ欝儀
績も誕生 した｡ そ の代表 は蓉 の 町 マ マ きん ガイ ド､ 鉄線費 拝む 撃療養繋などで あるo タオ
ー タ 関連 の組織揺 地域的にも鮭表 したo イ ベ ン ト関連 でぼ男弓府]も爵路盤襲真粍発 ･ ゆかた
de ピ ンポ ン 事 男!3府]も寮監泉道な どが行われ た｡ 路地裏 の景磯や雰鰐菟 事 務蟻養温泉をどを
楽 しむイ ペ ン 巨であ る｡ こ う したイ ペ ン わの増麺 で店舗 将 閉鎖漆芸緩む､て を篭た率心 市街地 の
僚瓦ホ銘で措索漠出店漆芸行わ れ ､ 擾蔭腐肉がみ られ つ つ ある｡
幣瓦倶楽瀦 の 活動と糞に男手j観練 とタイ ア ッ プす るこ とで ､ 新 しをちイ ベ ン トや経緯惑言誕生
す るこ とにな っ たe イ ペ ン 声の 代表揺粥府]ゝ 蕩温泉治驚金蔓通称′㌔ ツ 旨タ i オ ン }考タう㌔ 経
緯 招 代表は別府]も費 の 宝を守 り育て る蛮 済弓府]も寮 トラ ス トラで 象る¢
唐 ン パ タ萎ま男噂蔚 将 来素餐 をイメ - ジ じて 溶 野寺 その構懇 按牡索 であ る昏 将来韓喜芸経 ヨ -
ロ ブ パ 型の 温泉館寒地を目指 して お 琴 ､ F轟日重言オ ン パ タj を目標 と二 しても㌔る B 駒帝]も蓉 声
ラス ト萎ま浜田温泉館の保存活動怨どを重 して開巻普蔑表芸轟壊 した昏 空母8望撃号 罰摩耗蓉巨ラ
ス ト設立準葡委農会揺芳項蔚]も寮 声ラ ス 臣 事 シ ン ポジ学良 を開贋 虹ち 男弓酵]竃務の 温泉文才Eを
伝える建物などを糞危遼産として 残 し奄 ニ艶惑葛_-ら一節まちづ宅撃暮芸徳男 しでをち宅芸 髪を確認
し恵 o 現在 ち ]も寮 声ラ ス わ漆芸精力的蔓こ取琴線あ でも海る昏車重まわiわく‾ 事 ら宅髪移住計画
と劉腐湾埴球学校 習あ るo を巧ず表毛の 幕聴も別府の 持続 琴能な壌発喜三彩ず 萎薪 Lを写敢野趣み
となっ た｡
温泉資薮や韓鞄裏を生か し怒新 しを一顧 り鍵率 と じて 接機械適薬 事 路地寮 ビ ジネ ス f_欝j府
O 弼 SEN 賛辞啓発開発 国際協同縫食 8 男弓磨プ竃寮温泉品質保証協会恕ど表芸登場 した B 活動
はまだ緒をこ畿彰ヽ恵ぽか 撃だが ､ 別府温 泉輝 形 哲接着ヒ蔓芸異変官僚部揺尭き妄ちo
皇軍9
第6牽 結論
別府温泉輝 を構成ずる諸温泉蟻(別府]も蕩)を事例と して ､ 鶴来地域と して の形成過程と
地域変化に つ い て ､ 変通 ･ 温 泉 ･ 土地 ･ 観光施設な どの 開発過程を率3むと して 写 そ の 実態
を明 らか に して きたe そ こ で 揺 ㌔ 凍館経営者 の 系譜や旅館の 経営状況な どを追及 しも 藤館
経営者 - Q)聞き取撃調査や観光客に対す るア ン ケ - ト調窓を実施 して ､ 別府温泉輝 の 観兜
地域と して の性格や発達鍍差 の療握 に努め たo さら蔓こ､ 観光地域と して の課題 を指摘 し句
そ の 活性托 - の 具体策を提示 した o ぷ下に , そ 鍔概要 をまとめて 経論と し恕を㌔こ
‡ 研究薮果
①江戸時代 の 別府温泉簿書こ萎ま､ すで毒こ8 カ所 野鼠泉地が成立 して彰㌔たe 中で も象脇温泉は
別府温泉紡 の発揮堆とを､われ ､ 江戸時代蔓こ潜も､て 揺物資の集散地 ､ 港町 戦 車鬼神故 のP弓前
町と して 栄え恵 の で ある魯 港町だ暮すあ っ て貸席がをヽち畢i成宜 し乍 歓楽街 と して の 機能が
強か っ た o ニ れ蔓こ対 して 与 男室府 温泉は江戸来期ま では街還啓に凍俸が成立 し､ 療温泉や海
岸砂蕩揺存在 したが ､ 韓川 下藷域で 結集落Q)彰威結み られな か っ た¢ そ の飽 の 6 象結近在
か らの客 を努象と した券漁場と して の 段階に留ま っ て妄㌔た ｡
別府温泉輝蔓こお 狩る温泉地の発達襲撃蔓こつ をちて み ると 奄 まず ぅ 呈872弼 椅 5き撃書こ別府薙
が築港きれ ると, 男巧府 温泉萎ま東きi飛薙する 三と蔓己怒 っ た g 県費毒芸よる衆同勢搾整備 ､ よ
経壌9 書こよる新規源泉磯部表芸進み ､ 明鞄学期以 降も 立身出資墾を童と した殊霧緊轟を∈よる
凝偉業 - の連出表芸帝次を駕だ 野 守 あるo 明蓉攻撃から昭和凝期諸芸薮絹子て 娃簿 外来襲寒蔓£よる
海岸埋立 工事費男弓荘堆喜成夜どの 土地開発が進み 顎 公園 事 劇場 事 遊園地恕ど野寮尭癒費も
整優萎れ ､ 観発温泉璃と して 節義輩整療が穣変 じ藍の で 象る申 そ の 開､ 行療当廃揺 温泉密
葬の 開発をある軽度規制するととも書芸号 共同蓉を 熱鎚と し変温泉施撃砕薬療 を港め 戦 闘絵
素期か ら揺番区幾重事業を実施 し ㌔ 蔓928 昭 和 3き辱蔓芸耕地整理を完成させ藍や 三者ち蔓こよ っ
て ､ 飼府g3市街地繕格子購の遷務網惑箪形成垂れ 専 景観的 * 機能的毒こも観光温泉地と して の
棒裁を整 塞恕 邦 で 轟る歩
こ雛書こ対 して ､ 浜藤蚤義経寮湧着意箪嘗薗整理蔓芸反対 し藍 ニ ともあ っ て 等 速終演野道韓網
漆芸費Q)まま残き艶藍 ¢ しか し 専 衆濫発竜三按寮費労軍務少 し療 軌 温泉集落の限界説が詫布 き
如 て 寮カ審の - 部ぼ療岸機墓 地な ど - 選出 して露営拡充を囲 っ た昏 鏡壌温泉で 揺明治末期
か ら地獄療i
l,
甲の 有料開放感軍籍まり , 磯発托が始ま っ 浩申 b 惑蔑む､ 転寮約な蒸 し拳周辺Q3
荘泉轟薄結果蓉貸間轟鋒丞箪轟 率ii海 - 轟 の 寮カ韓燦 で睦窮鑑鰐孫馨野宴会客を適えも 鶴来
塞き8
客や慰安客な ども取り込ん で い た o 明響温泉 でほ地蔵廃 寺 鶴寿泉恕 ど優れた泉質招 集 同勢
を中 心 こ ､ 療養温泉地 と して の 温泉集落が形成きれ た8 亀川温泉で は 呈92 5挟 藍 ま4) 撃に
亀川海軍病院が 開設 され ､ 療養温泉地 と して の イ メ … ジが 強ま野 ､ 浜 田 温泉 さ 亀陽泉 ･ 鍔
g)をと い っ た共同湯を 申)むと して 温泉集落が好感きれたo 観梅寺温泉は地域全体に わ た っ
て別荘地分譲が行われ た が ､ 晋なが ら の 療養温泉地 と して の 段階に 留まり も 堀田温泉や発
着 温泉は数軒の凍館が営案ずる に留ま っ て い たo
②第2次澄静夫戦後 の 高度経済成長期を遵えて ､ 別府温泉郷揺さら書こ発展をと喜ヂる 三 と萎≡
怒 っ た苛 これに 結別府国際観党務 の 開港､ やま怨み - イタ 誌 イ の開通 の影響勇慧尭きもちB ニ
こ に広域凝覚 ル - トが形成 きれ ､ 修学沸行生 傭 薄紫行啓恕 どが尭慶喜こ薬朗 ほ の で あ るo
別府温泉ほもち ろん ､観轟寺温泉 で措凍館 の 大規模す転意芸逐み ち付帯施設 の綻寛が図られ た｡
やまなみ ハ イ タ ェ イが 温泉集落 の 繕ずれ を適 っ た錬輪温泉で は沿線 に売渡横 な凍館が進出
し､ 別府 ･ 観轟音 ･ 鎮輪 の 3尭温泉塘が欝僻 温泉輝 を代表す る温泉埴となっ た e 別府温泉
で揺海岸埋立地 であ る食浜藤野が凍館集積地と怒り ､ 琴僻 タヲ - や鶴来会館 などと い っ た
鶴発施設が開設きれ て 温泉観発寒帝の形態を擾 称 こ弼達 した の で あるo
i967年書こ鰐商汽凝恐喝 党務 - 移転 してE} 乱 発川 下蔑界隈の渚館萎ま療治客数の 来痛な渚
少 で転 ･ 廃業を余儀なiさ甑 ､ - 熟 ま当蟻 の海岸饗 宜埼 事 観光港 事 やまなみ}㌔イ ヴ 芸 イ沿
い蔓こ進出 した 昏 とほ盲 洩 ､鶴寛容近 i 符やま なみ ハ イ タ 濫 イ 溶”蔓こ進出 し恕真率形寮館ほ ､
そ の後経営不振蔓こ施撃廃業 ほ . 幣瓦 愚衆 事 不老魔 事 田 の 爵温凝な どの 黄開浴場界隈の凍
館も経営鱒発轟こ醜撃 ､ 転 事 廃案が 目立ち簸めたや 茎師 街 漸 …豊壌 してを与るた 捌 こ､ 変通戟
啓 東経番場不足恕ど表芸ネ ッ クと怒 っ たの で あるg 浜賂温泉結 滞 8寧の 変容防塵蔭の 影響で
貸 釦 壕 業 し一 江声時代湧鴫 掛 聴 衆素地 の性格ほ弼癒したゎ そ して ､ 務蜜の減歩や偏狭
夜道韓窮惑喝 して 凍館結鱗少 しち つ い書こ清或 形危機を遵えるに薫 っ 藍o - 方 ､ 鉄棒 事 明響
温泉桂羨替客室捧の保養温泉磯と して Å駕を桑 鉄 琴洗練持 を図 っ た ｡ しか し､ 畿] 鳩藻
緩怠泉構 鍬=東嘉子､ 寮治者絃鉄棒 - 韓艶た の で あるo
③安定経済成長期尉降萎ま意地条件 ♯ 簾鋒凍模書こ関係 なく ､ 男瞬 温泉棒金 餅=溶を号て 尭き密
封ヒ責唄 われ たo 号れ緩観寛容の 性格の変叱責芸 - 愛 した か らで あるe ず恵わち 一 高度経済
成長期妄こおも蔦て開府観光の定番をなして い 恵増俸客 一 審会寄 書 修学栄行 事 務薄紫行恕どが
著E, く凍少 し藍の である8 そ 野 - 方 ､ 家族客 事 グ ル - プ客表芸増凝腐 肉を察 し㌔ 団藤審萎こ代
わ っ て林間寒が童洩蓉轟鋳 る書芸要 っ た B し急が っ て ､ 帝蔓≡団捧審蔓己襲穿E; で盲､た男噂厨温泉
の 充填模弟韓は凄聯恵投葡投資 事 発車経営怒ぎ毎轟毒で轟鷲革 新 芸鯨琴 ゝ 別府 督代嚢ずる
ま番豊
名門凍館 の 夷準捻経営者安代とな っ たo 遼寧 の棟南 と して 確 温泉地妄こは野臓 ま ない ときれ
て い た菜種 の ビ ジネ ス ホ テ ル が増廃 して い る昏 林間審の 増凝 や洋風 ス タ イ ル の 定番などで
需要が増え ､ ピ - コ ン プラザ国際会議場が整備され た こと もあ っ て ､ 新 し い 宿泊施設 と し
て 定着 した¢
㊨ - 方､ 浜脇温泉経市街地 の 再開発が進め られて 高層ア パ
- トが 出現 し､ 温泉集落と して
の機能が消滅 し､ 魁 朋温泉も羅 ぽ同様 の 額陶に な撃 つ つ あ る8 観梅奪温泉経観光凄館 ∴海
風族館が営業努力を重ねても㌔るが も そ の経営環境揺厳 しも竜e 鉄線 ･ 明容貌義経貸間諦館が
童藷 を占めたが ､ 近年貸閑廉偉か ら料理書こ爵路を発め恵和風凍館 - 転ず る廉留意芸増 えて毎
号
る｡ 蕩治客 の 轟産郎転で落籍凝鋒と して の 限界を意落 して の方南転換で あ る｡
⑤男巧府温泉輝 の 凍密経営者 絃 ､ 駒府が新開地とも竜う土地 剛
毛ら立身如懸型表芸極 めて 多を号昏
ニ う した棟内は明治鼠降 句 現 職 こ至 るま で衰勢 こ 射ヒ揺 如 号｡ 琵声 時梶か ら続く蹄啓結す
で に存在せず ､ 明治 斯 こ開業 し藍沸館もごくわず か で 乍 廉館 の 自然淘汰
書 新陳鍔謝が著 し
も､o 養を与年月 にわ た っ て ､ 鰯健や没落を藤野返 した鱒偉業着で あ るが､ 寧成瀬に 至 っ て 資
産 の 著静 こ戎魂 し 可 資産を有効に活潤 した旅館業者が観光企業と して 成長 して きた ¢ 中毒こ
経近接 の 由布院蛋泉 - 投資す 萎もの も出癖めた o
⑥碗来客Q)訪問究絃､ 高度経済成長期にお い て ､ 絶賛 紡ぐ撃 と高輪出 コ
- ス が 定番 であ っ
たo こ の パ タ
- ン 経費定経済療養 ,% こ至 っ て 屯衰 勢 こ変ぜ転経 恕旨巧守 遼寧符腐 肉と して 家族
凄艶がテ - 守 パ - タ脅選盛観を訪問ず るケ - 弟 妹日登 っ て き急が ､ 別府温泉府 市街磯母親
発遠雷 - 経経とん ど受 ち奮 っ ても 噌寿議 つ 怒 ニ とが脅固 形研究智 明薄暮星夜ウ た ¢ 明響温泉の
寮 の 花月滝屋漆墓温 泉地ら し彰号景観と し号魅力 を増 し､ 鬼窺を集 め苛を写る¢ ま恵 与 三 三数撃 駕
別府 温泉で絃戦前か ら残る路地裏農鶴盛挙観発資寮藍 ♭で憲脅し専 まち歩きが 寮 費堂 解 こわ
患 っ て抵表する勢を与で あるo
母轟憂経涛成長郷 ㌫紀行 む藍男弓磨か ら阿蘇 書 発 射 芸-薫 る広域観光 座
- 声揺寿篭 つ 貰 揺 ど野 勢
妄､揺 恕i ､ 聴覚市費経廃園県惑竃率 むと療っ てを蔦るo 開薬
事 中京 ･ 関西 とを篭 っ た遠来か らの
鯵学務行生や新帝諦行客重富費韓 む怒 気 広解 こわ怒 るダイサ ミsjタ密観光行動経み ちれ恕
く な っ た o む しろ ､ 由布院蛋衆と搾轟ぴ対審表芸封監き艶で索 野 卑 芸艶 接高度経済成桑期毒こ
緩み ら雛密か 毒恵額南晋ある昏
魯酌帝落慶 郵 こお妻子る戟米地域の 形成書こお い て ､ 行政 搾 贋恵 した僚 鰍ま固守 し艶 なも
蔦
｡
し
貞義し領 明治発意鴫 高度寝顔或藻期窓おをちで 鑑 査堆∵ 変遵 守-鶴来施設恕どを * 醸るブ
､ - ド
寧日昭開発が行わ弛監o 琴盛腰 封降革 労僻 温泉で萎ま民閉塞捧持 濠 ち増毛 賢が麹嚢 巧 疫学 そ
重番慧
の 結果､ 組接と して 経別府A象 トラ ス ト､ イ ベ ン トと して暮ま浄 ン パ タ が 誕生 した 母 東 蚤 の
資金 をか妄すて 新 しい もの を搾るf目薬墾の ま ちづく り で揺 恕く ､ 霞 る亀 招 を活かす と い うFま
ちづ か いj 型 の まち づく り が現われ ､ 評席 きれ るo 行政も新市長 鍔 誕生 で ソ フ ト着こよ る ま
ちづくり に理解 を示 し､ ま ちづi撃活動 - g)磯助塵 やイ ベ ン ト開催 を争 ポ - 卜して い る 6
⑨iZi上 ､ 別府温廃簿 にお量子る観発蝿域の 形成遠軽に溶 い て ､ 官民着こよ る変通 ･ 温泉 ･ 主砲 ･
観光施設 の 開発などが展 開 したが ､ 明治以降 ､ 8 分 所鍔 温 泉地 の 開 で発達較差が生 じた 三
とが明 ら かに 怒 っ た別府温泉ほ温泉観光尊前に ま で の ぼり つ めた 乳 羨脇 8 発着 8 堀 田温
泉は温泉集落と して の 粥威 を来た した の で ある｡ つ ま 撃8 をの 地域 鍔 性格 ､ 最終鈎蔓こ喜恵温
泉資顔 事 景観 恕どを簸めと した畠教務安 手 変通条件 ･ 立蟻問題 ･ 観光施設 の開発 などと転も
つ た社会環境 の差異が七 観覚境域 将 発達較差書こ現艶た と い えよう8 蔑た ､ 観発砲域の 形成
者と して 鉛 凝館な どの 経営者や資本家の 存夜患最適 せない o 男f3府 温泉輝とをもう温泉地填 で
夢を追 い 薦め ､ 乗数や成魂を繰 り返 し疫が ら境域と か かわ っ たÅ 身 招存在 鉄 琴在 野男ぎ達磨
霊泉輝を形成 した の で あ っ た苛
2 男事3蔚 鑑廃寮 の護摩 と援雷
こ ニ で捻 ､ 寒研究を通 して判明 した澄ま府温泉輝 の 課 題を と撃 あ蔓ヂ､ そ の 活性才監の た範 の
貴書を したo
窃駒府]も蚤砕廃盤 : ずで毒こ由緒毛茎9昏朝轟音指壊 してむ㌔る よう書こ､ 別府県 費の後棒と機能をも
つ と明確蔓己ず べ きで あ るo 8 漆所の温 泉壕意憲魂慶 して 額軽 蓉童重 しで彰㌔る温泉地 は 毎 日寮
で 結療 であ るe ヒ かも ､ 重砲桑韓 書 温泉符 泉質 書 畠番環境 書 後金環境漆芸異な っ で お 琴 専 そ
ねぞ耗磯自牲を確立 しても海るo 鼻俸的恵方病性揺温泉鶴覚番蒋と ♭で 巧飼府温泉 ､ 観発温
泉磯宅レ ジ ャ - 轟きと ヒて の鶴舞奪温泉号 保養盗泉蝿竃琢寮轟きと しで の 柴葛 事 羽撃意義預 蕪
養温 泉壇蔓癒 し轟きと L写府額 田温泉ち 保養温泉磯若療養系ラと しで の鎮噛温泉 耳 保養 温泉地
∈健康薬∋と して 符 亀)董要事 轟脇温泉で ある8 温泉鶴来審帝と して 砕欝滞 温泉萎㌫ 番市境蒐磯
とEj℃ の 機蓉 を保持ず ペ きで ある¢ ず恋わち帝夢蓉 事 シ ョ ア ビ ン グ 8 ダ舟 メ 事 ア - 終 車 寿
ル チ ャ 一 書 - 港 ,3? - 書 会議などを目釣と した鶴寛容 の 額撃込み で ぁる8 観希薄藍廃経 ス ギ
ブ 孝 パ レ ス 書 ア ク ア ピ --か 事 輝貴意ぎ鶴舞 レ ジャ -′客を - 層坂野込 恕 ペ き で あるや 藍廉壌
設考察族風呂 事 露天盈呂きも発案 L 貰お り ､ 盗泉と料理 を申壷と し藍鞄最凝館も歩も､の で ､
三池 態魅男将 - つ とをヽ急患う¢
兼帯 事 増 野彊義経 領 遼寧三番営の 温泉施設漆芸尊慮きれて 畿轟埴と ヒて 野基盤表芸確意 む監守
も駕ずれも出砕 厳景毒こ恵ま艶 与 良発揮壌結接騨 であ る魯 発着 温凝揺ず で蔓芸幽閉帝 藩歩道 を整
五番･3
儲 して滋 野 ､ 堀 田 温泉にお い て も遊歩道 の 整億 を望み急転､o 明 響温泉は硫黄泉系で 毎 泉質
に 魅力があ る ｡ 展 望露天 風 呂尊家族最 呂が発達 し ､ また勢 の花ホ 屋 の 東観揺温泉地 と して
の 鮭男を轟 し総 じてむ､る昏 癒 し系 の 温泉地と して 招評価捻轟 U 8 鉄棒温泉経象漁場と して
の 雰囲気に溢れて むもるo Å 蓉貸間膜館 の 御慶経森泉 に 存続 きせ る べ き で あ ろう¢
開港経亀]妻妾温泉と轟巌温泉で あ るB 薮脇温泉結すで蔓三羨番 ピア 敦脇が整備き れ ､ い わ ゆ
る健康茶鮮 麗泉鰻 と して の機能を保持 して おり ､ 教務 ピア 轟巌 の 活か し寿が今夜 鍔 課題 と
怒るo 勧壬･ 憧 泉措 こ 鈍 か ら帝展 開が渡 し い 8 市営将褒轟 田温 泉が整藤 き艶 な喜亨艶 ば ､ 寮番
ピ ア 轟脇ク ラ ス め 温泉施設 の開発 が可能 で あ っ た 軌 も軒ま垂ら事遅れ で あ ろう示 現薬餌な
問題 と して も 貴国番場 で あ っ 喪章田浜田温泉開港が取替凍き艶 苛を篭る金 蔓日浜 田温泉館揺保存
運動 で 蓋うやく資料館と して 残蓮絶息漆㌔ 今後緒温窺施設と して の 開敦盛墓望ま艶 る申 董撃35
滞 舞 弼 隼建築の･葦田轟 野温泉館絃 員養育数府 寺院鰐撃 の 温泉施設 で 轟 る8 文把財 形 爵と
して 鍔 擾爵惑墓碑た艶 る¢ まちづ かを 甥 発想 で ぼ ､ 男53府医療せ ン タ
- 晒 国立男巧府病院∋を活
頗 L 変容療プf3 グラム の 開発を - 考す べ き で ある昏 粛啓 と病院表芸タイ ア ッ プずる ニ 藍で亀
]重要温 泉将 保養温魔飽 と して の 方向性漆芸晃ぬ麿 よう¢
② 軒む市街地g)絡軽粍 : 別府 温泉野 中きむ市街壌が疲弊むでず で蔓志免 しも鳥｡ 豊 艶 を清隆孝虹ず
る方途ほ無 い に等 しも､ 軌 街 を国造する仕組み を提案すれば､ 費れ な り の 成果揺得 られ るo
翠在 ､ 繁瓦界隈路地裏散歩が知 られて ､ 街蔓こは少 しず つ 観発客漆芸戻 撃 つ つ あ るB しか し､
微 府 た る数健 であ り一 様 身 なパ - ジ ョ ン を設定 してまち歩き ヨ
- ス を増や した い 8 最終的
に 臥 すで に定着 した別府]も寮温泉違 の グjt,メ簸 で飼府]も車乗食違が 轟る¢ 菜食道は B級
グji,メ を食 べ 歩く ス タ ン プ ラリ - で あ り 汚 88分所 の ス タ ン プを集め る ニ と で ､ 名Å となる
任観み で ある雷 そ の 鰻書こ善悪建築散歩 事 歴史散歩 書 培域散歩 書 文学散歩 - 名渡番数夢な どが
考えられるo 別府]も爵にち恵んで 88遠野 のまち歩きを考案して も 蔭投手巳に づ な毒ずたを与¢
商店 の僻店と して の肩車りも欲 しを､o 拳闘と して 絃 フ ァ ッ シ ョ ン タ ウン書こ成長 した寮京
の 膏出 ･ 原宿界隈夜どがあるo 原審で結頗慈が頑嚢る ニとで も フ ァ Sjシ ョ ン ス ト汐
- 巨を
形成 し､ 経 じて フ ァ ッ シ ョ ン タタ ン と 怒っ た歴史が ある¢ 軒む市街地 の活性才転蔓こぼ監寮場
開蔑が欠かせなも､o 事を㌔にも J 日横幕跡 地が理 妙立 て られたまま形 状態 で 汚 ニ爽 を錠寮琴
毒こ活かす べ き であ るo 施設 経遂 の駅軽度轟こ留め､ できれぱ海岸砂蓉を復活きせた い ¢ 駐車
希を広く とる こと で駐車場問題 を寛厳 したを蔦o
③観党費寮 の発療 : 別府観光とむ㌔うと ､ 埼寝め ぐ撃と轟崎山とを､うイ メ
- ジか らまだまだ
魔塵 できて U なを㌔昏 そ ニ で ､ も､ま - 盛観発資源e3養親を図る べ き で ある窃 担療 拳 歴塵 単 文
重8魂
柁 ･ 産業な どに 活路を栄め ､ 潜在的な観光資蘇 を発擬 し､ 観光に 活 かす べ き で あ るe 例 え
ば､ Å観で 揺真夏宗麟 書 井上馨 ･ 三島由定夫 ･ 織 田汚之助 な どで あるB 作家 鍔 績 田 搾芝助
は遼寧知 られ て きた が ､ 三 島由紀菜が舞姫韓行 で窺執 した事実捻意外 と知 られ て い 憩 い e
古代 から現代に要 る ま で ､ 様 身 なÅ幼が別府 でÅ 蚤してお 琴 ､ まちづく 野 に 永い に 活属す
ペ き で あるo 路地裏に 点在空き店舗や空き 民家を活済 し ､ 特定の Å物 をテ - 守 と した ミ ュ
- ジア ム やア - ト施設も整優 した い o
㊤まちづ か い に よ るま ちづ 〈 り : 欝j府 温泉郷にほ ､ 古代 か ら現代に 至る ま で蓄積 きれ た霊
(財産き漆芸飛出存在するo まき に ､ 別府 ら しき ､ 別府 の 地域性漆芸残きれ て い るo そ の 呈--3が
温泉 であ野 ､ また最近 ､ 観党資源 と して 謬詫きれ た の が路麹婁空 間で あるB 今後はj､ ヨ 号
ノ を建設する‡日米型 の/㌔ - ド董体 の開発 で 経なく､ ソ フ トやノ､ - トを活潤 した地域整億 が
あ要で あ る｡ 歴史的 に積み重ね られ た在 るも の を活か し ､ 活潤 するま ちづ かも号こ そが 2主
食紀撃 砕 まち づく 撃で あ ると凍宿す るo
畳番昏
ai) 別府に おける源泉 の ,Al 揺弼 ほ 経磯野きの 時期には諸説があ る o 明治 ま翌年説 ､ 明治 望望
牢説などがあるが ､ そ の 詳轟酌ま不明 で あ るo
2き 当時 の 関係者か ら話を聞 い た外山健
- 氏 の 訣に よるo
3き 石川真理子氏 の談に よるe
4) 春田 光野氏 の 萩に よ るo
5) 日本温泉協会 の 資料蔓こよ る｡
6) 河 野忠之氏 の 萩蔓こよ るB
7) 鶴田浩 - 頗氏 の訣毒こよるo
8) 前掲 7きe
9き 前掲 4き｡
王8き 前掲 7きo
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別府市轟3:会議所､ 轟9粛e
慶永鹿毛呈9 騒き:『別府今昔』未発合同新聞社 ､ 5急呈賞｡
佐藤蔵尭韓宅豊888き:『罰磨温泉記』 荒塵猪六 ､ 28箆｡
佐藤凝尭帝宅蓋常9き:『別府露泉藷』 高倉駒尭､ 呈唾5賓e
志多摩 - 来宅王973ラ:『芳弓府文書ヒ史学鑑』別府郷主文危変節究会 ､ 量58寮o
志多摩 一 発編著毛玉977き:『別府今昔風 史記』 欝3府輝主文粍愛顧 発会 ､ 皇7玉東¢
志多摩 - 菜 19冒9き:『轟屋紫苑伝』別府市観光協会預 呈86業｡
戯業六十馬琴記念藷刊行委員会蘇毛玉991き:『株式会社清風荘創業 六十周年記念誌』 清風荘 ､
壬望昏寮o
第九回西南医薬菜東条縫撃昏2き:野太分解案内』帝毛愛書琴､ 壕3毒素¢
田中審 - ･ 後藤経書宅登9磯 : 闇 腐 野砲穿遊撃事業に関す る調査+ 研究資料愛車く東分高等
商業学校) 第量7巻第 ま重曹も 蓬-- 27震や
内務省衛生濁竃量88舜 : 『日本慈泉誌』 帝行監 考 3 艶
内務省衛生局竜王撃23き: 『愛国張廉霧轟 芸 濁 ス 沖 調査』 内務省 考 3覇5 薦¢
冒､e濁牢記忠志編集費義金竃重9 欝㌢『朗療府 あ る べ き婆F2重駿鍍 - の提言j』別府商工会議所 ､
雑 寮母
菌謂義発毛呈932き-: 『藍轟藍韓療』 南山堂書店七 種凄9 薫や
日奉温泉協会(豊9鋪 : 『発寒 豊泉尭鑑』 博寛鋒 ､ 豊28昏薫昏
稗 田武豊宅蔓925き:『厳粛別府 温泉案内』男弓蔚帯驚所与 豊9窒素Q
盈昏轟
古輝真率編(1 929):『三 豊官民Å 士録』 二 豊新閑社 ､ 352賞8
別 府観海寄主地 臼920): 『第 - 国営業報告書 喪藍丸撃真 率期』 別府畿海尊皇 地 毛 28 頁o
別府親藩寄主飽(ま928): F別府観梅尊及 嗣府荘園寧索図+ 別府観海尊 堂地 ､ 呈枚o
別府市宅1933):『別府市議』 別府市役所 ､ 60ま 露o
別府市(1937a):『東別府案内』; 別府 市､ i6 e貢 o
別府市(1937b):『市勢要 覧 昭和 呈呈 牢』 別府市役所 ､ 36乳
好j府市(1952):『市勢要覧 昭 和26年』 別府市役所 ､ 35寮o
欝j府市宅1955):『市勢要 覧 昭和 30寧度』 別府市役所 ､ 16 ま霧 o ド
別府市毛玉96):『別府 温泉の 実態』労3府市役所 ､ 53素o
別府市(呈985き:『別府市誌』 別府市役所 ､ 904頁o
別府市(呈985):『別府市誌』別府市役所 ､ 9O鍾賞o
男弓府 市宅28e3き:『男弓府市議』 夢j府 市役所､ 電子版¢
別府市(198eき:r別府市統計書 昭和 54年巌j 別府市役所 ､ 呈74 薫 o
別府市(2紳5):『別府市鍍計香 草威 i6年唐』 朗府市溌所､ 26窃 頁e
別府 市額澄協会宕呈982ラ:『表替立 3O寧の歩み』 罰腰帯磯発協会､ まO5賞 ｡
別府市観光経済繋観光課 紹OO4):『平成 i5年盛観発動慈要覧』夢3府市､ 58貰 e
穿j府市産業課(呈952き:『罰蔚解凍偉業 の 実態』 罰厨市蚤所 ち 8主 賓 B
別府市 一 別府商工会議所(王953):『男‡j府市商工名鑑 ま952』 別府市 ･ 別府商工会適所 ち 285
貢 o
別府商工会議所宿毛壬973き:『別府商工会議所四十年愛』 別府商工 会議所 勺 王量4霧¢
別府市鰭館添 テjt,組合連動会宅望O拓き;『別府]も爵 望OO 4年 形動痢と 望OO5年 埼 見通 し』 朗
府市涛館療 テ ル線食違合会 ､ 1僚B
別府町(19ま撞き:『男‡才厨 町史』夢3厨野 ､ 呈繋 責o
嗣府み らい信済金庫(2槻2):『別府 - 藍構 の 竃療i 東分み らい膚済慶療 育 主星2霧¢
男事才府宿屋組合事務所(重92種∋:『豊後温泉塊韓館轟簿』 別府番屋鍵倉 ､ 豊 艶
剖府療壌協会宅ま938):｢夢府 帝藤輝 - 覧菱j 別府簾館協会 ､ 豆 乳
確 藤吉熊毛里昏5歩き:『罰厨の俸説と情話』別府民間転承研究会馬 主8呈頁¢
栓 因襲(ま985ラ;『別府畷脇町鉱泉 ニ 閑ス ル 取調書類』松 田繁 ､ 呈静B
樹j=秀夫毛玉99¢き;『燃える男 鞄屋簿]も』今日新開号 轟9露o
森宰尭最巨編宅ま936);『来労農紀行文集』別府温泉亨巳学研究所 ､ 量 静態
王撃6
貝原益軒毛玉69凄き『豊国紀行』 を所収 母
袈島轟司泉紹榊0き:『別府な るみ 創業者轟岸源 尭轟鱒』 高藤寛舞､ 呈83頁e
来島嗣泉宅望榊壕き:㌻藤生永富翁 と川 田十氏j 別府愛読 ･ 第 呈4 号 ､ 旦 - 呈9 頁o
読売凝滞真倉支局編著く呈976):『尭分Å 国記』 深林社､ 523頁窃
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資料 1 鰭(添テj叫 の経営者の ア ン ケ - ト調査済耗
学術研究の資料と し､ 含蓄増 て よ哲よい 温泉地j5く哲の参考毒乙した いと思い ま守去 ぎ多摺g3
と ころ真変悪感ですが ､ 回答可能な潜分につ い て ､ 分かる範歯内でご記入方よろ しく 滴 い 轡し土碁ヂます去
回答 ･ます去 ホテ ル ･ 播 の名捧 ､ 記大音､ 国賓内容がその まま公表きれる三 と萎 淑
にあうません, また､ 学術研究以外の界の目的に卓 滅 しません∋ 富訊 方法揺 ､ ア ンダ
- ライ ン揺最終的な
数経文章藷 句､ その他看責亥当する項目に0印を付けて下きし㌔
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ますようお顔い申し上げま溌き 綻計数鮭は 6月 ま日額窪を原則と します去
問合せ先 : 〒870- 868充分市野田38e男fj爾来撃短期東学部充分校舎 書
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4. 旅蜂(添テ}i) の名称 尉 :
⑳その他宅
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37, 琴鉦鼓桟敷 確
38寝藁数 :
42一 ト帝紺 :
)年､ 漠繋額
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52･ 客層 扱 が づ ､ 以下同t:)(i) ‥ 臥 % ②艶帝り % 53. 鯛 鐙)‥ ヲピ エ タ - 乃静噂 掬 %
5 &客層韓 :庄妖婦 一 国浮
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艶 寧腔の特色:信鞠拷 ②桑痔 弓笥重石 鑑剤慧 ⑳障夢
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①経 済 垂軽 妙 換麹噂 ㈱ 昇 顧鳴搾 卿 親 授増 柳 嘘昇 ⑦雑 観 鞄蔑同
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3. 住所 〒
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6. 経営者
7
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敢撃欝 #
2. 屋号の 由来
5. 賢A X
( ) 代臥 同年齢宅 ) 歳､ 経営歴( ) 寧日
7 - 皇 国趣味
) 隼､ 今年で( )寧日 9. 女弓鶴
.呈L 同出身地
12. 所有招仕方 新妻渇覇業､買収､リ ー ス ､をの鶴(
ほ 経鄭 鰭 額Å､ 探亀 有隈､ その他
i5. 発業種8 労苦の有無そ具絢粕こ
16. 加盟 ･ 協定 日額逮､ 国密連､ 3T B､ 近ツ - ､
17. 焼餅の敷観 m
2
宅 ラ坪
19. 建物の轟き 階建宅最高 磯
2王. 建物荷造り 木造､ 鉄筋 ･ 鉄骨､ その他(
22. 最遼の諒解投資毒こつも､て(過去 3回 頒 度葛
8耕 一 平成宅 き隼､ 投資額
昭秘 事 ( ) *, # *
昭和 一 事成毛 )年､ 投資額
盈 顔館のイメ - ジ 事頗監 雑事痕 民
2亀客室数
(トイ レ緒
25, 東広間
27, 柑 ぎ
l毒奇 襲本金
日鼠 J魚篭 そ 磯 (
18. 延衆意穣
2O. 療館 磯 (
なども含むき
万円､ 内容宅
万円､ 内容∈
万円､ 内容く
洋風､ 樽色宅鼻捧的に
塞(内訳､ 和室 塞苛 洋室 室 ､ 和洋塞
婁､ パ ス 書 トイ レ柑 塞き 孝靖事j塞:有 事 無､
万円ち
m
2
宅 きj率
)棟(寮･ 新 ･ 男f厳 などき
壷∋ 塞
乗務員塞 :寄 書 無
)
)
)
)
)
)
)
)
愚問
塞宅全鮮で 畳) 26. 宴会場く食事妓き宅乗法閉を瞭i き 塞
宅あるもの にO巨P)ラヴ沖
ず
(密 ･]タ･){
>
-
､ 桁浄 ､ コ ー ヒづ､ラー≠ン事 コ 十 ､ 売店一 食堂､ 自動襲 観
ダづロ ー ㌢ ､ 露天風呂､ 家族風呂､ その他(
28. ス タ ッ フ 経営陣宅家族を含むき
29暮 客層く売丘乍
甘
頂き宅l) 宿泊
3l書 客層宅3き 同伴 寓､ 家族
32. 客層宅壕ラ
33,妻
3亀
観光 客､ 宴会
1窮 ‰ 2溶
胃 畠家相車
35. 支払方紡毛発 か
や
づき 現金
36. 琴南 今 期
* #
前身期
名､ 正数魚 名､ ′ゞ -ト
繋､ 日韓学
監 ダ軒プ
寓､ 殖
さ
JP
魁 3浄 襲
撃も 団体パス
繋､ ク - ボン
万円宅撃成 年
万円毛平成 撃
万円宅宰成
37さ 呈蔚2食客鍛費宅2Åで 主賓醸夢 開き 最低
3象革 - ジ 孟 ン 巨の逐客案練宅
39. 案内所宅凝倉 ,共闘･
敬 呈太当た野草均宿冶 繊
後 日蝉撃客の 聯 費 相
貌 日韓り客の多旨ヽ月 壬,
種5.
府送客実績宅
. 万円､
書 万円､
月 2,
県内
級 数汁演
者
ン宅発滋轟の多む博弊 呈. 月
節 . 彩㌢浅
草
ン宅発よ轟の少なも嘩欝L 月
繋 3e. 客層く2)
繋ち 団体
艶 顔周
～ 4湊鈴鹿
%､ 公共宅遜 ､
海､ カ ー ド
i;
名､ 7)妙{
'
祁 名
琴E
6
づ - 符割合 %
葛､ そ の後 %
繋､ そ 磯 %
繋寺 平均 , 淘
%
≠ヽ 磯 繋
客車 そ府観 客
月期き 内訳宅宿泊部門 %)
月期き 内訳毛審泊部門 %き
琴 月期き 内扉若者轟朝野弓 e/eき
万円㌔ 標準 , 万円､ 最高
額宅垂捧の年商蔓芸姦締る割合き
% 宅金棒の琴南に轟める昏榔
弧 同率喝消費 繊 す 万円
43I
月 3書
%､
2書
2,
拷
翠 く %き､ 憲爵宅 %き
月 亀 月 5. 月
% ほ立 つ 芳醇
月 議事 月 亀 月 5書 月
月 3一 月 亀 月 5. 月
望母昏
万円
)
)
感. 漁泉の所有形態 由己所有､ 公営蘇泉の労資､ 無､ そ搾飽く
吸 料理の書芦屋出 し 夕食 書 朝食真に ､ 夕食だ拷､ その飽(
5O. 酎昏の徒方 量産に出す､ 分を予て出す､ コ瑚 で出す､ そ鍔観(
5呈や 名物料理(他醸に負をサない料理を最終的にラ
52. サ - ビス に つ い て(額晶塞量など､ 顧客に対する各種サ - ビ ス 招最終純
53. 夜業員対策∈寮の 磯策､ 労 脚 の短縮などき
5 亀経営よの悩み
55｡ そ招観宅･蟹 - ヅレス
宅具体的に)
も 顧
56, 無常の曽 - プレスボイン 巨竜
､
コ ン ビ 畏 一 夕の有無などき
に褒狩なも､慮を鼻 ㈱ にき､ 今後招夢など
望8豊
)
)
)
資料3 観光客窮 @
こ のたびぼようニそ芳噛寺前にお越 しiだき旨､ま した｡ 県と窮で揺皆様方の 詔駕行を豊野楽しくするため 招
調査をしております去 なにとぞご協力くだきむ､ますようお顧 い しまサ去
充分県
漂
芳壬新 市
紘.
記Å の 呈 . 該当するもの を○で済んで下さし㌔
で囲んで下きむ㌔ 3 . 家族文はグル - プ､ 団捧の
ることをご監入下さ♭㌔
i_ お住まい絃(
2 . 線 種労農ま
①乏 - 3歳宅男
④豊5 - 2壕轟(男
軸5 - 9 歳宅男
き寄道府県
女 きÅ
女 きÅ
女 きÅ
②4 - 9歳宅男
叡5 - 34歳(罪
餅 歳以よ(男
3 . 讃封亨 磯 ま
①顔Å ②家族 ③額韓 窃友Å知Åグjレ - プ 5
2. 該当ずるものが 2う毅皇轟るとき揺豊なものを0
E3蔓:好篭衷者がご監Å苧きむ㌔ 4 一 宅 き毒三ほ該当す
東
秦
餐
きÅ ③呈8 - 量4養毛男
きÅ 薗5 - 鶴 歳(男
きÅ
グノレ - プ
女 きÅ
薮 )A
窃畷壊その鰻g3団捧
⑧その後
4. こ のたび釘 ご嬉野の期間娃
①日韓琴 ②五穀2 日 ③2泊3 日 ④3添轟日 番4穀5日 ⑥5宮自6日 ⑦6汝7田以土
5. 当地事鱒 泊菅軒漆㌔
①日韓撃 ②呈泊 ③2煎 ㊨3泊 批
6 . 当地毒こおもヽで葺こな っ 恵経路と主な交通塊笥
宅ユ)お経まを葡 盲ち
① 紗 葺ス
(2き宅
①定期ノ馬ス
②静静電ス ③汽車 ㊨電車 ⑤タクシ - ⑥自家用車
き 樹 鼎かち
2 3
琵 宅 きの中毒こ経ち 当地蔓こ彰を
4 ⑤タクシ -
7事 当堆からのお蝉琴絃
(旦き当 願 与らお経まをも へ 宅空き当機から宅 )者き
⑥自家開寮
県 ㌔ ゝ
7
7
⑧飛行韓 魯その他
餅 亨機 ⑨その鰻
県名を 認 泉写さむ㌔
注 ( ラの中書こ絃､ 当 髄 写らお輝9蔓こ怒る際､ 最初に溶寄り春吉なる孝蓑
8. 当地では彰¥( ら位( 鱒 お経むちで し藍甑
①宿務費
③当地での変遷費
法 家族また夢悪癖 折 サブ､
凱 ご添行の目的喜ま
①慰安婦行､
円 ②繋衝立産品費
円 ㊨その他
団棒の鎗昏緩% 合詐額をご記Å下さも㌔
捧餐､ 捧膏凄艶
②軽率管家事を糞漁色観光
3 夢 恵めだ汚の周務
汲 当壌芸彰をヽで蔓己磨 っ た動隣接
①知友､ 憲兵､
i レピ､ ラジオで
蔓芸ずす鋳られて
5
②窺
､ 縦 窟､ 厳重餅 亨療ど
凍行韓
脅その飽
王王手 当機亭三つもーての ご豪農を溶開垂ゝ哲軍藁を篭
逮
円
円
県名を 激 下さも㌔
タ - も パ ン フ 抄 プ 巨を見て
孟窃望
資料壕 欝厨藍藻簿蔓こお狩る 審の動向調査頗親
サ ▲
～. . _ 揺 ､ 学術研究の資料と し､ 合せて よりよい澄凝地づくりg3夢萄 三し恵も㌔と患い まず志 おiっ ろぎ
の ところ東変蓉で軒が ､ ご記見方よろ しくお醇い申 しよ喜ヂ濠ずも
記Å 碓 は ､ ( )にほ ､ 鼻捧約な数鮭叉結語句､ そ将飽揺 宅 診当ずる項目毒こ8坪を館緒で 下き旨㌔ な
お､ 家簸､ グル ー プ､ 団体の馨昏揺 ､ 代表者の方がご記克環峯子れば率い 守一乾
別府帝 協会写
呈. この施設の率j用日経､ ( 月 田)
2 . あなた結､ 敏男牲 ②女性
3 一 碓 ( き歳
i;R 下の質問宅4 - 7､ 9)につ いて絃 ､ 0砕をむ､く つ付打ても構を､ません茅
4. 今韓 櫛 形田的経 盲
蜜蜂治 3 轟 書 体餐 轟
⑦蔭審 ･ 慶事 ⑧ス ポ - ツ 書 アクトドア
接待 ⑬その他宅
5. 欝 樹 立ち寄野党予定を含むき
…丑薮3①怜瓦温泉宅
藍羽撃3
日
⑥顔啓街静 招事き
5 監
魯見学 書 教経
ヨ ミ 話 芸 ケ - シ ョ ン 魯変事
8
冨買
落 書 会藷 ㊨ビジ凄ス ㊨招待 ,
)
①意ち寄らない 挽 の質問6ノ ㌔選んで下萎も､き
②受ち寄っ 恵 似軍､ 番当ずる堺田に0聯を緒峯子て予審旨ちき
母野瓦温泉(砂教 ③不老衆
7
⑩ ヨ ス モ ピア宅専門活 ピンir)
⑥そ
蔓銀輪l ①むじ蓉
(
3
街静j府駅前き
@ス パ ピ - チ
花林産 i
@ %
⑦大分県花薄縁倉擦寄セ ンタ -
藍域寮】参坊主壌寮
7 搾 馳 の妻
③出地蘇 串労 マ
i 戸弓奪温泉
頓叛i厨 タワ ー ⑨ 軽率′ ㌔膏薬店
⑳号の観宅
麻薬ラン ド毛羅蒙き
孟うたん温泉
⑨やまなみの敦 ⑳ヤ ン ダ膏ン タ -
⑤曳山 憾 ㊨白地噛蘇
E市内3
藍郊外ヨ
温泉 ②私事!温泉
⑨奄巻埴綬
③磯田温泉
⑥ピ - コ ンプラず ⑦グロ - Ji)玩タワ -
⑲芳f厨醇クj B･ - ズ ;£ 薬会館
密アクア ピ ふ 軽 率ケ - プルラグテ ンチ
P
6
山 昏守 9ンパ レス
うえんち
昏ゴ/レフ場宅最終的に
の飽右奥 i=
@号給後毛
④夢都ピア 鴇 名演一腰公常
8 酵 勢 魯市立
⑳日本筋の葦琴艶餅 ⑬ス ギ}イパ レ ス
魯′宅チ ン ヨ
窃芳蹄 ロ - ブタ 深 イ
⑦アフリカンサブ アジ
凱 労3府鍔鼎で 狩立ち寄り発揺宅予定を含むきち
昏どこ書こも登ち寄ら蜜を-
⑧由 磯
の鹿毛農棒約毒こ
半島
ア. 男暗温泉毒こ来た理由観
①温泉が宥名
種
の飽く
晃岳 ⑤悉高潮
参ノ､ - モ ニ - ラ ン ド
執 ㊨醸奉 餅 蘇 6 義
車 嚇 渓 ⑳臼杵 ⑳東分帝
轟 事 体養書こよをヽ
⑥窟泊朝凌が手頃 餅 喪 中 食べ物が美味し彰､ がよも､ ⑨以南蔓こ薬た
奄醸朽葉者 繊 毛葉音名き ⑳そ 機 宅
日 コ ミ
き
乱 撃蔚温泉招温泉麹をiJ 貰蛋萄葦嚢を
準 竃5 :束髪慶を号_s 堵 ニ轟を考古 慧
噛 ま 書慧 - 項 一 望 一 望 半 量茅
竃5 各 項 手 語 - 望 - 逢妻
宅急 さ 壇 s 慧 一 望 , 3_=享
宅5 - 凄 - 慧･＋ 望 ♯ 重き
宅急 阜 適 者 語 専 望 ‡ 貫き
で嘗萎をも
,
_,
慧 : 熟 号音 夏 :束髪葱を専
馨爵妻
竜舜療毅 番 線 孟
-
i
i
w 首 磯
怒
萄機番
豊後 当
量喜一 要
動揺 監轟ぞ
魯金蔓萄
義
る
f･･･
魯碓 ンチ
窃要 因賀き
番療 ウ 藍蔓こ 教 を号
塵男蔓こ望 - 急襲 蓉轟葺こ 畳表頭
重盗
宅麺蓬琵療て 感銘 -j 藍董--=薬療をち
毒象男妾こ望 - 豊酵
畳語. 響
藩学 2i/ ど - 李諜
壌露泉 奇 観泉
審雛窮豪藍垂範
書亀 あ蜜た
萎孟夏弊
参憂患
萄襲望蓉
番静細 嫁
観
魯蛋艶患
薗そ 磯 若
敬
裏書頭
蛋
雛 鍔亀宅
魯署 磯 竃
蔓,=望′ - 雲量頭
竃5 ヰ 壕 者 3 脊 望 す
竃5 養 項 を 3 i 喜 一
竃慧 単 複 希 望 者 望 す
宅急 卓 穫 卑 語 - 望 ず
賓悪 女 毒 手 護 身 監 事
魯衆鍔爵
魯ア-- を 鍍
番男妾-= 蔓襲
慧重責 窃弼喜=T重囲
象 実i#プ か 撃 転≠
尉 ㌢賓 - 孝--# 紅 麹 ち蜜をy
'
i 番そ 磯 考
i, i' i
15. あなた時機業緑青
①農林泉産業 ②畠営業宅商工サ - ビス 抑
⑤会社経営 ･ 会社投員 蜜観象 ⑦公務員
傘膏 磯 宅最終的に
王6, あ恕たの国籍者結､
①自分だ毒ブ ②夫婦 書 同伴
⑦開業のÅ 轟 のÅ 昏
@療行会社の 郷 捧 瀦 朝
3
･ 窮酔夢克
孝 - 藩 ♯ 密 事 舞 書
昏軒弓畷 ･ 技術職 tL
⑧パ - 臣 事 アJ抄 竃イ 巨
④家族 書 親族 ⑤姦泉 ♯ 麹鬼
e 棒
) 昏そ 機 宅
ほ 摘 も 自分を禽療て宅 きÅ､ その内訳鉄 男性宅
l臥
①呈e歳鍔下毛 きÅ - 叡e義絶宅 きÅ 顧8鼻緒毛
蛋舶 義絶 毛 き泉 電幣 歳代宅 き長 信蹄 歳代(
19, 夢厳選泉喜も 日韓撃ですか､ 審煎 鰯 も ①日韓り ②呈治
で 機 先宅埼名叉妄
23. 累帝澄で の童な
①舜行韓 ②3琵
琴絃 ､
3 ④自
@レンゲ湧 - ⑨その鰻重鼻鱒均毒こ
2複号 欝聯 で 欄 宅予定 員
寮 ⑤ 勝 /iス
)
き鮭､
①経歩 ②良家摺寮 母会衆㌔宅ス 朝議
⑦レ ンタ労 - ⑨そ 磯 蔓異体約を芸
25一 琴
j宅ス
Qき克ち 女性宅
きÅ 離8義民 看
きÅ 密招 歳以よ竃
③その飽 宅 泊)
jぢス
量き
遷き
葺き
逢妻
重き
妻
帯 - 露 - 野 - 帝
･ 労務磯
㊨
のÅ
ミス ⑥タタシ -
)
某ご陰カ轟哲漆芸患うござ態滝まし甑
i: こお汁る樹 P 持
演
a
紐 ､ 学術研究の資料と し､ 含経て よりよい 温泉櫓づくりの参考喜芸したい と思い 浸す這 おく つ ろぎ
の ところ東変恐ですが ､ ご記束寿よろ しくお衝い申 しよ峯ヂますふ
記入方法は ､ ( )に経 ち 最細鞄な敦感支給語句､ そ狩観揺､ 露当する項目を三○印を狩吋て 軍き旨㌔ な
お ､ 家族､ グ) レ… プ､ 団捧の場合結､
1 . こ の 擬 の亭fj岡田は､ ( 月
代表者の方が ご記Å頂蔓すれば牽をヽ 耽
協会､
2. あなたほ､ ①男性 ② 姥
3. 年齢く ) 義
3;A 下の質問宅4 - 7､ 9きに つ いて 絃､ 0縛をいく つ柑狩ても構いません3
4 . 今回の涛行の 日的は､
①晩発 ②夢治 ③薙餐 ･ 休養 i
⑦蔭事 ･ 慶事 ⑧ス ポ + ツ ･ アウトドア
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